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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『蜘蛛ですが、なにか？』（著：馬場翁）お試し版が収録されています。
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　リーングランデ





〝サトゥーです。木馬と言われて最初に思い出すのは、メリーゴーランドです。なぜか、友人の多くはロボットアニメを連想する人が多くて、同意が得られませんでした。不思議です。〟






「うま～？」

「馬さんなのです」

　大河を下る大型船の上で空を見上げながら、そんな事を呟つぶやいたのは白髪に猫耳猫尻しつ尾ぽのタマと栗色の髪をボブカットにした犬耳犬尻尾のポチの二人だ。

　甲板に並べられたソファーで寛くつろいでいた皆も、その言葉に興味を引かれたように振り返る。

「へ？　あの小さな点みたいなの？　よくあんな小さな点が見えるわね」

　紫髪を金髪のカツラに隠したアリサが紫色の目を細めながら、タマとポチが指差した空の彼方かなたに視線を送る。

「マスター、望遠ユニットの増設をして欲しいと希望します」

　オレの後ろからにゅっと顔を出したのは金色の髪をポニーテールに結ったナナだ。相変わらず無表情だが、最近では彼女の感情の起伏が判るようになってきた。

　オレの首に手を回して豊かな胸を押し付けてくる。色仕掛けのように見えるが、ホムンクルスで実年齢ゼロ歳の彼女の場合、子供が親にスキンシップを求めるような感じなのだろう。

　幸せな感触から逃げるのも勿もつ体たい無いので、ナナの好きにさせる。

　だが、それを看過できない者もいるようだ。

「近い」

　涼やかな曲を奏でていたミーアが目を三角にして、ナナとオレの間に割り込んでくる。

　ツインテールに結った淡い青緑色の髪が揺れ、その間からエルフの特徴の少し尖とがった耳が顔を覗のぞかせた。

　僅わずかに袖そでを引かれる感触がしたので、そちらを振り向く。

「ご、ご主人様はやっぱり、その、大きい方が……」

　奇跡のような美び貌ぼうに涙を浮かべて呟くのは、黒髪黒目で日本人顔のルルだ。美少女はどんな表情でも素晴らしい。

　この瞬間を一枚の絵画として永遠に残したい気もするが、被保護者に悲しそうな顔をさせたままなのもしのびないので、指で優しく彼女の涙を拭ぬぐってやる。

　こんな美少女が不細工に見えるというのだから、この世界の住人の美意識は少し罪深いと思う。

「ご主人様、人が騎乗しているようです」

　オレの横で魔ま槍そうを油断なく構えた橙とう鱗りん族のリザが追加情報を伝えてくる。

　朱色の髪の向こうに凛り々りしい横顔が見える。彼女の緊張を反映してオレンジ色の鱗うろこに覆われた尻尾が小さく揺れる。

「襲撃ですの？」

『盗賊なら単騎という事はあるまい』

　隣のソファーに腰掛けていたムーノ男爵令嬢カリナが縦ロールの金色の髪をばさりと背中に払って空を見上げる。

　彼女の問いに答えを返した渋い男性の声は、彼女の胸元で青い輝きを漏らす銀の装飾品から聞こえる。

　名をラカと言い、装備者に身体強化と強力な防御力を与える「知性ある魔法道具インテリジエンス・アイテム」だ。

　仲間達やラカ達が警戒しているが、マップに表示される光点の詳細情報で、空から近付く者が敵ではない事は判っている。

　もっとも、それを伝えるにはオレのユニークスキル「マップ」の事を教えないと信じて貰もらえないので、カリナ嬢やラカのいる現状では仲間達に言えない。

　もう少ししたら姿が見えてくるだろうから、それまではのんびりした船旅のアクセントになって貰おう。

　それにしても──。

　こうして平和な船旅をしていると、つい昨夜に公都の地下で魔王が復活していたとは思えない。

　ムーノ男爵領の復興支援と慰問に訪れていたテニオン神殿の巫み女こセーラとの出会いが、はるか昔のように感じられる。

　こんなに平和な大河の畔ほとりで、魔王信奉集団の「自由の翼」達が、セーラを生いけ贄にえにして魔王復活を果たしてしまったのだ。

　もっとも、魔王は既に退治したし、生贄にされて死亡したセーラも、テニオン神殿の巫女長と「蘇そ生せいの秘宝」によって無事に蘇よみがえった。

　マップ情報によると現在セーラは「衰弱」状態だが、神殿には神聖魔法が使える神官が沢山いるので大丈夫だろう。お見舞いはもう少し彼女が回復してからにしよう。

　次の「魔王の季節」は六六年後だろうし、これからは平和を満喫する方向で行くつもりだ。

　それに、これから向かう公都には珍しいものがいっぱいあるらしいから、長期滞在して観光を楽しもうと考えている。

　エルフのミーアを故郷に送るのが遅れてしまうが、彼女の無事は既に伝えてあるし、ミーアによるとエルフは一年くらいの誤差は気にしないという事なので、見聞を広げる事を優先させて貰おうと思う。

　また、ムーノ男爵の書状を王都へ運ぶ役目のカリナ嬢とは公都でお別れだが、彼女にはラカや二人の武装メイドがついているから、オレが心配するまでもないはずだ。




　そんな風に思いを馳はせている内に、船の護衛兵や同乗していた騎士達も空から接近する影に気が付いたようだ。

　護衛達が対空の魔法や弓の準備を始め、鳥人や蝙蝠こうもり人の護衛兵が偵察に飛び立った。

　それに釣られて仲間達も投石や弓の準備を始めようとしたので、小声でそれを制する。

「敵じゃないから、慌てなくて良いよ」

　タマやポチが見付けた時点でマップ検索を行い、空から接近する騎馬の正体は調査済みだ。

　望遠スキルと遠見スキルがその姿をオレの瞳ひとみに届けてくれる。

　白い木馬型のゴーレムが空を駆ける。恐らくオレの天駆と同じような仕組みだろう。ＡＲ表示では「飛ひ翔しよう木馬」と出ている。

　その背にまたがるのは白銀の全身甲冑スーツ・アーマーに身を包んだ細身の騎士。兜かぶとを被かぶっているので顔は見えないが、女性らしいラインを描いた甲冑が装備者の美貌を予感させてくれる。鎧よろいのカーブに誇張が無いならＥカップ近いサイズがありそうだ。

　彼女はリーングランデ・オーユゴック。レベル五五。スキル構成を見る限り魔法使いよりの魔法剣士らしい。

　勇者ハヤト・マサキの従者にして、テニオン神殿の巫女セーラの姉で彼女より七つ年上の二二歳だ。

　シガ王国の重鎮たるオーユゴック公爵の孫が、なぜサガ帝国の勇者に仕える事になったのかは知らないが、きっとセーラにそっくりの美人さんに違いない。

　そんな期待を込めつつ眺めていると、偵察に行っていた鳥人が凄すごい勢いで戻ってきた。

「リーングランデ様だ！　『天破の魔女』リーングランデ様が帰っていらしたぞ！」

　船の上を旋回しながら、興奮した様子で鳥人が報告する。

　彼のクチバシから発せられる言葉は「るぅぃーぐぁんれさわら」と聞き取り辛づらかったが、なんとか脳内補完を行えた。

　セーラのお姉さんは有名人らしく、船員や護衛兵だけでなく騎士達も「リーングランデ様」と彼女の名を口々に呟く。

「り～ん？」

「ぐらでんなのです？」

　周りのざわめきにタマとポチがキョロキョロと落ち着きをなくして視線を彷徨さまよわせる。

「リーングランデ、様？　……勇者の従者になった、あの？」

　カリナ嬢が立ち上がって、憧あこがれのアイドルに向けるような視線を接近する騎影に合わせる。

　きっと、勇者マニアのムーノ男爵から色々な噂話を聞かされていたのだろう。

「アリサはリーングランデ様に会った事があるのか？」

「無いわ。わたしが勇者ハヤトと会ったのは彼女が仲間に入る前だったと思う」

　オレの小声の質問にアリサがふるふると首を横に振る。

「でも、普段から日本人を見慣れているだろうから、ご主人様の出自も見抜かれそうね」

「そうだな、その時はルルみたいに先祖が日本出身の勇者って事にするよ」

　アリサとそんな話をしながら、頭の中で偽装肩書きカバーストーリーを組み立てる。

　やがて飛翔木馬に乗ったリーングランデ嬢が船の近くまでやってきた。

　彼女が兜を脱ぐと、銀糸のようなさらさらとした銀髪が流れ落ちてくる。

　プラチナブロンドよりの銀髪をしていたセーラと違い、彼女の場合は純粋な銀色をしている。あまりに綺き麗れい過ぎて作り物のような印象を受ける髪だ。

　顔の作りはセーラそっくりだが、可か憐れんな花を連想させたセーラと違い、大輪のバラのように自己主張の激しい魅力を振りまいている。

「私はオーユゴック公爵の孫、リーングランデ！　貴船への着地を望む！」

　ハリのある力強い声でリーングランデ嬢が叫ぶと、船尾にいた船長から許可する旨の返答がなされた。

　印象は全く違うが、彼女の声質はセーラそっくりだ。

「「「リーングランデ！」」」

　彼女の声を聞いて感極まったのか、船上の人達が彼女を歓迎する声を上げる。

「「「リーングランデ！」」」

　ズダンズダンと足踏みし腕を振り上げる姿は熱狂し過ぎで、ちょっとついて行けない。

　周りの雰囲気に吞のまれたタマとポチが耳をペタンとさせて不安そうな目を向けてきたので、膝ひざの上に座らせて頭を撫なでてやる。

　オレと仲間達の他で熱狂していないのは、セーラの護衛として同行していた近この衛え騎士のイパーサ・ロイド卿きようくらいだった。彼の視線は成長した妹を見守るかのように温かい。

　神託スキル持ちの赤ん坊のマユナちゃんを抱えたハユナさんも、熱に浮かされたようにリーングランデ嬢を見上げている。彼女の夫のトルマは船酔いで船室に篭こもったままだ。

「隣」

「わ、わたしも！」

　ミーアとアリサがソファーの左右にごそごそと潜り込んでオレに密着すると、満足そうに微笑んだ。

「す、すごい人気ですね」

　足元に敷いたふかふかの毛皮の上に腰を落ち着けたルルが、紅潮した顔を向ける。興奮したルルも写真に残したいくらい可愛い。

「マスター、あの馬と同じヌイグルミが欲しいと宣言します」

「いいよ、船に乗っている間はヒマだから作ってあげよう」

　オレの背後に立って、一心にリーングランデ嬢の飛翔木馬を見つめるナナに、安請け合いする。簡単な作りのヌイグルミなら全員分を作っても半時間ほどだ。

「マスター、感謝を！」

　嬉うれしそうな声のナナがオレの顔を豊かな胸に抱き締めて感謝の気持ちを表してくれた。

　もっとも、すぐにアリサとミーアの鉄壁ペアによって強制中断させられたわけだが、十分幸せだったから文句はない。

　精一杯可愛いヌイグルミを作ってやろう。




「士爵様、船員達が騒がしくて申し訳ありません」

　そう謝って来たのは、この船でオレ達の担当をしてくれている添乗員さんだ。

　彼女は船の添乗員であると同時に、この船の主グルリアン太守ウォルゴック伯爵の抱える文官の一人でもあるらしい。

「構いませんよ、リーングランデ様はずいぶん人気者なのですね」

　後甲板に飛翔木馬を着地させたリーングランデ嬢がイパーサ卿や船長と言葉を交わす姿を眺めながら、添乗員さんにそんな話題を振ってみた。

「士爵様はご存じありませんか？」

　彼女はリーングランデ嬢の熱狂的なファンだったらしく、胸の前に両手の拳こぶしを握って近寄って来た。

　彼女の雰囲気に流されるように頷うなずくと、リーングランデ嬢の話を色々と聞かせてくれた。

　さっきマップで調べた内容と重複する部分もあったが、こんな感じだ──。

　リーングランデ嬢は次期公爵の長女であり、その母親がシガ王家から降嫁してきた現国王の娘、つまり公爵の孫であると同時に国王の孫でもある。

　王位継承権こそ無いそうだが、折り紙つきの血統の良さだ。

　また、一〇歳の幼さで入学した王立学院を二年で卒業し、風と炎の魔法を上級まで修めた才さい媛えんなのだそうだ。

　卒業後も学院の研究員として席を置き、一五歳までの三年の間に失伝していた爆裂魔法、破壊魔法の二種類を復活させた天才魔法使いらしい。

　その研究と並行して、迷宮都市セリビーラで魔術の腕を磨いていたそうだ。

「迷宮都市で『階層の主フロア・マスター』を退治した功績に名誉女男爵の位を授けられたんです」

「単独で退治されたのですか？」

「いくらリーングランデ様が凄くても、一人では無理ですよ」

　添乗員さんによると王都の聖騎士隊の助力があっての事らしい。

　そんな彼女なので、一八歳でシガ王国を出奔してサガ帝国の勇者に仕える事になったとき、色々と騒動が起こったらしい。その辺は興味がなかったので、彼女に相あい槌づちを打つだけで聞き流した。

　なお、彼女が里帰りするのは四年振りらしい。

　かしゃんかしゃんと鎧の音を響かせて、リーングランデ嬢がこちらに歩み寄ってきた。イパーサ卿も一緒だ。

　座ったままなのもなんなので、立ち上がって彼女を迎える。

　カリナ嬢もメイド達に促されて、カチコチになりながらソファーから立ち上がった。

「はじめまして、勇者ハヤト・マサキの従者、リーングランデ・オーユゴックと申します」

　カリナ嬢に自己紹介を行い、騎士の作法で礼を取る。

「は、はじ、はじゅめまして──」

　緊張して自己紹介を嚙かんでしまったカリナ嬢が赤面して固まってしまったので、彼女の横に進み出てフォローする。

「横から失礼いたします。こちらは私の主人、ムーノ男爵の次女カリナ・ムーノ様でございます。リーングランデ様とお会いできた感動で礼を失した事を、カリナ様に代わってお詫わびいたします」

「あら、感動だなんて──ムーノ男爵というとレオン小お父じ様の事よね？　ならば私達は再従姉妹はとこじゃない。私が勇者の従者を目指したのはレオン小父様が研究者時代に書いた書物のお陰だもの、もっと気軽に接してくださると嬉しいわ」

　気さくな調子でリーングランデ嬢がカリナ嬢に微笑む。

　憧れのアイドルに微笑まれたファンのようにカリナ嬢が真っ赤な顔で卒倒寸前だ。

　それを如才なく察知したリーングランデ嬢が視線をオレに逸そらして話しかけてきた。

「それであなたのお名前を伺っても宜よろしいかしら？」

「はい、私はムーノ男爵の家臣でサトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します」

　その返答にリーングランデ嬢が目を丸くする。

「レオン小父様の家臣？　ムーノ男爵領の噂はご存じないの？」

「いいえ、もちろん存じております。それにムーノ男爵領を苦しめていた呪いは既に解呪されております」

　解呪したのが「銀仮面の勇者」だという事は伏せた。

　彼女は勇者ハヤトの従者なので、「新たな勇者登場」という話題を出すと説明が長くなりそうだと思ったからだ。

「それは重畳ね。どなたが解呪をなさったの──」

　リーングランデ嬢の質問の途中で、オレは何か言いたそうにしていた添乗員さんに視線を向ける。

「どうかなさったの？」

「あの、もうすぐ幻げん蛍けい窟くつですので──」

　添乗員さんの告げた幻蛍窟は長さ三キロもある人工のトンネルの名前で、大河を遮るように聳そびえ立つ葡ぶ萄どう山脈を貫いている。

　幻蛍窟は大型船一隻が通るのがやっとの幅で、大河の本流は葡萄山脈を大きく迂う回かいして流れ、幻蛍窟の反対側で再合流している。

　ここはシガ王国でも有数の観光スポットであり、新婚旅行に訪れる貴族も多いらしい。

　後から聞いた話だが、リーングランデ嬢がこの船に来たのも幻蛍窟を使って峻しゆん厳げんな葡萄山脈をショートカットする為だったそうだ。

「あ、あら、ごめんなさい。初見の方達もいるみたいだし邪魔しては無粋ね。私にも席を用意していただけるかしら？」

　リーングランデ嬢の言葉に、カリナ嬢が自分の座っていた三人掛けのソファーにチラチラと視線を送るのが見えた。

　カリナ嬢に友達ができるかもしれないし、たまにはお節介をしてやろう。

「リーングランデ様、宜しかったらカリナ様の隣が空いておりますので、お掛けください」

「宜しいのかしら？」

「は、はい。ど、どうぞ」

　オレが促し、ガチガチのカリナ嬢が招くと、リーングランデ嬢はさほど気にした様子もなくソファーに腰掛けた。

　その様子を微笑ましそうに窺うかがっていたイパーサ卿が、さらなるお節介を焼く。

「リーン、少し詰めてもらって良いかな？　私も腰掛けて幻蛍窟を眺めるとしよう」

「え、ええ。宜しくてよ」

　リーングランデ嬢がカリナ嬢と肩が接するほど近付き、沸騰しそうなほどカリナ嬢の顔が赤くなる。

　気さくにリーングランデ嬢が話しかけているが、カリナ嬢は上の空で「はい」と「そうですね」しか返していない。

　リーングランデ嬢が気を悪くしていないのが救いだ。

　公都に着いたら、もう少しカリナ嬢の対人スキル上げの手伝いをしてあげた方が良さそうだ。




「では、皆様。目を閉じてお待ちください。私が合図するまで目を開けないでくださいますようお願い申し上げます」

　ソファーに腰掛けたオレ達に、添乗員さんが静かな声で告げる。

　なんとなくテーマパークのベテラン・スタッフみたいな語り口だ。

　目を閉じさせられているのは、幻蛍窟の光景がよく見えるように暗さに目を慣れさせる為らしい。

「これより本船の操そう舵だは、船長に代わりまして、蝙蝠こうもり人族のメルウが担当いたします」

　添乗員さんの紹介で蝙蝠人のお姉さんが一礼する。

　彼女は夜間哨しよう戒かいを担当していた人だ。てっきり護衛兵士かと思ったのだが、操舵もするらしい。

　恐らく、この先のトンネルを無灯火で進む為に、反響定位で地形が判る蝙蝠人に交代するのだろう。

「幻蛍窟に入りますと音が反響しますので、大声はお控えくださいますようお願いいたします」

　添乗員さんが注意事項を述べると、タマとポチの二人が両手で自分の口を塞ふさいだ。

　鼻まで塞いで苦しそうにしていたので、手をずらしてやる。

　トンネルの手前にあった船着場から出た小舟が、オレ達の船を先導してトンネルに入る。

　小舟が先行し、チカチカと光信号らしいものでトンネルの反対側に合図しているようだ。

　しばらくして、トンネルの奥から光信号が返ってきた。

　小舟がトンネルから離れて、停船していたオレ達の船が帆を畳んで進入していく。トンネルが大型船一隻分の幅しかないから交通整理していたようだ。

　前方から暖かい風が吹きつけてくる。これが童話なら、トンネルが巨大な生き物の腹に続いていそうな感じだ。

　もちろん、そんなはずも無く、何事も無く船はトンネルに進入し、徐々に入り口から入る光が弱くなっていく。

　なお、こんな風に薄目を開けて色々観察しているのはオレだけだ。他の者達は添乗員さんの指示通り素直に目を閉じている。

　オレは光量調整スキルがあるので、すぐに暗所に馴な染じんだ。実に便利なスキルだ。

　──おおっ！

　目が馴染むと同時に絶景が飛び込んできた。

　オレの内心の驚きを察知したわけでは無いだろうが、添乗員さんが合図をしてくれる。

「さあ、みなさん、目をゆっくり開けてください！　これがかの有名な『オークの幻蛍窟』です！」

　一足先に見させて貰もらっていたが、なかなかの光景だ。

　洞どう窟くつの天井から側面にかけて、色とりどりの光ひかり苔ごけが淡い光を放ち不思議なグラデーションを描いている。

　さらに所々に露出している水晶らしきものが、その光を反射して景色を単調にしない役を買っている。

　まるで、星空を封じ込めた絵画のようだ──。

　それだけでも十分綺き麗れいなのに、たくさんの蛍のような光がフワフワと不規則に、そして緩やかに舞っている。

　光のイルミネーションは見慣れていたつもりだったが、これはまた格別だ。

「キラキラ～？　ふわふわ～？」

「スゴイのです！　ご主人様！　しゅごいのです！」

　左右に座っていたタマとポチが、興奮しすぎてオレの肩を摑つかんで左右にシェイクする。

　目が回りそうだ。

「綺麗」

「すごい、です」

　ふかふかの敷物に腰掛けたアリサとルルが魂を奪われたように、この幻想的な光景に見入っている。

　無意識だと思うのだが、二人とも近くにあるオレの足を摑んでいて、ちょっと痛い。

「綺麗だわ、そう、とても綺麗なの。本当よ？」

　光の乱舞を見つめながら、熱に浮かされたようにミーアが呟つぶやく。今日は珍しく饒じよう舌ぜつだ。

　ドサリという音がしたので、振り向くとリザの槍やりがソファーの背に落ちた音だった。

　その音で我に返ったリザが槍を拾い上げる。一瞬だけ皆の視線が集まったが、すぐに散って行った。

　リザは会釈して非礼を詫び、直立不動の姿勢に戻ったが、明らかに照れている。

　凛り々りしいリザも良いが、恥ずかしそうにするリザもまた愛いとおしい。

「マスター、語ご彙いが不足しています。言語セットⅡのインストールを申請します」

　なんだよ、言語セットⅡって。

「語彙なんて気にしなくていいよ。キレイの一言で十分だ」

「はい、マスター。キレイです」

　ナナは感嘆の吐息を漏らして光の乱舞を眺める。

　さっきから静かだとカリナ嬢の方を振り返ると、魂を奪われたようにぽかんと口を開けて絶景に見み惚とれていた。

　やがて、船は幻蛍窟を抜けた。長さ三キロもあったのに、まだ見足りない気分だ。

　今度はゼナさんも連れて見物に来るのも良いかもね。




　　　　◆




「姫様頑張ってぇえええ！」

「隊長、そこだ！」

　幻蛍窟を抜けてすぐに飛び立とうとしていたリーングランデ嬢だったが、騎士達に請われて一回ずつ指南する事になった。

　リーングランデ嬢はサクサクと騎士達を打ち負かし、対戦相手の欠点と改善方法を伝えていく。

　そして現在は組み合わせのラストであるイパーサ卿きようとの試合の最中だ。

　レベル五五のリーングランデ嬢とレベル三三のイパーサ卿ではその差は歴然だが、試合という事もあってなかなか切迫した戦いになっている。

　それにしても、リーングランデ嬢の華のある剣技は見ていてわくわくさせられる。

　一方で、イパーサ卿の剣技は地味だが堅実で無駄な動きがないので、防御に徹すると驚くほど強い。タマやポチには彼のような剣技を覚えて欲しいものだ。

　見ているだけだと勿もつ体たい無いので、ちょっとだけ彼の動きを練習してみよう。

　人の輪の後ろに下がり、無手のまま剣を持ったつもりになってイパーサ卿の動きをトレースする。

　──ふむ。

　見ているだけじゃ判らなかった視線や重心移動の意味がよく判る。

　彼になったつもりで、リーングランデ嬢を仮想敵にして空想の剣を振って戦う。





＞「模倣：武術」スキルを得た。






　予想外に便利そうなスキルが手に入ったので、すぐさま有効化アクテイベートしてみた。

　さっきよりも的確にイパーサ卿の剣技をコピーできる気がする。

　もう少し模倣を続けたかったが、二人の戦いが終了したので中断せざるを得なかった。

　ちょっと惜しい。

　そんな事を考えていると人の輪が開いてリーングランデ嬢が姿を現した。

　なぜか、オレに不敵な笑みを向けながら歩いてくる。

　その獲物を見つけたネコ科肉食獣のような顔はやめて欲しい。

「面白そうな事をしていたじゃない、次はあなたと戦いたいわ」

「彼はムーノ市防衛戦の英雄にして、グルリアン市で下級魔族を無傷で倒した手て練だれだぞ。リーンでも油断したら、危ないかもしれん」

　リーングランデ嬢の後ろからついてきたイパーサ卿が、余計な情報を披露して場を焚たき付ける。

「へぇ、それは楽しめそうね」

　舌なめずりするリーングランデ嬢から逃げ出そうかとも考えたが、彼女の剣技を盗む千載一遇のチャンスなので、それとバレないように模倣してみようと思う。

「ご主人様、妖よう精せい剣です」

「ありがとう、ルル」

　心配そうなルルから剣を受け取り、「大丈夫だよ」と囁ささやいて軽く頭にポンと手を乗せて安心させてやる。

　皆の声援を受けながら、オレは妖精剣に魔力を通す。威力強化というよりは妖精剣を保護するためだ。

　気を抜くと魔刃が発生するので、注ぐ魔力量には注意した。

「■■■■■　■　■■■■　光防御」

　イパーサ卿の詠唱が終わると、オレやリーングランデ嬢の身体を白い光が包む。

　どうやら、怪我をしないように防御魔法を掛けてくれたようだ。

　オレはイパーサ卿に礼を言って会釈する。

　──危機感知。

　オレはスキルが教えてくれる通りに身体を投げ出して危地から脱する。

「ふ～ん。油断しているように見えて、ちゃんと警戒していたのね。どうせなら、誘いに使って相手に反撃できるようになさい」

　突きの姿勢から腕を戻しながら、リーングランデ嬢がアドバイスをくれる。

　オレはそれに微笑みだけを返しながら、彼女の視線や踏み込みに注目して、彼女の戦い方を盗んでいく。

　魔王と戦っていたときに「攻撃に虚実織り交ぜる事もセヌ」と叱られた理由がよく判る。

　視線や踏み込みをフェイントに使って相手の攻撃を誘い、その隙を突いて攻撃するのはなかなか有効らしい。

　せっかくなのでフェイントに乗った場合、乗らなかった場合といった感じに、彼女の戦闘パターンが網羅できるように、色々なアクションを取って新しい戦い方を引き出していく。

　彼女の魔剣とオレの妖精剣が接触する度に赤い火花が散る。

　動きを追うのに火花の光が邪魔だ。それにレーダーやログウィンドウが視線を遮るせいで、どうにも気が散る。

　メニュー表示をオフにする前に、オレの隙に気が付いたリーングランデ嬢の突きが死角から襲ってきた。

　防御できない事もなかったが、それをしてしまうと彼女の剣を破壊してしまいそうだったので自重し、そのまま審判のイパーサ卿の判定を待った。

「勝者、リーングランデ！」

　周りから「リーングランデ」コールが沸き起こる。

「あなた、なかなかやるわね」

　剣を鞘さやに収めながら、リーングランデ嬢がこちらに歩いてきた。
















　額にうっすらと汗を浮かべ、僅わずかに乱れた息が色っぽい。

　彼女の妹であるセーラも将来は彼女のような色気のある美人になりそうだ。

「私などまだまだです。ご指導ありがとうございました」

　リーングランデ嬢の差し出す手を握り返しながら礼を告げる。

　その時、彼女がぐいっと手を引いてオレとの距離を詰め、小声で囁く。

「その黒髪黒目に顔立ち──あなた、ハヤトと同じ日本人ね」

　普段から日本人を見慣れていたら判るか。

「ええ、その通りです──」

　オレは彼女の言葉を素直に肯定し、言葉を続ける。

「私の先祖は日本人です。サトゥーという名は代々受け継いだもので、初代は勇者だったと伝えられております。もっとも、サガ帝国の勇者目録にはサトゥーという名は載っておりませんので眉まゆ唾つばかもしれませんが……」

　これはリーングランデ嬢が勇者ハヤトの従者だと知った時から考えていたサトゥーの来歴だ。

　オレの言葉はどれも噓ではない。オレの先祖は日本人だし、サトゥーというキャラ名は色々なゲームで受け継いでいる。

　当然ながら、サガ帝国の勇者目録にはサトゥーという名前は無い。

「私の仲間の黒髪の娘も曽そう祖そ父ふが元サガ帝国の勇者だったそうです」

　オレは心配そうにこちらを見つめるルルに手を振り、リーングランデ嬢にそう告げる。

「──召喚者かと思ったけど、違うみたいね」

　小さく呟いたリーングランデ嬢が納得したように頷うなずく。

「あら？　耳族の小さな子達に、エルフまで──まるで勇者のパーティーみたいね」

　オレの仲間達を眺めていたリーングランデ嬢がそう呟いて、愉快そうに微笑んだ。

　セーラはお姉さんと距離がある様子だったけど、なかなか気さくで良い娘さんだと思う。

　二人が仲良くなれたら良いと思うが、生半可なお節介は拗こじれる因もとだから自重しよう。

　そしてオレとの試合を終えたリーングランデ嬢は、お昼にオレのお手製のエビのテンプラに舌鼓を打った後、颯さつ爽そうと飛ひ翔しよう木馬にまたがり公都に向けて飛んでいった。







　公爵城の晩ばん餐さん会





〝サトゥーです。美お味いしいディナーは気の合う友人で集まって食べるのが良いですよね。できれば作る方ではなく食べる方で参加したいものです。〟






「マスター、橋型の魔物を確認しました。迎撃準備を進言します」

「たいへん～？」

「危険が危ないのです！」

　前方の光景を見てナナが警戒の声を上げ、それに釣られてタマとポチがわたわたと慌て出す。

「三人とも慌てなくて大丈夫だよ。あれは跳ね橋っていう仕組みなんだよ」

　大河に架かる長大な橋の中央部分四〇メートルほどが持ち上がって、大型船の帆がぶつからないようになっている。

　川幅が一キロ以上もあるのでたいした事がないサイズに見えるが、実際はロンドンのタワーブリッジくらいの規模がある。異世界の建築物もなかなか侮れない。

　そのまま眺めていると、跳ね橋の可動部分が一種のゴーレムになっているとＡＲ表示が教えてくれた。

　そんなオレ達の姿を見てガイド心がくすぐられたのか、添乗員さんが解説をしてくれた。

「あの橋は一〇〇〇年前に神々がお創りになられたと伝えられていて──」

　なんでも橋脚が魔物除よけの結界柱を兼ねており、水すい棲せいの魔物が公都近郊に近付けないようになっているそうだ。

　下流側には橋の代わりに、極太の結界柱が一〇本以上も立てられているのが見える。

　添乗員さんの解説に耳を傾けているうちに、オレ達の乗る船は無数の船が停泊する港を素通りし、公都沿いの支流を遡さかのぼって貴族専用港へと入った。

　武術大会が開催されるからか、都市全体がお祭り騒ぎで浮き足立っているような印象を受ける。

　荷降ろしの間に公都の最新情報をチェックする。

　武術大会のせいか高レベルな者が多い。最大がリーングランデ嬢のレベル五五のようだ。

　アリサの様な転生者や勇者の称号を持つ者、魔族や憑ひよう依い状態の者は見あたらない。

　魔王信奉集団の「自由の翼」は公都内に三〇名ほど残存していた。下町に九名、ボビーノ伯爵という貴族の邸宅の地下に一五名が潜伏しており、公爵城の地ち下か牢ろうに四名が拘留されているようだ。

　残り二名は公爵城内に存在しており、セーラの叔お父じにあたる現公爵の三男とその側近だった。

　なお、ボビーノ伯爵自身は「自由の翼」の構成員ではなく、先代の伯爵が構成員達のまとめ役のようだ。

　また新しい魔王でも召喚されたら困るので、連中の潜伏場所や氏名を勇者名義で公爵に告発するとしよう。

　さすがに魔王復活時に大多数の構成員が死亡した「自由の翼」達が、すぐさま大それた企たくらみを実行できるとは思えないけどね。

「サトゥー殿！　兄者からの迎えの馬車が来たので先に失礼するよ」

　地上に降りた途端元気になったトルマが気安い調子で話しかけてきた。

　彼の後ろにある馬車にはなんと馬がいない。形は馬車だが、ゴーレム車という魔法道具マジツク・アイテムの一種らしい。

　車輪の所をよく見ると、車輪を回す為の手が生えていた。

　なかなかファンタジーな馬車だ。

「公都での宿が決まっていないなら我が家に滞在するかい？　今は武術大会開催中だから、まともな宿は残っていないと思うよ？」

「ご親切にありがとうございます。公都滞在中はウォルゴック伯爵邸にご厄介になる予定ですので大丈夫です」

　オレが言ったウォルゴック伯爵とはグルリアン太守の事だ。

　グルリアン市を襲った下級魔族を討伐した縁で、彼の実家である伯爵邸の離れを宿泊施設として提供して貰もらえる事になっている。

　馬車に乗って去っていくトルマ一家に手を振り、オレ達も馬車と馬に分乗してウォルゴック伯爵邸に向かう。

　添乗員さんの乗る馬車が先導してくれるので、道に迷う事もないだろう。

「この馬車は乗り心地が良いですわね」

「はい、走行中の馬車の中で気兼ねなく喋しやべれるなんて凄すごいです」

　後部席に座ったカリナ嬢と護衛メイドのピナが驚きの声を上げる。

「ま～ね。ご主人様の愛が篭こもっているのよ！」

「ん、愛」

　オレの左右に座ったアリサとミーアが後ろを振り返って馬車自慢を始める。

　篭っているのは愛よりも技術だと思うが、余計な事は言わないでおこう。

　馬車を操るルル以外の残りの子達は全員騎乗して馬車の前後を随伴中だ。

　フード付きのマントで耳と尻しつ尾ぽを隠したタマとポチが走竜に乗り、鎧よろい姿のリザとナナが馬に騎乗した。残る一頭にはカリナ嬢の護衛メイドであるエリーナが乗っている。

　幻げん蛍けい窟くつを抜けてから春くらいの気温に上がったので、フード付きのマントだと暑そうだ。

　港の近くにある大壁の門を抜けると、すぐに公都の貴族区画に入った。

　門を抜ける時に馬車を止められたが、先導の添乗員さんが対応してくれたので、オレは貴族の身分証たる銀プレートを見せるくらいしかしていない。

　貴族街の通りは石畳で覆われており、コンクリート風の質感の建物が並んでいる。

　ムーノ城での宴会時に聞いた話では、建築魔法と呼ばれる土魔法の一種を用いて建てられているそうだ。公都だとホーエン伯爵という貴族がこの建築魔法に長たけているらしい。

　路肩を足早に歩くメイド達は以前のムーノ城で見たのと同じく、普通のワンピース姿の娘が多い。

　──公都にもメイド服を浸透させねば。

　そんな野望を胸に抱いている内に、馬車は閑静な上級貴族の屋敷がある区画へと入った。

　マップで確認済みだが、公爵城の近くには侯爵邸や伯爵邸などの上級貴族の屋敷が立ち並んでいる。

　どの屋敷も東京ドームが入るくらいだだっ広い。むしろ、宮殿と表現した方が合っていそうだ。

　早々と街並みに飽きたアリサがカリナ嬢に話題を振った。

「カリナ様もウォルゴック伯爵邸に泊まるの？」

「え、ええ。オリオンの下宿に泊めていただく予定でしたけど、あちらはオリオン以外の青年貴族達も下宿しているそうですから──」

　なるほど、人見知りの上に男性が苦手なカリナ嬢が宿泊するには少々ハードルが高い。

　カリナ嬢を送るついでにオリオン君への挨あい拶さつに行こうと思っていたが、それは後日に回す事になりそうだ。

　オリオン君はカリナ嬢の五歳年下の一四歳になるムーノ男爵家の嫡男で、公都の学校に留学している。

　ムーノ男爵領のニナ執政官から聞いた話によると、彼が留学先に王都の王立学院を選択していないのは「呪われ領」と呼ばれていた悪評のせいで、王都の門閥貴族達が彼の留学に難色を示したかららしい。

　やがて、馬車は公爵城に近い場所で速度を落とした。

　宮殿と見まがうほど立派なウォルゴック伯爵邸に到着したオレ達は、太守の両親にあたるウォルゴック前伯爵夫妻への挨拶を済ませ、伯爵邸の離れへと案内された。

　公爵城へ報告書を届けに行くと言う添乗員さんとはここで別れ、公爵への面会依頼の手紙を託した。

　離れは三階建ての大きな屋敷で、使用人用の宿舎や厩きゆう舎しやが併設されている。前に獣娘達と宿泊したセーリュー伯爵城の迎賓館よりも立派だ。

　入り口の前に馬車を停めると、二〇人ほどの使用人が待機していた。

「お待ちいたしておりました。私は離れの統轄を任されております、セバフと申します」

　瘦やせた白髪の老執事が丁寧な礼をすると、後ろの使用人達も規律正しく続く。

　オレの背後でアリサが「惜しい」と呟つぶやいた理由はよく判る。セバスチャンだったら完かん璧ぺきだったのに。

「私はサトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します。お世話になります、セバフさん」

「どうか、私めの事はセバフと呼び捨てに」

　温和そうなセバフ氏に頷き返し、続いてカリナ嬢の紹介もしておいた。

　セバフ氏に案内されたリビングで寛くつろいだ後に、屋内を案内して貰う。

「こちらが、サトゥー様のお部屋になります」

　セバフ氏に先導されて入った部屋は幾つかの続き間があり、そちらは寝室、書斎、衣い裳しよう部屋になっていた。寝室の中央には特大サイズのベッドが鎮座しており、皆で一緒に寝るのに十分な広さがあった。

　皆の分の個室もあるようだったが、寂しがり屋が多いからオレ用に割り当てられた部屋とリビング以外は未使用になりそうだ。

　なお、カリナ嬢達の部屋は別の階なので、寝ぼけて同どう衾きんなどのラッキースケベイベントが発生する余地は無い。

　案内が終わった後、皆が希望したので屋敷の探検を許可してやる。

「タマがいる～？」

「ポチも一緒なのです」

「綺き麗れいな鏡です。銅鏡とは映りが違いますね」

　リビングの隣の衣裳部屋から、そんな声が聞こえた。

　開いたままの扉の向こうに、獣娘達が衣裳部屋に置かれたガラス鏡の前で、鏡に映った自分の姿に手を振って遊んでいるのが見えた。

　オレがベッドに寝転んで公都での予定を整理していると、厨ちゆう房ぼう見物へ行っていたアリサとルルが戻ってきた。

「ただいま～」

「ご主人様！　ここの厨房はすごいです！」

　頰を紅潮させたルルが、厨房の調理用魔法道具について興奮した様子で話してくれる。

　セバフ氏から厨房の使用許可は貰ってあるので、事前に言っておけば自分達で食事の準備をする事も可能だ。

　食事自体は本邸の厨房で調理されるそうで、この屋敷の厨房はお茶や軽食を用意する為にあるらしい。

「オーブンや冷蔵庫もあったんですよ！」

「ねぇねぇ！　冷蔵庫にミルクや果物があったから、ケーキでも焼いてよ」

「そうだな、スポンジケーキが上手く焼けたらフルーツケーキでも作ってみるか」

　オレがそう請け合うと、アリサが飛び上がって「やったー！」と喜びの声を上げた。

　衣裳部屋から顔を覗のぞかせていたタマとポチが、食べ物の話を聞きつけて部屋に飛び込んできた。

「け～き？」

「なのです！」

　二人もアリサと一緒になって、踊るように飛び跳ねて喜びを表現している。

　そんなに素直に喜ばれると腕の振るい甲が斐いがあるというものだ。

「手紙」

「マスター、老成体からメッセージを二件預かってきたと報告します」

　屋敷の周囲へ探検に行っていたミーアとナナが戻ってきた。

　受け取った手紙の差出人はウォルゴック前伯爵とオーユゴック公爵だ。

　前伯爵の方は今日の晩ばん餐さんの招待状で、公爵の方は添乗員さん経由で出しておいた面会依頼の許可だった。面会は明日のようだ。

　どちらも対象はオレとカリナ嬢の二人だけなので、他の子達には屋敷で寛ぐように伝えておく。

　その日の晩餐は小規模ながらも贅ぜいを尽くした山海の珍味の皿が並び、十分に舌を楽しませて貰った。幾つかの料理は再現可能なので、公都滞在中に皆にも作ってやろうと思う。
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　翌日の昼、オレはカリナ嬢と一緒にオーユゴック城の謁見の間を訪れていた。

　オレ達の前に座すオーユゴック公爵は総白髪の恰かつ幅ぷくのいい老人で、髪も豊かだが、ヒゲはもっと豊かだ。

　好こう々こう爺やという雰囲気だと評したいところだが、力強すぎる眼光がそれを否定している。

「レオンの娘よ、よくぞ参った。イパーサより話は聞いておる。ムーノ市防衛戦で先陣を切り、グルリアン市では魔族を相手に勇猛果敢に戦ったそうではないか」

　公爵が言うレオンとはムーノ男爵の事だ。そういえば、公爵はムーノ男爵と親しん戚せきだったっけ。

　本来なら、ここでカリナ嬢が返答するシーンなのだが、彼女はコミュ障をこじらせて目をグルグルさせるばかりだ。

　できればフォローしてやりたいところだが、最下級貴族であるオレはカリナ嬢の添え物扱いなので公爵の許可無く口を開くのは失礼にあたる。

　代わりにカリナ嬢の胸元で青い輝きを放つラカが返答した。

『主人に代わり、慰労の言葉を拝受する』

「ほう、人語を解する魔法道具か。まるで王祖様の伝説にある無敵甲かつ冑ちゆうのようではないか」

「左様ですな」

　公爵が傍らに立つ細身の執政官に声を掛ける。

　執政官がこちらを値踏みする視線は蛇のようだが、公爵ほどの威圧感は無いので気にならない。

「お祖じ父い様！」

　そこに聞き覚えのある足音を鳴らして入室してきたのは、大河の船上で出会ったリーングランデ嬢だった。

「リーンか……公務中だ。退出せよ」

「カリナ殿とサトゥーが来ているって聞いたから、お祖父様に虐いじめられる前に助けに来たのよ」

　公爵の苦言をものともせずに、リーングランデ嬢が謁見の間にずらりと並んだ完全武装の騎士達を見回す。

「まったく！　グルリアン市を救った英雄達を迎える雰囲気じゃないわね。それに威圧したい相手には全く効いていないじゃない」

　リーングランデ嬢がオレを見つめながら、そんな事を公爵に告げる。

　──なんだ、威圧だったのか。

　ぴかぴかの全身甲冑スーツ・アーマーの騎士達が儀ぎ仗じよう兵へいみたいに完全武装して並んでいたから、てっきり大歓迎してくれているんだと思っていたよ。

　ずらりと並ぶ騎士の間を歩くのは実にわくわくする経験だった。

　不平を唱えるどころかお礼を言いたい気分だ。

「リーンには敵かなわぬな」

　公爵が傍らの武官に片手を上げて指示すると、部屋に詰めていた騎士達が退場していく。

　オレ達の他に謁見の間に残ったのは執政官と偉そうなレベル五〇の武官、そしてイパーサ卿きようを含む数名の近この衛え騎士達だけだ。

　もちろん、メイドなどの使用人達は別だが。

「さて、これで良いな？」

　公爵がリーングランデ嬢にそう告げて執政官に合図をする。

　使用人から受け取った箱状の盆を持った執政官が、オレ達の前へと歩み寄ってきた。

「グルリアン市を魔族の手から救った勇敢なるカリナ・ムーノ男爵令嬢、そしてサトゥー・ペンドラゴン士爵の両名の功績と勇気を称たたえ、オーユゴック公爵より『オーユゴック公爵領蒼そう炎えん勲章』が授与される」

　盆の上には重そうな二つの勲章と、金貨のたっぷり詰まったビロードの小袋が載っていた。

　副賞の金貨は目測で一〇〇枚ほど入っており、金貨を見慣れていないカリナ嬢が瞳ひとみを輝かせて喜んでいる。

　武官の横に立つイパーサ卿が「あれが蒼炎勲章……」と感嘆の色を滲にじませて呟くのを聞き耳スキルが拾ってきた。

　彼の反応からして、この勲章はなかなか価値の高いレアな物なのだろう。

「遠慮なく受け取るが良い。貴公らの功績はそれだけの価値がある」

　カリナ嬢が金貨に見み惚とれて勲章を受け取らないのを、公爵が勘違いしたようだ。

「貴公らは知らぬと思うが、グルリアン市を襲ったような下級魔族が領内の各都市を襲っていたのだ」

　途中で寄港したツゥルート市では魔族に襲われたような形跡は見かけなかった気がするが、滞在期間が短かった上に夜中だったから気が付かなかったのかもしれない。

　公爵の言葉を執政官が受け取り、詳細を教えてくれる。

「被害が少なかったのはグルリアンとスウトアンデルの二都市のみ。あとは復興に何年か掛かりそうな被害が出ている」

　セーリュー市の地下で戦った上級魔族クラスならともかく、下級魔族くらいなら各都市に倒せるレベルの人が何人もいるはずなんだが……。

　いや、魔族に勝てる人材が迎撃に行く前に被害がでるのかもしれない。

　グルリアンの太守がオレみたいな下級貴族を厚遇してくれた理由が少し理解できた。

　それに他の都市にも「短角魔族シヨートホーン」達が出没したのならもしかして、と思って検索してみたところ、公爵の執務室の隠し金庫に「使用済みの短角シヨートホーン」を三つほど発見した。

　この「短角」は人間を魔族に変えるアイテムなので、魔女狩り的な集団パニックを恐れてグルリアン太守には秘密にしていたのだが、あまり意味がなかったかもしれない。

　魔族の討伐数と「使用済みの短角」の数が合わないので、必ず落とす物ではないようだ。

　グルリアン市で手に入れた「使用済みの短角」については、今更公爵に提出しても薮やぶ蛇へびになりそうなので、このまましらばっくれよう。

　そんな後ろ向きな決意を他よ所そに、公爵や執政官との話は続く。

　勲章や褒美を受け取った後、ムーノ男爵から預かった書状の件へと移った。

「レオン名義になっておるが、この書状を作成したのはニナだな。まったく、空手形を魅力的に見せる才能はあいかわらずだ」

　オーユゴック公爵がニナ女史の事をファーストネーム呼びしたのに少し驚いた。

　そういえばニナ女史をムーノ男爵領の執政官に推薦したのは彼だったっけ。

　それにしても、ニナ女史はどんな要求を公爵にしたのだろう？

「復興資金の貸付けや男爵領で不足する物資を寄よ越こせというのはともかく、文官や武官、ましてや技術者を貸与する事はできん」

　なかなか無茶な注文をしたようだ。

　たぶん、ニナ女史の事だから必ひつ須すなのは物資だけで、後半の人材の方は手に入ったらラッキー程度の要求に違いない。

　公爵の表情を見る限り、彼もその辺は判っているようだ。

　ふと、公爵が稚気を滲ませた表情を作って口を開いた。

「ペンドラゴン卿、貴公が我が家臣になると言うのなら、これらの要求を全て叶かなえてやるぞ？　望むなら名誉准男爵の位を陛下に具申してやろう」

　オレ一人とトレードか。普通の為政者ならすぐに承諾しそうだ。

　彼の冗談にどう返答しようかと思案していたところ、公爵の言葉に過剰に反応した者がいた。

「ダ、ダメですわ！　サ、サトゥーはお父様の家臣ですもの。こ、公爵様でも、ダ、ダメなのですわ！」

　立ち上がったカリナ嬢が子供のように手を広げて公爵の視線からオレを守る。

　ただでさえ、魔乳の魅力に負けそうなのに、そんなに必死に庇かばわれたら、うっかり惚ほれてしまいそうだ。

　うん、後ろから見上げる腰のラインも素敵だね。

「ふむ、ダメか」

「ダ、ダメですわ！」

　面白そうに繰り返す公爵の言葉に、カリナ嬢が必死に抵抗する。

　どうやら、カリナ嬢の姿に毒気を抜かれたようだ。

「あいわかった。レオンの娘よ。そなたの愛いとしいものを取り上げたりせぬから、安心せよ」

「い、いと、いとし──」

　公爵のからかいの言葉にカリナ嬢が顔を沸騰させて卒倒したので、素早く受け止めてやる。

「公爵閣下、カリナ様は純情なのでお戯れは程々に願います」

「うむ、レオンの血族らしいのう」

　呵か々かと笑う公爵に、リーングランデ嬢が耳打ちする。

　──なんだ？

　話を聞き終えた公爵がイパーサ卿を呼びつけて、小声で言葉を交わす。

　防ぼう諜ちようの魔法装置でもあるらしく、聞き耳スキルが彼らの会話を拾ってこない。

「ほう、奇跡の料理か──」

　読唇術スキルのお陰で、口の動きが見える公爵の言葉だけは判る。

「ペンドラゴン卿、今宵市内の上級貴族を集めた晩餐を行うのだが、その席でイパーサが食したというコンソメスープとリーンも絶賛しておったテンプラという料理を所望する。満足いく品であったら、ニナが求める援助をしてやろう」

　テンプラはともかく、イパーサ卿が「奇跡の料理」と評したコンソメスープもどきの方はちょっと面倒だ。

「公爵閣下のお求めとあらば否と口にしたくないのですが、コンソメスープは仕込みに時間が掛かりますゆえ、本日の晩餐に供するのは不可能でございます」

「よかろう、ならば今宵はテンプラだけで我慢するとしよう。三日後に公都の貴族達を集めた夜会を開く。コンソメスープはそちらで作れ」

「畏かしこまりました」

　生粋の貴族なら料理人扱いされて憤るのかもしれないが、一般人出身でにわか貴族のオレからしたら、そこまで理由を付けてオレの料理を食べたいと所望されるのはなかなか誇らしい。
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　公爵城の若い侍女に案内されて厨ちゆう房ぼうへと向かう。

　倒れたカリナ嬢は城のメイド達に介抱を頼んである。体調が回復したら乗ってきたウォルゴック伯爵家の馬車で送り返すように言ってあるので、厨房に乱入してくる事はないだろう。

　長い廊下を歩きながら、マップ検索で公爵城の食材をチェックする。

　少し足りない素材があったので、公都内に探査エリアを広げて再検索を行い、売っている場所を調べ上げた。相変わらず便利なスキルだ。

　厨房は一般的な教室の三倍ほどの広さで、高級ホテルの厨房のような活気に溢あふれていた。

「料理長を呼びに行ってきますので、士爵様はここでお待ちください」

　案内してくれた侍女が忙しく働く料理人の間をすり抜けて、赤ヒゲの料理長の所に説明に向かう。

「公爵様のご命令で、貴族の小僧に主菜の皿を任せるだと?!」

「ちょ、ちょっと料理長！　そんな大声で！　聞こえたら不敬罪で首が飛びますよ！」

　料理人達の向こうから料理長と副料理長の会話が聞こえてきた。

　これは料理マンガみたいに、一品作って料理長を説得する流れだろうか？

　──ちょっと楽しそうだ。

「うるせぇ、ここは俺達の真剣勝負の場だ。お遊びの貴族様に荒らされてたまるか！」

「だ、大丈夫です！　あのロイド家のイパーサ卿が味を保証しておられましたから！」

　吼ほえる料理長を侍女が大げさなジェスチャーで説得してくれる。

「──なに？　ロイド家の御曹司が、か……」

　どうやらイパーサ卿の実家であるロイド侯爵家は食通で有名らしく、荒ぶっていた料理長が吼えるのをやめた。

「いいだろう。厨房の奥を空けてやれ、手伝いは出せんが食材は自由に使って良いと伝えろ」

「料理長、主菜の人員を何人か回した方が──」

「バカ野郎！　お貴族様が失敗した時に代わりの皿がなかったら、公爵様に恥をかかせる事になるだろうが！　予定の主菜はそのまま作る。お貴族様なら手伝いくらい自分の家臣を呼ぶだろうから、余計な心配をするんじゃねぇ」

　料理長と副料理長の間で話は纏まとまったらしく、侍女と一緒にやってきた副料理長が申し訳なさそうに、先ほど聞き耳スキルが拾ってきていた話を伝えてくれた。

　料理長は敬語が苦手なので、貴族との交渉役は副料理長がしているそうだ。

「ええ、了解しました。調理器具と食材が使えるなら、手伝いの人材は自前で用意しましょう」

　オレがそう告げると副料理長が肩の荷が下りたような顔を見せた。

　どこの世界でも中間管理職は大変らしい。




「この手紙を届けたいんだが、頼んでも良いかな？」

「はい、お任せください」

　食材の確保前に、侍女に頼んでウォルゴック伯爵邸で留守番をしているアリサ達への連絡を頼む。

　手紙を受け取った侍女が何やら合図すると、廊下で待機していたメイドがその手紙を預かって急ぎ足で去っていった。

「お待たせしました。それでは食材庫にご案内します」

　侍女と食材庫に向かう途中で聞いたところ、侍女と言うのは下級貴族の令嬢がつく役職で一般的なメイドよりも偉いそうだ。公爵領では行儀見習いと婚活を兼ねた人気職らしい。

　てっきり、呼び方が違うだけだと思っていたよ。

　食材庫の前で立番をする衛兵に、副料理長から受け取った許可札を見せて中に入れて貰もらう。

「ほう、これは凄すごいですね」

　社交辞令ではなく本当に驚いた。

　地球にいた頃でもこれだけの種類の食材や調味料が並んでいるのを見た事がない。

　醬しよう油ゆ一つ取っても、味や産地別に何十種類も並んでいるほどだ。

　味見用の小皿を侍女に用意して貰い、調味料を少しずつ味見して個々の味の違いや特性をメニューのメモ帳に記録していく。

　テンプラに使う油も、シガ王国で主流の獣脂だけではなく植物油が何種類もあった。

　オレ達は常温、冷蔵、冷凍の三つの食材庫を順番に巡る。

　これまでの旅で見かけなかったインゲンやサツマイモ、レンコンなんかもある。公都の市場で手に入るようなので、公都滞在中に多めに確保しておこう。

　おっと豆腐まであるじゃないか。

　これで豆腐ハンバーグを作ったら、ミーアでも食べられるだろうか？

　そんな事を考えながら、必要な素材や調味料を確保していく。

　食材を抱えて厨房に戻ろうとしたら、侍女が人を呼んで運ばせてくれた。

　こういった労働は下働きの者にさせるのですよ、とやんわりと叱られてしまった。

　……にわか貴族でごめんなさい。




　さて、初見の食材もあるので、下ごしらえのついでに植物油の種類毎に味が違うかを確認する。

　ここの厨房は調理用の魔法道具が充実していて実に便利だ。

　ちょっとコンロ型の魔法道具の魔力の通りが悪かったので、いつものように魔力経路を掃除して操作レスポンスや魔力効率を向上させてやる。

　便利な道具を借りているんだし、このくらいの調律はしないとね。

「はふはふ、このレンコンのテンプラが凄く美お味いしいです」

「こっちのサツマイモも美味い……けど、さっきのかぼちゃの方が好みね」

「これなら、魚の白身をテンプラにしても美味いんじゃないかな？」

　侍女に味見をして貰っていたところ、こちらをチラチラ見ていたメイドや給仕がいたので、仕事に支障のない範囲で味見に参加して貰った。

　思ったよりも舌の肥えた者が多かったので、サンプリングに丁度良い。

　意外にナスのテンプラの評判が悪く、なぜか薄切りニンジンのテンプラが高評価だった。

　ナスのテンプラ、美味しいのに……。

「ご主人様！　入手してきたわよ」

「サトゥー」

「お待たせしました、ご主人様」

　賑にぎやかな声に振り返ると、アリサ、ミーア、ルルの三人が入り口の向こうから姿を現した。

「はい、こっちがポチとタマに集めてもらった、大葉」

「ベニショウガ」

「ハモという魚が見つからなかったので、アリサに聞いてアナゴと牙きば鰻うなぎ、甘鰻の三種類を買ってきました」

「ありがとう、助かるよ」

　三人に労ねぎらいの言葉をかけて、素材を確認する。

　ベニショウガはオレの知る赤い物ではなく、淡い薄紅色の物だった。赤あか紫じ蘇そで着色していないタイプなのだろう。

　このベニショウガは付け合わせではなくテンプラにするのだ。

　関西のテンプラ屋でしか見た事がないが、独特の味と食感が癖になるので異世界でも広めたいと思う。

「ルル、下ごしらえの手伝いを頼む」

「はい！」

「アリサとミーアは魔法道具の魔力チャージだ」

「おっけー」

「ん」

　オレの指示に皆が行動を開始する。

　今回選択したのはシイタケ、カボチャ、ニンジン、インゲン、エビ、大葉、ベニショウガ、レンコン、それからハモに一番近い味だった牙鰻の九品だ。

　ナスやサツマイモも入れたかったが、試食の評判がイマイチだったので今回は見送った。

　特製の天つゆはグルリアン製のみりんと王都の有名工房が作った薄口醬油をベースに、スウトアンデル製の高級白砂糖を一つまみと公都産の純米シガ酒を少々加えて作ってみた。

　だし汁を使うと天つゆがテンプラの旨みを邪魔したので、今回はあえて使用を控えた。少し軽い味になったが、癖が少なくて良い感じだ。

　それらを特製テンプラ油を使って揚げていく。ゼッツ伯爵領産のゴマ油をメインに、色々な種類の植物油を調合した物だ。

　美味しそうに揚がったテンプラを油切り用のトレイに並べる。

　次はミーア先生の出番だ。

「ミーア、頼む」

「ん、■■■　■　■■　■■■　蒸気循環スチーム・ループ：テンプラ」

　ミーアが魔法を唱えると、テンプラの衣から余分な油が抜けていく。

　これは大河の旅の余暇を利用して作ったテンプラ専用の調理魔法で、余分な油が抜けてヘルシーになる上に表面のサクサク感がアップする。

　油を飛ばしすぎると風味まで飛んでしまうので、このサクサク感との両立には苦労させられた。

「ありがとう、ミーア。これで美味しさ二〇〇％アップだ」

「ご褒美」

　褒められたミーアが頭を出してきたので、フードに手を入れてさらさらの髪を撫なでてやる。

　アリサとルルが羨うらやましそうにしていたので、後で同じように撫でてやろう。

「サト──ペンドラゴン士爵！　手伝いに参りましたわ！」

　ズダダダッと足音を響かせて厨房の入り口から、カリナ嬢が顔を出した。

　急停止したカリナ嬢に少し遅れて、慣性を散らした魔乳が定位置へと戻る。相変わらずファンタジーな動きで、非常に眼福だ。

「ぎるてぃ」

「ぐぬぬ、おっぱい星人め」

　ミーアとアリサの頭をぽんぽんと叩たたいて怒りを鎮め、カリナ嬢に声を掛ける。

「お加減は宜よろしいのですか？」

「ええ！　問題ありませんわ！　さあ、領民の為にも力を合わせて頑張りましょう！」

　キリッとした表情で拳こぶしを握り締めるカリナ嬢には悪いが、料理は既に完成している。

「その為なら、どんな努力も厭いといません。何だっていたしますわ！」

　その魅惑の言葉に、思わず彼女の魔乳に視線が行きそうになったが、それはなんとか耐えた。

「残念だけ──」

「でしたら、カリナ様にしかできない重要な作業をお願いいたします」

　用済みと言おうとしたアリサの口を塞ふさぎ、彼女の意気込みを無にしないように仕事を頼む事にする。

　カリナ嬢が緊張した面持ちでオレの言葉を待つ。

「こちらのテンプラを試食して、味や食感に不備がないか確かめていただきたいのです」

「判りました。それなら得意です」

　ほっと息を吐いたカリナ嬢が、真剣勝負の顔でエビ天を口に運ぶ。

　彼女の色っぽい唇の向こうで、綺き麗れいな白い歯がぷつりとエビ天を嚙かみ切る。

　彼女の口が動くたび、真剣な表情が柔らかな笑顔へと変わっていく。

「いかがですか？」

「合格です、サトゥー！　今まで食べた、どのエビ天よりも美味しかったですわ！」

　オレの問いにカリナ嬢が全開の笑顔で答えてくれる。オレの名前を呼んだ事にも気が付いていないようだ。

　カリナ嬢の反応を見て成功を確信したオレの下に給仕達がやってきた。そろそろ出番のようだ。

　テンプラを彩りも華やかに盛った皿を彼らに託す。本来なら大根おろしを付けたいところだが、大根が不吉な物として厭われる公都の事情を鑑みて自重した。

　さて、人事も尽くした事だし、後は天命に任せる事にして、オレ達は後片付けに移る。

　しばらくして、聞き耳スキルが成功を知らせる上級貴族達の歓声を拾ってきた。

　喜んで貰えたようで何よりだ。

　帰ってきた給仕が、厨ちゆう房ぼうの入り口から満面の笑みで叫ぶ。

「士爵様！　ばっちりです！　皆さん、最大級の賛辞を贈られておりました！」

　そんな風に自分の事のように喜んでくれると、チームの一員になれたようで嬉うれしさも倍増だ。

　報告してくれた給仕に礼を告げ、厨房を騒がせた事を料理長に詫わびておく。

　もちろん、功労者のアリサ達にも労いの言葉をかける。

「お疲れ様」

「ふい～、はらへった～」

「ん、空腹」

「ふふ、いっぱい働いたものね」

　味見と称して余分に揚げたテンプラを食べていたはずだが、足りなかったようだ。

　厨房を見回すと、野菜の端材が大量に積まれているのが目に入った。

「この野菜を少し貰っても良いかな？」

「はい、どうぞ？」

　賄い作りを始めようとしていた下っ端料理人と交渉して、野菜を分けて貰う。

「何を作るの？」

「たいした物じゃないさ」

　アリサが興味津々で手元を覗のぞき込みながら聞いてきたが、本当にたいした物を作るわけじゃないので適当にはぐらかした。

　千切りにしたタマネギ、ニンジンを軽く炒いため、カットした青菜と一緒にテンプラの衣液に絡めてから油に投入していく。

「かき揚げね！」

「正解。アリサ、茶ちや碗わんにご飯をよそって貰ってきて」

「おっけー！　一人じゃ持てないからミーアも来て」

「ん」

　アリサがご飯の匂いを追いかけて、賄いを作っている青年からご飯を分けて貰ってくる。

　熱々のご飯の上に四つに切ったかき揚げを載せて、少し煮詰めて濃くした天つゆを上から掛けたら、かき揚げ丼の完成だ。

「んまい！」

「おいし」

「サクサクで熱々で最高です」

「美味しいですわ！　わたくし普通のテンプラよりも、こちらのかき揚げ丼の方が好きです」

　四人が嬉しそうにかき揚げ丼を食べ始める。三人は箸はしだが、カリナ嬢はスプーンとフォークだ。

　そんな四人を愛めでつつ、追加のかき揚げ丼を用意する。

「はい、どうぞ」

「私も宜しいんですか？」

「ええ、色々と手伝っていただきましたから、ささやかなお礼です」

　貴族出の侍女には野卑な食事かと思ったが、食べたそうな気配を彼女から感じたので用意してみた。

　更に余分に二つ用意していたかき揚げ丼を料理長と副料理長に持っていく。

　三日後の夜会でも、この厨房にお邪魔する事になるので、ちょっとでも心証を良くしておく為に夜食を差し入れようと思ったのだ。

「今日は厨房を貸していただきありがとうございました」

「いや、アンタを疑って悪かった──」

「士爵様の実力をお疑いした件は真に申し訳ありませんでした。公爵閣下からもお褒めの言葉を頂いております」

　敬語が苦手な料理長の言葉を遮って、副料理長が丁寧な言葉でフォローに入った。

　彼の差し出した盆には一枚の手紙が載っており、テンプラに対するお褒めの言葉と、晩ばん餐さん後にサロンで開かれる歓談に客として招くと書かれてあった。

「ところで、そちらの料理は？」
















「はい、かき揚げ丼という賄い料理です。上級貴族の方々にお出ししたテンプラのような高級食材は使っておりませんが、宜しかったら食べてみてください」

「おう、美味そうだ！　ありがたく頂くぜ」

　オレが持ってきたかき揚げ丼を二人は快く受け取ってくれ、美味そうに食べてくれた。

　周りで羨ましそうにしている料理人達には悪いが、全員に配るには衣液が足りなかったのだ。




　　　　◆




「ペンドラゴン卿きよう！　貴殿のテンプラは芸術だ！　あのサクサクした皮にぷりぷりのエビが絶妙だった！」

「いやいや、ロイド候。ベニショウガのテンプラこそ至高。あの美味さは他では表現不能だ」

「それは違うぞ、ホーエン伯。エビ天こそ究極なのだ。茹ゆでエビや焼きエビとは隔絶したあの食感と鮮烈な味わい──」

　つばを飛ばしそうな勢いでオレにテンプラの美味さを説いてくるのは、公爵領でも首位を争う食通として有名なロイド侯爵とホーエン伯爵の二人だ。

　サロンに招かれたオレは、待ち構えていたこの二人の重鎮に捕まってしまい、公爵に挨あい拶さつする事もできずにいた。

　なお、社交が苦手なカリナ嬢は、体調不良を口実にアリサ達と一緒に伯爵邸へと帰還済みだ。

「ロイド侯にホーエン伯、テンプラが美味いのは私も同感だが、ペンドラゴン卿が困っておられるぞ。一先ひとまず公爵閣下への挨拶くらいさせてやりたまえ」

「ウォルゴック卿がおっしゃるなら」

「うむ、ウォルゴック卿の言にも一理ある。ペンドラゴン卿、後ほどテンプラについて語ろう」

　この場で最長老のウォルゴック前伯爵が取り成してくれたお陰で、オレは公爵へと挨拶する事ができるようになった。

　上級貴族達の視線を浴びながら、公爵の下へと向かう。

　この部屋にいる貴族はオーユゴック公爵領を支える子爵以上の貴族一二家の当主あるいは先代当主達だ。内訳は一侯三伯八子爵となっている。

　リーングランデ嬢の父親である次期公爵や彼女の弟で次々期公爵の二人は、遠方のエルエット侯爵領に出かけていて不在らしい。彼女の話では近日中に公都に戻るとの事だった。

　また、この場にはトルマまで交ざっており、「美お味いしかったよ、サトゥー殿」と気軽な様子で手を振っていた。彼の兄であるシーメン子爵がいないようなので、代理で出席しているのだろう。

　それにしても、地球の常識のせいで王以外に仕える貴族というモノに未いまだに違和感を覚える。

　この世界の貴族達の爵位は都市核シテイ・コアの使用権限のグレードを指すようなので、領主であるオーユゴック公爵以外は都市核の使用権限を与えられた家臣という認識で良いようだ。

　そのくせ准男爵以上の爵位を与えられるのは、国王のみだというのだから複雑極まりない。

　いっそシガ国語スキルの翻訳が、領主を小王、国王を大王のような名称にしてくれたら混乱が少なかったのにと思う。

　そんな雑念を振り払い、眼前のオーユゴック公爵に跪ひざまずいて招待の礼を告げる。

「ペンドラゴン卿。貴公の作る料理は実に美味であった──」

「でしょう？」

　公爵の横に座ったリーングランデ嬢が入れる茶々を、公爵は迫力のある一いち瞥べつで黙らせて言葉を続ける。

「──夜会の料理も期待している。人材派遣の件は領内で公募し、成り手がおらぬ場合のみ指名を行う」

「まだ、夜会の料理をお出ししておりませんが、宜しいのですか？」

「構わぬ。今宵の料理の対価だと思え。夜会の料理で貴族達を唸うならせる事ができれば、領内の貴族達に寄付や出資を募る事を許そう」

　おっと、思ったよりも大盤振る舞いだ。

　テンプラ一つで良いのかと思うが、最大まで上げた調理スキルの効果だと思おう。

「お祖じ父い様、それはムーノ男爵への褒美よね？　サトゥーへのご褒美は無いの？」

「ふむ、褒美か……何か望みはあるか？」

　リーングランデ嬢のお陰で調理の報酬が上乗せされそうだが、テンプラ一つで貰もらい過ぎな気がする。

「既に領地への便宜を図っていただいておりますれば、これ以上の褒美を戴くわけには参りません」

「あら？　遠慮は美徳では無いわよ？　あなたは料理で素晴らしい時間を提供してくれたのだもの、胸を張って受け取りなさい」

　褒美を辞退するオレを、リーングランデ嬢ができの悪い生徒を叱る教師のような口調で窘たしなめた。

　そして、口ごもるオレをリラックスさせようと、クスリと微笑んでから冗談を口にする。

「──そうね。勇者ハヤトの専属料理人にでもなってみる？」

　それは勘弁して欲しい。美味しい物を食べるのは好きだが、どちらかと言うと自分で作るより、他人が作ってくれた料理を食べる方が好きなんだ。

　変な提案をされる前に、自分で何か望むべきだろう。

「どうした、遠慮なく申してみよ。リーンを嫁にでも望むか？」

「ちょっと、お祖父様！　私は勇者ハヤトの従者なんだから、結婚なんて魔王討滅までする気は無いわよ」

　──あれ？　魔王討滅の報告がテニオン神殿の巫み女こ長から届いていないのか？

　今晩にでもテニオン神殿に忍び込んで、巫女長から事情を聞かせて貰おう。

「そのような己の分を弁わきまえぬ望みは抱いておりません。叶かないますれば、公爵領内での巻物や魔法書の購入許可を戴ければ望外の喜びでございます」

「ふむ、魔法書や巻物の現物ではなく購入許可を求めるとは欲の無い事だ。よかろう、許可してやろう」

　オレの望みを鷹おう揚ように許可した公爵が、壁際に控えていた執事服の老人を呼び寄せて許可証を書いてくれた。

　元々シーメン子爵にはトルマが紹介をしてくれる予定だったが、公爵の許可があればより一層巻物が入手しやすくなるはずだ。

「レオンの家臣を辞める事があったら、我が家を頼るが良い。いつでも料理人として雇ってやろう」

「お待ちください、閣下！　ペンドラゴン卿は我がロイド家の筆頭料理人を任せるに足る器。一料理人にするくらいなら、是非とも譲っていただきたい」

「ムーノ男爵の家臣を引き抜こうとするなど、ロイド侯も大人おとな気げない」

　オレを料理人に雇おうとする公爵やロイド侯爵を、ホーエン伯爵が窘めてくれたのだが、残念な事に彼の言葉には続きがあった。

「時にペンドラゴン卿は細君はおられるのかな？」

「いいえ、若輩者ゆえ、今は身を固める予定はございません」

「ならば、我が孫に貴殿と同い年の娘が神殿に入っておってな。貴公が望むなら、我が一門の一員に──」

「待たれよ、ホーエン伯！　ま、まさか名誉士爵を婿に迎えるとおっしゃるか！」

　どうにも、公爵領の貴族達は食いしん坊な人が多いようだ。

　たぶん冗談だとは思うのだが、ホーエン伯爵の子や孫は四〇人もおり、未婚の娘に限っても七人もいるので案外本気で言っていそうで怖い。

　ロイド侯爵とホーエン伯爵は仲良しなのか、オレを取り合う体ていでじゃれ合っていた。

　途中でリーングランデ嬢が助け出してくれたので、他の人達とも交流を持つ事ができた。

　彼らは公都に工房を持っていたり、希少な魔法書を持っていたりするので仲良くなるのに吝やぶさかではない。

　特に上級魔法の魔法書の多くは貴族達が秘匿しているので、いくら購入許可があっても手に入らないのだ。

　少なくとも公都をマップ検索した範囲では、魔法屋に上級の魔法書は無かった。

「サトゥー殿、実は兄が巻物工房の用事で迷宮都市まで出張中でね。近い内に王都経由で帰って来るそうだから、巻物の件はそれからでいいかな？　どんなに遅れても一小月以内だと思うからさ」

「ええ、私もしばらく公都に滞在しますから構いませんよ」

「いやー、そう言って貰えると助かるよ」

　オレは申し訳なさそうなトルマに笑顔で快諾する。

　一小月は一〇日だから、それくらいなら問題ない。

　依頼予定のオリジナル魔法の巻物作製に時間がかかるようなら、オレだけ天駆で公都まで受け取りに戻るのもアリだしね。
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「夜分に失礼する、巫女長殿」

「あら、ナナシさん。いつも神出鬼没ね」

　オレは公爵城から帰還後に、勇者ナナシに扮ふんして貴族区画にあるテニオン神殿の巫女長の部屋にやってきていた。

　もちろん、マップのマーカー一覧で巫女長が就眠前なのを確認してからだ。

　彼女の状態に異状はないが、この部屋の神秘的な雰囲気もあいまって目を逸そらすと消えてしまいそうな儚はかなさを感じる。

「今日は少々聞きたい事があってお邪魔した」

「あら、何かしら？　でも、その前に良いかしら？」

「──構わん、何だ？」

　勇者ナナシとサトゥーを関連付けさせないためとはいえ、巫女長のような年長者に横柄な口調で話すのはオレには向いていない。

　うっかり敬語で話してしまいそうだ。

　巫女長が腰掛けていたロッキングチェアのような椅子からゆっくりと立ち上がる。

「テニオン神より魔王討滅の神託を受けました。勇者ナナシ、神殿の者に代わりお礼申し上げます」

　巫女の礼を取り、威厳のある口調でそう告げる。

「私の大好きな公都を守ってくださってありがとう、ナナシさん」

　そして淡く微笑んで表情を崩した巫女長が、軽やかな口調に戻って自分の言葉で礼を重ねた。

「ナナシさんが救ってくれた巫女セーラはまだベッドから出られないけれど、他の二人の巫女は、ちゃんといつも通りの生活に戻れたから安心してくださいね」

　マップで確認したところ、セーラの状態が「衰弱：軽度」となっていた。今朝は「衰弱」だったから「軽度」になった分だけ、快癒に向かっているのだろう。

　セーラの状態から「衰弱」が取れたら、サトゥーとしてセーラのお見舞いに行くとしよう。

「それは重畳。そろそろこちらの質問をしても構わないか？」

「ごめんなさい、私ばかり話してしまって。何でもお聞きになって」

　気のせいか巫女長の顔色が悪い。

「立ったままでは身体に障る。椅子に腰掛けられよ」

　オレが促すと、巫女長が儚い笑みを浮かべて椅子に腰掛け直した。

「公都では魔王討滅の話を聞かなかったが、公表していないのか？」

「ええ……公爵閣下にはお報しらせしたのですけれど、他神殿からの討滅神託を受けてから発表をするとの事でした」

　困ったような顔で頰を押さえる巫女長に、オレは問いを重ねた。

「他の神殿は討滅の神託を受けていないのか？」

「神託スキルがあっても、神殿によって儀式には何日もの時間がかかってしまうの」

　そんなにホイホイと神様に質問できる訳じゃないのか。

「テニオン神殿はこの聖域があるから他の神殿よりも儀式の準備が簡単なの」

「ほう？　聖域とは便利なのだな」

「うふふ、テニオン様の御み業わざですもの。寿命間近の私がこうして普通に動けるのも、この聖域のお陰なの。外では介護無しでは起き上がる事さえできないのよ」

　なるほど、ムーノ男爵領でセーラ達が言っていた「聖域から出られない」というのは、こういう事だったのか。

　聞くべき事は聞いたし、公表できない事情も把握した。そろそろお暇いとましよう。

「──事情は了解した」

「あら？　もう帰ってしまうの？　もう少しお話ししたいわ」

　長椅子から立ち上がったオレを巫女長が名残惜しそうに呼び止める。

　今日の残り仕事は公爵の所に「自由の翼」の潜伏場所を密告に行くくらいだから、少しくらい問題ないだろう。

　セーラを復活させた「蘇そ生せいの秘宝」が魔力切れのはずだから、会話の間に再チャージしておいてやろう。

　ストレージから取り出したお茶と茶菓子をお供に、巫女長とたわいない雑談を交わしたり、神話を聞かせて貰ったりして過ごした。

　ＡＲ表示される巫女長の状態が「疲労：軽度」になったので暇乞いをする。

「少し長居をしすぎたようだ」

　魔力充じゆう塡てんが完了した「蘇生の秘宝」を巫女長に返し、バッテリー代わりにしていた聖剣を「宝物庫アイテムボツクス」に収納する。

「ありがとう、ナナシさん。これが必要な時が来なければいいのだけれど」

「同感だ」

　大切に秘宝アーテイフアクトをしまう巫女長に同意し、オレはテニオン神殿を後にした。
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　夜闇に紛れ、天駆や隠密系のスキルの助けを借りて公爵の寝室に侵入する。

　寝室に侵入する時に、僅わずかな違和感があった。

　そちらを注視すると「オーユゴック城の結界壁」とＡＲ表示された。

　都市核による結界かな？

「城の結界を越えて侵入するとは……何者だ」

　都市核からの警報があったのか、さっきまで「睡眠」状態だった公爵が目覚めている。

　身体を起こす公爵に、「勇者」と短く答える。

　公爵はサトゥーと会う事が多い上に勘が良さそうなので、性別不明の声を作り、情報を与えないように単語で話す事にしてみた。

「勇者だと？　……紫髪の勇者。貴公が勇者ナナシ殿か？」

　余り会話を続けるとバレるので「そう」と短く肯定の言葉を返して、彼の前に紐ひも綴とじの書類を投げ渡す。

「──これは？」

　疑問符を浮かべる公爵に、「読んで」とミーア先生を見習った短さで答える。

「魔王信奉者どもの潜伏場所か……どうやって、これほどの情報を」

　公都内の潜伏場所だけではなく、公爵領全域での潜伏マップも付けておいた。

　こういう連中は一度にまとめて捕縛しないと、いつの間にか勢力を盛り返すものだからね。

「まさか、目と鼻の先のボビーノ伯爵邸の地下だと……あのバカ息子までが……」

　公爵が重臣や家族が含まれていた事に驚きの声を上げる。

「勇者ナナシ殿、こやつらの処分は私にお任せ願いたい。オーユゴック公爵の名に懸けて適正に処分を下す」

　ずいぶんとあっさり信じるものだ。

「ボビーノ伯爵邸の地下に関しては、明日にでも近この衛え騎士団を派遣し一網打尽に、下町に潜伏している賊は騎士団ではなく、密ひそやかに捕縛できる者達を送り込もう」

　ミーアのように首を傾げると、公爵が理由を教えてくれた。

「心配せずとも、この資料を鵜う吞のみにはせぬ。真偽は身柄を押さえてから、ヤマト石と『断罪の瞳ひとみ』を持つ家臣にやらせる」

　そういえば便利な道具やギフトがあるんだっけ。

　むしろ都市核の力で捜せそうな気もするんだけど、これだけ面倒な相手にやらないって事は何かできない理由があるんだろう。

　オレは念の為、書面の一部を指して「自由の翼」の捕縛に関しての注意点を強調しておく。

　一網打尽にする事と人を魔族に変える「短角」についてだ。

　書面には、テロリストは追い詰められると自暴自棄になるので、なるべく同時に処理するように注文を付けてある。

　マップ検索で「短角」を所持した者がいないのは確認してあるのだが、ヤツらの中には「宝物庫アイテムボツクス」スキルや魔法の鞄マジツク・バツグを持つ者もいた。

　これらの中に隠されるとマーキングした物でない限り検索できないので、念の為にピックアップしてリストで強調してある。

　潜伏している者達の中に特筆するような強者もいないし、例の「短角」で魔族になる者が出たとしても、公都にはレベル五〇前後の騎士が三人もいるから問題なく倒せるだろう。

　オレは数秒黙考してから、「任せる」とだけ告げて公爵城を後にした。

　この単語バージョンはバレにくいかもしれないが、打ち合わせがし辛づらい。

　もうちょっと、オレを連想できないような話し方や行動パターンのダミー人格を考えた方が良さそうだ。

　アリサにでも相談してみよう。







　武術大会





〝サトゥーです。武術大会というと剣道や柔道よりも、少年漫画のバトルモノを連想してしまいます。体験した事のあるリアル武術は、高校の体育でやった柔道くらいですね。〟






「おはよう」

　あくびをしながら、皆のいる部屋に入る。

「おはようございます、ご主人様。セバフさんに朝食の準備をお願いしてきますね」

　ルルの笑顔に癒されながら、パタパタと元気良く走っていく姿を見送る。

「おはよ、ずいぶん眠そうじゃない」

「むぅ、眠そう」

　アリサとミーアが棘とげのある声で、朝の挨あい拶さつをしてきた。

「ああ、ちょっと前回の戦闘で残弾がなくなったから、目立たない場所で追加の矢弾を作っていたんだよ」

「え？　綺き麗れいなお姉さんのお店に行っていたんじゃなかったの？」

「あたりまえだ」

　やっぱり、そんな勘違いをしていたのか。

　昨晩は公爵との面会後に公都地下の迷宮遺跡まで行って、魔王戦で撃ちつくした聖矢や聖せい短たん槍そうの補充と魔王クラスと遭遇した時用の予備青液ブルーの作製を行っていたのだ。

　もっとも、聖矢一〇本と聖短槍を二本、青液の小瓶を一本分作っただけで、セーリュー市の迷宮で入手した竜鱗粉ドラゴン・パウダーを使いきってしまった。

　竜の谷の遺体には手をつけたくないので、どこかで竜の鱗うろこを手に入れないと今後困る事になりそうだ。

「変に勘繰っちゃってごめんなさい」

「ごめん」

「べつにいいさ。それよりリザ達はどこに行ったんだい？」

　素直に謝る二人の頭をポンポンと叩たたき、後ろめたさを誤魔化すために適当な質問をする。

　だって、公都滞在中にトルマの案内で夜遊びに行くのは確定事項なのだから。

　この辺でリビドーを発散しておかないと、欲望に負けてナナやカリナ嬢と一線を越えてしまいそうで危ないのだ。

　オレは無表情ポーカーフエイススキルの助けを借りて、そのあたりの感情を押し隠す。

　戻ってきたルルと一緒に食堂に向かうと、中庭に続く扉から前衛陣とカリナ嬢達が入ってきた。流れる汗が色っぽい。

　どうやら、朝一から庭で戦闘訓練をしていたようだ。




　ウォルゴック伯爵邸の料理人の作ったホテルのような朝食メニューを堪たん能のうし、オレ達は食後の青紅茶のカップを傾けていた。

「士爵様、お手紙が届いております。こちらはお嬢様に」

　執事のセバフ氏から受け取った手紙の封ふう蠟ろうを確認する。

　オレに来たのはトルマからで、カリナ嬢に来たのは彼女の弟のオリオン君からだ。

　トルマからの手紙は、彼の兄であるシーメン子爵の帰還が明日の朝になる事を報しらせるモノだ。サロンで聞いた予定より、ずいぶん早かったらしい。

　手紙には子爵の面会可能な日程が書かれてあったので、その中で最短になる明日の午後鐘二つ頃を選んで返事をしておいた。

「まあ、オリオンったら！」

　手紙を読んでいたカリナ嬢が柳りゆう眉びを逆立てて声を荒らげた。

「どうかされたのですか？」

「はるばる訪ねてきた姉や家臣と会う事よりも、武術大会の見物の方が大事だと──」

　激げき昂こうしすぎたのか、途中からカリナ嬢の言葉が途切れた。彼女の瞳から大粒の涙がポロポロと零こぼれる。

　カリナ嬢にハンカチを差し出そうとしたところに、鉄壁ペアの素早いインターセプトがあった。

「ナナ」

「カリナサマにハグを実行」

「戦術指令を受諾」

　ミーアとアリサの素早い指示にナナが応え、カリナ嬢の頭を胸元に抱き寄せて「よしよし」と子供をあやすように撫なでる。

　対人スキルの低いカリナ嬢はナナの唐突な行動に目を白黒させるばかりで、撥はね除けることもできずにされるがままだ。

「大丈夫よ、カリナサマ。一四歳くらいの男の子って、家族の愛情が恥ずかしい年頃なのよ。構うと余計に反発するから、少し距離を置いた方が良いわよ」

　そんなカリナ嬢に顔を寄せて、アリサが外見年齢に似合わないアドバイスを送る。恐らく転生前の経験だろう。

　カリナ嬢が落ち着いたところで、場の雰囲気を変えるためにセバフ氏にお勧めの観光地を尋ねてみた。

「今の時期ですと、武術大会の二次予選が開催されている闘技場がお勧めでございます。大おお旦だん那な様より『当家で確保している貴賓席を自由に使って良い』とのお言葉をお預かりしております」

　武術大会と聞いて獣娘達の瞳がキラリと輝く。

　普段は落ち着いているリザも、尻しつ尾ぽをぴたぴたと椅子の背にぶつけている。

「他には王祖ヤマト展が開かれている博物館で見聞を広げるも良し、音楽堂で歌姫シリルトーアの奇跡の歌声に癒されるも良し、平民達に忌避感がないのであれば港区の大市場で珍しい品々を鑑賞するのも宜よろしいかと存じます」

　公都滞在中に全部回ろう。

　とりあえず最初は──。

「今日は武術大会の見物にしようか？」

　聞くまでもないオレの提案は満場一致で肯定された。

　意外な事にカリナ嬢も元気に一票を投じている。どうやら彼女の中で薄情な弟と大会観戦は別枠の事らしい。

　オレはセバフ氏に馬車や貴賓席の手配を頼み、外出着に着替えるために一いつ旦たん部屋に戻った。
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「なかなか良い席ですね」

　ふかふかのソファーの感触を楽しみながら、カリナ嬢に声を掛けた。

　他の子達はオヤツの買出しに売店に行っているので、貴賓席に残っているのはオレとカリナ嬢、そして彼女のメイドのピナの三人だけだ。

　闘技場のグラウンドに面した方向以外は壁で仕切られており、落ち着いた色合いの内装になっている。貴族向けだけあって、備え付けの調度品もなかなか豪華だ。

　貴賓席のバルコニーから闘技場を見渡していたカリナ嬢がこちらを振り返って答える。

「え、ええ。下は凄すごい混雑ですわ」

　カリナ嬢の言うように一般席は凄すさまじい混雑具合だ。

　グラウンドに近いほど人が多く、観客席から人が零れそうになっている場所さえある。

　戦士達が戦うグラウンドは陸上競技場ほどの広さの楕だ円えん形をしている。

　これは騎士達の馬上試合をする為だと、貴賓席にあるパンフレットに書かれてあった。

「カリナ様、あまり手すりから乗り出すと危ないですよ」

　貴賓席から一般座席までは三メートルほどの落差があるので、メイドのピナが心配そうに注意している。

　バタンと扉を開けて、買出しに行っていたミーアとナナが戻ってきた。

「サトゥー、あ～ん」

　ミーアが両手に抱えていたオヤツの一つをオレの口に入れてくれる。

　──水みず飴あめだ。

　ミーアの手から棒を受け取って見てみると、セーリュー市で魔法兵のゼナさんと食べた茶色の麦芽水飴と違い無色透明だった。米と砂糖で作った水飴なのだろう。

「マスター、リンゴの幼生体を保護したと報告します」

　ナナが買ってきたのは篭かご一杯の飴玉サイズのリンゴで「小人リンゴ」という品種らしい。

「一個貰もらっていいかい？」

「肯定します」

　ナナがぐいっと差し出してくれた篭から、瑞みず々みずしい小人リンゴを口に運ぶ。

　カリッと歯を立てると果汁が溢あふれ、次にリンゴ特有の酸味と甘みが口の中を満たし、少し遅れてリンゴの香りが鼻び腔こうを擽くすぐる。

「美お味いしいね」

「イエス、マスター」

　でも、水飴を先に食べたせいか、少し甘みが薄く感じられる。

「むぅ？」

　やはり、オレと同様に水飴を食べてから小人リンゴを口にしたミーアが、微妙そうな顔で眉まゆを寄せていた。

　続いてタマとポチを連れたルルが戻ってきた。

「タコ串ぐし～」

「イカ串も買って貰ったのです」

　タマとポチの持つ大きな袋からは良い匂いが漂ってくる。

「タコやイカはあまり食べられていないんじゃなかったっけ？」

「そうなんですか？　庶民用の出店では普通に売っていましたけど？」

　そういえばタコやイカを食べないのは、貴族や他領の人達だとも言っていたっけ。

　ルルがオレの疑問に答えながら、貴賓席の隅にあった折りたたみ式のテーブルを広げて、手際よく買ってきたタコ串やイカ串を並べていく。

「たっだいまー！」

「ご主人様、ただいま戻りました」

　最後に戻ってきたのはアリサとリザ、それからカリナ嬢のメイドのエリーナの三人だった。

「やー、ヤキトリや肉串の出店が混み混みで大変だったわ」

「だよね～、あちこちでケンカしてるヤツとか、スリも多かったしね」

　アリサのボヤキにメイドのエリーナが同調する。

　リザはルルに手伝ってもらいながら、ヤキトリと色々な肉串を並べていく。

　肉以外も買ってきたようで、スティック状の堅焼きパンも控えめにテーブルの端を飾っていた。

「見て見て！　ミーア用に茹ゆでた枝豆と落花生もゲットしてきたわよ！」

「アリサ、感謝」

「へー、美味しそうだな」

　枝豆や落花生を食べると、キンキンに冷えたビールが飲みたくなってくる。

　オヤツを色々と摘つまんでいる間に、試合開始の時間が来たようだ。

　闘技場の銅ど鑼らが鳴り、場内アナウンスが響き渡る。

『第一試合、「赤鉄の探索者にして魔法剣士のタン」対「サガ帝国の侍、ジィ・ゲイン流のカジロ」』

　皆の視線がグラウンドに入場してきた二人に向かうが、アリサとミーアの興味は他に向いたようだ。

「くぐもったアナウンスだったし、伝声管と風魔法の併用かしら？」

「ん、アレ」

　ミーアが指差すのは観客席から幾本も生えた巨大な筒だ。

　ＡＲ表示によると「風の伝声塔」という魔法装置だと出ている。アリサの予想が当たっていたようだ。

「おぉ、タンたんってば変な名前のくせに耽たん美び系の美形顔だわ。対戦相手のカジロのおっちゃんは不精髭ひげの似合うワイルド系のザ・ブシって感じ」

　貴賓席備え付けの遠とお見み筒づつを覗のぞき込んでいたアリサが、どうでも良い情報を伝えてきた。

　オレも望遠スキルを頼りに二人の選手を眺める。

　高身長で筋肉質のカジロ氏が、刃渡り二メートル近い大太刀を肩に担ぐように構えて、静かに試合開始を待っている。

　先手必勝スタイルなのか、鎧よろいは最小限しか身に着けていない。

　彼は侍と紹介されたように着物と袴はかまを着用している。金髪でイタリア風の顔立ちなので、日本かぶれの外国人のようだ。

　勇者召喚で有名なサガ帝国出身らしいので日本文化の影響を受けて育ったのだろう。

　一方、タン氏はミスリル製の片手剣と小盾を装備しており、甲虫系の外殻を使用した艶つややかな鎧を身にまとっている。

　タン氏が四二レベル、カジロ氏が三九レベルだ。

　本戦出場枠をかけた試合だけあって双方レベルが高い。

　──いや、高すぎる。

　どちらも大会出場予定者のベスト五に入るほどだ。

　本選出場前にぶつけて潰つぶしあいを──って考えすぎだな。

「う～ん、この距離だとステータスが見えないわね」

　アリサが不満そうに小声で呟つぶやいた後、他の子達に自分の予想を告げた。

「前評判だと魔法が使えるタンたんの方が勝ちそうよね」

「アリサ、そうとも言えません。カジロ殿の巨きよ軀くに加え、あの長大な大太刀の射程と威力は侮れません。タン殿が魔法を使わせて貰えるかで、勝負の行方が決まるでしょう」

　おお、リザが饒じよう舌ぜつだ。

　レベル的にはタン氏の方に分がありそうだけど、カジロ氏の方は純戦士ピユア・フアイターなので、リザが言うように剣同士の勝負なら多少のレベル差は埋めてしまいそうだ。

「うっわ、審判派手」

「趣味の悪い服装ですね」

　アリサやリザが評したように入場してきた審判は極彩色の服装に、白と赤の大きな旗と角笛を手に持っている。

　選手達が三〇メートルほど離れた地面に描かれた二つの円の中に入る。

　ここが開始位置らしい。この距離だと詠唱の長い魔法を使う前に相手に攻撃されてしまうだろう。

　審判が試合開始を大声で宣言して、角笛を吹く。

「ブシの人が突撃したのです！」

　その音がオレ達に届くよりも早く、カジロ氏が数歩で間合いに飛び込んだ。

　──上段からの白刃がタン氏を襲う。

「■■　閃盾インスタント・シールド」

　タン氏の小盾を中心に光の波紋のような防御膜が生まれ、大太刀の一撃を弾はじき返す。

　まるで、戦車なんかであるリアクティブアーマーのようだ。

　カジロ氏が長大な刀を返すよりも早く、タン氏の片手剣の突きがカジロ氏の顔面を襲う。

　無理な姿勢で回避を行うカジロ氏に、タン氏の三段突きが絶え間なく襲う。

「あ、距離を取ったのです！」

「むぐ！　むぐむぐむぐ～？」

「タマちゃん、食べ終わってから喋しやべりましょうね」

　ポチが食べ終わった串を振りながら解説し、タマは口の中を一杯にしたまま何か言って、ルルに叱られている。

　距離を取ったカジロ氏が摺すり足で間合いを調整し、タン氏が詠唱の短い身体強化系の魔法で自己強化を重ねる。

「強化？」

「支バ援フ系魔法を使っているみたいね」

　ミーアとアリサがタン氏の詠唱を聞いて内容を予想している。

「それにしても、カジロのおっちゃんは詠唱の隙を狙わないのかしら？」

「アリサ、あれはタン殿の誘いです。うかつに乗ったら手痛い反撃を受けるでしょう」

　アリサの疑問にリザが答える。

「マスター、侍ユニットの移動が変だと伝えます」

「あれは摺り足って言って──」

　ナナに摺り足の説明を始めたところで、再び試合が動き始めた。

　誰も解説を聞いてくれないので、オレも試合に注意を戻す。

　先ほどまでの様子見から打って変わって、無数の連続攻撃を凌しのぎ合う派手な攻防が繰り広げられる。

「う～ん、凄いわね、大太刀の連撃を避けながらなのに、呪文の詠唱を一度もしくじってないわよ」

「冷静沈着」

　お菓子をボリボリ食べながら、アリサとミーアの二人が魔法使い視点で二人の闘い方を観察している。

　そして、レベルの差なのか途中で使っていた身体強化魔法のお陰なのか、だんだんとタン氏の方が優勢へと傾いていく。

　高レベルな攻防の連続に、観客達は応援も忘れて固かた唾ずを吞のんで見守る。

「あっ！」

　その声に少し遅れて、ギンッと大太刀が半ばで折れる音が闘技場に響き渡る。

「カジロ様！」

　闘技場の対面方向の控え室へ続く通路から、女性の悲鳴が聞こえた。

　きっと、カジロ氏の身内だろう。

　大太刀が折れても勝負を諦あきらめないカジロ氏が起死回生の一撃を放つ。

　だが、その攻撃を読んでいたタン氏が、紫電を纏まとわせた剣で刀を受けた。

　静電気の音を大きくしたようなバヂッという音が闘技場に響き、カジロ氏がその場に倒れる。

　どうやら電気ショックでカジロ氏を麻ま痺ひさせたようだ。

　カジロ氏の首元に剣を突きつけたタン氏が、審判に視線を向けて勝利の宣告を促す。

　そこに、観客席から野太い声が飛んだ。

「殺せぇええええええ！」

「敗者には死をぉおおお！」

　いやいや、コロッセオの剣奴隷達の試合じゃないんだから。

　闘技場全体からしたらまばらにだが、数十人の男達が異口同音にカジロ氏の死を望んだ罵ば声せいを上げている。実に耳障りだ。

　一方のタン氏は「付き合っていられない」とばかりに肩を竦すくめてみせるだけで、マナーの悪い観客の要求に応える気はないようだ。

　その仕草が女性受けしたのか、観客席からタン氏に向けた黄色い声援が次々と上がる。

「勝者、魔法剣士タン！」

　少し遅れて審判がタン氏の勝利を宣言すると、観客席からの大歓声が先ほどの罵声を上書きした。

　もちろん、オレ達も彼らの素晴らしい戦いに惜しみない拍手を送る。




　次の試合が始まるまでの間、オヤツを摘みながら先ほどの試合の話になった。

「あれはハカマでしたか？　あの装備は素晴らしいですね。あれほど足運びが隠せるとは思いませんでした」

　リザが先ほどの試合に出ていた和装のカジロ氏の事をしきりに褒めている。

　タマとポチが二人してカジロ氏の足運びを真似していたが、上手くできないようだ。

「むずかし～？」

「どうしても足が浮いちゃうのです」

「こういう風にやるんだよ」

　靴を脱いで足運びを実演して二人に見せてやる。前にマンガで読んだ記憶なので、正しいかは自信が無い。

　普通の摺り足の解説は簡単だったのだが、足の指を使った間合いの微調整が良く判らないようだ。

　オレの足の指の動きを良く見ようとタマとポチが顔を寄せる。

「へこへこ～？」

「ナメクジなのです」

　オレの指の動きが気に入ったのか、ポチが床に寝そべってシャクトリムシのように全身でクイクイと動いている。

　それは「ナメクジじゃない」とポチに突っ込んであげるべきなのだろうか？

　タマがポチの真似をする直前にルルから叱責の声が飛んだ。

「ポチちゃん！　せっかくの余よ所そ行きで床に転がった悪い子は誰かしらっ！」

「あ、あう、違うのです。ルル、これは違うのです」

「何が違うの？　悪い事をしたら？」

「ごめんなさいなのです」

　しまった、叱るべきところだったのか。

　ポチが反省のポーズをして謝る。

「ポチ、反省～」

　タマはちゃっかりと、ルルに便乗して叱る側に回っていた。

　──今、しゃがむ寸前だったよね？

　そんな意味を込めたオレの視線を受けたタマが、ワタワタと慌てた後にポチと同じ「反省」のポーズをする。

　うん、偉いぞ。




　続く試合では大剣使いの獣人同士の豪快な戦いが行われた。

　こちらの試合は両者血みどろで、あまり見ていて気持ちの良いものではない。

　というか、血まみれで笑いながら斬り付けあうのは怖いから止めて欲しい。

「ご主人様、ごーっと来て、ガツンガツンと当たったのです」

「リザなら勝てる～？」

「むざむざ敗れるつもりはありませんが、真正面からでは、ちょっと勝てる気がしませんね」

　どちらの獣人もレベル三〇台なので、レベル的にもリザでは勝てないだろう。

「おおぅ！　なんつー動きよ」

「くるりん～？」

「目が回りそうなのです」

「ん、すごい」

　アクロバティックな二人の動きに、年少組が感嘆の声を上げた。

　エキサイトしてきたのか、タマとポチが手すりから身を乗り出すように声援を送っていて、ちょっと危ない。

「二人共、手すりに乗ってはいけませんよ」

　リザがそう注意した直後は手すりから降りるのだが、獣人達の強打が決まったり曲芸じみた回避技を使ったりするのを見るたびに、興奮したタマとポチが手すりまで乗り出してしまう。

　結局、注意するのを諦めたリザが、タマとポチの二人をヌイグルミのように両脇に抱える。

　砲丸投げのように大剣をグルグル振り回した狐人が、その勢いを利用してマンガみたいな飛ひ翔しよう斬りを放つ。

　非常識さで負けていない狸人も、大剣を縦に二つに分解してコマのように回り始めた。

「三回転～？」

「目が回りそうなのです」

　タマとポチはリザに抱えられた状態でも気にせずに、グリングリンと顔を動かして観戦している。振り回している腕や尻しつ尾ぽが千切れそうだ。

　それにしても……武術大会だよね？　ビックリ人間大会じゃないよね？

　面白いけど、何か間違っている気がする。

　少々納得いかないが、レベル上昇による能力値のインフレがもたらす非常識さと納得しよう。

「マスター、私もあのような動きができるのでしょうか、と問います」

「ナナなら身体強化を上手く使えばできるんじゃないかな」

　ナナの質問に答えたところ、大人しく観戦していたカリナ嬢まで反応してしまった。

「あら、それでしたら、わたくしにもできそうですわね」

『うむ、カリナ殿なら可能だ』

　カリナ嬢の言葉を「知性ある魔法道具インテリジエンス・アイテム」のラカが肯定する。

　二人の獣人による熱い接戦に観客席は大いに盛り上がったが、なんと最後は両者ノックアウトによる引き分けで決着してしまった。再戦は後日に持ち越しらしい。




　そして、午前の最後の試合は人族の槍そう術じゆつ士と二十歳くらいの女侍との対決だ。

　この女侍は最初に観戦した大太刀使いのカジロ氏の一門のようだ。彼女は長巻と脇差しを装備している。

　どちらも、レベルは二〇台中盤と、これまでの対戦者達に比べるとずいぶん低い。

「ゴーラォ待ってろ。父ちゃんは大会に勝って仕官してみせるからな」

「カジロ様の無念、この私が晴らしてみせます」

　観客の声援に慣れてきたのか、聞き耳スキルが声援の中から対戦者達の呟つぶやきを拾ってこられるようになってきた。

　やはり、最大スキルレベルまで上げた状態でも、使いこなす事で性能が向上するようだ。

　様子見の数合が終わると、槍術士が一いつ気き呵か成せいに攻勢に出た。

「「「おおおお！　殺せぇえええ！」」」

　先ほどの狸狐戦で盛り上がり過ぎたせいか、観客達が少々悪質な盛り上がり方をしている。

　槍術士の十字槍やりの先端が女侍の袖そで鎧よろいを弾き飛ばし、続く横刃が彼女の腕を切り裂いた。

　鮮血が飛び散り、それを目にした観客がさらに吼ほえる。

「「「うぉおお！　血だぁあああ！」」」

　なんて言うか、こういうノリには付いていけない。

　ゲームのようなこの世界では流血は継続ダメージ扱いになるようで、女侍の体Ｈ力Ｐゲージやスタミナゲージが時間経過と共にぐんぐんと減少していっている。

「「「おおおお！　殺せぇえええ！」」」

　出血過多で足を縺もつれさせた女侍を見て、観客達が狂ったような叫び声を上げる。

「にゅ」

「うぅ」

　リザの両腕に下げられたタマとポチが身体を縮こまらせて耳をペタンとさせており、いつもは元気な尻尾も力なく両足の間に隠れてしまっている。

　しかも、タマとポチだけじゃなく、リザまで蒼そう白はくな顔色をしていた。

　まるで何かに怯おびえているよう──しまった。

「アリサ、リザ達に『平静空間カーム・フイールド』の魔法を掛けてやってくれ」

「おっけー！」

　オレが小声でアリサに注文すると、察したアリサが余計な事を言わずにすぐさま魔法を使ってくれた。

　魔法はすぐに効果を発揮し、獣娘達の恐慌による緊張が解けていく。

　脱力するリザ達を受け止め、ソファーに横にならせてやる。

「どうしたんですの？」

「観客の熱に中あてられたみたいですね」

　カリナ嬢の問いにはそう答えたが、実際は違う。

　三人が恐慌状態になっていた原因は、観客達の罵声を聞いてセーリュー市の暴動騒ぎを思い出したからだろう。

　あの時、魔法兵のゼナさんが助けに入ってくれなかったら、この子達は殺されていたかもしれないのだ。トラウマになっていても無理ない事だろう。

「大丈夫だよ。オレ達が傍にいるからね」

　獣娘達の手に、自分の手を重ねてそう囁ささやいてやる。

「わたしもいるよ」

「私もです」

「守備は任せて欲しいと宣言します」

「ん、安心する」

　獣娘達が心配なのは皆同じようで、アリサ、ルル、ナナ、ミーアの四人もオレの上に手を重ねて励ましてくれている。

　カリナ嬢も参加しようとしたみたいだが、まごまごしている間にタイミングを逃して、輪の外で寂しそうにしていた。

「ご主人様、ご心配をお掛けして申し訳ありません」

「もう、ダイジョブ～」

「ポ、ポチだってへっちゃらなのです」

　少々無理をした笑顔で獣娘達が椅子に座りなおす。

　それなのに、闘技場内には「殺せ」コールが吹き荒れていた。

　まったく、少しは空気を読めよ──。

　そんなオレのボヤキは血まみれで地面に横たわる女侍とその前で槍を振り上げる男の姿を見て止まった。

　男は不本意ながらも「殺せ」コールに応えて女侍を刺し殺そうとしている。

「審判は──」

　そう口にする途中で、女侍が折れた脇差しを手に持ったままだという事に気が付いた。

　審判の立場だと戦闘続行中という扱いになるのだろう。

　女侍が地面を転がって何度か槍の突きを避よけたが、やがて槍術士に脇差しを持っていた腕を踏みつけられて、絶体絶命の窮地に陥った。

「そこだ！　殺せ！　見事殺せば我がボビーノ伯爵家で使ってやるぞ！」

　貴賓席の一つから傲ごう慢まんそうな声が響く。

　その声に背中を押された槍術士が、正気を失ったような声で呟く。

「ゴーラォ……父ちゃんはやるぞ……」

　げっ、まずい展開だ。

「止めろ！　ゴーラォが見ているぞ！」

　オレは拡声スキルの助けを借りて、槍術士を正気に戻そうと叫ぶ。

「ゴーラォ……」

　オレの叫びに動揺した槍術士の穂先が横に逸それ、十字槍の横刃が女侍の首の寸前で止まった。

「勝者！　槍術士ジラゥ！」

　勝利宣言と同時に槍術士が地面に座り込む。

　女侍が闘技場の救護スタッフに助け起こされて、運ばれていった。

「さて、そろそろ飽きてきたし帰ろうか？」

「そうね、エレガントなわたしにはこういう殺伐とした雰囲気は似合わないものね」

　飽きてきたというのは噓だが、ここの殺伐とした雰囲気が気にいらない。

　それに獣娘達にとって、暴動まがいの叫び声はストレスだろうしね。

「サ──ペンドラゴン卿きよう達が帰るなら、わたくしも帰りますわ」

　カリナ嬢達も同意してくれたので、皆で馬車乗り場へと向かう。

　その途中で、聞き耳スキルがこんな会話を拾ってきた。

「おい！　何をする！　私は由緒あるボビーノ家の直系だぞ！　貴様ら平騎士なぞ」

「お静かに願います。公爵閣下の命令でボビーノ家の方を拘束しております。抵抗なさるなら公爵閣下への反逆とみなされますのでご注意ください」

　最初の横柄な声はさっきのバカ貴族だ。

　なんとなくマップを確認したところ、「自由の翼」を匿かくまっていたボビーノ伯爵邸の周囲を公爵領軍が囲み、近この衛えの精兵がボビーノ伯爵の私兵と相対しているのが判った。

　昨夜の言葉通り、今日さっそく領軍を派遣したらしい。

　公爵はなかなか行動が迅速なようだ。




　　　　◆




　ウォルゴック伯爵邸に戻ったオレは獣娘達の慰い撫ぶの為に、彼女達のリクエストに応えてハンバーグを作る事にした。

　屋敷付きのメイドに頼んだら豆腐の入手もできたので、ミーア用の豆腐ハンバーグも試作してみた。

「ポチ！」

「タマ！」

　ハンバーグを見た二人がお互いの名前を呼び合って、ガシッと音が出そうな勢いで抱き合って喜んでいる。

　さっきまでの無理に元気を装うような雰囲気も、綺き麗れいになくなっていた。

　オレの選択は間違っていなかったようだ。

「サトゥー？」

　ミーアの前にまでハンバーグを置いたので、ミーアが不思議そうな顔でオレに問いかけてきた。

「これは豆腐で作ったハンバーグなんだ。見た目は普通のハンバーグとそっくりだけど、原料は大豆とか小麦粉だからミーアでも食べられると思うよ」

　植物系の材料だけでなく卵も入っているが、普段から食べているお菓子にも卵が入っているので問題ないだろう。

「一口だけでも食べてみて。口に合わなかったら他の料理を持ってくるからさ」

「ん」

　重ねて説得すると、ミーアが豆腐ハンバーグに箸はしを伸ばしてくれた。

「おいし」

　一口食べたミーアがポツリと呟いた後、口の中の豆腐ハンバーグを丁寧に咀そ嚼しやくする。

『おいしーの！　口の中でほろりと崩れるの、パンでも野菜でもない不思議な味なの。すごく美お味いしいの、素敵なの！』

　ミーアがこくんと嚥えん下かしたあと、目を輝かせてエルフ語で長文の感想を口にした。

　良かった、ミーアの口に合ったようだ。

　前にハンバーグを食べる皆を見てミーアが寂しそうにしていたから、ミーアが食べられるハンバーグを作ってやりたかったんだよ。

「ハンバーグ……こんな料理があったなんて……わたくし知りませんでしたわ」

　初めてハンバーグを食べたカリナ嬢が感動に打ち震える。

「びみびみ～」

「マスター、美味しいと、ハンバーグを賞賛します」

　一口ずつ大切そうに食べるタマやナナが、少ない語ご彙いの中で美味しいと伝えてくれる。

「まったくハンバーグはサイキョーだぜ！　なのです」

「オヤジィイイって叫び出したくなる感じよね～」

　ポチとアリサの賞賛はレベルが高すぎてオレにはよく判らない。ポチの語彙も、ずいぶんアリサ色に染められてきたようだ。そろそろ矯正した方が良いかもしれない。

　それはともかく、オレは皆の喜ぶ姿に気を良くしてしまい、求められるままにおかわりを作ってしまった。

「サトゥー、おかわり」

「ごめん、ミーア。豆腐ハンバーグは材料が少なかったから、おかわりがないんだよ」

「……がーん」

　ミーアが擬音を口で言うなんて珍しい。本当に残念だったようだ。

　オレはミーアに謝ったあと、夕飯にも豆腐ハンバーグを作ると約束して許して貰もらった。

　結果、ミーア以外の子達が食べ過ぎでダウンし、死し屍し累々の有様で転がっている。

　一応胃薬を飲ませて寝かせたので、しばらく放置すれば復活するだろう。

　オレは果実水で口直ししているミーアに声をかける。

「少しヒマだし、貴族区画の魔法屋にでも行ってみようか？」

「ん、行く」

　魔法屋は歩いていける距離にあったが、ボビーノ伯爵邸の捕り物が続いているようなので、安全と通行のスムーズさを優先してウォルゴック伯爵邸の馬車を出して貰った。

　魔法屋は下級貴族の屋敷がある貴族区画の外縁部にある。

　庶民用の魔法屋は下町にもあるが、オレが欲している中級の攻撃魔法はこの店でしか扱っていないので、この店を最初のターゲットに選んだ。

　意気揚々と店内に入ると、いきなり知り合いに出会った。

「おお、サトゥー殿じゃないか」

「ん、トルマの知り合いか？」

「そうさ、さっき話しただろう？　ムーノ市を襲った総勢数万の魔物の大群を──」

　魔法屋の中にいたのは店長らしき男性とトルマの二人だ。

　トルマがまるで自分の目で見たかのようにムーノ市防衛戦の話を店長に語る。

　店長は魔法屋の人とは思えないほどの筋肉質の大男で、ツルハシか大剣でも担いでいた方が似合いそうな厳いかつい顔つきだ。

　店長さんは、楽しそうに誇張した話をするトルマをニヤニヤしながら眺めている。いつもの法ほ螺ら話とでも解釈しているのだろう。本気にしている様子は無い。

「俺は、キキヌ。生まれは東方の小国だから名前がヘンなのは気にしないでくれ。呼びにくかったら筋肉でもオヤジでも店長でも好きに呼んでくれ」

「これはご丁寧に。サトゥーと申します」

　空気扱いされていたトルマが、口で「チッチッチッ」と言いながら指を振る。なんだろう殴りたくて仕方ない。

「ちゃんと家名を名乗らないとダメだよ？」

　気軽に話して欲しかったので家名を言わなかったんだが、相変わらず空気の読めないヤツだ。

「失礼しました。サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します」

「ほう？　勇者物語が好きなのは判るが……」

　彼はオレの家名の由来が、勇者物語に出てくる架空の勇者だと判ったようだ。

「彼の主人がムーノ男爵、前のドナーノ准男爵なんだよ」

「なるほど……そいつあ、災難だったな」

　それで通じるあたり、ムーノ男爵は公都でも相当な勇者好きとして有名だったのだろう。

「最終的にペンドラゴンという名前を選んだのは自分ですから」

「まあ、同好の士にしか判らんから大丈夫だろう」

　なるほど、キキヌ店長もムーノ男爵の同類だったようだ。

「それはそうと、剣士のサトゥー殿がこんな店に何の用なんだい？　やっぱり趣味の巻物かい？」

「ええ、それもありますが、魔法書も見に来ました」

「魔法書？　サトゥー殿が？」

「はい、私の仲間にはこの子のように魔法を使う者もいますから」

　オレは「この子」のところで、オレの背中に隠れていたミーアを見せる。

　うつむき加減のミーアがフードの下から、上目遣いでキキヌ店長を見上げ「ミーア」と短く自己紹介をした。

「妹さん用の入門書かな？　いいのがあったかな？」

「いえ、入門書は不要です。中級以上の魔法書を見せていただけますか？」

　オレの言葉にキキヌ店長が眉まゆを顰ひそめる。

「さすがに子供に中級の魔法書は難し過ぎると思うが……」

「むぅ」

　子供扱いされたミーアがお冠だ。

　フードを軽くずらして、自分の耳をキキヌ店長に見せる。

「ま、まさか、エルフ様?!」

「ん」

「ミーアはボルエナンの里のエルフなんですよ」

　オレはミーアに代わって少し説明してやる。

「こ、これは大変失礼を！」

　キキヌ店長がカウンターにぶつかりそうな勢いで頭を下げ、全力で謝罪の言葉を口にした。

　その真しん摯しさに打たれたのか、ミーアもすぐに不機嫌そうな表情を消して「許す」と短く告げた。

「キキヌがエルフ信奉者だとは知らなかったよ」

「信奉者っていうか……。俺の出身地が黒竜山脈の傍だって話はしたっけ？」

「ああ、聞いた」

「黒竜山脈からは魔物だけじゃなく、魔物由来の流は行やり病も流れてくるんだ」

　トルマの言葉にキキヌ店長が自分語りを始めた。

　それにしても、黒竜山脈とはまた心躍る名前の山脈だ。

「毎年のように流行り病で村人が倒れるけど、エルフ様が大昔に植えてくれた癒ゆ眠みん樹じゆのお陰で死ぬ者はほとんど出ないのさ」

「ん、癒眠樹すごい」

　ミーアがこくこくと頷うなずく。

「へ～、そんな便利な木なら株分けしたら儲もうかりそうだね」

「無理さ。金儲けで他の所に植えようとしたヤツはいたけど、エルフ様が植えた最初の場所以外では癒眠樹は枯れちまうんだ」

　トルマの言葉をキキヌ店長が首を横に振って否定した。

　ミーアがオレに小さな声で「精霊不足」と植林失敗の本当の理由を教えてくれた。

　たぶん、癒眠樹が育つには「精霊」とやらが必要なのだろう。そういえばドワーフ達の暮らすボルエハルト市の周辺も、精霊というか魔マ素ナ不足で樹木が枯れていたっけ。

「ま、そんな訳で俺はエルフ様に恩があるのさ」

　そう語るキキヌ店長と適当に雑談に花を咲かせてから、本題の魔法書や巻物のラインナップを教えて貰った。

　大都市の魔法屋だけあって書籍類が充実している。

「この本はいいですね」

「そうかい？　こっちの本は定番だけど、それはネタ本のたぐいなんだが……」

　オレが手に取っていたのは「回転とロマン」という本だ。

　この本の著者はクハノウ伯爵領のセダム市で見つけたコマ型の魔法道具マジツク・アイテムの作者と同一人物なのだ。

「ネタ本なんてとんでもない。ジャハド博士の発明品は素晴らしい物がありますからね」

　さっきまでは魔法道具の製作者欄にあったジャハドという名前しか知らなかったが、著書で知った情報によると王都在住の老博士らしい。王都に寄ったら、ぜひ一度会ってみたい。

　他にも同じ著者の「回転と往復運動の出会い」「回転が生み出す新しい魔法」といった、無闇に回転をプッシュする書籍が揃っている。

　店長が定番だと薦めていたのは、「基礎から学ぶ杖つえと触媒」「宝石と魔コ核ア」「魔法道具につかう三〇の定番回路」「魔法道具と刻印魔法」「魔法文字ルーンの刻み方」「刻印から始める魔法陣」といった本だ。

　こちらの本も心こころ惹ひかれるタイトルなので、一緒に買い求める事にしよう。

　残念ながら、スクロールの作り方という本は無かった。

「中級の魔法書全種類と、こちらの本をいただきます」

　魔法書にはリーングランデ嬢が復活させたという「爆裂魔法」と「破壊魔法」の解説書もあった。残念ながら「空間魔法」「重力魔法」や禁忌に含まれる系統の魔法書は置いていなかった。

「そ、そんなに?!　──おっと、そうだ。トルマの知り合いだから忘れていたけど、一応貴族の身分証を見せてくれないか？　それと軍事転用できる呪文が載っている書物はそれなりの許可証が必要なんだが……」

「これで宜よろしいですか？」

　キキヌ店長に貴族の身分を示す銀のプレートと、昨日公爵に貰ったばかりの許可証を見せる。

「無制限の許可証？　それも公爵閣下の公印付き?!　ど、どうやってこんな物を……」

　絶句するキキヌ店長に「美味しいテンプラの対価に貰った」とは言い辛づらかったので、適当なジャパニーズスマイルで誤魔化した。

　続けて、巻物を見せて貰う。

「ここで買わなくても、うちの工房で直接買えばいいのに」

「おいおい、トルマ。人の店の上客を取らないでくれよ」

　トルマの空気を読まない物言いにキキヌ店長が苦笑しながら文句を付ける。

「トルマ卿きようの実家にお邪魔した時には、とびっきり変な巻物を注文しますから──」

　変な巻物というか、オレの自作魔法をオーダーメイドで作ってもらう予定なので、店買いできるような品は先に買っておくつもりなのだ。

　キキヌ店長が見せてくれた一般的な巻物はグルリアン市で買った物と変わらなかったが、軍用の魔法が何種類も手に入った。

　下級や中級の巻物ばかりだが、「火炎嵐フアイア・ストーム」や「光線レーザー」「爆裂エクスプロージヨン」などの攻撃魔法や「風の囁きウイスパー」「遠話テレフオン」といった通信系魔法、魔法干渉系の「魔法破壊ブレイク・マジツク」などが纏まとめて手に入った。

　──ああ、これらの魔法があったら、魔王戦もずいぶん楽だったろうに。

　ただし、オレが欲しかった「治癒アクア・ヒール」「解毒リムーブ・ポイズン」「病気治癒キュア・デシーズ」などの巻物は存在しなかった。

　キキヌ店長によると巻物だと効果が低く、魔法薬の方が何倍も信頼性が高いからだそうだ。

「『理力の手マジツク・ハンド』や『施錠ロツク』『開錠アンロツク』などの巻物は無いのですか？」

「申し訳ありません──」

「サトゥー殿、犯罪に使える『施錠ロツク』や『開錠アンロツク』の巻物は作製禁止なんだよ」

　トルマがキキヌ店長の言葉を遮って、オレの質問に答えた。

　軍事用はＯＫなのに、そういう魔法はダメなのか……。

　他にも「透視クレアボヤンス」や「遠耳クレアヒアリス」のような諜ちよう報ほうに使える魔法もダメらしい。公都の貴族屋敷にはそういった魔法に対抗する特殊な建築がしてあるそうだ。

　先ほど買った「魔法道具と刻印魔法」や「刻印から始める魔法陣」にも、防ぼう諜ちよう方法の解説が載っているらしい。

　なお、先ほど一緒に挙げた「理力の手マジツク・ハンド」は、超能力者の使う念動力テレキネシスのような魔法なのだが、巻物による最小性能ではペン一本を数十秒持ち上げるのが限界なので需要がないそうだ。

　トルマの実家のシーメン子爵家の倉庫に「理力の手マジツク・ハンド」の巻物があるようなので、子爵に面会した時に譲ってもらえないか確認してみようと思う。

　欲しい物が大体揃ったので、この店での買い物はこの辺で締める。

　格納鞄ガレージ・バツグから取り出した金貨で結構な額の支払いを済ませ、購入した大量の書物や巻物を格納鞄ガレージ・バツグにしまう。

「ほう？　収納鞄アイテム・バツグか。さすがは貴族様だな」

「この店にも置いていますか？」

「扱ってはいるけど在庫は無いな。受注生産で数年待って貰うような高級品だよ」

　──ほほう？

　てっきり、古代帝国の遺物とか迷宮からの出土品かと思っていたんだが、キキヌ店長の言い方からして、魔法道具工房で今でも作られている品のようだ。

　そういえばカリナ嬢が昔のムーノ男爵城にも「魔法の鞄マジツク・バツグ」があったと言っていたっけ。

　キキヌ店長に少し性能について尋ねてみたところ、最高性能の収納鞄アイテム・バツグでもムーノ男爵領の怨霊砦とりでで入手した劣化格納鞄ガレージ・バツグとほぼ同じ性能だった。

　竜の谷で手に入れた格納鞄ガレージ・バツグは別格のようだ。




　　　　◆




　あの後、トルマの案内で貴族区画の商会や本屋、そして下町の魔法屋を巡った。

　商会に寄ったのはドワーフ達に贈る酒さか樽だるを買うためだ。魔王戦で大活躍した「火炎炉フオージ」の巻物を売ってくれたガロハル氏には、ドハル老とは別枠で高級酒詰め合わせセットを贈っておいた。

　そしてトルマの「この公都は私の庭のようなものだからね」という台詞せりふに生暖かい笑みを返していたんだが、その言葉は誇張無く事実だった。

　変な路地や、他人の家の庭を通り抜けたり、裏道というよりは悪ガキが好むようなコースを辿たどって公都の方々を歩き回り、隠れた名所を案内して貰もらった。

　タマやポチだったら喜びそうだが、ミーアが早々に音を上げたので、途中からオレが肩車して移動している。

　そんな怪しい道を通ってやってきたのは、ビルの合間の空き地のような雰囲気の場所だ。

　実際にはビルではなく自然公園で見かけるような木立に囲まれているのだが、なんとなくそんな印象を持ってしまった。

「清涼」

　ミーアがそう呟つぶやいたように、ここは緑の香りが濃い。

　ふと違和感を覚えて、視界の隅に常時表示しているレーダーを見ると、ここが別マップ扱いなのが判った。

　猫の額ほどの空間だが、念の為、全マップ探査を使っておく。

　幸い、悪意ある存在はいないようだ。

「サトゥー殿！　こっちだよ」

　雑草を搔かき分けて前を歩いていたトルマが、大きく手を振ってオレ達を呼ぶ。

　そちらに視線を向けると、雑草の海の向こうに木立に埋没したように見える一軒の建物があった。

「ここがお勧めの店だよ。掘り出し物が多いんだ」

　トルマは店の扉に掛けられた「閉店」という札を軽やかに無視して、自分の家のような足取りで店の中に入っていく。

　この図太さは少し見習うべきかもしれない。

　蔦つたに覆われたレンガ造りのお店は入り口が狭く、ミーアを肩車したままだと入れない。背があまり高くないオレでも入り口で頭を打ちそうだ。

　オレはミーアを地面に下ろし、手を繫つないで店内に入る。

「爺じい様！　生きてるか～」

　トルマの失礼な声が店の奥から聞こえ、しばらく後にボクッと重い音とトルマの悲鳴、そして老人の罵ば声せいが聞こえてきた。

「勝手に殺すな！　お前こそ、しばらく見なかったから死んだと思っておったぞ」

　老店主は背が低いらしく、トルマの陰に隠れて姿が見えない。

「それよりも、トルマ。貴様、何を連れて来たんじゃ？」

「ああ、彼らは友人の──」

　トルマがオレ達の紹介をしようと上半身をこちらに向けると、ようやく老店主の姿が見えた。

　ナイトキャップのような緑の帽子の下には皺しわ々しわの顔に尖とがった耳、薄灰色の肌に銀色の瞳ひとみをしている。彼の横にＡＲ表示された情報によれば彼はスプリガンという種類の妖よう精せい族らしい。

　ゲームなんかで登場するスプリガンは、宝を守る番人のような妖精だったはずだ。

　そういう由来のせいかは判らないが、彼の背後の棚には様々な魔法の道具や巻物が置かれていた。

「眩まぶしくて見えん──」

　目元を手で隠していた老店主が、しばらくして手を下ろす。

　先ほどまで銀色をしていた瞳が、漆黒の色に変わっている。

「見た目は人族の小僧か……うん？　その鈴は『ボルエナンの静せい鈴りん』か。なるほどのう、それなら判る」

　オレの腰に下げた鈴を見た老店主が、腕を組んでうんうんと納得の表情を見せる。

　そして、続けてオレの後ろに隠れていたミーアに気が付いたようだ。

「ほほう？　そっちのお嬢はエルフ様かのう？　シリルトーア様に似ておるが違うのう」

「ん、ミーア」

　ミーアがフードを下ろして短く名前を告げる。微妙に不機嫌そうな声だ。

「──こりゃ失礼したようじゃのう」

　帽子を取って頭をかいた老店主がカウンターの向こうで立ち上がる。

『ワシはボルエスェンのユーカム。見ての通り、スプリガンの爺ですじゃ』

『ボルエナンの森の最も年若いエルフ、ラミサウーヤとリリナトーアの娘、ミサナリーア・ボルエナン』

　老店主がエルフ語で名乗りを上げると、ミーアも同じくエルフ語で名乗り返す。

　さっきまでの不機嫌を布で拭ぬぐったように、ミーアの表情がいつもの感じに戻った。

　どうやら、妖精族にしか判らないルールや仕し来きたりがあるようだ。

　和やかになった空気の変化などお構い無しに、トルマが老店主に声をかける。

「そろそろいいかな爺様？　この二人に取っておきのアレを見せてやって欲しいんだ。秘蔵の本って言っていたアレ」

「ふむ、アレか……良かろう待っていろ」

　老店主が店の奥にある倉庫へと入っていく。

　トルマは勝手知ったる感じに、人数分のお茶を用意して丸椅子を並べながら勧めてくれる。

「ここには成人向けの本をよく買いに来たものさ」

「まさか、さっきの秘蔵の本って──」

「はははっ。さすがにこの歳になってそんな本を買いに来ないさ」

　オレの懸念をトルマが笑って否定する。

　この国のエロ本に興味が無い訳じゃないが、わざわざ人に仲介して貰ってまで買いに来るような物でもないだろう。

　幸いミーアには「成人向け」という意味が判らなかったらしく、「ぎるてぃ」という言葉は飛んでこなかった。

「サトゥー、茶菓子」

「焼き菓子で良いかい？」

「蜂はち蜜みつナッツ・クッキー」

　ミーアのリクエストに応えて、格納鞄の中から甘いクッキーを取り出してやる。ハンカチがお皿代わりだ。

「なんじゃ、美味そうな匂いをさせよって」

「宜よろしければどうぞ」

　紐ひも綴とじの書物と数本の巻物を抱えた老店主にクッキーを勧める。

　甘い物が好きだったのか、「美味い。次に来る時も持って来い」との言葉を頂いた。恐らく遠まわしな再来訪許可だったのだろう。

　クッキーに舌鼓を打つ老店主達を放置して、オレは彼が持ってきてくれた書物に目を通す。

　──これは、もしかして。

　書物と一緒に積まれた巻物を読む。

　これらはキキヌ店長の店で買った「魔法の巻物」ではなく、書付を丸めて保管したノートのような物だ。

　紐綴じの書物には魔法の呪文が羅列されていた。

　それもシガ国語の解説が一切付いていない。その代わりに巻物の方に呪文を読むための手引きやメモが残されていたので、それを頼りに読み解いてみた。

　学生時代にゲームのデータを弄いじりたくて、バイナリーコードからソースプログラムを逆アセンブルしたっけ。

　そんな懐かしい思い出が脳裏に浮かぶ。

　聖剣の作り方のように暗号化されていなかったので、割と簡単に読み取る事ができた。

「これは空間魔法ですか？」

「その通りじゃ。こんな短時間でよく解読できたな坊主！」

　オレの質問に老店主が首を傾げた後、オレの肩をバンバン叩たたいて褒めちぎる。

「さすがは静鈴を預けられるだけあるのう。それは昔々に旅の魔術師が置いていった品でな、その魔法書を初見で見破った者に譲ってやって欲しいと頼まれておったのじゃ」

　老店主が魔法書の由来を語ってくれた。

　思わぬところで有用な魔法書が手に入って大満足だ。

　屋敷で留守番をしているアリサに良いお土産ができた。

「──時にユーカム殿。後ろの棚にある巻物は売り物なのでしょうか？」

　オレはさっきから気になっていた棚を指差す。

「ふむ、目め敏ざといのう。普段なら売らぬが、先ほどの魔法書と同じ魔術師が持ち込んだ物だし、欲しいなら譲ってやるぞ」

「それならば、ぜひ！」

　オレの勢いに引き気味の老店主から四本の巻物を売って貰う事ができた。

　空間魔法の「遠見クレアボヤンス」「遠耳クレアヒアリス」と術理魔法の「透視クレアボヤンス」、それから光魔法の「幻影イリユージヨン」だ。

　老店主から「覗のぞきはほどほどにな」と注意されたが、そんな用途で使う気はない。

　トルマはしばらく老店主と昔話をしたいようだったので、オレ達だけ先にお暇いとまする事になった。

　老店主に教えられた通り、出口からまっすぐ進むと大通り近くの路地に出た。

「へー、こんな所に繫がっているんだね」

　そうミーアに話しかけながら振り返ると、そこには塀があるだけだった。

　マップで確認したところ、この塀の向こうは木々が密集する数坪ほどの空き地になっている。

　トルマや老店主を検索してみたら、地理的にはそれなりに離れた場所に先ほどの店がある事が判った。

「彷徨いの森ワンダリング・フオレスト」

　ミーアの単語の説明をつなぎ合わせて頭の中で整理する。

　それによると、あの店は「彷徨いの森ワンダリング・フオレスト」という精霊魔法による結界に守られており、正しい道順以外だとさっきのオレ達のように違う場所へ転移で排除されてしまうらしい。

　トルマの気まぐれな道順にも意味があったようだ。

　オレは妙に納得した気分で辻つじ馬車を拾い、屋敷への帰路についた。
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「シリルトーア様はお約束の無い方にはお会いいたしません」

　帰る途中でエルフの歌姫シリルトーアさんが出演しているという音楽堂を見かけたので、ミーアを会わせられないかと寄ってみたのだが、受付の老婦人に険のある声で拒否されてしまった。

「では面会予約をしたいのですが──」

「たとえ、上級貴族のご子息であろうと、他国の王族の方であろうと、面会の予約は受け付けられません。お会いしたいのであれば公爵閣下から『歌姫面会免状』を頂いてきてください」

　ゲームのお使いクエストかよ……。

　思わず苦笑が漏れそうになるが、無表情スキルの助けを借りて我慢する。

「シーア、呼んで」

「なんですか、あなた？　偉大なる至高の歌姫シリルトーア様を愛称で呼ぶなど！」

　ミーアの言葉に老婦人が柳りゆう眉びを逆立てる。

　この人はシリルトーアさんの大ファンというか、熱烈な信奉者なんだろう。

　そんな彼女の態度も、ミーアがフードを下ろすまでだった。

「呼んで」

「──その耳、そのお姿！　も、もしかしてシリルトーア様のご親しん戚せきの方なのですか?!」

「ん、ミーア」

　驚きよう愕がくする老婦人に、ミーアがいつものように短く名乗る。

　その後は何の障害もなく歌姫シリルトーアに会えた。

「いらっしゃい、ラーヤとリーアの子ミサナリーア。一〇〇年ぶりくらいかしら？　あんなに小さかったミーアがこんなに大きくなるなんて、素敵だわ」

「おひさ」

　シリルトーア嬢はエルフにしては普通の口調だ。

　これまで出会ったミーアやセーリュー市のエルフ店長が単語で喋しやべっていたから、てっきり彼女も同じかと思っていた。

　シリルトーア嬢はミーアにそっくりのエルフの娘だ。

　髪の色が少し水色っぽいのと髪型がロングストレートなのを除くと見分けがつかない。彼女の年齢はミーアの数倍、エルフ店長と比べても年上だ。

　エルフは年齢を重ねても、容姿は老いないらしい。幼ロ女リ趣コ味ンだったら大歓喜しそうな特徴だ。

「新鮮な山樹の果実なんて久しぶり」

「ん、おいし」

　オレが提供したカットフルーツを口にしたシリルトーア嬢が笑みを浮かべる。

　先に出した焼き菓子やドライフルーツは喉のどに悪いという理由で拒否されたので、カットフルーツにしてみた。もちろん、取り出したのは格納鞄経由だ。

「ボルエナンの森の元老院から、ミーアが行方不明になったと連絡が来ていたけど、この人族の子と駆け落ちでもしたの？」

「相思相愛」

　シリルトーア嬢の質問にミーアがいつものボケをかましたので、オレが代わって説明をした。

　ミーアが不満そうだったが、風評被害の元は断つべきだと思う。

「──素敵ね。悪い魔法使いに捕まったお姫様をサトゥーが助けたのね」

「ん、ろまんちっく」

　説明を終えたオレに対する二人の反応はそれだった。

　どうやら、シリルトーア嬢も恋愛脳だったようだ。

「シリルトーア様、そろそろ次の公演のお時間なのですが……」

　三人で歓談していると、先ほどの老婦人がシリルトーア嬢を呼びに来た。

　思ったよりも長く話してしまっていたらしい。

「あら、残念。しばらく公都にいるの？」

「ん、また来る」

　名残惜しそうなシリルトーア嬢にミーアがこくりと頷うなずく。

「そうだわ！　ミーアにこれをあげる」

　シリルトーア嬢が棚の上から取り出した楽器ケースをミーアに差し出す。

「シーア！」

「私にはもう用の無い物だから、ミーアが使ってあげて」

　愛いとおしそうな顔でシリルトーア嬢が楽器ケースを撫なでる。肘ひじまで覆う手袋に包まれた彼女の手は「生体義手」とＡＲ表示されていた。

　普通の手と見分けがつかないほど自然な動きにしか見えないのだが、楽師としての彼女にとっては不十分なのだろう。

「──ん、判った」

　少し躊躇ためらったあと、ミーアが楽器ケースを受け取った。

　時間が迫って焦る老婦人を容赦なく待たせて、シリルトーア嬢が別れの挨あい拶さつをする。

「またお話ししましょう」

「その時は喉に優しいお菓子でも作ってきます」

「うふふ、期待しているわ」

　シリルトーア嬢が手袋に覆われた手を振って部屋から出て行く。

　帰りの馬車で楽器ケースを抱えたミーアが、ポツポツと単語でシリルトーア嬢の話をしてくれた。

　彼女は迷宮都市セリビーラで探索者として修行をしている最中に、悲惨な事件が起きて片腕をなくしたらしい。

　ミーアが知っているシリルトーア嬢の歌は平均レベルだったそうなので、片腕を失ってから歌の修行をして大成したのだろう。

　逆境にへこたれない彼女は尊敬に値するね。

　ミーアとそんな話をしている内に、馬車は屋敷へと到着した。

　今度は皆で舞台を見に行こう。
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　その日の深夜、オレは昨夜に引き続き公都地下にある迷宮遺跡にやってきていた。

　もちろん、入手した巻物のチェックの為だ。

　こんなに遅い時間になったのは、入手したばかりの空間魔法書をアリサやミーアに解説する羽目になったからだ。

　解説後にアリサが空間魔法を覚えたがっていたが、転移のある中級魔法が使えるスキルレベルまで上げるだけのスキルポイントが足りないらしく、悔しそうに床を転がっていた。

　さて、そろそろ実験を開始しよう。

「ふむ、思ったよりも威力がデカいな……」

　効果の確認用に並べた岩や甲かつ冑ちゆうが、魔法欄から使用した火炎嵐フアイア・ストームに焼かれぐずぐずに熔とけて吹き散らされている。

　温度自体は火炎炉フオージよりも低いが、全体的な威力が格段に違う。

　やはり純戦闘用の魔法はすごい破壊力だ。

　移動が面倒だったので比較的浅い層で実験を行ったのだが、この威力だと地上にも地響きや音が届くかもしれない。

　オレはそう考えて、中層付近にある大空洞まで移動して他の巻物の実験を行った。

　どの攻撃魔法も高威力だったが、光線レーザーの魔法が比較的周辺被害が少ない感じだった。

　光線レーザーは発射する本数を減らせば威力も落とせるので活用できそうだ。

　前に手に入れた集光コンデンスの魔法も併用すれば一本に束ねて威力を上げたり、光線レーザーの軌道を変えたりと応用できる事が確認できた。

　集光コンデンスの魔法がいらない子じゃなくて良かったよ。

　また、魔法干渉系の「魔法破壊ブレイク・マジツク」も試行回数が足りないが、なかなか良さそうな感じだ。

　ただし、下級はともかく「火炎嵐フアイア・ストーム」のような中級の攻撃魔法を「魔法破壊ブレイク・マジツク」で解除した場合、周囲に余剰魔力の渦が吹き荒れるので、これらを防ぐ方法が必要だろう。

　魔法書によると「理力結界マナ・セクシヨン」という魔法が一番効率的に「渦」を防げると書かれてあった。これも必要巻物リストに入れておこう。

　通信系はどれも便利だった。とくに「遠見クレアボヤンス」で遠くにいる仲間達の様子が確認できて、「遠話テレフオン」で通話できるのが良い。

　空間魔法のうち「遠話テレフオン」だけでもアリサかミーアあたりに使えるようになって貰もらおう。

　詠唱スキルがあるルルでもいいかもね。







　公都観光





〝サトゥーです。沢山の人が話す中から全て聞き分けると言ったら聖しよう徳とく太たい子しが有名ですが、あのエピソードを聞くたびに、「聞き分ける前に順番に話すように叱れよ」と思ったものです。〟






「ご主人様、空をご覧ください！」

　いつもは冷静なリザが空を指差して叫んだ。

　彼女の指の延長線上には、朝あさ靄もやの空に浮かぶ飛行船が見える。ＡＲ表示によると「シガ王国硬式大型飛空艇」というらしい。

「まもの～？」

「大変なのです！　おっきな落花生なのです！」

　タマとポチの二人が、オレの袖そでを引っ張ってピョンピョンと跳ねる。

　他の子達もウォルゴック伯爵邸の駐車場で空を見上げて驚きの表情だ。

　ポチが表したように落花生の窪くぼみにジャンボジェットの翼をつけたような形状をしている。主翼の両端に球状砲塔が付いているのがファンタジーらしいと言えるかもしれない。

　この前キキヌ店長の魔法屋で買った本によると、空力機関という魔法装置で飛行するらしい。

「うはー。まさにファンタジーね。燃えるわ～」

「どうやって浮いているんでしょう？」

　アリサとルルも興味津々だ。

　二人の故郷には飛空艇が無かったらしい。

「飛空艇」

　空を見上げたミーアが短く呟つぶやく。彼女は見た事があるのか、あまり驚いた様子がない。

「ひくーてー？」

「空飛ぶ船の事だよ」

「人が乗っているのですか？」

　タマの疑問に答え、カリナ嬢の質問に首肯する。

「すごいのです！　乗ってみたいのです！」

　うん、オレも乗ってみたい。

　普通に考えて軍事用だとは思うから、乗せてもらえるかは微妙だ。

　夜会成功の報酬に公爵と交渉してみるのもアリだと思うが、上手く交渉できても全員は無理だろう。

　できれば、皆一緒に乗ってみたい。

　何か良い方法がないか、シーメン子爵邸を訪れた時にでも、トルマに相談してみよう。

「マスター、あれが欲しいと懇願します」

「うふふ、可愛い形ですよね」
















　ナナが飛空艇の方に手を伸ばして摑つかもうとする仕草をしている。

　ルルが可愛いと言うが、そんなに可愛いだろうか？

　感性の違いなのか良く判らない。

「ご主人様に飛空艇ヌイグルミを作ってもらったら？　可愛い上に柔らかいわよ？」

　ナナは手をポンと一つ叩たたいてオレの方を振り向く。

「マスター、飛空艇ヌイグルミを希望します」

「いいよ、せっかくだから作り方を教えてあげるよ」

　ナナにも戦闘以外の趣味があった方が良いよね。

「作り方ですか？　と問います」

「ああ、自分で作れたら好きなヌイグルミが手に入るだろう？」

「それは！　とても良い考えだとマスターを賞賛します！」

　オレの提案が気に入ったのか、ナナが無表情のまま上気した顔でコクコクと頷く。

　そんなナナと約束の指切りを交わし、公爵城の向こう側に高度を落としていく飛空艇を目で追う。

「下町の大市場に行く予定だったけど、飛空艇発着場まで見物に行こうか？」

　オレのその問いには異口同音にＹＥＳの返答が返ってきた。

　一番初めに答えたのがアリサやポチではなく、カリナ嬢だった事を追記しておく。




　　　　◆




　ウォルゴック伯爵家の馬車に乗っていたせいか、公爵城の裏手にある飛空艇発着場の駐車場まで来ることができた。

　貴族区画では亜人が忌避されるそうなので、獣娘達には尻しつ尾ぽが目立たない長めのフード付き外がい套とうを着せている。

「周りは怒りん坊の貴族が一杯だから、外に出たら騒がないようにするんだよ？」

「あいあいさ～」

「お口にチャックなのです」

　オレがタマとポチにそう告げると、二人が閉じた口元でジッパーを閉める仕草をして頷いた。

　こういう古臭い仕草はアリサが教えたに違いない。

　馬車から降りると、飛空艇の巨体がよく見える。

　着陸シーンが見たかったのだが、既に停船し乗降タラップが飛空艇の中ほどに接続されているのが見えた。

「でっかいわね～、どのくらいの大きさがあるのかしら？」

「全長一〇〇メートルほどだよ」

　アリサの質問にマップ情報から計算した飛空艇のサイズを教えてやる。

「マジで?!　あんなに大きいのにツェッペリン号の半分くらいなのね」

「よくそんな事を知っているな……」

　アリサの雑学知識に感心しながら、皆を連れて飛空艇の近くのロープの所まで歩いて行く。

　ちゃんと、ロープで進入禁止エリアが区切ってあるようだ。

「そのロープの向こうに行ったらダメだよ」

「あい」

「はいなのです」

　オレが注意するとフードの下からタマとポチの小さな声が返ってきた。

　ちゃんとさっきの注意を覚えているようだ。

　ロープ前には思ったよりも見物客が多い。殆ほとんどが貴族だが、使用人の服装をした娘達も交ざっているようだ。

　気のせいか有名人の到着を待つファンの集団みたいな熱気を感じる。

「ペンドラゴン卿きようじゃないか！　誰か知り合いでも迎えに来たのかい？」

　そう言って馬上から声を掛けて来たのは近この衛え騎士のイパーサ・ロイド卿だった。

　彼は飛空艇発着場の巡回警備をしていたらしい。

「いえ、初めて飛空艇を見かけたので興味本位で来てしまいました。もしかしたら、ここに入るには許可が必要だったのでしょうか？」

「貴族なら許可は不要だ。もちろん、貴族の連れた従者もね」

　イパーサ卿がオレの質問に答えた後、獣娘達を見回して後半の言葉を付け加えてくれた。

　亜人に忌避感の無い人で良かった。

「それにしても、見物客が多いのですね」

「ああ、それは──」

　イパーサ卿が理由を教えてくれようとしたのだが、それは黄色い悲鳴でかき消された。

　彼女達は口々に「殿下」や「聖剣士様」と叫んでいる。

　恐らく、先ほど乗降タラップから姿を見せた白い鎧よろいの美形青年を指しているのだろう。ＡＲ表示によると彼の名はシャロリック・シガ。詳細情報によると、シガ王国の第三王子らしい。

　彼の後ろには随員らしき騎士が二名とローブ姿の魔法使いに侍従や侍女が一〇名ほど付き従っていた。

「ペンドラゴン卿はシャロリック殿下の事を知っているか？」

「いいえ、存じません」

　イパーサ卿の問いに素直に答える。

　ＡＲ表示の詳細情報である程度判るが、人々の噂なんかは判らない。

「彼はシガ八剣の次席にして、陛下から護国の聖剣クラウソラスの佩はい剣けんを許された聖剣士でもある」

「勇者ではないのに聖剣を使えるのですか？」

　オレは王子の称号に「勇者」が無いのに気が付いて、思わず問いを発してしまった。

　セーリュー市で勇者の称号を得るまで、聖剣を抜いただけでダメージを受けた件を思い出したからだ。

「ああ、陛下が聖剣クラウソラスの使用者を任命できるんだ」

　陛下というと国王か。ならば都市核シテイ・コアの力を用いて使用者を変更するような裏技があるのかもしれない。

　続けて聞いた王子の情報はゴシップ誌に載っていそうな、派手すぎる女性遍歴だった。過去に色々と問題を起こしているそうなので、ナナやカリナ嬢を彼に近付けないようにしよう。

　なお、シガ八剣というのはシガ王国最強の聖騎士達の筆頭となる八人の剣士に贈られる称号らしい。

　オレはイパーサ卿に礼を告げて、視線を王子一行に戻す。

　彼は愛想の無い性格らしく、乙女達に手を振ることもせず憮ぶ然ぜんとした表情のままだ。

　王子が乗降タラップと送迎馬車を結ぶ絨じゆう毯たんに足を踏み出すと、王子の前に侍女達が花びらを撒まきながら先導していく。

　結婚式でよく見かけるフラワーシャワーのようなものだろう。

　不意に王子が横に視線を逸そらした。彼の視線の先には公爵城から飛び立った飛ひ翔しよう木馬が見えた。

　もしかしたら、リーングランデ嬢と知り合いなのだろうか？

「キャッ」

　短い悲鳴に振り返ると、フラワーシャワーを撒いていた侍女の一人が足を滑らせてあられもない姿で転んでいた。

　幸いスカートの中が全開になる事は避けられたようだが、問題は他にある。

　彼女が転んだ時に持っていた花びらの入った篭かごを放り投げてしまい、その篭が今、王子の頭に載っかっている事だ。

　どうやら、王子は余よ所そ見みをしていて篭の直撃を受けてしまったらしい。

　顔が美形なだけに道化感が強い。

「き、貴様……」

「も、申し訳ありません！」

　シャレの通じなそうな王子が、怒りと羞しゆう恥ちに震えている。

　彼の前で全力で平謝りする侍女に見覚えがある。昨日の晩ばん餐さん会で手伝ってくれていた子だ。

「この無礼者め──斬れ」

　王子が怒りに震える声で命じる。

　──へ？　マジか？　恐るべし封建国家。

　オレは急な展開に驚きつつも、こっそり介入すべくストレージから賤貨を取り出す。

「はーい。殿下の命令には逆らえないんだぁ、ごめんね～」

　随伴の少年騎士が嗜し虐ぎやく心に満ちた笑顔で侍女の前で剣を振り上げる。

　カーブが掛かるように賤貨の端を折り曲げながら、投とう擲てきのタイミングを計る。これでオレの正体をばらさずに少年騎士の蛮行を阻止できるはずだ。

　だが、結果的に折り曲げた賤貨の出番はなかった。

「──止めぬか」

　もう一人の年老いた随伴騎士が装備していた大盾で侍女を庇かばい、少年の剣を受け止めたのだ。

「あれ～？　いくらレイラス様がシガ八剣だって、殿下のご命令に逆らって良いのかな～？」

「陛下より貸与された聖盾に懸けて、我が前で非道は見過ごせぬ」

　どうやら、老騎士は短気な王子のお目付役らしい。

「ふん、この堅物め。卿に免じて見逃してやる。公爵に相応の罰を与えろと伝えておけ」

　王子が憤ふん懣まんやるかたなしという顔で、老騎士と馬車の所から駆け寄ってきた執事に告げる。

「ちぇー。せっかく女の子を斬れる機会だったのに──」

　少年騎士がボヤきながら、王子の後に続いた。

　危ないヤツだな。公爵城に行くときは王子とこの少年騎士には近寄らないようにしよう。

「レイラス殿が飛び出してくれて良かった」

　そう呟つぶやきながらロープの向こう側から、イパーサ卿が戻ってきた。

　どうやら、彼も侍女を助けようと駆け出していたようだ。

　王子のせいで封建社会全体を否定したくなったが、老騎士やイパーサ卿のような貴族もいることだし十じつ把ぱ一ひと絡からげに扱うのはやめよう。




　　　　◆




　飛空艇見物を終えたオレ達は再び馬車に乗り込み、大壁門から港区へと続く公都の大市場へと観光に来ていた。

　大壁門の傍にある駐機スペースで馬車から降り、そこからは徒歩だ。

「いっぱい」

「そうね、大きな大会が開かれているだけあって、人種の坩堝るつぼよね」

　人混みに目を丸くしたミーアに、アリサが余裕の表情で評価する。

　アリサが坩堝と表現したように、これまで見かけなかった褐色の肌の人族やアジア系の顔付きの人族、それ以外にも様々な種類の獣人を目にする。

　もちろん、シガ王国風の顔立ちの人達の中にも、サリーのような服を着た人や遊牧民に近いテイストの服装をした異国の人達が交ざっていた。

　閑静な貴族区画と違い、港区は現代日本の基準と照らし合わせても人混みが凄すごいと表現できそうなほどだ。

　そしてただ混雑しているのではなく、東南アジアの市場みたいに妙な熱気がある。それに釣られたのか、皆もいつも以上にはしゃいでいるようだ。

「るつぼ～？」

「美お味いしいのです？」

「うふふ、ポチちゃんは食いしん坊さんね」

　タマとポチの発言にルルが微笑む。

「ねぇねぇ、アレ見てアレ！」

「ほう？　こっちじゃ初めて見るな」

　喜色に染まった声を上げたアリサが、オレの袖そでを引いて商品の一つを指差す。

　大河を使った貿易が盛んなのか、実に品数が豊富だ。

「ちょっとすっぱいけど美味しいわ～。ねねっ！　帰ったらお砂糖と練乳を掛けて食べたい！」

　アリサが新鮮なイチゴに目を細めながら、そんなリクエストをしてきた。

　──定番を外さないヤツだ。

「美味しい？」

　どうやら、ミーアも興味があるようだ。

「レン・ニュ～？」

「お砂糖だからきっと甘くて美味しいのです」

　不思議な発音で首を傾げるタマに、ポチが根拠のない自信で正解を言い当てる。

「それじゃ、帰ったら作ってあげるよ」

「やったー！」

　オレの安請け合いに年少組が諸手を挙げて喜ぶ。

　牛乳と砂糖をかき混ぜるのは面倒だが、マヨネーズを作る為の攪かく拌はん用の水魔法があるので大丈夫だろう。

　オレ達は生果や野菜が並ぶ一角を通り抜け、保存食エリアへと進む。

　もちろん、ここまでの戦利品ドロツプ・アイテムは格納鞄ガレージ・バツグに収納済みだ。魔法道具マジツク・アイテムだと看破した犯罪者が、幾度かちょっかいを掛けて来たが、獣娘達やカリナ嬢の護衛メイド達によって難なく排除されていた。

「おっと干し葡ぶ萄どうだわ。チーズスフレに入れたら美味しそうね」

「ん、干しイチジク」

　ドライフルーツ系は庶民の甘味として広く食べられているようだ。

　もっとも、値段が高いので気軽に食べられるかは経済状況によると思うけどね。

　魚の燻くん製せいや干物を物色し、カツオ節や干し貝柱なんかを大人買いしていく。

　オレ達はホクホク顔で保存食エリアを抜け、日用品やお洒落しやれ用品のエリアに到着した。

「口紅に白おし粉ろいがある！」

「アリサにはまだ早いよ。この口紅なんかナナやカリナ様に合うんじゃないかな？」

「マスター、塗ってくださいと申請します」

「わ、わたくしも塗ってくださるというなら、お、お願いしようかしら」

　ナナの甘えにカリナ嬢が便乗しようとしたが、残念ながら現代日本と違って化粧品のテストコーナーは無い様で、買ってからしか試せないようだった。

　恥ずかしそうに目を閉じて口元を突き出してきたカリナ嬢が見られたので、ちょっと得した気分だ。

「ご主人様、石せつ鹼けんと軽石だけで宜よろしいでしょうか？」

「こっちの匂い袋はどうだい？　優しい甘い香りだしリザにも一つ買ってあげようか？」

　粛々と生活用品を選んでいたリザに、ご褒美の一つも買ってあげよう。

「で、ですが、奴隷の身でこのような高価な物を買っていただくわけには──」

　断りつつも匂い袋が気になるのか、いつものようにキッパリと断ってこない。

「リザはいつも皆の面倒を良く見てくれているからね。これくらい当然の報酬だよ」

　オレが重ねてそう言うと、リザも素直に匂い袋を受け取ってくれた。




　そんな風に皆と買い物を楽しんでいると、どこからともなく不穏な会話が耳に飛び込んできた。

「──暗殺と気軽に言うが、聖剣使いの王子やシガ八剣には勝てぬぞ？」

「まともに戦ってどうする。毒を使うのだ」

「ふむ、ヒュドラの毒でもあれば確実だが、ここで手に入るのは精々──」

　聞き耳スキルが王子暗殺の企たくらみを拾ってきてくれたのは良いが、この雑踏のどこから聞こえてきたのかが判らない。

　場所を特定しようと更に耳を澄ませる。

　すると、今度は違う声が聞こえてきた。

「犯罪ギルドに依頼を出してきた。ヤツらが騒ぎを起こしている間に、公爵城の地ち下か牢ろうに収監されている同志達を救うぞ」

「これで俺達も幹部の仲間入り──」

　──今度も悪巧みだった。別口もいたらしい。

　先のヤツらは犯罪ギルド、後者は「自由の翼」の残党のようだ。

　マップで確認してみたが、この辺りには行動中の犯罪ギルドの連中が多すぎて判らない。会話も止めてしまったようで特定はできなかった。

　一方で残党の方はすぐに見つかった。

　残党の周囲には公都の衛兵達が包囲網を構築しており、悪巧みをしていた残党の命運は既に風前の灯ともし火びだった。

　どうやら、オレの出る幕はなさそうだ。公都の衛兵はなかなか優秀らしい。

「ご主人様、珍しい食べ物を売ってます」

　ルルがオレに呼びかけたので、メニューの検索表示を一いつ旦たん解除して彼女の指差す先に視線を移す。

「煮に凝こごりかな？」

「お貴族様は食べないような下々の品なのに、よく知っているね。アンタ、貴族じゃないのかい？」

　庶民の間だけで普及しているのかな？

　煮凝り美味しいのに。

「貴族と言っても成り上がりですから」

　オレは店主に笑いながら告げ、皆の分も買って試食する。

　ぷるぷるした食感が皆に受けていた。見た目や具材を改良すれば、貴族にも広まりそうな気がする。

　オレがそんな事を考えている間にも、年少組の興味は他に移ったようだ。

「いい匂いなのです」

「むむむ、これは！　醬しよう油ゆの焼ける匂いね」

　鼻をスンスンさせたポチの発言にアリサが食い付く。

「あれよ、イカの照り焼きだわ、ポチ隊員、タマ隊員。至急容疑者を確保するのよ～」

「かくほ～」

「逮捕なのです」

　アリサに先導されたタマとポチが屋台に走っていった。ミーアは三人に釣られるように走っていったが、たぶん食べられないはずだ。リザとルルが、幼女達の後ろを徒歩で付いていく。

　──確かにいい匂いだ。

　オレも余計な事に気を揉もんでいないで、公都観光を堪たん能のうするとしよう。

「マスター！」

　ナナに呼ばれて腕を引っ張られる。

　どうやら、何か興味を引くものを見つけたようで、グイグイと皆が向かったのと違う方向へとオレを連れて行こうとしている。

「──ご主人様？」

「子供達を任せる。ナナの用事を済ませたらすぐ戻るよ」

　こちらに気が付いたリザにそう告げておいた。マップがあるから合流はすぐだろう。

　ナナが腕を抱きこむようにして引っ張るので、腕に当たる感触が実に素晴らしい。

　そうして向かった先には鼠人族の子供が二人いた。丁度、大通りを渡った先だ。

　いや、首を前後しながら歩いているし、肌がツヤツヤしているから違うみたいだ。ＡＲ表示では、アシカ人族になっていた。子供達は姉妹のようだ。

「あの幼生体の動きは計算不能です。効率的ではないのに、目が離せないと告げます」

　ナナが見たかったのは、この子達のようだ。たしかに可愛い歩き方と言えなくもない。

　ある程度鑑賞したら皆の所に戻ろう。腕が幸せだが、あまり皆と離れたままで心配させるのも悪いしね。

　そんな和やかな時間を、無粋な一言が喧けん騒そうへといざなう。

「暴れ馬だ！　みんな避よけろ！」

　少し離れた場所から、人々の悲鳴と馬の嘶いななき、そして人や物が倒れる音が耳に飛び込んできた。

　オレ達は大通りに踏み出していたので、ナナを抱えて路肩へ避難する。

「マスター！　幼生体の危険が危ないと訴えます！」

　ナナの平へい坦たんな声に悲痛の色が混じる。

　視線の先ではアシカ人の子供達が、逃げ惑う人達の足元で小さくなって震えていた。

　次の瞬間、足元が疎おろそかになっていた虎人族の大男にアシカ人の子供達が纏まとめて蹴けり飛ばされてしまった。

「幼生体！」

　オレの腕の中から、ナナが叫び声を上げて飛び出す。人混みの向こうへ宙返りをして一気に飛び越えて行ってしまった。

　身体強化の理術を使ったみたいだが、発動がずいぶん速くなったものだ。

　一方で、たたらを踏んだ虎人が子供を振り返る。

　因果応報というわけではないと思うが、余よ所そ見みをした虎人に暴れ馬が突っ込んできた。

　暴れ馬と激突し、虎人がギャグマンガのような勢いで人混みの向こうに吹き飛んでいく。

　虎人と暴れ馬も気になるが、先にナナの方へ行こう。

「マスター、マスター！　幼生体が口から体液を出しています。緊急処置を要請します。至急が緊急で急いで欲しいと懇願します！」

　ナナに抱えられたアシカ人の子供達に、ポケット経由でストレージから取り出した魔法薬を飲ませる。

　アシカ人の子供達の横にＡＲ表示される体Ｈ力Ｐゲージが、凄い勢いで元の状態へと戻る。

　間に合って良かった。

　なぜか周りを囲む野次馬から歓声が上がる。

　アシカ人の人気は凄いらしい。ナナが惹ひかれるはずだ。

　先ほどの暴れ馬は「自由の翼」の残党が乗っていたらしく、すぐに衛兵が飛んできて縛り上げていた。

　虎人の男は血みどろで気絶していたものの、命に別状はないようで同族の男達がどこかへ連れ去って行った。子供達に詫わびの一言も無かったので魔法薬は提供していない。

　他にも「自由の翼」の残党がいたらイヤなので、公都内の再検索を行う。

　先ほど捕縛された者達の他には、公爵城の地下牢や尖せん塔とうに収監されている者達くらいだ。少し検索範囲を広げると、港に入港中の船の一つに「自由の翼」の残党が乗り込んでいるのが見つかった。

　危険なテロリストを放置するのは論外だけど、オレが出向くのも面倒──もとい、越権行為にあたる。ここは本職の人達に任せよう。

「公爵閣下よりの伝令だ」

「何？　どこからの声だ？」

　オレは路地裏に移動し、腹話術スキルを使って大通りに立つ衛兵の隊長に囁ささやきかける。

　これはもう腹話術とは違う何かだが、便利なので細かい事は気にせずに活用しようと思う。

「港に入港中の『解放』号に『自由の翼』の残党が乗り込んでいる。臨検を行い残党を捕縛せよ」

　隊長は半信半疑というよりは二信八疑くらいの表情だったが、「速やかに行動せよ」と畳み掛けてやると放置もできないと思ったのか、数名の手勢を率いて港へと向かってくれた。

　優秀なようだし、後は彼らに任せて大丈夫だろう。

「……おいし」

　ナナの所に戻ると、アシカ人の子供達が魔法薬を飲み終わった後の小瓶の口を未いまだに舐なめていた。魔法薬に甘い味付けをしたからだろう。

　その様子を見て、クハノウ伯爵領で出会った魔女の弟子のイネちゃんを思い出した。きっと今も老魔女の下で、元気に修行をしているに違いない。

「マスター、この子達も、うちの子にする事を提案します」

　ナナが両手にアシカ人の子供達を抱えて訴える。アシカ人の子供達は小瓶を舐めるのに夢中で無抵抗だ。

「ダメ」

「マスター、再考を」

「却下」

　ナナが食い下がってくるが、いつもみたいに折れるわけにはいかない。

　何かの鐘の音が鳴ると、子供達がナナの腕の中で慌て出したので、ナナに手放すように指示する。

　ナナは少し躊躇ためらっていたが、子供達の必死な様子を見て手放した。

　なぜか、子供達の向かう方向にアリサ達がいるようなので、そのまま子供達の後を付いて行く。




　アシカ人族の向かった先には、七つの神殿が立ち並ぶちょっとした広場があり、神官や有志による炊き出しが行われているようだ。

　それはいいのだが──。

「ならべ～ならぶのだ～？」

「ちゃんと並ぶのです！　横入りは、メッなのです」

　そこにはなぜか炊き出しの行列を整理するタマやポチの姿があった。

　二人の傍にはミーアもいたが彼女は行列整理にはタッチせず、草笛を吹きながら人混みを不思議そうに眺めている。行列が珍しいようだ。

「最後尾はこちらです。自分の椀わんを持って三列で並んでください」

「そこっ！　喧けん嘩かをするなら最後尾に並び直させるわよっ！」

　最後尾はリザとアリサが担当しているようだ。

　アシカ人族の子供達はアリサの誘導するままに列の最後尾に並ぶ。ナナが一緒に並ぼうとしていたので、軽くナナの肩を押さえて止める。

「あら、ご主人様、ナナの用事って何だったの？」

「あの子達の保護だよ」

　オレはアリサに暴れ馬騒動の話を搔かい摘つまんで教える。

「ふ～ん、二人でどこかに遊びに行ったのかと思ったわ」

　本当に実行したら、ミーアがどこからとも無くオレを見つけるに違いない。

　前にミーアに尋ねたら「精霊」と答えが返ってきたので、精霊にお願いして探しているのかもしれない。実にエルフらしいファンタジーな探索方法だ。

「そっちは、どういう経緯で行列整理をするはめになったんだ？」

「成り行きかな？　年とし甲が斐いもなく行列に割り込んで騒いでいた獣人の男達をポチが注意して、それに逆ギレして殴りかかってきた連中をリザさん達が制圧しちゃって、その流れのままに行列整理を買って出る事になったのよ」

　なるほど。その光景が目に浮かぶようだ。

「それは良いとして、ルルがブース内で給仕を手伝ってるのは？」

「ポチより先に、給仕のオバサンが止めに入ってたんだけど、男達に怪我させられちゃってね」

　怪我はミーアの魔法ですぐ治ったそうなのだが、暴力にショックを受けていたので家に帰らせたそうだ。そのために人手が不足したので、ルルが手伝いを買って出たらしい。

「途中で投げ出すのも悪いから、あと一時間ほどは手伝いたいんだけど、いいよね？」

「もちろんだ」

　地元民との交流も観光の醍だい醐ご味みだ。それにルルの横には知り合いもいた。

　ルルの所にナナも連れて行こうと思ったのだが、アシカ人族の子供達の傍を離れたがらなかったので好きにさせてやる。

「──ご主人様！」

　黒髪に三さん角かく巾きんのような布を巻いたルルがオレを見つけて笑顔を見せる。

　ポチみたいな尻しつ尾ぽがあったら、ぶんぶんと振られていそうなくらい無防備な喜びを向けてくる。

「サトゥーさん！」

　そして、ルルの後ろから純白の巫み女こ服に身を包んだセーラが姿を現した。

　昨日まで「衰弱：軽度」の状態で寝込んでいたとは思えないほど健康そうだ。若いっていいね。

「お久しぶりです、セーラ様──」

　危うく「お加減は如何いかがですか」と続けそうになったのをなんとか堪こらえた。

「また、お会いできましたね」

　セーラが万感の思いを込めて言葉を紡ぐ。

　その瞳ひとみはまっすぐにオレの瞳を捉えて離さない。

　──まるで恋する乙女のようだ。

「ええ、グルリアン市のお城で約束しましたから」

「……はい」

　セーラの雰囲気に吞のまれて、声に変な艶つやっぽさが乗ってしまった。

　そのせいか、なんともいえない微妙な空気が場を支配する。

　いつの間にか近寄っていたアリサとミーアが、足元から「ぐぬぬ」と声が聞こえそうな表情で見上げている。

　セーラには悪いが、恋愛色に染まりそうな雰囲気はこの辺で終わりにしよう。

　ポンポンと二人の頭を叩たたいて場の空気をリセットする。

「そういえば神殿からの緊急召還という事でしたが、もう解決されたのですか？」

「は、はい……あれは誤報だったそうなのです」

「誤報ですか？」

「はい」

　セーラが言いにくそうに頷うなずく。

　たぶん、セーラを魔王の生いけ贄にえに狙っていたヤツが仕組んだのだろう。

　そんな事を考えつつ、セーラと旧交を温める雑談を交わす。

　ふと、背後から視線を感じたので、そちらを振り向く。

　じっとりとした視線を送ってくるカリナ嬢の向こう側、炊き出しブースの近くにある木立の陰に神殿騎士達の姿があった。

　少し離れた場所から見守っているらしい。その中にはムーノ男爵領で会った若い男女の騎士の姿もあった。さすがに、実家が大変なケオン・ボビーノ卿きようはいないようだ。

　魔王の生贄にされて命を落とした直後だけに、セーラの護衛は彼ら以外にもおり、広場には市民に変装した公爵の近この衛え兵へい達が巡回していた。

　たぶん、獣娘達が暴漢を止めた時に彼らが介入しなかったのは、セーラに直接危険が及ばなかったからか、獣娘達の行動がそれよりも早かったからのどちらかだろう。

「セーラ様、配給に並んでいる人が待ちわびてますよ」

「あら、いけないわ」

「すみません、お邪魔してしまって。私は向こうで料理の手伝いでもしてきますから、セーラ様も奉仕活動にお戻りください」

　配給待ちの人を待たすのも悪いので、オレもセーラに給仕の仕事へ戻るよう促す。
















　セーラとルルが並んで配給を行う姿を後ろから眺めていると、実に目が幸せだ。まるでアイドルの握手会を見守るスタッフの気分だ。

　彼女達が配る配給食は、ワカメのような水草のスープに小さな団子を入れて炊いたものみたいだ。見たところ、団子を作る人手が足りていないのでそちらに向かう。

「手伝いますよ」

「いや、大丈夫だよ、でございます。貴族様に手伝ってもらうのは、恐れ多い、でございます」

　調理しているオバサンの一人に手伝いを申し出たのだが、恐縮して断られてしまった。微妙に敬語がヘンな人だ。

「士爵様は気さくな方ですから大丈夫ですよ。地元でも町の子達に手作りのお菓子を振る舞っておられましたから」

「ピ、ピナがそう言うなら、お願いしようかね？」

　調理に参加していたカリナ嬢の護衛メイドのピナが口を利いてくれて、オレの手伝いにＧＯサインが出た。

　もう一人の護衛メイドであるエリーナはカリナ嬢と一緒に炊き出しブースの端で見学中だ。いつの間にか姿を消していたミーアも、彼女達と一緒に座って草笛を吹いていた。

　オレは調理をしている人達に、手短に挨あい拶さつを済ませて手伝いに参加する。

「若様、これを使ってくださいな」

　服が汚れるといけないと言って若奥様みたいな人がエプロンを貸してくれた。

　彼女がしていた魚をすり身にする作業が一番大変そうなので交代する。さっきまで手て持もち無ぶ沙さ汰たそうにしていたミーアが、いつの間にかオレの横まで来て手元を覗のぞき込んでいた。

「お嬢ちゃん、こっち来て一緒に団子を作らんかね」

「ん、やる」

　オバサン達に誘われて、ミーアも団子作りに参加した。

「カリナ様も、ミーアと一緒にやってみませんか？」

「わ、わたくしは──その……え、遠慮しておきますわ！」

　カリナ嬢がやりたそうにしていたので誘ってみたが、知らない人に交ざるのに抵抗があったのか断られてしまった。

　ま、無理強いは良くないよね。

「あんた貴族の割りに筋がいいね」

　オバサンの一人がオレの手際を褒めてくれる。

「家を継がなくていいなら、うちの店で働かないかい？　うちの娘を嫁にやるよ」

　どうして、こうオバサン達はお見合いを勧めたがるのだろう。

「ダメ」

「「「だ、ダメです」」」

　ミーアとルルが「嫁」という言葉に反応して否定の言葉を返したのだが、なぜかセーラとカリナ嬢までルルと声を揃えていた。

「「「──えっ？」」」

　その事実にルルだけでなく二人とも驚いている。

　ルルやセーラが口に両手を当ててびっくりしている姿は可愛いが、配給待ちの人々の視線が痛いので二人に給仕作業に戻るように促した。

　カリナ嬢は誰の迷惑にもなっていないので、そのまま驚きのポーズを続けて貰もらう。

　それにしても、セーラとルルの組み合わせは恋愛対象には若すぎるが、目の保養にとても良い。五年後にデュオを結成して欲しいものだ。

　いや、ここは美人のカリナ嬢も交ぜて、三人でユニットを組むのもありかもしれない。

　もっとも、その場合は、カリナ嬢の人見知りをどうにかしないといけないけどね。




　そして、たいしたトラブルが起こることも無く炊き出しが終わった。

　ただ、途中から肉団子が高級なものに変わったと騒いでいる者達がいたが、リザの一睨にらみで騒動になる前に静かになった。

　やはり、騒ぎの原因は調理スキル最大のオレのせいだったのだろうか？

　その時に、アリサから「手伝うのはいいけど手加減しなさいよ」と小声で叱られてしまった。

　いやはや、すり鉢ですり身を作ってただけなのに手加減が必要とは誤算だった。

　ある程度馴な染じんだスキルは無効にしてもそれほど効果が変わらない。練成や調合みたいに馴染みすぎるほど繰り返したスキルでは、意図的に品質を落として作る事ができるようになったから、たぶん調理でもできると思う。

　でも、わざと不ま味ずく作るのは遠慮したい。やっぱり美お味いしい方がいいもんね。

　炊き出しの間に手伝いのオバサン達──彼女達は近所の主婦や神殿の雑用係らしい──との雑談で、炊き出しや下町の暮らしなどを教えて貰った。

　この炊き出しは下町にある五つの神殿が交代で行っているそうで、隔日に一食のみ行われ、その費用は神殿だけでなく、貴族や町の名士からの寄付で賄われているらしい。

　その話の時に寄付を管理している神官がいたので、金貨一〇枚を寄付したら凄すごく驚かれてしまった。下級貴族の寄付なら銀貨数枚くらいで良かったそうだ。

　そんな事を回想している内に調理関係の片付けが一通り終わったので、皆と一緒に目と鼻の先のテニオン神殿まで機材運びを手伝う。

　ちなみに、巫女長さんのいたテニオン神殿は貴族区画にある。こちらの神殿は平民用らしい。

「片付け～」

「なのです」

　タマとポチが二人で長机を頭上に掲げて運ぶ姿が可愛い。

　アリサは拾った小枝を振り、「おいっちにー」と掛け声付きで、二人を先導している。

「すみません、片付けまで手伝っていただいて」

「いえ、大した事はありませんから気にしないでください」

　セーラと普通に会話しているだけなのに、なぜオレの尻しりを蹴ける、ミーア。

　ルルは洗い終わった重そうな寸胴を軽々と持ってついてくる。レベルアップの恩恵で、今ではルルも一般的な男性よりも力持ちだ。

「あれを見ろ！」

「リーングランデ様だ！」

　若い神殿騎士の男女が空を指差して叫ぶのが聞こえた。

　──ああ、この流れには覚えがある。

　軽い既視感に襲われながら空を見上げると、空飛ぶ木馬に乗った美女の姿が見えた。こちらに降りてくるようだ。

「リーン姉様……」

　セーラが子供の様に顔を顰しかめる。彼女にしては珍しい表情だ。

　周りで「リーングランデ」コールが沸き起こる中、彼女は不機嫌そうにオレの手を引いて神殿の倉庫に入ってしまった。他の子達が機材を抱えたまま慌てて後ろからついてくる。

「セーラ様、姉君の出迎えはなさらなくて宜しいのですか？」

「か、構いません。私わたくしはオーユゴック公爵家を出た身ですから……」

　少しでも姉妹不和を取り成そうと声を掛けてみたが、セーラは頑かたくなな態度を崩そうとしない。

　やはり、セーラはお姉さんのリーングランデ嬢が苦手なようだ。

「セーラ！　こんな所にいたのね！」

　神殿の聖堂側の扉を豪快に開けて倉庫へ入ってきた鎧よろい姿のリーングランデ嬢が、潑はつ剌らつとした笑顔でセーラに声を掛ける。

　彼女の方はセーラが大好きのようだ。

「前に会った時はあんなに小さかったのに、大きくなったわね──あら？　サトゥー？」

　セーラとの旧交を温めようとしていたリーングランデ嬢が、オレの姿を見つけて目を丸くする。

　その視線がセーラが握ったままのオレの手へと下りる。

　きっと、アリサとミーアの二人がセーラと繫つないだままの手の前に顔を寄せて、恨めしそうに見ていたから気が付いたに違いない。

　ちなみにオレの監視役として残ったアリサとミーア以外の面々は、既に次の機材運びの手伝いに戻っている。

「サトゥー、あなたずいぶんセーラと仲が良いのね？」

「サトゥーさん。リーン姉様とお知り合いなのですか？」

　リーングランデ嬢とセーラが険のある口調でオレを問い詰めてくる。

　──あれ？　この修羅場風の状況は何？

　美人二人に問い詰められる珍しい状況に、ちょっとドギマギしつつ順番に答えていく。

「公都への船旅の途中でリーングランデ様が乗船していらした時に面識を得ました」

「あら、あんなに熱い時を過ごしたのにサトゥーったら他人行儀なのね？」

　オレの簡素な説明に、リーングランデ嬢が誤解を招く口調で囁ささやく。

「……あ、熱い時？」

　呟つぶやいたセーラがクワッと姉に敵意の篭こもった視線を向けたので、慌ててインターセプトする。

「船の上で剣の稽けい古こをつけていただいたのですよ」

「あら、手料理もご馳ち走そうしてくれたじゃない。王城やサガ帝国の宮廷でしか食べられないような味だったわ」

　せっかくセーラの視線が和らいだのに、なぜ余計な情報を積み上げる。

「も、もしかして、あの透明なスープですか？」

「いいえ、あれは作るのに時間が掛かるので作っていません」

「そうですか……」

　セーラの表情に余裕が戻り、オレの手を握っていた力が少し緩むのを感じた。

「透明なスープって、お祖じ父い様が次の夜会でサトゥーに作れって言っていたコンソメスープの事？」

　いやいや、変に話を広げずに、この話題はそろそろ終わりましょうよ。

　そう思っていても、上位貴族の一員たる彼女の言葉を無下にはできないので、素直に首肯する。

「夜会、ですか……」

　セーラが複雑そうに眉まゆを寄せる。

　食べたそうだが、貴族の身分を捨てた身としては夜会に参加し辛づらいのだろう。

　ここは友人として助け船を出そう。

「今度、巫み女こ長様へのお見舞いにテニオン神殿の皆様にもコンソメスープをお持ちしようと考えているのですが、問題ないでしょうか？」

「ええ！　きっと皆喜ぶと思います！」

　オレの提案は予想以上に高いテンションで受け入れられた。

　巫女長さんは食が細そうだったけど、コンソメスープくらいなら飲んでくれるだろう。

　今度は置いてきぼりになったリーングランデ嬢が少し不機嫌そうだ。

「サトゥー、あなたはセーラを狙っているの？　この子は貴族の生活が嫌で家を出て神殿に入ったのよ？　あなたがセーラを出世の道具にしようと言うなら、私は全力であなたを排除するわよ」

「リーン姉様！」

　リーングランデ嬢の牽けん制せいに、セーラが柳りゆう眉びを逆立てる。

　姉妹喧げん嘩かは本意ではないので、セーラに微笑みかけてからリーングランデ嬢の誤解を解く。

「リーングランデ様、そのような心配は無用でございます。セーラ様には友人のように接していただいていますが、そのような大それた望みは抱いておりません」

　ついでに「出世も望んでいない」と付け加えておいた。

「そう……それならいいわ」

　まだ納得がいかないようだ。感情の折り合いが付いていないのだろう。

　セーラは「友人」という単語を聞いて嬉うれしそうにはにかんでいた。公爵の孫であり、「神託の巫女」という選ばれた存在である彼女には「友人」という者が縁遠かったのかもしれない。

「とりあえず、信じてあげるわ。それで、どこでセーラと親しくなったの？」

「セーラ様のムーノ男爵領への視察の際に案内役を仰せつかったので、そのご縁で親しくさせていただいております」

　リーングランデ嬢とセーラが「親しく」と呟く。

　同じ言葉を口にしつつも、二人の反応は少々違った。

　セーラは微妙に嬉しそうな様子で口角を上げ、リーングランデ嬢は幼子を守る母犬のような警戒心を滲にじませていた。

　ふむ、もう少し表現を工夫した方が良かったかな？

「セーラ様、大変です！　殿下が！　シャロリック殿下がお見えになっています！」

　そんなオレの小さな後悔は、部屋に飛び込んできた女神官の言葉で吹き飛んだ。

　あの危ない王子がセーラに何の用だろう？

　女性関係にだらしないみたいだし、少し心配だ。









　公都の騒動





〝サトゥーです。昔読んだ社会マンガで「絶対的な権力は人の性格を歪ゆがめる」というのがありました。そのセンテンスは異世界でも該当する場合があるようです。〟






「殿下の相手は私がするから、セーラはここで待っていなさい」

「いいえ、私も参ります」

　リーングランデ嬢がセーラの矢面に立とうとするが、セーラの方も何か意地があるのか、素直に守られる気はないようだ。

　セーラがオレの手を離してくれないようなので、オレも一緒に聖堂の方へ通じる扉に向かう。

　アリサとミーアの二人にはリザ達に合流するように指示をしておいた。

　タイミングが悪かったのか、応接室へ向かう途中の王子一行と聖堂で鉢合わせしてしまう羽目になった。

　王子と一緒にいるのは少年騎士と侍従一名のみだ。ストッパー役の大盾の騎士は不在らしい。

「シャロリック殿下が神殿に足を踏み入れるなんて、珍しい事もあったものね」

「リーン！　やはり、あの飛ひ翔しよう木馬に乗っていたのは君だったのか！」

　嫌そうな表情のリーングランデ嬢と喜色満面の王子の表情の落差が凄い。

「殿下、私を愛称で呼ぶのは止めてください」

「なぜだ？　婚約者を名前で呼んで何が悪い？」

「元婚約者です。王国を出奔する前に陛下から許可を頂いております」

　なるほど、王子の女癖の悪さに愛想を尽かしたのか。

　一方で王子の方はリーングランデ嬢に未練たらたらという事だろう。

「君が一方的に破棄しただけで、私は了承した覚えはない。庶子は纏まとめて処分したし、それにユリーンもデメティーナも君の事を歓迎すると言っている。何も問題はない」

　なんだろう。横で聞いていても問題だらけな気がする。

　というか「処分」なんて怖い単語は止めて欲しい。そういう権力者の闇は見たくないね。

「他家に嫁ぐ結婚前夜の花嫁に手を出して、伯爵領の一つを王国から離反させかけたのをお忘れですか？」

「ラーゼナの事は既に解決済みだ。ぐずっていた伯爵も代替わりした」

　万事解決とばかりに微笑む王子が怖い。

　なんていうか、人として何か欠けていそうな笑顔だ。

「──それで本日は神殿にどのようなご用件でしょう？」

　不快そうに王子を見ていたセーラが会話に割り込む。

「この無礼者──」

　王子の裏拳がセーラの横顔に飛ぶ。

「キャッ」

　ズパンッと重い音がセーラの悲鳴に重なる。

　──もちろん、横にいるオレがセーラを守らない訳がない。

　魔法金属の手甲に覆われた王子の拳は、オレの掌てのひらに受け止められている。

　ハッキリ言って、王子の裏拳は手加減抜きだった。

　普通の女の子なら一撃で首の骨が折れて即死していたのは間違いないだろうし、レベル三〇もあるセーラでも大怪我は間違いなかったはずだ。

「殿下！」

　リーングランデ嬢が王子に詰め寄るが、彼は片腕で彼女を制してオレを睨にらみつける。

「私とリーンの会話に割り込んだばかりか、王族の玉体に触れるなど万死に値するぞ、下郎」

　うわっ、下郎とかリアルで初めて言われたよ。

「やれ」

「は～い！　二人ともやっちゃっていいんだよね～」

　少年騎士が剣を抜いて襲ってくる。

　神殿の中で刃にん傷じよう沙ざ汰たを起こそうなんて、神様が実在する世界の住人とは思えないヤツらだ。

「止めなさい！」

「ごめんね～　殿下の命令なんだ～」

　少年騎士がリーングランデ嬢の制止を無視して抜刀した剣を突き出してくる。

　オレの公開レベル的には少年騎士をやっつけても問題ないが、王族に向けて剣を抜いたと取られると少々マズい。

　ここは日本人らしく専守防衛でいこう。

　セーラの身体を後ろに隠し、襲い来る少年騎士の剣を格納鞄ガレージ・バツグ経由でストレージから取り出した濡ぬれタオルで迎撃する。

　昨日お風ふ呂ろで使ったあと、洗濯に出すのを忘れていたヤツだ。

「なんなの、それ？　何かの魔法道具マジツク・アイテム？」

「ただのタオルさ」

「──タオル？　バ、バカにしやがって！」

　少年騎士の質問に正直に答えたのに、なぜか激げき昂こうして狂戦士のように襲い掛かってきた。解せぬ。

「止めなさい、と言ったはずよ」

　そこにリーングランデ嬢の剣が割って入ってくれた。

　助かった。お気に入りのタオルに鉤かぎ裂ざきができる前でよかった。

「ちっ、戦いに割り込むなんて無粋だね。でも、『天破の魔女』と戦えるなら、そんな雑ざ魚この相手は後でいいや」

　舌なめずりして喜ぶ少年騎士だが、さすがに相手が悪いと思う。

　オレの予想通り少年騎士は僅わずか数合と経たずに劣勢となり、剣を折られて聖堂の床を転がった。

「──どういうつもりだ？」

「それはこちらが聞きたいわね。私の妹を殺そうとした挙句、それを守った私の弟子まで殺そうとするなんて。今度はオーユゴック公爵領をシガ王国から離反させたいのかしら？」

　真意を問いかける王子を、リーングランデ嬢が皮肉をたっぷり込めた口調で批難する。

「こやつがリーンの妹だと？　なんと地味で面白みのない娘だ。こんな娘を娶めとらねばならぬとは──」

「なんですって？　あなた正気なの？」

　王子の爆弾発言に、リーングランデ嬢が不敬罪に問われそうな言葉を返す。

　セーラは状況の変化に付いていけないのか、オレの袖そでを摑つかんで二人の会話に耳を欹そばだてている。

「むろん、正気だ。私は三公爵の娘を娶り至尊の地位を目指さねばならぬ」

「簒さん奪だつでも目指すつもり？　文武に優れたソルトリック第一王子の事を、誰もが世継ぎと認めているはずよ？」

「簒奪だと？　ふんっ、貴様も所しよ詮せんは只ただの秀才どまりか」

　リーングランデ嬢の怒気を王子が見下した様子で嘲ちよう笑しようする。

「複数の神殿で神託が分かれた意味を知れ」

　おや？　王子は理由を知っているのかな？

　王子の自信ありげな言葉にリーングランデ嬢が動揺する。

「何を──」

「やがて『大乱の世』が始まる。王祖様やサガ帝国の初代勇者が国を興した時のような、波乱万丈の時代が始まるのだ」

　俳優のように王子が滔とう々とうと語る。

　リーングランデ嬢も彼の言葉に吞のまれて動けないようだ。

　とりあえず「大乱の世」とか「波乱万丈の時代」とか、物騒なフラグを立てるのは止よして欲しい。

「そして、魔王を下し、その波乱の時代を乗り切って新たな王国──いや、人族を全て集めた新たな帝国を築くのが、この私シャロリック・シガなのだ」

　この国にはミドルネームがないので、家名が短いと名乗りが寂しい。

「リーンよ！　サガ帝国の勇者など捨てて我が下に戻れ！　今なら過去の事は忘れ、快く迎えてやろう！」

　王子が過去を棚上げしてリーングランデ嬢によりを戻そうと語りかける。

　熱い王子に比べ、リーングランデ嬢の視線は焚たき火びが凍りそうなほど冷たい。

　リーングランデ嬢が辛らつな口撃で王子を打ちのめそうと口を開こうとした時、レーダーに映る赤い光点が増えた。

　元からあった王子と少年騎士の分は別として一〇個の光点が増えている。

　神殿前の広場に七つ、テニオン神殿の裏手に三つ。

　マップ検索によると前者が「自由の翼」の残党、後者が暗殺ギルド「豚の爪」の連中のようだ。

　前者は船で来たヤツらだろう。衛兵はどうしたのだろうと思って船を確認したら、船上で残党と衛兵達が激しく戦っていた。

　まったく、二箇所でイベントを発生させるのは止めて欲しい。

「セーラ様！　賊が接近して──」

　聖堂に飛び込んできた神殿騎士が、ここのカオスな状況を見て言葉を途切れさせた。

　神殿の外では残党と神殿騎士が剣を交え、暗殺者達が神殿の裏口から侵入したところだ。

　うちの子達は戦いに加わらず、オレと合流する為に神殿の倉庫に向かって移動している。

　ここは高レベルのリーングランデ嬢と王子がいるから敵の撃退は彼女達に任せて、オレはセーラを連れて皆と合流しよう。

「リーングランデ様！　セーラ様の事は私に任せて賊の討伐を！」

「仕方ないわね──」

　リーングランデ嬢がマントの下の護符のような物に魔力を注いで、「対矢防御」と「身体強化」の支援効果を発生させた。

　なかなか便利な魔法道具マジツク・アイテムのようだ。

　聖堂の入り口から神殿騎士の一人が投げ飛ばされてきた。

　ダンプカーにでも撥はねられたかのような勢いだ。

　──ＧＲＯＯＲＯＲＯＷＮ。

　そんな咆ほう哮こうを上げながら、入り口から姿を見せたのは、頭から鈍にび色いろの触手を生やした巨漢の魔族だ。

　レベル三〇しかない下級魔族だが、「伸縮」「鋼身」「再生」という種族能力を持つ。普通の武器で近接戦闘をしたら不利だが、王子の聖剣やリーングランデ嬢の魔法があれば余裕だろう。

　その魔族の後ろから、銀色の機械のような形の羽虫が何匹も飛び込んできた。

　神殿の入り口の方に視線を移すと、もう一体の下級魔族が神殿の外で、鳥の巣のような頭から羽虫を生み出していた。

　こちらは「生産」「防御壁」という種族能力と「雷魔法」「指揮」のスキルを持つようだ。

「いたぞ！　セーラ公女だ！　あの娘を攫さらえば同志の救出も魔王陛下の復活も思いのままだ！　周囲の雑魚共は魔族に転生した元同志に任せろ」

　魔族の後ろから姿を現したインテリ風の紫ローブの男が説明台詞ぜりふで狙いを語ってくれる。

　実に親切なヤツだ。ヤツだけは手加減してやろう。

「ご主人様！　ご指示を！」

　倉庫に繫つながる扉からリザが顔を出した。

　いきなり飛び出して来ないところが偉い。

「オレと一緒にセーラ様を守るんだ。セーラ様、失礼します」

　オレはセーラをお姫様だっこで抱え上げ、倉庫へと向かう。

「逃げたぞ、追え！」

「追わせると思う？」

「追うとも！」

　リーングランデ嬢が、オレ達を追いかけてきた残党を剣の一振りで遺体に変える。

「──雷の大剣？　まさか『天破の魔女』か?!　勇者の従者がどうしてこんな場所に?!」

　リーングランデ嬢の魔剣から漏れる紫電を見て、インテリ残党が顔を恐怖に染める。

　インテリ残党に向かってリーングランデ嬢の剣から雷撃が飛ぶが、それは彼の後ろから入ってきたゴリラのようなマッチョが身代わりになっていた。

　王子を牽けん制せいしていた男達も、王子と少年騎士に斬られて血溜だまりに臥ふした。

　こっちの人は容赦なく殺すね……。

　ちょっと気分が悪くなりつつも、セーラを抱えたまま倉庫に駆け込む。

　後ろから銀羽虫が追いかけてきているのをレーダーが捉とらえている。銀羽虫のレベルは一五くらいなので、仲間達に任せよう。

「リザ！　倉庫内に引きこんで羽虫を倒せ」

「承知！」

　追いかけてくる銀羽虫の数は五匹だ。リザ一人に任せるには、ちょっと多い。

「タマとポチは二人で一匹を狙え。ナナは他の子達の護衛だ」

「がってん～？」

「承知の助なのです！」

「イエス、マスター」

　武器を構えた獣娘達が銀羽虫に向かって駆けて行く。

「わ、わたくしも戦えますわ！」

「なら、カリナ様も一匹をお願いします」

　カリナ嬢に素早く一匹を割り振る。彼女のレベルだと倒すのは無理だろうけど、ラカの鉄壁の防御があれば時間稼ぎくらいは余裕のはずだ。

　セーラを下ろしながら、後ろ手にストレージから取り出した礫つぶてを投げてフリーの二匹を撃ち抜く。

　オレの礫の直撃を受けた二匹が爆散し、周囲に残ざん骸がいを撒まき散らした。

　後の掃除が大変そうだ。

「セーラ様、ナナの近くにいてください」

「は、はい」

　ナナが格納鞄から取り出した凧盾カイト・シールドを腕に装備する。

　いつもの大盾は大きすぎて格納鞄に入らなかったのだ。

「アリサ、これを！」

「おっけー！」

　カリナ嬢が胸元から取り出した、「魔封じの鈴」をアリサに投げ渡す。

　受け取ったアリサが、魔力を篭めて青く光る鈴を振ると、銀羽虫達の動きが覿てき面めんに鈍化した。

「サトゥー」

「ご主人様、新手です！」

　ミーアとルルの言葉に振り返ると、入り口に二匹の銀羽虫に守られた男が立っていた。さっきインテリ残党の身代わりに、雷撃で焼かれていたマッチョ残党だ。

「うそっ、効いてない！」

　アリサが突然驚きの声を上げる。

　恐らく、マッチョ残党に無詠唱で精神魔法を使ったのだろう。

「アリサ、ミーアと一緒にナナの後ろに隠れろ──」

　オレは二人に命じながらナナの前に立ち、マッチョ残党の正体を告げる。

「──あれは魔族だ」

　オレの言葉がトリガーになったように、男の身体が爆発的に膨れ上がる。巨大化すると共に聖堂と倉庫の間の仕切りを砕き、石材と土つち埃ぼこりを周囲に撒き散らす。

　ＡＲ表示によるとレベル四五の中級魔族らしい。薄紫色の肌をした直立する雄牛のような姿をしている。

　オレは格納鞄から取り出した妖よう精せい剣を片手に、魔族へと無造作に歩み寄る。

　こちらを牽制するように魔族が鼻を鳴らし、半開きの口から漏れる息が途中で赤い炎に変わる。

　──ＧＥＬＷＢＡＯＯＯＷＮ。

　魔族の叫びと共に、その周囲に幾つもの炎の塊が生まれる。

　悪いけど、撃たせる気はない。すぐさま魔法欄から選んだ「魔法破壊ブレイク・マジツク」で炎の塊を散らす。

　そのままの無造作な仕草で、防御しようとした魔族の腕ごと首を落とす。

　あっけないほど簡単に、魔族は黒い塵ちりとなって土埃に混ざって消えた。後に残ったのは使用済みの長角ロングホーンというアイテムと等級の低い大きな魔コ核アだけだった。

「えっ？　魔族がそんなに簡単に？」

「あの魔族は前にも戦った事がありますが、陽動用の雑魚です。見た目は怖いですが、雑魚中の雑魚ですよ」

　オレが見せかけだけの敵だと告げると、セーラも納得したように頷うなずいた。

「ご主人様、こちらは終了しました」

　リザが報告してきた。早くも銀羽虫退治が完了したようだ。

「ドレスが少し切れてしまいましたわ」

『済まぬ、カリナ殿。少々、防御範囲を絞りすぎたようだ』

　カリナ嬢のスカート先端に数センチの切れ込みができていた。

「お屋敷に帰ったら、お縫いしますね」

　落ち込むカリナ嬢を護衛メイドのピナが慰める。

「ポチだいじょぶ～？」

「これくらいへっちゃらなのです」

「治す」

　振り向くと腕を怪我したポチがミーアに治療されているところだった。

　ポチの傍に歩み寄って、顔を覗のぞき込む。

「大丈夫かい、ポチ？」

「はいなのです。油断したポチが悪いのです。お屋敷に帰ったら、もっと修行するのです！」

「タマも修行する～？」

「うん、偉いぞ」

　オレはポチとタマの頭を撫なでて、立ち上がる。

　銀羽虫相手にポチが怪我をしたのは計算外だった。残りの敵はオレが片付けよう。

「ご主人様、向こうの加勢に向かいますか？」

「いや、ここにいよう。オレ達が行っても足手まといだ」

　オレは格納鞄に妖精剣を収納し、代わりに短弓と安い石矢を取り出す。小鳥狩りに重宝する殺傷力の低い弓矢のセットだ。

　オレはリザ達にもう一方の出入り口を警戒するように指示し、弓を片手に聖堂の状況を確認しに向かう。

　レーダーで判っていた事だが、リーングランデ嬢や王子達は未いまだに下級魔族と戦っていた。

　オレ達が場を離れてから一分も経っていないのだから無理もない。

　聖堂の天井を舞う銀羽虫が絶え間なく襲い掛かるので、どちらも面前の魔族との戦いに集中できないようだ。

　それにリーングランデ嬢は鎧よろいを着ていない為、変幻自在の触手攻撃から身を守るのに剣を使いつつ、詠唱の速い魔法で銀羽虫を倒しているようだ。

　聖堂の天井の一角から顔を出した二人の暗殺者が、クロスボウで王子を狙っていたので、素早い狙いで短弓を射る。

　矢を受けた暗殺者が天井から転落し、床付近に立ち込める土埃の向こうに消えた。

　骨が折れる乾いた音を聞き耳スキルが二回拾ってきた。彼らの体Ｈ力Ｐゲージの減り方から見て命に別状はないはずだ。

　性懲りもなく吹き矢で王子を狙おうとしたので、足元の廃材を投げて男達を悶もん絶ぜつさせる。

　王子を守るいわれはないが、テニオン神殿で王子に死なれてセーラや巫み女こ長に迷惑が掛かっても困る。

　オレに助けられた事に気が付いた王子が、鳥の巣頭の魔族の攻撃を捌さばきながら口元を歪ゆがめる。

　恩に着せたりしないから、さっさと魔族を倒して欲しい。

　矢も沢山あるし、ちょっと手伝うとしよう。

　倒すのは簡単だが、ここは少し工夫して銀羽虫の翅はねを射い貫ぬいて落とそう。

　ブラウン運動のような動きをする銀羽虫達だが、方向反転の際にコンマ一秒ほど静止する瞬間があるので狙うのは簡単だ。

　スパスパと狙い撃って地面に落とす。

　ふらふらと戦線に復帰した少年騎士が、地面でジタバタともがく銀羽虫に、短くなったミスリル合金の剣を突き立てて止とどめを刺していく。

　たまに銀羽虫達が刃のような翅を伸ばして反撃に出るので、それを喰くらった少年騎士が血みどろになっている。

　後で落とした銀羽虫達を、うちの子達のレベル上げに使おうと思っていたんだが、余計な色気を出さなくて良かった。

「良くやった！　邪魔をする雑ざ魚こさえいなくなればこちらの物だ！　聖剣の力を見せてくれる」

　少年騎士を褒めた王子が、聖剣クラウソラスに魔力を流しながら叫ぶ。

　──長口上はいいから早く倒してください。

　蛍のように淡い青光を発する聖剣が、鳥の巣頭魔族が張った魔法障壁を一撃で破壊する。

「さすがは魔族！　聖剣の一撃を凌しのぐか！」

　王子が感心したように叫びながら、振り下ろした聖剣を斬り上げる。

　鳥の巣頭魔族の枝のような腕が交差して聖剣を受け止める。

　聖剣に斬られてバラバラと小枝が飛び散るが、聖剣を防いだ腕を斬り落とす事ができずに搦からめ捕られてしまったようだ。

　意外に聖剣クラウソラスは他と比べて弱いのだろうか？

　もしかしたら、「勇者」の称号が無いと聖剣の力を十全に使えないのかもしれない。

　一方でリーングランデ嬢は小爆発を生む魔法で、襲い来る触手を弾はじき飛ばし、その隙に魔刃を帯びた魔剣で魔族の首を落とした。

「リーン！　油断するな！　まだだ！」

　オレは王子の援護に向かおうとしたリーングランデ嬢に注意を促す。

　長い名前を呼ぶヒマがなかったので、愛称になってしまったが、それは許して欲しい。

　オレは短弓を射て、首だけになってなおリーングランデ嬢の足を斬り落とそうとした鈍にび色いろの触手を、地面に縫い止める。

　リーングランデ嬢は首なしのまま襲ってくる魔族の胴体を魔剣の連撃で屠ほふり、そのままの勢いで聖堂の床ごと魔族の首を両断して黒い塵に変えた。

「ありがとう、サトゥー。あちらも終わったようね」

「ええ、そのようですね」

　リーングランデ嬢がオレに礼を告げ、王子の方を一いち瞥べつして戦いの終わりを告げる。

　オレはそれに答えながら、最後の一射を放った。

　矢は王子の頰を掠かすめ背後へと飛び去る。

「何をする下郎──」

　王子の罵ば声せいは背後から聞こえた暗殺者の苦く悶もんの声で立ち消えた。

　この暗殺者が三人目だ。近くにいた神殿騎士が慌てて暗殺者を捕縛に向かう。

「申し訳ありません、殿下。何分、急を要しましたのでお声を掛ける暇いとまがございませんでした」

「ふん、リーンの弟子だけあって腕は立つようだ。この頰に傷を負わせた罰は貴様への褒美と相殺してやる」

「寛大な殿下のご配慮に感謝いたします」

　慇いん懃ぎんな態度で王子の言葉を受け流す。

　元から彼の褒美などは期待していなかったので問題ない。

「これもくれてやる」

　王子は足元に落ちていた魔核を拾い上げて、オレへと投げ渡してきた。

　オレの顔面に向かって飛んできたのは偶然だと思いたい。

「リーン、さっきの続きは公爵城でする。城に戻ったら私の部屋に来い」

　軽々とキャッチしたら王子が面白くなさそうに顔を背け、リーングランデ嬢に一方的に告げて去っていった。

　……セーラの事はいいのか、王子？

「バカね。行くわけないじゃない」

　王子が出て行った扉の向こうを睨にらみ付けたリーングランデ嬢がぼそりと呟つぶやく。

　オレは地面に残っていた短角シヨートホーンを集め、手持ちの一本を混ぜて三本にしてからリーングランデ嬢に押し付けた。

　これは中級魔族の落とした長角の分を誤魔化すためだ。

　オレが倒した相手が中級魔族と知られるのは都合が悪いからね。

「リーングランデ様、こちらは公爵閣下にお渡しください」

「あら？　さっきみたいにリーンって呼んでくれないの？」

　リーングランデ嬢が艶つやっぽく囁ささやきながら、オレの顎あごを指で撫でる。

　どうやら覚えていたらしい。

「先ほどは失礼いたしました。緊急時でしたのでご容赦ください」

「ええ、助かったわ。そうね、恩人をからかってはダメよね。でも、あなたならリーンって呼んでもいいわ。もちろん、勇者ハヤトに勝てるくらい強くなったらね」

　いたずらっ子の様に笑うリーングランデ嬢に「それはずいぶん先の事になりそうですね」と返して、倉庫の入り口から顔を見せる皆を手招きする。

　もう安全だし、厄介な王子も消えた事だし、オレ達も邪魔にならない内に帰ろう。

　できれば「蘇そ生せいの秘宝」の使用条件を満たすために、仲間達に「テニオン神殿の洗礼」を受けさせたかったのだが、この状況で話を切り出すのも不自然なので次回に持ち越す事にする。

　礼を言うセーラに見送られてオレ達は下町のテニオン神殿を後にした。




　　　　◆




　先ほどの魔族騒動のせいか、大通りの露店の多くが早仕舞いするようなので、オレ達も他の場所に移動する事にした。

　名残惜しそうなナナを説得して、アシカ人の子供達を帰らせる。ナナに付き合ってくれたお礼に、子供達に美お味いしい焼き菓子をプレゼントしておいた。

　そして、オレ達が馬車で移動した先は、大壁の内側、貴族区画と商業区画の中間にある博物館だ。

　博物館の向かいにある音楽堂も選択肢に挙がったのだが、多数決で博物館に軍配が上がった。

　ここも一応貴族区画なのだが、博物館は身なりさえ良ければ平民でも入る事ができる。

　もちろん、亜人の入場制限も無い。

　だが、快適に見物するには配慮が必要だろう。

「やまと～？」

「おう、なのです」

　尻しつ尾ぽと耳を隠すフード付きの外がい套とうを着たタマとポチが、博物館入り口の看板を読み上げる。

　博物館はメインホールに接続した三つのエリアで構成されているようだ。そのうち一番広いエリアで期間限定の「王祖ヤマト展」というのが開催されているらしい。

「あっちはずいぶん混んでるわね」

　アリサが呆あきれ顔で呟いたように、期間限定で開催されている王祖ヤマト展はテーマパークの人気アトラクション並みの混雑具合だ。

「そうだな、ファストパスも無いみたいだし、他から見て回ろう」

「さんせ～？」

「はい、なのです」

　順路が設定されているみたいなので、その順番に回ってみる事にした。

　一番初めは剝はく製せいや骨格標本のエリアだ。

　貴重な標本はガラスの向こう側に隔離されており、そういった保護がされていない公都近辺で作られた剝製や標本は、手で触っても構わないと立て札に書かれてあった。

「危ないのです！　ここはポチが食い止めるから、皆は先に行くのです！」

「あとはまたせた～」

「ポチ、先に魔王を倒して待ってるわよ！」

　君達、普通に見学しなよ。なぜ小芝居をする。

　それにタマ、「待たせ」てどうする。そこは「任せ」ないとね。

「マスター、これは動かないのですか？」

　ナナの指差す剝製は、小さな川蟬とリスの中間みたいな動物だ。

「うん、剝製だからね」

　アンデッドにしたら動きそうな気もする。

「うわぁ、ご主人様見てください！　すっごく可愛いです」

　オレを呼ぶルルの方が何倍も可愛い。

「奇妙な生き物ですね？　鳥にしては羽が小さい気がします」

「ぺんぎん」

　ルル、リザ、ミーアが見ているのはペンギンの剝製だ。

　どうやら、異世界にもペンギンがいるらしい。ペンギン人族なんかの剝製じゃない事を祈ろう。

　それにしてもオレ達以外誰もいない。不人気にも程がある。

　基本的に日本にあったような博物館と変わらない雰囲気なのだが、飾られている剝製に魔物が含まれるので、なかなか迫力がある。

「今にも齧かじりついてきそうです」

「迫力～？」

「これはハクセーだから、ポチは怖くないのです」

　小芝居に飽きたのか、獣娘達が巨大な城虎フオートレスタイガーという魔物の剝製の前で各々の感想を交わしている。

　──そうだ。

「ポチ、ちょっとおいで」

「はい、なのです」

　トテトテとやって来たポチを抱えて、凶暴そうな顔の魔物の口に手を近づける。

「そんな事をしてもポチは怖くないのです」

　ポチは余裕の表情だ。

「ワガハイ、オマエ、マルカジリ」

　腹話術で変な声を出してポチをからかう。

　途端にポチの余裕が消え去り、オレの腕の中でワタワタと慌てだす。

「だ、だめなのです。ポチは美味しくないのです」

「ニク、ウマイ」

「肉は美味しいけど、ポ、ポチは肉じゃないのです。だから食べちゃ、メッなのです」

　ポチが本気で怖がり始めたので中断し、涙目のポチに腹話術のタネ明かしをする。

「ごめんね、ポチ」

「ご主人様、酷ひどいのです。ポチは怖かったのです」

　ちょっと悪ふざけが過ぎたようだ。

　アリサがポチに耳打ちする。何か入れ知恵をしているようだ。

「しゃざいとばいしょーをよーきゅーするのです」

「じゃあ、賠償はやっぱり肉料理かい？」

　オレがそう話を振ると、ポチが目を輝かせて肯定する。

　もちろん、タマやリザも超速度でこちらに鋭い視線を送ってきた。

「嬉うれしいのです！　ポチはハンバーグが良いのです！」

「昨日食べたばかりだけど、同じのでいいのかい？」

「ハンバーグは別腹だから大丈夫なのです」

　それは表現が少し変な気もするが、つっこむのも野暮というものだろう。

　特に反対も無かったので、晩ばん餐さんはハンバーグに決定した。もちろん、ミーアは豆腐ハンバーグの予定だ。




　そんな話をしながら、今度は民族衣装コーナーへと移動する。

　色々な国の服が並ぶ中にナース服やアオザイ風の衣装を見つけた。なぜかバニースーツまである。ナナやカリナ嬢に着せてみたいものだ。

　残念ながら、ゴスロリ服やメイド服は見当たらない。

　こちらに衣類を伝えた日本人は嗜し好こうに偏りがあったようだ。
















「ご主人様！　こっち来て！」

　アオザイの前でそんな事を考えていたら、先に進んでいたアリサに通路の向こうから呼ばれた。

　そちらに行ってみると、和装に身を包んだ仲間達がいた。

「サ──ペンドラゴン卿きよう。に、似合うかしら？」

「ええ、とてもお似合いですよ」

　新しん撰せん組ぐみ風の羽織を着たカリナ嬢がぎこちないポーズで聞いてきたので、リップサービスで褒めておいた。

「ござる～」

「ゴザルなのです！」

　カリナ嬢と同じ格好をしたタマとポチが、日本刀を模した木刀を持ってポーズを付ける。ちゃんと、耳を隠すための和風頭ず巾きんを被かぶっているようだ。

「あれじゃ、新撰組っていうよりも鞍くら馬ま天てん狗ぐみたいよね」

　──ごめん、アリサ。ネタが古過ぎてオレには判らないよ。

　オレは曖あい昧まいなジャパニーズスマイルを浮かべて、アリサの言葉を流す。

「それより、あれは展示物じゃないのか？」

「違うわ。あっちのお土産コーナーで買ったの」

　なるほど、確かに色々と売っている。オレもお土産コーナーに行って、扇子なんかの小物を色々と物色する。セーリュー市のゼナさんへの手紙に付けるお土産に良さそうだ。

「見て見て！　簪かんざしもある！　……買っちゃおうかな～」

「アリサ、無駄遣いは感心しませんよ」

　簪を見て悩むアリサをリザが窘たしなめる。

「ニナさんから貰もらったお給料が結構あるから大丈夫！」

「奴隷の持ち物はご主人様の物です。勝手に散財してはいけません」

　リザが言う「奴隷の持ち物も主人の物」というのがシガ王国の一般的な考え方らしいのだが、日本人的な感性のオレにはどうにも違和感がある。

「リザ、お小遣いは各自の自由に使っていいんだよ」

「はい、ご主人様がそうおっしゃるなら……」

　リザは複雑な表情だったが、オレに異を唱える事なく矛を収めてくれた。

　自分の好きな物を買うことで、金銭感覚が育っていくものだしね。

　お土産屋の向こうには日本刀の展示コーナーもあったが、「昔の武器」扱いのようだ。魔物向きではない華きや奢しやな日本刀は、武器として普及しなかったみたいだ。

「──美しい」

　そんな呟つぶやきに視線を向けると、見覚えのある男女が展示された日本刀を眺めていた。

　武術大会予選に出場していたサガ帝国出身の侍、カジロ氏と長巻を使っていた女侍の二人だ。

「あ！　お侍様なのです！」

　ポチがうっかり漏らした声に二人が振り向く。

「あら？　小さな侍殿が二人も」

「なかなか勇壮な姿だ」

　コスプレ姿のタマとポチを見て、女侍とカジロ氏が笑みを浮かべる。

「連れが失礼いたしました」

「いや、構わぬよ。それにしても刀を持たぬのによく侍と判ったものだ」

　ポチの不ぶ躾しつけな発言を詫わびると、カジロ氏は気難しそうな顔に似合わぬ笑顔で許してくれた。

「試合見た～？」

「すっごく強かったのです」

「そうかそうか」

　子供好きらしいカジロ氏が、タマとポチの賞賛を受けて相好を崩す。

「ポチもあんな風に強くなりたいのです！」

「タマも～？」

　ぴょんとジャンプしたタマの頭から頭巾がはらりと解ける。

　慌ててタマが手で押さえるが、正面にいたカジロ氏に猫耳が目撃されてしまった。

「猫耳？　もしかして耳族なのか？」

「……あい」

　カジロ氏の驚きの声に、タマが泣きそうな小さな声で肯定する。

「ああ、すまぬ。責めているのではないのだ。サガ帝国の耳族保護区以外で見かける事がないので、驚いてな……」

　ほう？　保護区なんてものがあるのか。

　迷宮都市で修行した後に、ポチやタマの同族探しに行ってみるのもいいかもね。

「時に貴族の若君。ひとつ提案があるのだが──」

　オレは彼に名乗った後、提案とやらを聞いてみた。

「──武術指南ですか？」

「ああ、そうだ。重い木刀を片手で軽々と振り回す姿からして、この子達は相応のレベルなのだろう？　その割りに足運びが、正式な訓練を受けたものではないように見受けられる。戦闘民族とも呼ばれる耳族になら、我が流派の指南をするのも吝やぶさかではない」

　路銀も稼がねばならぬしな、とカジロ氏が笑う。

　彼らは迷宮都市セリビーラまで武者修行に行く途中らしい。

　しかも、大会で損傷した武具の修理中なので、魔物退治や護衛任務で稼ぐ事ができないそうだ。

　丁度、獣娘達の先生を探していたので渡りに船だろう。オレはカジロ氏の提案に乗り、公都滞在中の雇用契約を結んだ。

　前伯爵の許可を貰うまでは通いで屋敷まで来て貰い、許可が出たら屋敷の空き部屋に住んで貰う事になった。




　博物館に時刻を知らせる鐘の音が鳴り響くと、カジロ氏達は「大会本戦が始まるので、本日は失礼する」と告げて去って行った。教練は明日からの約束なので問題ない。

　カジロ氏と同じように大会までの時間つぶしに来ていた客が多かったようで、あんなに混んでいた王祖ヤマト展の会場がガラガラになっていた。

「昔はここに王都があったんですね」

　ルルが壁に書かれたシガ王国の年表を見ながら呟いた。

「せんと～？」

「難しいのです」

　オレは「遷都」の意味をタマとポチに教えてやる。

　シガ王国はこの公都で建国し、現在の王都の場所に遷都した後、二代目の仁王シャロリック一世に代替わりしたと書かれてあった。あの第三王子と同じ名前なのにずいぶん違うようだ。

　年代別に様々な展示物が並べられた順路を進む。

「あ！　これ知ってる。狂王ガルタフトの亜人戦争の絵だわ」

　アリサの指差す先には、様々な姿をした亜人達と人族がお互いに殺しあう絵画があった。彼女の祖国にも複写された絵が飾られていたそうだ。

　四〇〇年ほど前に大規模な亜人の迫害が行われ、シガ王国の東や北々西にあった亜人の国々との間で大戦争が起こったらしい。

　魔王や魔族が関わらない戦争では過去千年で最大の死傷者が出たそうで、最後にはサガ帝国の勇者やエルフ達まで事態の収拾に動いたそうだ。

　この絵は狂王の次に王座に就いたシガ王国中興の祖、賢王ザラの時代に描かれたもので、過剰な迫害が悲劇を生むと後世に伝える為のものだそうだ。

　今でも迫害や差別は根強いようだが、当時のように「亜人である」というだけで殺されるような状況ではないだけマシなのかもしれない。

　そんな殺伐とした雰囲気の絵画が何枚か続いた後、壁に立てかけられた絵画の一つが目に入った。

　丘の上に一枚の扉が描かれたシンプルな絵だ。

　──ほう？

　何か気になってしばらく見ていると、絵の中の扉が開いて、小さな女の子が顔を出して手を振ってきた。油絵が動くとはなかなかファンタジーしている。

　それに釣られて手を振り返したら、女の子に喜ばれた。なかなかインターラクティブだ。

　扉の中から女の子がちょいちょいと手招きする。

　思わず、一歩絵の方に踏み出そうとした時──。

「ど～ん？」

「なのです」

　──タマとポチの二人が横から突撃してきた。

　不意を衝つかれて驚いたものの、二人の軽い体重ならよろめく事もない。

「どうしたんだい、二人とも？」

「きてきて～？」

「こっちに凄すごいのがあるのです！」

　興奮した様子の二人に手を引かれて、次の部屋に向かう。

　部屋を出る時に何気なく振り返ったら、さっきの絵がなくなっていた。

　床に置いてあったし、運搬中だったのだろう。他にもあるなら、一度皆にも見せてあげたいね。




「あれ見て～？」

「すごく、すごいのです！」

　タマとポチに手を引かれて、巨大タペストリーのあるホールへと入った。

　高さ五メートル、幅五〇メートルもある巨大な物だ。立て札の説明によると、四〇年もかけて作られた物らしい。

「マスター、魔王が巨大で危険だと告げます」

　ナナがタペストリーの一角を指差して真剣な顔で告げる。

　城に足を掛けて立つ、城より大きな猪頭の怪物が描かれている。

『王祖ヤマト様の前に現れたるは城をも踏み台にする巨きよ軀くの魔王──』

　背後から朗々とした声が聞こえて来た。振り返ると、ホールの奥に舞台が設しつらえられてあった。

　どうやら、専属の楽団がＢＧＭを奏で、その前で吟遊詩人がタペストリーの情景を語ってくれる趣向のようだ。

　吟遊詩人の声に耳を傾けながら、タペストリーを見物する。

『魔王の前座たる六色の古参魔族が人族の連合軍を翻ほん弄ろうす──』

　魔王の前には緑色のヘビ、桃色の餅もち型スライムに加えて、見覚えのある青色と赤色の上級魔族の姿があり、最前列には黄色い四本腕の魔族が描かれている。

　六色っていう事は、黄色い魔族の影のように描かれた黒いのが最後の一体なのかな？

　吟遊詩人が古参魔族それぞれの特徴を詠うたう。緑色は変幻自在、桃色は防御特化、黒色は神出鬼没、黄色はリーダー的な存在で並の魔王より強かったらしい。

　吟遊詩人の語りはまだまだ続く。

『魔王に操られし豚人オーク族の軍勢、望ぼう死し盲もう兵へいとなりて騎士達と相争わん』

　望死盲兵なんて聞いた事のない単語だ。こっちの単語を無理矢理漢字に当てはめたのかな？

　たぶん、黄色い魔族の足元にいる小さな人影がオークなのだろう。

　そういえばオークには会った事がなかったので、なんとなくマップ検索してみたところ、公都の下町に二名ほどいる事が判った。

　こちらのオークは巨人の里で会ったコボルトと同様に、魔物ではなく妖よう精せい族らしい。

　彼らはスラム街の一角で錬金術店を経営しているようだ。

　特に罪科も負っていないようだし、公都滞在中に一度会いに行ってみよう。

『グリフォンに騎乗せしフルー帝国の幻獣騎士が参戦すれば、魔王は空中要よう塞さいたる大怪魚トヴケゼェーラを召喚し、空を怪魚達が舞い狂う』

　どれの事だろう？

　オレはトヴケゼェーラとやらを探すが良く判らない。

　もしかして、タペストリーの左上の飛行船かマッコウクジラみたいなものかな？

　飛行船前方にある魔法陣からサメのような空飛ぶ魔物の群れが現れて、津波のように都市や兵士達を蹂じゆう躙りんする様が描かれている。

　グリフォンも格好良く描かれていたが、数が少なすぎて戦いになっていなかったようだ。

『国々が滅びに瀕ひんしたその時、彼方かなたより天竜の背に乗りて現れた救い手こそ、我らが王祖ヤマト様なり──』

　タペストリーの右側には白銀の竜の頭が描かれ、その頭の角の間に青い甲かつ冑ちゆうの騎士が描かれていた。たぶん、この騎士が王祖ヤマトなのだろう。

　騎士は大きな盾と杖つえを持ち、その周囲には青い光に包まれた幾本もの剣が浮かんでいる。

　剣が何本も空中に浮いているように描いてあるのは、絵師の創作なのだろう。アニメにでも出てきそうなシーンだ。

　現に魔族戦で王子が使っていた聖剣クラウソラスは、空を飛んでいなかったしね。

「これが王祖ヤマト様の勇姿ですのね」

「いくら偉大な王でも、竜の頭に乗せて貰もらえるとは思えません」

　感心するカリナ嬢とナンセンスだと言いたげなリザが対照的だ。リザの部族は竜を神聖視していたのかもしれない。

「え～、竜騎士とか萌もえるじゃない」

　アリサの「もえる」が「燃える」じゃないのは何となく判った。アリサの横でミーアがウンウンと頷うなずいているが、頷いている理由を追求するのは止めておこう。

　アリサ、文化ハザードはほどほどにね。

「マスター、向こうに聖剣のレプリカがあると報告します」

　ナナが呼ぶ方に視線を向けると、全高三メートルくらいある王祖ヤマトのブロンズ像とその身体に合わせたような巨大な聖剣クラウソラスが飾ってあった。

　オレが見た聖剣クラウソラスの現物との差異から見て、この巨体は王祖ヤマトの偉大さを表現する為の誇張だろう。

　思い返してみれば、クハノウ伯爵領のセダム市で見た王祖像もこんな感じの偉丈夫だった。この巨軀が王祖像のデフォルトみたいだ。

　王祖ヤマトの像を皆で見ていると、御者が迎えにやって来た。そろそろトルマの実家であるシーメン子爵家へお邪魔する時間らしい。

　オレは一いつ旦たん帰宅して皆を降ろしたあと、同行を希望したアリサとナナだけを連れて子爵邸へと向かった。




　　　　◆




　ワシ鼻に眉み間けんの皺しわ、よく整えられた口ひげにオールバックに纏まとめられた濃い金髪。その瞳ひとみからは、強い意志を感じさせられる力強さが溢あふれている。

　本当にトルマの兄弟かと疑問に思えるほどの生真面目な表情だ。

　やや老け顔で、トルマの横に並ぶと彼の父親に見える。まだ三四歳とは思えない。

「トルマを救ってくれた事を感謝する」

　不思議だ。お礼を言われているのに上司に叱られている気になってくる。

　そんな彼がトルマの兄、ホーサリス・シーメン子爵だった。

　この部屋にはオレとトルマ兄弟に加え、同行を希望したアリサがいる。

　ナナは到着と同時に、トルマ一家の暮らす離れに行きたがったので好きにさせた。今頃は、赤ん坊のマユナちゃんを愛めでているはずだ。

「悪いね、サトゥー殿。兄はこういう話し方しかできないんだよ」

「失敬な。トルマ、私の話し方のどこがおかしいと言うのだ」

　言葉自体は普通なのだが、ホーサリス氏の喋しやべり方は不出来な生徒を叱る堅物教師のような感じなのだ。

　なぜか、アリサが横で涎よだれを垂らしそうな気配を放っていた。妙にテカテカしたオーラが漏れているような気がしてならない。何を妄想しているのか知らないが、程ほどに頼む。

　応接室で歓待されているはずなのに、就職面接を受けている気分になりながら会話を続ける。

　最大の懸念事項だった巻物の発注と倉庫にある巻物の購入は、トルマが事前に根回ししておいてくれたらしく問題なく了承された。もちろん、公爵の許可証は見せてある。

「巻物の蒐しゆう集しゆうが趣味なら、工房の見学をしてみるかね？」

「宜よろしいのですか？」

　まさかの棚ぼた的展開に、思わずテーブルに身を乗り出してしまった。

「ああ、問題なかろう。鉄血のニナ女史が『信頼できる』と紹介状に書くくらいだ。それにトルマの人を見る目は信頼できる」

　なかなか男気のある人だ。現代日本でもカリスマ社長になれそうだね。




　廊下に通じる扉の向こうから、聞き耳スキルが人の声を拾ってきた。

「ですから、蛍ほたる鈴すず蘭らんの露を使ったインクをですね～」

「たしかに、そのインクなら付与台での精密操作が可能だが、幾らすると思っている」

「そんなのジャングさんの言ってた竜鱗粉ドラゴン・パウダーや捻角粉ドリル・パウダーとかだって、採算とれないじゃないですかぁ～」

　ホーサリス氏が呼び出した、巻物職人達だろう。

「旦だん那な様、お呼びにより参上いたしました」

「ホーサリス様、どんな御用ですか？」

　メタボという言葉を鼻で笑うような肥満体の中年男性と、メガネにそばかすの少女が部屋に招き入れられた。

　少女の方は綺き麗れいとはとても言えないが、醜いとも言われないだろう凡庸な容よう貌ぼうをしたノームの女性だ。ノームだけあって、アリサよりも背が低い。

「そちらが工場長のジャング。そんな見た目だが、巻物に関してはシガ王国一の技術者だ。そちらの娘がナタリナ。創意工夫にかけては工房一だ。必ずやペンドラゴン卿きようの期待に応えてくれるだろう」

　ホーサリス氏の言葉のうち、「創意工夫」の辺りに含みを感じた。

　売れ筋じゃない趣味優先の巻物を作ったり、工夫の為に予算を湯水のごとく使う人なのかもしれない。

　ホーサリス氏は二人を紹介した後にトルマと連れ立って出かけてしまった。

　訪問した時に余り時間が取れないと言われていたし、職人達への紹介をして貰った後なので問題ない。




　希望する巻物のリストをジャング氏に見せて打ち合わせる。

　残念ながら、上級魔法の巻物化は不可能との事だった。

　また、「偽装情報フエイク・パツチ」や「開錠アンロツク」のような犯罪や諜ちよう報ほうに使える魔法も請け負えないという事だった。このあたりはキキヌ店長の魔法屋でトルマに聞いた話と一緒だ。

　他にも巻物作製は、巻物の仕上げをする人間が、その魔法のスキルを持っている必要があるらしく、「重力」「影」「精神」「死霊」などの魔法は作製不能らしい。

　空間魔法の使い手は現在王都まで出張中なので一月ほどは巻物の注文は受けられないという事だったが、中級で唯一存在する転移魔法の「帰還転移リターン」の巻物が在庫に存在していたので問題ない。

　少し渋られたが、金貨一〇〇枚という値段に即決で了承したところ売ってもらえる事になった。

　相場は金貨三〇枚だが、たった金貨一〇〇枚で転移できるようになるなら安いものだ。なにせ、ストレージにある金貨は、シガ王国に限定しなければ一〇〇〇万枚以上あるんだしね。

　なお、神聖魔法の巻物化は宗教的な理由でできないと言われた。技術的には可能との事だ。

「ねえ、士爵様。蒐集家なのは判るけど、この表にある魔法は巻物で使っても大した効果のない物ばかりだよ？　本当にいいの？」

「ナタリナ、もう少しちゃんとした敬語を使え」

「え～、ちゃんと敬語になってますよね？　士爵様」

「私は成りあがり者なので、敬語が使いにくかったら普通に話してくださって構いませんよ」

　それを聞いたナタリナさんが「ほんとー？　やったー」とバンザイしながら答えて、ジャング氏に頭を叩たたかれていた。ツッコミ役のジャング氏にはハリセンをプレゼントしてあげたい。

　さて、ナタリナさんの懸念事項だが、蒐集が目的なので、効果が弱くても発動できるモノであれば文句を言わないと確約しておいた。

　在庫にある巻物の売買契約を済ませ、受注分の巻物に優先順位を付けて依頼を完了する。

「ヘンな呪文だね？　見やすいけど、やけに効率が悪いな～。下級で収まるとは思うけど、詠唱が長くて使いにくいんじゃないかな」

　ナタリナさんがオレの提出した自作呪文を見て首を傾げる。

　オレの呪文は構造化プログラミングの考え方を導入してあるので、こちらの世界の標準的な呪文と大きく違うのだ。

　可読性や生産性が高い代わりに、魔力効率や呪文容量で従来魔法に劣る。

　この辺りはトレードオフの関係なので仕方ない。オレにとっては後者のデメリットは殆ほとんど関係ないのでメリットの方が大きいのだ。

「巻物スクロール化できませんか？」

「ああ、それはダイジョーブ。ちょっとヘンだけど魔法の作法を逸脱してないみたいだから、なんとかなりそー、です」

　ジャング氏がジロリとナタリナさんを睨にらんだせいか、最後に申し訳程度の敬語っぽい語尾を付けて来た。

「では、士爵様。在庫を出すのに少々お時間を頂きたいので、その間、工房の方を御覧になりますか？」

「はい、是非に」

　暇そうにしていたアリサを連れて工房の見学に向かう。

　工房は子爵家の敷地内の地下にあり、人と魔法装置による厳重な警備網が敷かれていた。

　警備員は全員レベル二〇以上で、「見破り」や「監視」などの密偵対策のスキルを持った者達で構成されており、探知系と警報の機能を持つ魔法装置が設置され、小型の監視用ゴーレムが通気孔を徘はい徊かいしているようだった。

　詳細は教えて貰えなかったが、諜報用の魔法に対する対策も万全だそうだ。

　また工房は幾つもの小部屋に分かれており、特定の工程だけをこなすようになっている。

　そのため全体の工程を知る者は、ごく少数らしい。非効率にも見えるが、技術の秘匿が重要なのだそうで、かなり徹底されている。

　巻物の紙は別の場所で作っているらしく、「巻物用紙・乙」みたいな鑑定結果だった。

　技術者同士の会話で、インクに魔核の粉末が必要らしい事が判ったくらいだ。ホーサリス氏が王都に向かっていたのも、等級の高い魔核を買い付ける為だったらしい。中級魔法の巻物作製に必要な魔核はレベル三〇以上の強力な魔物からしか獲とれないそうだ。

　加工前のものを見せて貰ったが、この間の鎧井守ハード・ニユートから得た魔核よりも少し赤みが濃い。

「この部屋ではインクを作っています」

　ジャング氏が扉を少し開いて中を見せてくれるが、室内には入れて貰えない。ここで「巻物用インク・甲」を作っているらしい。大体の材料は判ったのだが、素材の一つが「巻物用インク・乙」だった。なかなか手ごわい。

　巻物作りと言っても専用の紙とインクで呪文を書くだけではないようで、幾つもの工程を必要とするみたいだ。

　そのために、既製品でも二日から四日、オーダーメイドの場合はさらに数日みておく必要があるそうだ。

　工房見学を終えて先ほどの応接室に戻ると、巻物の小山が積み上げられていた。

　在庫に存在した呪文は先ほど挙げた「帰還転移リターン」以外にも色々ある。

　中級の攻撃魔法である「氷雪嵐アイス・ストーム」「電撃嵐サンダー・ストーム」「爆縮インプロージヨン」の三種類、下級攻撃魔法は「石筍トス・ストーン」や「大気砲エア・カノン」を始め一五種類ほど、防御魔法は「自在盾フレキシブル・シールド」「風防キヤノピー」「気壁エア・クツシヨン」「理力結界マナ・セクシヨン」の四種類、魔法干渉系の「魔力譲渡マナトランスフアー」「魔力強奪マナドレイン」の二種類、操作系の「理力の手マジツク・ハンド」「理力の糸マジツク・ストリング」「浮歩フロート・ウォーク」の三種類、治療系の「軽治癒：水ウォーター・ヒール」「治癒：水アクア・ヒール」の二種類、防ぼう諜ちよう用の「密談空間シークレツト・フイールド」、そして最後に仲間達のサポート用に「魔法防御付与エンチヤント・マジツク・プロテクシヨン」「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」「雷刃付与エンチヤント・スパーキング・ブレード」「術理盾付与エンチヤント・シールド」の四種類を購入した。

　これらを使いこなせば、今後の旅がかなり楽になるだろう。

　そして、発注したのは次の通りだ。

　既存の魔法書から選んだのは、生活魔法の「柔洗浄ソフト・ウオツシユ」「乾燥ドライ」「止血バンデージ」の三種類、治療用の「解毒リムーブ・ポイズン」「病気治癒キユア・デシーズ」の二種類、精錬用の「金属抽出サンプリング・メタル」「金属融解メルト・メタル」の二種類だ。

　オリジナル魔法は対人制圧用の「軽気絶弾ライト・スタン」「誘導気絶弾リモート・スタン」の二種類、魔法道具マジツク・アイテム作製に使う「液体操作リキツド・コントロール」「気体操作エア・コントロール」「電気操作エレクトロニツク・コントロール」の三種類、遊び用に火魔法の「花火フアイアワークス」と光魔法の「幻花火フアイアワークス・イリユージヨン」の二種類、そして実験用の「弾体射出シユーター」「標準出力スタンダード・アウト」「映像出力グラフイツク・ビユー」の三種類だ。

　この「標準出力スタンダード・アウト」はメニューのログに「Ｈｅｌｌｏ　Ｗｏｒｌｄ」と表示するだけの魔法で、「映像出力グラフイツク・ビユー」はメニュー画面に矩く形けいを表示し同様の文章を描画する魔法だ。

　どちらも、オレにしか意味の無い魔法だが、これらの実験が上手く行ったら「録音サウンド・レコーダー」や「撮影フオト」といった魔法の開発に取り掛かる予定だ。

　なお、「弾体射出シユーター」は爆裂魔法と術理魔法の複合呪文で、小石から野球のボールくらいまでのサイズの弾丸を撃ち出す物だ。

　銃のようにも使えない事はないが、魔力効率と威力の両面で下級攻撃魔法に劣る。

　主な目的は対魔王戦などで、魔力過剰充じゆう塡てん済みの聖矢を撃ち出す為に開発した。

　魔王戦で実感したのだが、弓だと両手が必要になるので、剣との武器換装が必要になって面倒だったのだ。

　クロスボウを使う事も考えたのだが、全力の機動だと短矢ボルトが落ちる可能性が高いので新魔法開発に踏み切った。

　契約が終わった後、ジャング氏立会いの下、中庭でオリジナル魔法の試射実験をして貰もらう。

　試射の際に、幾つかのオリジナル魔法にケアレスミスが見つかったので、その場で修正させて貰った。

「うっわ～、すごい！　これ凄すごいですよ！」

「綺麗ね。トーキョー湾大ハナビ祭を思い出すわ～」

　花火の魔法を見たナタリナさんが、ぴょんぴょん飛び跳ねて喜んでくれた。

　一緒にいたアリサにも大ウケだった。巻物が完成したら、皆で花火大会と洒落しやれ込もう。

「士爵様！　この魔法売ってください！　ぜひ！」

「おい、ナタリナ！　旦那様に無断で何を言っているんだ」

　オレに詰め寄るナタリナさんをジャング氏が窘たしなめてくれるが、それくらいで彼女の熱は冷めないらしく、ホーサリス氏が帰ってきたら話を通すと息巻いていた。

　オレとしては片手間で作った魔法だからタダでも良いのだが、アリサが上手く交渉してくれて、オレの発注した巻物に人員を多めに割り当ててくれたら販売を考えるという線で纏まとめてくれた。

　購入した巻物の値段はかなりの金額になったが、このくらいの出費はなんでもないので即金で支払っておいた。

　オレは購入した巻物を格納鞄に収納し、ナナを迎えにトルマ一家の暮らす離れの屋敷に向かう。

　ナナを赤ん坊のマユナちゃんから引き剝はがすのは、なかなか大変だった。




　　　　◆




「ふぅ、せっかくの夕飯がリバースするかと思ったわ」

「夕飯をあんなに食べるからだ」

「だって、美お味いしかったんだもーん」

　オレは食後にアリサを連れて、魔法の試射実験のため公都地下の迷宮遺跡に来ていた。

　本当は一人で来るつもりだったのが、アリサからどうしても連れて行って欲しいと頼まれたのだ。

「それで、何の為に迷宮に来たかったんだ？　ここは遺跡だからレベル上げなんてできないぞ？」

「やーね、違うわよ」

　オレが確認したところ、アリサがふるふると首を横に振って否定した。

「空間魔法を覚える為にレベルを上げようとしてたんじゃなかったのか？」

「おふこーす！　もちろん、覚えるためよ！」

　アリサが変なポーズで宣言する。

　どういう事だろう？

　昨晩は空間魔法を必要スキルレベルまで上げるだけのスキルポイントが足りない、って言っていたはずだ。

「判るように言ってくれないか？」

　オレがそう回答を求めると、アリサが近くの瓦が礫れきの上に登ってこちらを見下ろす。

「ふははは、いつからスキルポイントが固定だと勘違いしていた！」

　アリサが瓦礫の上で仁王立ちになって、ドヤ顔で見下ろしてきた。

「どういう事だ？　まさか一度割り当てたスキルポイントを振り直せるのか？」

「できるわよ？　言ってなかった？」

　──もちろん初耳だ。

　スキルポイントは盛大に余っているが、次のレベルアップの目め処どが立っていない以上、いつか「ポイントの振り直し」が必要になるかもしれない。

「どうやるんだ？」

「スキルリストにある『リセット』を取得して実行するのよ。ユニークやギフト以外のスキルを、全てポイントに戻してくれるの」

　なんて便利な──。

　そしてなんて理不尽な……。

　リストから選べないオレには縁のないスキルなわけだ。

「もっとも、リセットって言っても万能じゃないのよね～」

　万能だったら、それこそ戦うシーン毎にスキル構成を変更できそうだ。そういえば「エスパー瀬野くん」とかいうアニメでも似たような事をしてた覚えがある。

　オレが気を散らしている間にも、アリサの説明は続いていた。

「一回使うと五％から二〇％のスキルポイントがロストするのよ。それも回復手段無しで」

　オレが使えるとしても一五五ポイントから六二〇ポイントもロストしてしまうのか……代償が大きすぎる。アリサがこれまで使わなかったのも判る。

「あとね、コレを使いたくない理由があるんだ～」

　何かと聞いたら「超、痛い」と答えられた。

　なるほど、こんな場所まで来たのは痛みで悲鳴を上げて、他の子達に心配させるのを防ぐためだったのか。それなら今日入手した防諜用の「密談空間シークレツト・フイールド」でも良かったのに。

「そろそろ行くわね」

「待て、先に鎮痛剤を飲んでおけ」

　これで少しはマシになるだろう。

「ゴメン、薬を使うとロストするポイントが増えた記録があるらしいのよ」

　アリサが残念そうに薬をオレの手に押し戻す。

　先ほどの激痛の話も含めてリセットについては、故郷にいる時にサガ帝国の勇者ハヤトから教えて貰った話らしい。つまり、勇者ハヤトはアリサが転生者と知っているわけか……。

「女は度胸！　──リセットォオオオオ！」

　アリサがオレの膝ひざの上で、雄たけびを上げる。

　──イテテッ。

　アリサの希望で膝の上にダッコして抱きしめていたのだが、絶叫だけでなく背中に爪を立ててもがくので、それなりに痛い。オレはこっそりと苦痛耐性を有効に切り替える。

　アリサの紫色の髪が白く脱色してしまわないか心配したが杞き憂ゆうだった。

　リセットが終わると同時に脱力して気を失ってしまったので、膝ひざ枕まくらで寝かせてやったのだが……。

「アリサ、セクハラするなら膝枕を止めるぞ？」

　アレだけ痛がっていたくせにタフなものだ。

　寝返りを打つふりをしながら、微妙なポジションに移動しようとするくらいだ。

「それで、上手くいったのか？」

「ま～ね、ちょいポイントが足りなかったけど、精神魔法の代わりに、空間魔法スキルレベル六をゲットしたわよ」

　やり遂げた感のアリサだが、先に釘くぎを刺しておかなくては。

「アリサ、命令だ。緊急時以外の風ふ呂ろ場ばへの乱入や着替えを覗のぞくのは禁止する」

「ぐはっ、せ、せめて！　せめて、現行犯で捕まえてからにしてよ。乙女のちょっとした御褒美があ～～」

　やはり考えていたのか……。




　思う存分魔法が使いたいというアリサの要望を受けて、迷宮遺跡の中層へ向かう。

「ふ～ん、ここで魔王と戦ったの？」

「いや、もっと下だ」

「行ってみたい！」

　一応「何もないぞ？」と言ってみたが、それでも見たいとアリサがねだったので、そのまま最下層まで連れて行く。

「し、死ぬかと思った」

　──大げさなヤツだ。

　ちゃんと直角に曲がる時は減速してからにしてやったのに。

　ふらふらと立ち上がったアリサが、儀式のあった祭壇に立って地下空洞を見渡す。

「ねぇ、ご主人様。魔王を倒したって事は『真の勇者』の称号を得たの？」

　アリサの唐突な質問に首肯し、称号を「真の勇者」に変えて見せてやる。

「本当、なんだ……」
















　アリサが後ろ手に指を組んで、くるりとオレに背を向ける。

「だったらさ……やっぱり……」

　低いトーンで呟つぶやいたあと、アリサが口ごもる。

　なんだか、アリサらしくない雰囲気だ。

「その、やっぱり、日本に帰っちゃうの？」

　こちらを振り返ったアリサが意を決したようにオレに問いかける。

　──はて？

「何の事だ？　ミーアを送らないといけないし、その後は迷宮都市で修行だろ？　それから強くなったみんなと世界中を冒険して回るんだから、日本に帰るにしても、もっと先の話だよ」

　涙目のアリサに、努めて軽い口調で答える。

　もちろん、日本へ帰る方法が見つかるか判らないけどさ。

「でも、突然どうしたんだ？」

　オレはアリサが涙を拭ふいて、気持ちを落ち着けるのを待って理由を聞いてみた。

「だ、だって！　歴代の勇者は魔王を倒して『真の勇者』になったら、神様から送還のオファーがきてたってハヤトが言ってたんだもん」

　なるほど、そんな話を聞いていたから不安になったのか。

　神の問いに「是」と答えると聖剣を残して元の世界に送り返されるそうだ。

　極悪な事に、問いは一度だけで、答えなかった場合はそのまま「否」と答えた時と同じ扱いになってしまうらしい。

　まったく、帰るタイミングくらい選ばせてやれよ。

　それにもし送還オファーが来ても、皆が魔族に勝てるくらいに強くなってからじゃないと安心して元の世界に帰れないし、オレがこの世界に来たのが普通の勇者召喚じゃない以上、その方法で元の世界に帰れるか判らないんだよね。

　もし、帰る準備が整う前にオファーが来たら、オレ自身の代わりに家族に手紙を届けて貰おうと思う。

　オレと違って暢のん気きな家族だから「元気だ」と書いておけば、何となく許してくれそうな気がする。




「そういえばご主人様の勇者スタイルって、前に見た銀仮面に金髪カツラのままなの？　姿を隠すなら、いつもと同じようなローブじゃ、そのうちバレるんじゃない？」

　アリサが空元気を振りまきながらそんな話題を出してきた。

「いや、銀仮面が割れたんで、今は白仮面に紫髪のカツラだよ。服は聖職者風の高級ローブだ」

　オレは早着替えでその姿になってやる。

「うっは、早っ！　何その着替え?!　まるで変身じゃない」

「なかなか便利だろ？」

　驚くアリサに気を良くしてポーズを取ってみる。

「ショタ聖職者も良いわね──じゃなくて、衣装も普段と違うようにした方が良くない？」

「そうだな、忍者か侍の格好でもするか？」

「そうね……。そうだ！　陰おん陽みよう師じ！　コンセプトは陰陽師で行きましょう！」

　腕を組んで唸うなっていたアリサが、頭の上にピコンと電球が灯ともったような顔でそう告げた。

「陰陽師の服装って狩かり衣ぎぬか？」

「そうそれ！　白をベースにして、烏え帽ぼ子しは落ちそうだし、仮面を隠すサークレット付きのベールを着けて、ちょっと地味だから狩衣を金糸とかで飾って──」

　頭の中でアリサの言葉をイメージしてみる。

「それでも地味じゃないか？」

　オレは光魔法の「幻影イリユージヨン」で、アリサの言っていた衣装の完成形を表示する。

「おお！　素敵じゃない。でも確かに地味ね。魔法か魔法道具マジツク・アイテムで派手なエフェクトを出しましょう！　背中に仏みたいな光背を出すとか、天使みたいな翼を出すとか」

　狩衣に天使の翼は合わないだろう。

　オレはさっきの映像の背中に光の輪を表示してみる。

「ちょっち地味ね。三重にして、中央から放射状の光も足しましょう。あとはそうね、ご主人様は飛べるから、足元にジェット炎を出しましょう」

　真顔でボケるアリサの頭を軽く小突く。

　ジェット炎を出してロボにでもしたいのか……。

　結局、足元に移動速度に合わせて激しく回転する炎輪を出し、移動時に残像を出す事になった。

　気軽に作ってみたが、なかなか制御が面倒だった。幻影は決めた動作を自律して動き続けてくれるが、回転数や光り方などの動作を変更する時は術者が操作する必要があるのだ。

　とりあえず、外見の設定が決まったので、内面の設定の話に移った。

「声とか話し方はいまのまま？」

「ムーノ男爵領や巫み女こ長と話した時はこの作り声で横柄な口調。公爵の時は性別不詳の声で最小限の単語のみ」

　オレは記憶を辿たどりながらアリサに話す。

「途中で変えちゃったのか～」

「ああ、横柄口調の方は声こそ違ったけど、オレを連想できない事もなかったから、公爵の時にちょっと変えてみたんだよ」

　話した量が少ないから、公爵の方は幾らでも誤魔化せると思う。

「どうせなら、多重人格勇者とか多人数勇者みたいにするのもいいかもね？」

「それは演じ分けが面倒そうだな」

「なら、デフォルトのキャラ設定をご主人様から縁遠い性格にして、さっきの横柄キャラとか無口キャラをサブにしておけばいいじゃない」

　アリサが「ゲームのメインキャラとサブキャラみたいな感じね」と続けた。

　折角なので、アリサ先生に「オレから縁遠い性格」というのを考えて貰もらった。

「ご主人様の要素エレメントは『老成ショタ』『無自覚ハーレム主人公』『理不尽チート』、それからね──」

「──アリサ。色々不満があるのは判ったから、オレへの揶や揄ゆを混ぜるのは止めろ」

　イタズラっ子の顔をしたアリサの鼻を摘つまんで暴言を止めて、ちゃんとした要素を挙げさせた後に、それに相対する要素を提示してもらった。

「そうね、ご主人様から縁遠いキャラなら『子供』『馴なれ馴れしい』『誰に対しても敬意を持たない』『空気を読まない』あたりを混ぜれば良いんじゃない？」

　それから小一時間、アリサ先生にナナシ・バージョンⅢの演技指導を受けた。

　なぜか、演技指導中のアリサが髪で顔の半分を隠して変な口調になっていた。元ネタが判らなかったが、きっと何かのアニメかマンガの小芝居を入れていたのだろう。

「──おっけー！　これでどんな乙女ゲーにでも出演できるわ！」

　パンパンパンと顔の前で大きく拍手したアリサが、オレの演技に太鼓判を押してくれた。

　とりあえず、この演技の出番が当分無い事を祈りたい。




「ねぇねぇ、何かレアドロップなかったの？　魔王核デーモン・コアとか？」

　本当にありそうだが、「魔王核デーモン・コア」というのは戦利品ドロツプ・アイテムの中には無かった。

　もしかしたら、魔王を倒した後に地面で割れていた紫色の球体がそうだったかもしれない。

「魔王の使っていた巨大な柳葉刀とか魔王が自分の骨から作った槍やりとかかな？　どちらも大きすぎるし、壊れていたりするから、あんまりいいものじゃないね」

　他には、「自由の翼」の遺留物が大量にある。

　この最下層にアジトでも作っていたのか、けっこうな量の物資や素材類、特に氷こおり石いしや闇やみ石いしといった貴重素材が多くあったのが嬉うれしい。

　昼間の戦闘で中級魔族が残していた「長角」の未使用品もあったが、悪用されたら危ないので、このまま死蔵するつもりだ。

「他には魔法書なんかが色々あったよ」

　そう言いながらアリサにラインナップを教えてやる。

　魔王戦の戦利品には「魔族召喚」を始めとした各種魔法書に加え、例の短角を召喚するための特殊魔法陣の資料なども色々とあった。

　資料の中にあった「ユリコの髪輪ヘアリング・オブ・ユリコ」という紫色の髪を編んで作られた召喚用のブーストアイテムは、呪われそうだったので見なかった事にしてストレージに送り返した。

　次に見たら髪が伸びてそうで怖いからね。

「魔族召喚って、ケータイとかノートＰＣ使うんじゃないでしょうね」

「ソレは無いよ」

　ただ、魔王復活の儀式や魔族の召喚方法なんかが載っているかなり危ない本なので、長角と同様に死蔵するつもりだ。

　焼却処分しても良いのだが、呪文の中身が他の魔法に応用できるかもしれないので取ってある。

　アリサが空間魔法の慣熟訓練をする間、オレも巻物を順番に使って魔法欄に登録し、魔法欄からの威力を確認していく。

　中でも念動力的な術理魔法「理力の手マジツク・ハンド」の操作が難しかった。

　一本の手をイメージした時は簡単だったのだが、二本に増やして別々の対象を操ろうとした途端に難易度が跳ね上がった。使いこなすには要訓練のようだ。

　面白い事に「理力の手マジツク・ハンド」で触った物もストレージに収納できた。「理力の手マジツク・ハンド」は棒や槍なんかよりも遠くに届くので、色々と活躍しそうだ。

　中級攻撃魔法の「氷雪嵐アイス・ストーム」「電撃嵐サンダー・ストーム」「爆縮インプロージヨン」はアリサを屋敷に帰してから実験するつもりだ。

　他はともかく、中級の攻撃魔法は威力がシャレにならないからね。

「この『魔力譲渡マナトランスフアー』と『魔力強奪マナドレイン』ってチートねぇ」

　実験に協力してくれたアリサが呆あきれ顔で呟く。

　たしかに魔力強奪マナドレインで自身の魔力の大半が奪われ、魔力譲渡マナトランスフアーで魔力が全回復したのだから、呆れもするだろう。

　レベル差があるといっても、対魔法使い戦で「魔力強奪マナドレイン」はズル過ぎると言えるだろう。

　ついでにアリサと一緒に通信系や諜ちよう報ほう系の空間魔法の使用感を試した。

　遠耳クレアヒアリスや遠見クレアボヤンスをお互いに使う実験をしたところ、オレは僅わずかに違和感を得る事ができた。アリサは判らないと言っていたが、勘の良い人間相手に使うのは注意が必要そうだ。

「アリサ、刻印板を作って、ここに置いておく予定なんだけど、アリサもいるだろ？」

「刻印板って『帰還転移リターン』の転移先の目印に使うやつよね？　それならもっと浅い階層に欲しいかな。ここじゃ深すぎて、地上から転移するのが大変そうなんだもん」

　なるほど、アリサの言葉ももっともだ。

「それなら、ここだけじゃなく、何箇所かに設置しよう」

「刻印板って、そんなに気軽に作れるの？」

「ああ、そんなに複雑な品じゃないしね」

　アリサが心配そうに尋ねてくるが、魔液リキツドのストックもあるし、ちょちょいと目印用の魔法回路サーキツトを組むだけだから、一個当たり数分で作れる。コストも一枚当たり銀貨二枚とリーズナブルだ。

　ついでにアリサ用にも予備を何個か作ったので、アイテムボックスにストックさせておいた。

「空間魔法の達人なら一人で貿易ができそうだな」

「そんなのチートなご主人様にしか無理よ。わたしじゃせいぜい一キロくらいしか届かないもの」

　アリサが肩を竦すくめて嘆息する。

　現在のスキルレベルではアリサ自身ともう一人くらいしか一緒に転移できないらしい。

「本当の緊急時なら『全力全開オーバー・ブースト』も併用して全員で脱出できそうよ」

「それは心強いけど、本当に必要な時以外は使うなよ？」

　濫用されたら困るので、アリサに釘くぎを刺す。

　それには理由がある──かつて「不死の王ノーライフキング」ゼンが死に際にくれた忠告があった。

　彼はユニークスキルの濫用は破滅に繫つながると言っていたのだ。

「了解！」

　アリサが敬礼付きでオレに返事をする。本当に頼むよ。

　……あれ？

　そういえば、オレのメニューもユニークスキルだったはずだが、何ヶ月も常用しているのに身体に異状はない。

　受動的パツシブなスキルだから、違うのだろうか？

　そんな事に首を傾げながら、オレ達は屋敷へと帰った。

　なお、翌朝、「理力の手マジツク・ハンド」を使った空中遊泳は年少組に大受けした事を追記しておく。







　舞踏会と料理





〝サトゥーです。特に化石に興味があるわけではないのに、大理石が使われている百貨店やホテルに行くと、つい化石が無いか探してしまいます。時間潰つぶしにもってこいなんでしょうかね？〟






「うわぁ～、ご主人様、見てください！　天井が凄すごいですよ！」

「さすが大国シガ王国の公爵家の舞踏会場ね～」

　ルルとアリサが天井を指差して興奮している。さっきまでは物語風の彫刻が施された大理石の壁や、ふかふかの絨じゆう毯たんを指差して騒いでいたのに移り気な事だ。

　今日の二人の衣装がエプロンドレスとホワイトブリム装備のメイド服な事から判るように、夜会の客としてではなくオレの調理助手として会場を訪れている。他の子達は屋敷でお留守番だ。

　この会場は日本武道館ほどの広大なスペースがあり、ドーム状の天井には鏡が張られシャンデリアの光をまばゆく反射している。

　ＡＲ表示によると、天井の莫ばく大だいな重量をミスリル合金製のフレームが支えているようだ。

　会場の外縁部には休憩や歓談用のスペースがあり、オレ達が料理の準備をしているブースもその一角にある。

　夜会の食事に関しては立食スタイルが主流のようで、各ブースと休憩用のソファーセットとの間には広い空間と、瀟しよう洒しやな小テーブルがまばらに置かれていた。

　貴族間の気軽な交流に重きを置いているようで、手軽に食べられる立食式オードブルのような軽食が多い。

　この辺りは現代の立食パーティーとあまり変わらないらしい。

「士爵様、配置はこのような感じで宜よろしいですか？」

　会場設営係のメイド達がオレの料理を見栄え良く配置し、それらをより豪華に見せる為に様々な種類の花々を飾ってくれた。

　ちゃんと、花の香りが料理の邪魔にならないように加工してあるようだ。

「ええ、素晴らしいですね。料理がさらに美お味いしそうに見えます」

「少しでも士爵様の料理のお役に立てたなら光栄です」

　オレが礼を告げると、メイド達は満足そうに微笑んで次のブースの準備へと去っていった。

　しばらくして、会場に来客が入り始める。

　食いしん坊貴族のロイド侯爵やホーエン伯爵が一番に飛んでくるかと思ったのだが、彼らは公爵と一緒に城の会議室でお仕事中のようだ。

　楽しみにしていたみたいだし、彼らの分は残しておいてあげないとね。




　本日用意した料理は四つ。

　一品目は公爵からリクエストを受けた特製コンソメスープだ。

　こちらは調理時間が長いという理由で、屋敷から調理済みのスープを持ち込んである。寸胴五つ分全てを一度に持ち込むとブースが狭くなるので、会場には予備を含めた寸胴二つだけを配置した。

　特製コンソメスープ作りで酷使されたミーアは屋敷でぐったりとダウン中だ。

　午前中に完成した分をテニオン神殿に差し入れしてある。時間の余裕がなくてセーラには会えなかったが、巫み女こ長と一緒にコンソメスープを味わってくれた事だろう。

「おお！　これがロイド家の若君が絶賛していたスープか！」

「だが、水のようだぞ？」

「見た目にだまされるようでは美食家は名乗れぬぞ」

「まさに、この芳ほう醇じゆんな香りが実に素晴らしい」

　会場でコンソメスープの入った寸胴の蓋ふたを取った直後に人がわらわらと集まってきた。

　どうやら「ロイド家の若君」こと近この衛え騎士のイパーサ卿きようが、あちこちで宣伝していたようだ。

　テンプラ用の油が温まっていないので、先にコンソメスープから配る事にする。

　コンソメスープは公爵城にあった耐熱ガラス製の器に入れて提供してみた。

「美味い！　なんだこれは？」

「まさに天上の滴しずく」

「馥ふく郁いくたる香りに負けぬ、素晴らしい美味さだ」

「ああ……、私はこのスープを飲むために生まれてきた」

　大げさすぎる貴族達の賞賛に気恥ずかしくなりながら、テンプラの準備を行う。

　ここまではある程度予想していたのだが、ちょっと困った事がある。一人で何杯も飲む人が続出したのだ。

　このまま飲み尽くされてしまっては、もう一度作る羽目になりそうなので一人三杯までと制限を付けた。

　中には子供のように駄々をこねる者もいたが、そこは二品目の料理であるテンプラに興味を移す事で乗り切った。

　コンソメスープほど絶賛されなかったが、こちらも全種類を制覇する人達が続出した。

　補充が間に合わなくなりかけたが、料理長から人を借りてテンプラの下ごしらえを手伝って貰もらう事でクリアした。

　前回のかき揚げ丼が好評だったのか、快く手伝いの料理人達を回して貰えたので助かった。

「こっちはイマイチね～、けっこう綺き麗れいだと思うんだけど……」

　三品目の料理を前にアリサが表情を曇らせる。

　これは大市場の観光中に見つけた「煮に凝こごり」をアレンジした物だ。

　貴族の食卓には並ばない種類の庶民料理という話だったので、京都の料亭に出てきそうな雅みやびな工夫をしてみた。

　さらにアリサの提案で、茶色ベースで地味になりがちな煮凝りをカラフルな食材を使う事で色鮮やかに見えるように工夫してある。

　カラフルなのには、もう一つ意味があり──。

「ほう、料理で我が公爵家の紋章を描くとは天晴あつぱれだ」

　立派なヒゲをした壮年の紳士が、煮凝りのトレイを見て感嘆の声を上げた。

　彼が言葉にしたように、公爵家の紋章を描いてしまった為に、その形を崩す事を厭いとった貴族達が遠巻きに眺めるだけで、誰も手を出さなかったのだ。

　図案はもう少し考えるべきだったようだ……。

「王祖ヤマト様の伝記にあるゼリーというもののようだ」

「新作なのね。サトゥーの料理はどれも美味しいから楽しみだわ」

　紳士の後ろには化粧をしてドレスに身を包んだリーングランデ嬢が立っていた。

「ほう、彼がリーンの言っていた人物か」

「初めてお目にかかります。サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します」

　ＡＲ表示によると、この紳士は次期公爵でリーングランデ嬢の父親だ。

「ペンドラゴン？　サトゥー君はトルマが言っていたムーノ市防衛戦の英雄殿と同一人物だったのか。私が想像していたよりも華きや奢しやな若者だったのだな」

　トルマめ。噂話はともかく「ムーノ市防衛戦の英雄」といった恥ずかしい二つ名を広めるのは止めさせないと。正直なところ、人から英雄と言われると気恥ずかしい。

　ブースの裏側でしゃがみ込んでいたアリサが「ロビー活動とはやるわねトルマ」とか小声で呟つぶやいている。

　ちゃっかり小皿に料理を確保して楽しんでいるみたいだ。

　サボっているように見えるが、アリサの担当は厨ちゆう房ぼうとの連絡役とルルの使う魔法道具マジツク・アイテムの魔力供給役なので問題ない。

「トルマが自分の事のように君の活躍を語っていたよ。グルリアンでも魔族を退治したそうじゃないか──」

　次期公爵の褒め言葉に恐縮しつつ、料理を勧める。

「完成された美を崩すのは偲しのびないが、私も君の料理には興味がある。一つ貰おう」

　オレは二人に一番オススメのサワラの身入り煮凝りと枝豆とニンジンを入れた野菜煮凝りの二つを皿に載せて差し出す。

「ふむ、初めて食べるが実に深い味わいだ」

「本当ですわね。この魚の物も美味しいけど、こちらの野菜のも美味しい……くっ、いくら美味しくてもセーラを嫁にするのはダメよ」

　セーラへの愛情が食欲に負けかけてますよ？

　どうも公都出の貴族は食欲に忠実な人が多い気がする。

「セーラは優しい良い子だが、優し過ぎて貴族の生活に向いてないのだよ。それに今は公爵家を離れて神殿に籍を置いている。あの子を還げん俗ぞくさせたければ、まずテニオン神殿の聖女様を口説きたまえ」

「私がセーラ様に言い寄っているというのは、リーングランデ様の誤解なのです──」

　次期公爵の方は普通に弁解するだけで、すぐに誤解は解けた。リーングランデ嬢も見習って欲しいものだ。

　二人が紋章の形を崩した事で心理的なハードルが下がったのか、他の貴族達も煮凝りに手を出し始めた。

　ブース前が料理を求める人と次期公爵やリーングランデ嬢と親交を深めたい人とで混雑してきた。

「ほう、辺境の英雄から使用人に鞍くら替がえしたのか？」

　そんな嫌みな言い方で現れたのは、貴公子然とした衣装の第三王子だった。今日の付き人は老騎士だけで、危ない少年騎士はいないようだ。

　まったく、わざわざ寄ってこなくていいのに困ったものだ。

　それに「辺境の英雄」なんて、どこからムーノ市防衛戦の話を仕入れたのやら。

　──さて、どう対処しようかな？

　そんな風に絡んできた王子への対処を考えているところに助け舟を出してくれたのは、次期公爵だった。

「王子、彼は公爵家の賓客だ。今日は父が無理を言って『奇跡の料理人』として有名な彼に料理を作って貰ったのだよ」

　王子は貴族達に囲まれていた次期公爵に気が付いていなかったらしく、急に声を掛けられて驚いた目を向けている。

　それよりも、「奇跡の料理人」なんて恥ずかしい二つ名を気軽に付けるのは止めてください。

「彼は私の下の娘の恩人であり、このリーンの友人でもある。彼への侮辱はたとえ王子でも看過できぬ」

　次期公爵がオレを庇かばうように王子との間に歩を進める。

　流石に相手が悪いらしく、王子が困っているようだ。

　そして、そこに更なる乱入者が──。

「サトゥー殿！　究極のエビ天はまだ残っているかね！」

「至高のベニショウガのテンプラは無事か！」

　食いしん坊貴族のロイド侯爵とホーエン伯爵が先を争って姿を現したのだ。

「──うん？　シャロリック王子ではないか？」

「ふむ、リーン様に不義理を働いただけでは足りず、サトゥー殿の腕に傷を付けようとした愚か者か」

「まさにまさに！　リーン様の剣技やサトゥー殿の料理という芸術を解さぬ者にセーラ様の伴はん侶りよの座は遠い」

　ちょっと二人とも！　庇ってくれるのは嬉うれしいけど、王族に喧けん嘩かを売るのは止めてください。

　王子が短慮を起こして腰の聖剣に手を添えたところで、救いの手が入った。

「まあ、シャロリック殿下、こんな所にいらしたのですね。こちらで是非、王都のお話を聞かせてくださいな」

　人混みを搔かき分けて現れたちょっと化粧の濃い女性陣が王子を誘いに来る。

　これ幸いと王子は次期公爵に適当な暇いとま乞ごいをして、その女性達と行ってしまった。

　王子の去った方を眺めながら次期公爵が嘆息する。

「あの方も、もう少し丸くなってくれればいいのだが──」

「無理でしょう。一〇年前から変わりませんもの」

「剣の腕なら王国でも屈指の腕前なのだが……」

「お父様、強さと人格は比例しないわ。もし比例するならハヤトだって、もっと」

　リーングランデ嬢は勇者の愚痴になりかけたところで、自分の口に手を当てて失言を悔やんでいた。

　慰めるのも変なので、公爵が顔を見せたタイミングで皆にコンソメスープを勧めて、場を和やかムードに書き換えた。

　やっぱり、料理は楽しく食べないとね。




　公爵達やリーングランデ嬢と共に年配の貴族達が去ると、遠巻きにこちらを見ていた貴族の若者達が興味深そうに集まってきて、オレの料理を我先にと確保して舌鼓を打っていた。

　リーングランデ嬢との関係を聞かれたが、剣を指南してもらっただけだと正直に答えてある。

　かなりの分量があったはずなのだが、三〇分も経たずに全部捌はけてしまった。物珍しさと揚げたての魅力の勝利みたいだ。

「ペンドラゴン卿、少しいいかしら？」

　そこに男連れのカリナ嬢がやって来た。

　男連れと言っても色っぽい話ではない。彼はカリナ嬢の弟でムーノ男爵家の長男のオリオン君だ。

　武術大会好きの彼も、王族が参加する公爵の夜会に呼ばれては不参加を決める事ができなかったようだ。

「これはカリナ様。そちらがご自慢の弟君ですね。初めまして、私はサトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します。以後、お見知りおきを」

「うむ、オリオン・ムーノだ。ペンドラゴン士爵、よしなに頼む」

　オリオン君は、鷹おう揚ように頷うなずいて名乗った。精一杯、大物ぶりたい年頃なのかもしれない。

　自分の名前を言う時だけ小声だったのは、勇者好きの男爵が付けた名前のせいなのだろう。彼の名前は物語に登場する架空の勇者、オリオン・ペンドラゴンから取ったものらしいのだ。

　彼らは少し雑談した後に舞踏会の会場の方に行ってしまった。一応、王子に絡まれないように忠告しておく。

　二人が向かった会場の中央ではダンスが盛況だ。

　ダンスエリアの外縁では若い男性貴族が華やかな貴族娘を口説いて、ダンス会場へと誘っている姿が散見される。なかなか良い出会いの場らしい。

　彼らの真似をして社交界で浮名を流すと大火傷をしそうなので、女性を口説く気はない。未婚の女性が一三歳から一八歳くらいまでと若すぎなのも、食指が動かない理由だったりする。

　さて、そんなリア充達は生暖かく見守るとして、若い女性客が増えてきた事だし最後の料理を披露する事にした。

　ラストの四品目はデザートだ。

　本来ならスポンジ生地を完成させて、イチゴを載せたショートケーキやチーズケーキを出したかったのだが、膨らみがイマイチだったので今回はクレープを選択した。

　立食なのになぜか手て摑づかみはＮＧらしいので、一工夫してある。

　現代日本の屋台でよくある食べ歩き用クレープではなく、クレープ生地で包み込んだミニサイズのクレープを四分割にカットしたモノを提供する予定だ。

　四分割したのは、令嬢でも一口で食べられるようにする為だ。皿の上にカットしたミニクレープだけだと絵的に寂しいので、イチゴジャムで作ったソースを掛けておいた。

「まあ、良い香りですわ」

「もうすぐ焼けますから、しばしお待ちください」

　焼きあがった生地に生クリームとスライスしたイチゴを載せる。

　できたクレープをささっとカットして、ルルが持つ皿に載せて令嬢に手渡す。

　クレープを一口食べた少女の顔が綻ほころぶ。

　精一杯化粧をした顔が、その時ばかりは年相応のあどけなさに染まった。

　その姿に見み惚とれていた少年貴族達が、クレープを食べ終わった少女の所に歩み寄ってダンスに誘っている。

　頑張れ、少年少女──。

「ちょっと、年寄り臭い顔してるわよ」

　足元のアリサが、小さく焼いたクレープを齧かじりながらそんな事を言ってくる。

　いいじゃないか、応援したって。

　アリサに答える暇も無いまま、少女達の求めに応えてクレープを焼き続ける。

　貴族の礼服を着ているせいか、オレを使用人だと勘違いする人間はいない。

　そのせいで、クレープの注文を受けるたびに、お互いに自己紹介し合うので、百人以上の少女の名前を覚えてしまった。

　途中で用意していた材料が尽きたので、ルルとアリサに頼んで作り置きして冷やしてある生クリームやイチゴを厨房まで取りに行って貰もらう。

　ふう、これでちょっと休憩できる──。

「し、士爵さま！　よろしかったら、私と踊っていただけませんか！」

　オレが手て持もち無ぶ沙さ汰たに見えたのか、よほど誘いやすい顔をしていたのか、社交界デビューらしきローティーンの少女に誘われた。

　舞踏スキルや社交スキルのサポートがあるお陰で、社交ダンスは問題ない。

「はい、私で宜よろしければ、喜んで」

　それに「断られたらどうしよう」と顔に書いてある少女の誘いを断るのも悪いので、一曲踊る事にした。

「そんなに緊張しなくて大丈夫ですよ。周りの人は木石とでも思えばいいんです。私の事は父親や兄のようなものと気楽に思ってください」

　ガチガチに緊張している少女の耳元で優しく囁ささやくと、少しだけ肩の力が抜けてきたようだ。

　オレは少女をリードし、彼女が失敗するたびに「大丈夫ですよ」「そこは、もっと気楽に」「流れに乗ってお姫様のように」と声を掛けて、ダンスを楽しめるように気を配る。

　やがて曲が終わり、少女を連れて外周に戻ると、次々と少女達からダンスパートナーの申し込みがあった。

　どうもモテているわけではなく、社交会デビューの丁度良い練習相手と判断されたようだ。

　ルルやアリサが生クリーム補充に手間取っているみたいなので、少女達の求めに応えてダンスの相手を務めた。

　その折に何人かの少女から家に遊びに来ないかと誘われた。

　玉たまの輿こしに乗りたいわけではないが、それらの誘いにはなるべく承諾するようにしておいた。

　彼女達の実家が見学を希望していた工房のオーナーだった事もあったが、それよりも王子のような権力を持った敵対者対策として、多くの貴族達と交流を持っておこうと考えたのだ。

　困った時に頼れる相手がいると、トラブル対応時のストレスが違うしね。




　その後、補充した材料も消費し尽くしたので、ブースの後片付けを公爵城の使用人達に任せて帰る事にした。

　もちろん、夜会を取り仕切る公爵の執事には挨あい拶さつしてある。

　ルルが厨ちゆう房ぼうに忘れ物をしたと走っていってしまったので、アリサと二人で中庭で夜風に当たりながら星空を眺める。

「ここまで会場の音楽が聞こえてくるのね」

「そうだな」

　耳を澄ますと、ゆったりとしたムーディーな舞踏曲が聞こえてくる。

「ずいぶんロリっ子達にモテてたわね？」

「そうか？　男性に慣れる為の練習相手だろ」

　ちょっと拗すねたようなアリサの言葉を適当に流して立ち上がる。

「──怒った？」

「まさか──」

　不安そうなアリサに微笑みかける。

「それよりお嬢様、私めと一曲踊っていただけませんか？」

「ええっ？　え～っと……。ええ！　喜んで！」

　オレの少し芝居がかった誘いの言葉にアリサが戸惑った後、満面の笑みで頷いた。

　二人でゆったりと踊る。意外にアリサは踊るのが上手だ。王女時代に教育を受けたのだろう。

　三曲ほど踊り終わったところに、ルルが姿を現した。

「おまたせしました、ご主人様、アリサ」

　思ったよりも遅いと思ったら、料理長に呼び止められて「働きたくなったらいつでも訪ねて来い」と勧誘されていたらしい。引き抜きとは油断ならないオジサンだ。

「遠くから見ても綺き麗れいですね」

　ルルが生垣の向こうのライトアップされた舞踏会場を見て溜ため息いきを漏らす。

　せっかくだからルルとも踊ろう。

「お嬢さん、一曲如何いかがですか？」

「は、はい！　喜んで」

　舞踏会場から漏れる光の中をルルと二人で踊る。

　ルルの長い黒髪がダンスの動きに合わせて、右に左に艶つややかに舞う。

「ああ、夢みたいです」

「それは良かった」

　夢見るような表情のルルと二人、いつまでもクルクルと踊り続けた。

「ちょ、ちょっと、いつまでも二人だけで踊ってないで代わってよ～」

「うふふ、アリサったら、可愛い」

　ルルが飽きたら止めようと思っていたのだが、いつまでも飽きないので嫉しつ妬としたアリサが乱入するまで踊り続けてしまった。

　たまに回廊を通るメイドや執事達の微笑ましそうな視線に見守られて、三人で交代しながら踊り続けた。

　たまには、こんな日もいいものだ。




　　　　◆




　その日から多忙な日々が始まった。

　もちろん、仕事漬けだったプログラマー時代からしたら優雅な日々だ。

　日本にいた頃には縁のなかった、ご令嬢やご夫人方が開催するお茶会にお菓子と贈り物持参でお邪魔している。

　現代日本の感覚だと「お茶会に贈り物？」と違和感を覚えるのだが、こちらの貴族の習慣では初参加のお茶会に招かれた時に、贈り物をするのが普通らしい。

　事前に執事から教えて貰っていなかったら危なかった。

　この贈り物も単純に豪華なら良いというものではない。

　あまり高価な贈り物をすると、贈った相手に「縁談、仕官、仲介」などの対価を求められているのではないかと勘違いされてしまうのだ。

　もちろん、安価な品だと相手を見くびっていると解釈されてしまう。

　しかも、派閥や権勢によっても変える必要がある。

　そんなベリーハードな上にリセットもできない無理ゲーに戦々恐々としていたのだが、意外な救世主が訪れた。

　──トルマだ。

「こんばんは、サトゥー殿。お嬢さん達からお茶会に誘われていたみたいだから、派閥とか姻いん戚せきなんかを教えてあげようと思って遊びに来たんだ」

　ワインの銘酒を片手に訪れたトルマから、妙に詳細な公都の貴族関係の情報を教えて貰えた。

　オレが用意した大量のオツマミに舌鼓を打ちながらも、立て板に水のような勢いで個々の性格や嗜し好こうまで様々な事を語ってくれた。特に個別に地雷になる話題を教えて貰えたのは大きい。

　お陰で、彼が酔いつぶれるまでの間に分厚いノート一冊分もの情報を手に入れる事ができた。

　これは「トルマメモ」と名付けて大切にしようと思う。

　それは嬉うれしかったのだが──。

「ま、犬猿の仲のロイド候とホーエン伯の仲を取り持ったサトゥー殿には余計なお世話かもしれないけどさ」

　──なんて事をトルマが言い出した。

「あの仲良しの二人が犬猿の仲ですか？」

　少なくとも仲を取り持った覚えはない。

　二人と一緒に料理の話や魔法書なんかの趣味の話に興じたくらいだ。

「仲良し、ね。本当にサトゥー殿は不思議な少年だよ」

　もしかしたら、「交渉」や「調停」のスキルが勝手に発動していたのかもしれないね。




　そんな援護射撃の甲か斐いあって、お茶会は順調だ。

　チーズスフレと甘い焼き菓子を持参し、当主が甘いものが苦手な家ではブランデーやレーズン入りのスフレも用意して対応した。

　アリサからのアドバイスで、お邪魔した家のメイド達にも、少し質素な焼き菓子を差し入れしてある。

　贈り物は細いシルバーチェーンのネックレスやイヤリングを自作して用意してみた。

　もちろん、オレらしい一工夫がしてある。

「お母様、ご覧になって」

「まあ、なんて素敵なのかしら」

　ご令嬢の手の中で、ペンダントトップの小さな石が光を放ち、魔法文字ルーンを浮かび上がらせる。

　これはゴマ粒ほどの光ひかり石いしにルーンを刻んだもので、魔力を流すと光るだけの単純なものだ。

　キキヌ店長の魔法屋で買った刻印魔法の本で得た知識を流用した。

　一文字のルーンでは魔法効果を発揮しないのだが、日本のお守りの「家内安全」や「恋愛成就」みたいな定番のルーンというのがあったので、それを使ったのだ。

「素敵ね。招福のルーンよ」

「こちらは武勇のルーンだわ！　街道巡回を指揮するお父様に持っていただきましょう」

　無邪気に喜んでくれるお茶会の主催者一家に笑みを向ける。

　最初にこの光石装飾品の作者を聞かれた時に、適当にトリスメギストスという名前を答えたせいで、架空の魔法道具技師が公都で有名になりつつある。もちろん、光石装飾品の銘は空欄だ。

　一応、魔法道具の一種になるのだが、実質的な効果は殆ほとんど無いはずなので問題ないだろう。

　ただ、このお土産は受けすぎたようで──。

「サ、サトゥー様。我が家のお茶会にもぜひおいでくださいね」

「いえ、准男爵のフェルナの家より、男爵家の私の家においでくださいな」

　──とご令嬢達の物欲を刺激してしまったのだ。

　お陰で隔日程度の予定が毎日になり、一日一軒のはずが最終的には一日三軒にまで増えてしまった。

　知り合いができるのは良いのだが、相手の顔を覚えるのが大変だった。

　幸い、知力ＩＮＴ値が高いお陰で、覚えようと意識すると一度で名前と顔を覚えられたので助かっている。

　なお、この光石のペンダントだが、自作したので一個当たりのコストは金貨一枚にも満たない。

　ただし、欲しがる人が多いと相場スキルで表示される値段が上がるらしく、製品価値的には金貨二〇枚もの値になっていた。

　彫金スキルが最大なせいもあるが、こちらの装飾品にない華きや奢しやな細工や細いチェーンが受けたらしい。

　このチェーンの作製は非常に面倒で、「理力の手マジツク・ハンド」の慣熟訓練と並行していなかったら、早々に違う物に替えてしまっていただろう。

　最終的には一二〇本の「理力の手マジツク・ハンド」を同時に使ってチェーンを並列で作れるようになったので、訓練の甲斐もあったというものだ。

　余よ禄ろくという訳ではないのだが、仲良くなった貴族家が保有する工房の見学許可を貰もらう事ができた。

　当分は忙しくて見学に行けないが、お茶会ラッシュが終わったら皆と一緒にお伺いしようと思っている。

　また、そうした貴族家の幾つかで、古い備蓄米や不良在庫の保存食といった処分に困っていた食料品を、ムーノ男爵領への支援物資として格安あるいは無料で提供して貰う事ができた。

　これらの食料品はウォルゴック前伯爵のつてで商隊を編成して、ムーノ男爵領に輸送済みだ。帰りはササカマを仕入れて帰ってきてくれる事を期待している。




　もっとも、知り合いの貴族が増えるのは、良い事ばかりではない。

「ご主人様、お手紙と見合い写真が来てたわよ」

「またか……」

　お茶会を終えて帰宅したオレを微妙に不機嫌そうなアリサの声が出迎えた。

　最近、ちらほらとこういった縁談が持ち込まれるようになったのだ。

「カリナ、だいじょぶ～？」

「しっかりするのです！　傷は浅いのですよ」

「……タマ、ポチ」

　リビングに到着するなり身を投げ出したカリナ嬢をタマとポチが慰める。

　彼女の交友範囲を広げようとお茶会に連れて行っているのだが、今一つ芳しくない。

「ルル、悪いけど青紅茶は書斎の方に持って来て」

「はい、ご主人様！」

　オレは手紙だけを持って書斎に向かう。

「──写真も見ずに断るの？」

「見てから断る方が失礼だろ？」

　アリサの問いに肩を竦すくめて答え、書斎へと向かう。

　断りの手紙を書きながら、縁談のあった貴族の家名と娘さんの名前を交流欄のメモ帳に記入しておく。

　下級貴族からの縁談ばかりだが、中には縁談とセットで借金の申し込みをしてくる家もちらほらとあった。

　一部の人には、お茶会の贈り物に高価な魔法道具マジツク・アイテムを選ぶ成金貴族と思われているようだ。

　書き終わった手紙をルルに頼んで執事に渡してもらう。

「サトゥー？」

「マスター、また出かけるのですか、と問います」

　外がい套とうを片手にしているのを目め敏ざとく見つけたミーアとナナが問いかけてきた。

「ごめんね、ロイド侯爵の晩ばん餐さん会に呼ばれているんだよ」

「えー、またぁ？　昨日はホーエン伯爵のトコだったじゃない」

　ここのところ日替わりで、ロイド侯爵とホーエン伯爵の晩餐会に招かれているのだ。

　両家の料理人にテンプラのレシピを提供してあるので、料理人としてではなく、ちゃんと客として招かれている。

　なお、テンプラのレシピはウォルゴック伯爵家と公爵城の料理人にも提供済みだ。

　そして、招かれた晩餐の席では──。

「士爵様、先ほどの料理は如何でしたでしょうか？」

「素晴らしい鴨肉料理でした。とても美お味いしかったですよ」

「お褒めいただけるのは嬉しいのですが、悪い所をご指摘ください」

　──といったやりとりが料理長と毎回あるのだが、アドバイスと引き換えに見知らぬ調理技法を教えて貰えるので、美味しい料理が食べられる分お得だと思っている。

「サトゥー殿、今宵も励むのかな？」

「ええ、お許しいただけますなら」

「熱心な事だ。身体を壊さぬように気をつけるのだぞ。そなた一人の身体ではないのだ」

　誰かがロイド侯爵との会話だけを聞いていたら、誤解を招きそうだ。

　ちなみに、最後の一言は「サトゥー殿の料理を楽しみにしている者がいるのだから」と続く。

　さて、そんな事より、オレは許可を貰ってロイド侯爵の書庫へと足を踏み入れた。

　鎖付きの魔法書を取り出して書架の上に置いて読書を始める。貴重な書物なので監視の司書が同席しているが、問題はない。

　これらの閲覧許可はコンソメスープのレシピ公開と調理に必ひつ須すなオリジナル水魔法の提供と引き換えに得られた。

　写本をしない事を条件に許可を貰ってあるので、交流欄のメモ帳にも写していない。

　もっとも、非常に高い知力ＩＮＴ値のお陰で、写真記憶能力もびっくりな精度で暗記できるので問題ない。

　屋敷に帰ってから記憶を基にメモ帳に書き起こすのは、契約違反にならないのだ。

　それに、各家の書庫は複数あるようなので本当に秘匿したいモノは別に除よけてあるはずだしね。

　なお、ホーエン伯爵やオーユゴック公爵とも、同様の契約を結んで貴重な書籍を閲覧させて貰っている。もちろん、滞在先のウォルゴック前伯爵ともだ。

　お陰で、上級魔法のラインナップがかなり増えた。

　自分では使えないけどね──。

　オレは読みきれない本と格闘しながら、新しい知識と触れ合える至福の時を過ごした。





＞称号「書庫の主」を得た。

＞称号「書を司つかさどる者」を得た。






　　　　◆




　夜会から六日目、公都到着から数えると一〇日目の朝。

　出発前に少し時間ができたので、中庭で戦闘訓練をしている子達の様子を見に寄る。

「ご主人様～？」

「ご主人様なのです！　ポチの修行の成果を見て欲しいのです！」

　オレが外出の支度をして中庭に出ると、タマとポチが駆け寄ってきた。

「二人とも、汚れた手でご主人様の外出着を汚してはいけません」

「マスター、修行の成果を褒めて欲しいと訴えます」

　リザとナナも一緒だ。

　ナナは本音が先に漏れている。

　皆頑張っているし、いくらでも褒めてあげよう。

「せっかくの若様のおいでだ！　二対二に分かれて修行の成果を見せてやれ」

　前衛陣の武術指導をしてくれているサガ帝国の侍カジロ氏の言葉で模擬戦が始まった。

「いつもの様に、隙だらけだとアヤゥメが奇襲をしてくるから注意しろ！」

　女侍のアヤゥメ嬢が会釈して、短弓を持って中庭の傍の茂みに隠れる。矢は鏃やじりの代わりに布を巻いてあるだけなので、怪我の心配は無い。

　この訓練は対盗賊戦を想定しているそうだ。

　カジロ氏の横で皆の戦いを観戦する。

　確かに、以前よりも隙がない。特に攻撃一辺倒だったポチが、周囲にも気を配るようになっている。

　たまに隙ができると、的確にアヤゥメ嬢の射る矢が飛んできたり、樹上から奇襲されて小枝で叩たたかれるそうだ。

　この奇襲を受けた回数で、罰訓練が行われるらしい。

　訓練はリザとタマのコンビの勝ちとなったが、ナナとポチのペアもなかなかだった。

　オレが個別に訓練成果を褒めていると、屋敷から執事が呼びにやってきた。

　そろそろ時間のようだ。




　ウォルゴック前伯爵夫妻の馬車に続いて、カリナ嬢と一緒に馬車で出かける。

　目的地は飛空艇発着場だ。

　そこには既に公都の貴族達が所狭しと集まっていた。

「小さな飛空艇ですわね」

「そうですね。ですが、動きが機敏ですし、装甲もミスリル合金製のようです」

　着陸態勢になった小型飛空艇を、カリナ嬢と見上げながら会話を交わす。ＡＲ表示によると国王専用の高速飛空艇らしい。

「あれに陛下が乗っていらっしゃるのかしら？」

「ええ、そのはずです」

　落ち着かない様子のカリナ嬢に首肯しながら、マップ情報を確認する。

　今日は公都の貴族達と一緒に、専用艇でやってきた国王のお出迎えなのだ。参加は強制ではなかったのだが、王様の顔も見てみたかったので参加してみた。

　神殿関係者も並んでいるが、テニオン神殿の巫み女こ長やセーラの姿はない。

　オレも炊き出しの日からセーラに会えていないが、お茶会で得た情報では王子からの求婚を回避する為に儀式と称して聖域に引きこもっているそうだ。

　公都の貴族や神殿関係者がこれだけ集まっていたらテロの標的にされそうだが、公爵領内の「自由の翼」の残党は徹底的に狩り立てられ、ごく少数を残すのみなのでテロどころではないのだろう。

　なお、晩餐会で聞いた話では国王が行幸してくるのは、公爵の孫で次々期公爵のティスラードと王国西端に領地を持つエルエット侯爵の孫娘との結婚式に参加する為らしい。

　ロイド侯爵の晩餐会で面識ができたのだが、エルエット侯爵の孫娘は儚はかなげな美少女だった。

　なお挙式は五日後の予定で、オレにも料理のオファーが来ている。

「あの方が国王陛下なのかしら？」

　カリナ嬢の言葉に視線を動かすと、飛空艇のタラップからロマンスグレーの男性が姿を見せるところだった。なぜかヒゲだけが真っ白だ。

　国王の横に情報がＡＲ表示されていく。五五歳と意外に若い。

　続く情報を見て少し驚いた。彼は本物の国王ではなく、国王の影武者だ。

　彼の後ろから出てきた大臣は本物らしい。

　周りの貴族達が跪ひざまずいて臣下の礼を取ったので、オレもそれに倣う。

　出迎えの次期公爵が国王の前に進み出て歓迎の言葉を述べ、それに国王が応えて退場するまでオレ達は跪いたままだった。




　上級貴族の当主達や重職にある者達は公爵城へと向かったが、オレ達の役目はここで終わりなので、屋敷へと帰還する。

「サトゥー」

　リビングでアリサと一緒に魔法書を読んでいたミーアが、トテトテと歩いてきてぽふんとオレの腰に抱きつく。

　その手にはオレ宛あてのメッセージカードが握られていた。

「巻物」

「ありがとう、ミーア」

　受け取ったカードは巻物工房からの物で、発注した巻物の一部が完成したと書かれてあった。

　お腹に抱きついて猫の鳴き声を真似て「ごろごろ」と口で言っていたミーアを引き剝はがす。

「むぅ」

　ご機嫌斜めのミーアの頭を撫なでて誤魔化してから用件を告げる。

「ちょっとシーメン子爵邸まで行ってくるよ」

「ほーい」

　空間魔法の呪文を暗記するのに集中しているアリサは、気の無い返事だ。

「早く帰ってきて」

「もちろんさ」

　エントランスホールまで見送りに来てくれたミーアの頭を撫でてやる。

「巻物を受け取ってトルマの所に顔を出すだけだよ。夕飯は皆で食べようね」

「ん」

　娘を持った父親の気分を味わいながら、オレはすぐ近くにあるシーメン子爵邸に向かった。

　巻物工房で工場長のジャング氏から、最優先でお願いした対人制圧魔法の「誘導気絶弾リモート・スタン」と実験用の「弾体射出シユーター」「標準出力スタンダード・アウト」「映像出力グラフイツク・ビユー」の巻物を受け取った。

「ジャングさん、ジャングさん！　士爵様が来てるって聞いたんだけど、まだいる?!」

「静かにしろ、ナタリナ！」

　慌ただしい様子で飛び込んできたナタリナさんの手には二本の巻物が握られていた。

「良かった！　へっへ～、徹夜で完成させた『花火フアイアワークス』と『幻花火フアイアワークス・イリユージヨン』の巻物だよ！」

　目の下に隈くまを作ったナタリナさんが、徹夜ハイを思わせるテンションで巻物を突き出してくる。

「ありがとうございます、ナタリナさん」

「えへへ～。──だから、ね。この魔法を売ってくれると嬉うれしいな～って」

　礼を言われて照れるナタリナさんが、くねくねとしなを作り、媚こびた笑みを浮かべてお願いしてきた。

「やめろ、ナタリナ。ずん胴のお前がやっても逆効果だ」

「ジャングさん、ひっどーい！」

　その様子を見かねたジャング氏がナタリナさんを窘たしなめて、オレに真面目な表情で話しかけてきた。

「こちらが『花火フアイアワークス』と『幻花火フアイアワークス・イリユージヨン』の買取りに出せる金額になります」

　オレは書面の契約条件に目を通し、最後に書かれている金額を見て首を傾げた。

「──桁けたをお間違えではありませんか？」

　たった二つの魔法に金貨一〇〇枚は多すぎるだろう。

　なにせ、「解説書付きの呪文全文」と「新魔法を商売に使う権利」を与えただけで、オレ自身が使えなくなるわけでも、商売の独占権を与えるわけでもないのだから。

「だから言ったじゃないですか、ジャングさん！　この魔法の価値はもっと大きいって！　誰でも使える下級魔法なんですよ？　しかも、巻物でもちゃんと綺き麗れいな花火が出るんですよ？　上手くティスラード様の結婚式に間に合わせられたら、注文が殺到しますって！　一年で元が取れますよ」

　花火の魔法に惚ほれているナタリナさんが凄すごい勢いでジャング氏に訴える。

　結婚式まで五日ほどのはずだから、量産するのは無理そうだ。

　──って、あれ？

　もしかして金貨一〇〇枚じゃ少ないから、もう一桁増やせって言ったと思われてるのか？

「そうだな、確かに新魔法一つ購入するのに金貨一〇〇枚が相場とはいえ、この魔法は貴族受けするのは間違いない。一つ金貨五〇〇枚まで出せないか、ホーサリス様に交渉してみよう」

「やったー！」

　しかも、二つの魔法で金貨二〇〇枚の予定だったのか？

　オレとしては二つで金貨一〇枚くらいのつもりだったんだが……。

　どちらの魔法も一日かかっていないので、一つ金貨五〇〇枚も出されたら少々心苦しい。

「お待ちください。そこまでこの魔法の価値をお認めくださっているなら、最初の金額でお売りいたしましょう」

「ほんとー？　やったー！　それなら、さっそく花火の巻物を量産しなくっちゃ！　ジャングさん、他の生産止めていいよね？」

「ああ、構わん。──士爵様の注文分は止めるなよ」

「あったりまえじゃーん！　それ以外は全部止めて花火だぁああ！」

　許可をもらったナタリナさんがズダダダダと足音高く部屋を去っていき、また同じ勢いで戻ってきた。

　そして──。

「ありがとう、士爵様！」

　──そうお礼を言って、再び去っていった。

　忙しい人だ。

「騒がしいヤツですみません」

　そんな風に謝るジャング氏から、新魔法の売却額と巻物の代金の差額や巻物の束を受け取った。

　なんだか貰もらってばかりだ。




　用件を終えたオレはシーメン子爵邸の離れにあるトルマの屋敷に向かう。

　メイドに案内されたのは屋敷の傍にある東あずま屋やで、トルマ一家となぜかリーングランデ嬢がお茶を楽しんでいた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、トルマ卿きよう」

「やあ、サトゥー殿。こっちにおいでよ。リーンも良いだろ？」

「ええ、構わないわ」

　東屋の入り口でトルマに貴族情報の礼を言ったら帰ろうと思っていたのだが、中に招き入れられたので空いていたリーングランデ嬢の隣に座る。

「社交の方は順調かい？」

「はい、トルマ卿に教えていただいたお陰でつつがなく交流できています」

「それは重畳だね。それで、縁談も来てるそうだけど、何人か婚約したりしたのかい？」

　貴族の一夫多妻が普通の国なのは判っているけど、婚約者を複数持つという感覚は理解できない。

「いえ、私はまだまだ若輩者ですから、当分結婚をする気はありません」

　身を固めたりしたら、自由気ままに世界中を旅して回る事ができないからね。

　たまに、カリナ嬢やセーラくらいの美少女とお茶会で出会う事もあったけど、普段からルル達を見慣れているので、そう簡単には恋に落ちない自信がある。

「そうなのかい？　モテモテだろう？　なにせ婚約者のカリナを正妻にするなら、ムーノ男爵領の太守の座は安泰だし、そうなったら権勢も収入も上級貴族並みだろ？　セーラを第二夫人にするにしても、もう二人か三人は夫人を娶めとれるだろうし、妾めかけなら一〇人単位で囲えるんじゃないか？」

　──なにそのハーレム。

　まったく、どこの国の後宮だよ。

　トルマの奥さんのハユナさんやオレは呆あきれるだけだったが、ここにはトルマの言葉に苛か烈れつな反応を示す者が一人いた。

「サトゥー！　あなたやっぱりセーラを狙っていたのね？　しかも第二夫人ですって？　セーラを二番目にするつもりなの?!」

　柳りゆう眉びを逆立ててオレの胸倉を摑つかみあげたのは、妹大好きのお姉さん──リーングランデ嬢だった。

「落ち着いてください。トルマ卿の勝手な妄想ですよ。神殿で言ったようにセーラは大切な友人です。それに、カリナ様とは婚約者どころか恋仲ですらありませんから」

　オレは両手を上げてリーングランデ嬢の誤解を訂正する。

「──絶対？」

「はい、天地神明と名誉士爵の爵位に懸けて」

　リーングランデ嬢は半信半疑の顔をしながらも、オレを摑む手を離してくれた。

　まったく、変な憶測で不和のタネを蒔まくのは止めて欲しい。

「ごめんなさい。ちょっと嫌な事があったから、気が立っていたのよ」

　拳こぶしを強く握り締めたリーングランデ嬢が怒気を押さえ込むようにして、オレに詫わびる。

　恐らく「嫌な事」とやらを思い出して怒りが再燃したのだろう。

　その怒気を感じて赤ん坊のマユナちゃんが泣き出した。

「あら、ごめんなさい──」

　マユナちゃんの泣き声に、さしものリーングランデ嬢も毒気を抜かれたようだ。

「トルマ小お父じ様、ちょっとお庭を借りるわね。サトゥー、ちょっと付き合いなさい」

　剣をチャキリと鳴らしたリーングランデ嬢に引っ張られて、小一時間ほど剣の相手を務めさせられた。

「二人とも、喉のどが渇いただろう？　修行はそのくらいにしてワインでもどうだい？」

　さっきまで練習試合を見物していたトルマがワイン片手に誘ってきた。

　ハユナさんはマユナちゃんを寝かしつけに屋敷の中に戻ったようで、東屋には給仕役のメイドさんしか残っていなかった。

「──判る？　公衆の面前でわざと負けないといけないのよ？　しかも、あのシャロリック王子相手に！」

　ワインに酔ったリーングランデ嬢がオレに身体を寄せて管を巻いている。

　腕に加わる感触も素晴らしいが、酔いで上気したリーングランデ嬢の色っぽい表情や、彼女から漂ってくる香水と体臭が織り成す空気にくらりとしそうだ。

「まったく、陛下が臨席するからと言って、どうして私と殿下が模擬戦をしなくてはならないの？」

　あ、三回目のループに入った。

「しかも、殿下が持つのは護国の聖剣クラウソラス。シガ王国を体現するとも言われている『不敗』の象徴なのよ？　だから絶対に──」

　愚痴のループは三回目で終了のようだ。

　リーングランデ嬢の握ったままの杯を取り上げて、静かにテーブルの上に置く。

　眠ってしまった彼女に肩を貸し、トルマと二人、美女の寝息をＢＧＭに男同士の友好を深めた。
















　決勝当日





〝サトゥーです。地震などの自然災害の時に、色々な予兆がでるというのは有名です。マンガやアニメなどでは鳥や小動物が騒ぎ出すというのが定番のようです。〟






　今日は朝からタマの様子がおかしい。

　やたらと部屋を行ったり来たりしてると思ったら、ポチやアリサに絡むというか、くっついて床をゴロゴロとジャレあっている。

　いつにない様子に他の子達の視線がタマに集まっている。

「どうかしたのか？　タマ」

「ん～？　何かムズムズする～」

「プンプンなのです！　今日のタマはおかしいのです」

　おや？　ポチも珍しく怒りっぽいな。

　タマがオレの膝ひざの上に座っていたミーアを押しのけるように割り込んできて、膝の上で丸くなる。

　どうしたんだろう？　強引に割り込んでくるなんて、のんびり屋のタマらしくない。

「むぅ？」

　割り込まれたミーアも困惑顔だ。

　タマは背中をオレに撫なでられているうちに落ち着いたのか、険しい顔のまま眠ってしまった。

　さっきまで怒っていたポチも機嫌が直ったのか、ナナの飛空艇ヌイグルミを抱き枕のように抱えて床をコロコロと転がって遊び始めた。

　体格的に真似できないナナが羨うらやましそうに指を咥くわえてその様子を眺めている。

「ねぇ、ご主人様」

　いつの間にか後ろに回り込んでいたアリサがオレに囁ささやく。

「ムーノ城に初めて入った時の様子に似ていない？」

「そうか？」

　思い返してみるが、あの時は「足下がヘン」だと首を傾げていただけで、今日ほど落ち着きをなくしたわけではなかったはずだ。

　違和感を覚えるという点では一緒かもしれないが……そういえばセーリュー市の迷宮を探索していた時もタマは勘が良かった。

　今日も何か異変を察知したのかもしれない。

「ちょっと調べてみるよ」

　アリサにそう告げて、マップを検索する。

　──げっ、またあいつらか。

　オレは「自由の翼」の残党が性懲りもなく公都内に侵入しているのを発見して、げんなりとしてしまった。

　領内の潜伏マップを作って公爵に渡したおかげで、九割以上の構成員が捕縛されたはずなのに、まだ活動するだけの余裕があったのか……。

　念の為に検索してみたが、公爵領内に残っているのはこいつらで最後のようだ。

　数は八名と少ないし、レベルも最大で二五と低いので大した事はできないとは思うが、彼らの現在位置が闘技場の地下なのがいただけない。

　今日の闘技場には国王が行幸している為に、公都中の爵位持ち貴族達が一堂に会しているのだ。

　おまけに、決勝戦やリーングランデ嬢と第三王子のエキシビションマッチがあるので、闘技場に入りきらないくらいの観客達が殺到している。

　実にテロの標的として狙われそうな場所だ。短角魔族シヨートホーン程度なら大丈夫だが、長角ロングホーン持ちがいたらヤバイ。

　会場には公都で知り合った貴族達だけじゃなく、カリナ嬢とオリオン君の二人もいるので放置するわけにもいかないだろう。

「なにやらきな臭い感じだ──」

「マジで？」

　オレが小さく呟つぶやくとアリサが驚きの声を上げ、周りの子達の視線が集まった。

「ちょっと始末しに行ってくるよ」

　オレは膝の上のタマをソファーに寝かせて立ち上がる。

「ご主人様、私にも同行をお命じください」

「マスター、同行を希望します」

「ポチも頑張るのです！」

　リザ、ナナ、ポチが期待に満ちた目で懇願してくる。

「貴族じゃないと入れない場所みたいだから、一人で行ってくるよ」

　レベル的には連れて行ってもなんとかなりそうだが、「自由の翼」の残党が長角やテロ用の爆弾みたいな魔法道具マジツク・アイテムを持ち込んでいたら危ないので、そう言い訳した。

「皆の修行の成果は今度見せて貰うから、今日はルル達を守っていて欲しい」

　しょぼんとした三人のフォローにそう告げて、勇者ナナシの格好で出かけるかサトゥーのままで出かけるか思案する。

「にゅ！」

　眠っていたはずのタマが飛び起き、尻しつ尾ぽと耳を立てて周囲を落ち着き無く見回す。

　公都が震しん撼かんしたのは、そんな時だ──。




　地震があったわけではない。波紋状の魔力が通り過ぎたのを感じただけだ。

　ただ、その威力が尋常ではなかったらしい。

「今の何？」

「何かゴーンってきたのです！」

「信号？」

「マスター、戦闘準備を」

　オレだけでなく、半分くらいのメンバーが、さっきの信号を認識したようだ。

　恐らく、タマが情緒不安定だったのは、この前触れを感じていたのだろう。

　この間渡した新装備をリザが装着し始めていた。少し遅れてポチとナナも着替え始める。

　躊ちゆう躇ちよ無く服を脱ぎ捨てたナナの見事な肢体が目に飛び込んできたが、そのまま眺めているわけにもいかない。

　ルルに頼んで、ナナの前に衝つい立たてを置いて貰もらう。

「タマも着替えなさい」

「あい」

　窓に張り付いて外を落ち着きなく見回していたタマにも着替えを促す。

　その間にもオレはマップ検索の手を止めていない。

　やはり先ほどの異変の中心地は闘技場のようだ。魔族で検索すると下級の「短角魔族シヨートホーン」が何体も出現している。先ほど見かけた「自由の翼」の残党のいた場所だ。

　残党の減った数と魔族の増えた数がほぼ一緒だから間違いないだろう。

「何が起こったの？」

「また、魔族だ」

「え～、また～」

　本当に、そろそろ自粛して欲しいものだ。

　闘技場にはリーングランデ嬢や王子と彼の随伴騎士達に加え、公爵直属のレベル五〇の武官を始めとしたレベル四〇超えの者達が二〇人近くいる。

　オレが介入しなくてもなんとかなるとは思うが、さっきの波紋状の魔力の件もあるし、備えはしておいた方が良いだろう。

　念の為、ルル、アリサ、ミーアの三人にも、この間作った新装備に着替えておいて貰う。

　さらに、ヒュドラの翼の皮膜を使った耐火耐衝撃タイプのマントを皆に配る。

　皆の着替えが終わりそうになった頃、警報の鐘の音が公都に響き渡った。

　その音が聞こえてすぐに、外からメイドの一人が部屋に駆け込んでくる。

「士爵様！　緊急警報です！　近くの避ひ難なん壕ごうへご案内いたしますので、私についてきてください」

　彼女が言うには魔族や大型の魔物の奇襲に備えて、公都の貴族邸には避難用の地下シェルターが設置されているそうだ。

　メイドの先導で地下シェルターに向かう途中で、先ほどと同じ魔力波が三度ほど通り過ぎた。

　やはり、異変は続くようだ。

「まだ何かありそうだ。オレはちょっと偵察に行ってくる。皆は地下シェルターに避難していてくれ」

　オレはそう皆に告げて、マップを再検索する。

　マップによると闘技場の中央に、新手の魔族が出現していた。それもレベル七一の上級魔族だ。

　魔王のようにユニークスキルはないようだが、「召喚魔法」「精神魔法」「炎魔法」などの魔法が使えるみたいだ。時間をかけると色々召喚しそうなので、早めに処分しよう。

「アリサ」

「ほい？」

「本気でヤバそうなら、『遠話テレフオン』の魔法で伝えるから、後先考えずに地下迷宮に緊急転移して欲しい」

「おっけー！」

　メイドの先導で地下シェルターに向かいながら、アリサに緊急時の対処方針を伝える。

「オレは闘技場までカリナ様の安否を確かめに向かったと、メイドさんに伝えてくれ」

「ほーい」

　快諾してくれたアリサに後の事を託し、オレは一人、伯爵邸を抜け出した。

　人目が無いのをレーダーで確認し、勇者ナナシに変身して闘技場に向かう。

　とりあえず、闘技場の状況把握の為に新魔法の「遠耳クレアヒアリス」と「遠見クレアボヤンス」を発動する。

　視界の一角にウィンドウが開いて、現在の闘技場の映像がＡＲ表示される。

『魔族よ！　いや魔王よ！　貴様の命運もこれまでだっ!!』

　役者のようなポーズで王子が黄色い肌の上級魔族に叫んでいる。

　黄肌魔族は頭部が二つあり、肩から水牛のような角が生えている。頭が二つという事は、他の上級魔族と同様に片方の頭が詠唱を担当するのだろう。

　遠く離れた場所の状況が把握できる「遠耳クレアヒアリス」や「遠見クレアボヤンス」は実に便利だ。

『その剣はクラウソラス、デェスね？　ヤマトの子孫デシタか』

　黄肌魔族が王子と会話しながら兵隊用の魔物を召喚し、リーングランデ嬢や王子にけしかけている。

　召喚は持続式らしく、次々に召喚された魔物が観客席になだれ込んでいく。

　前者はレベル三〇からレベル四〇の魔物達だが、後者はレベル二〇台の弱めの魔物達だ。

　観客席では大会で予選落ちした戦士達も多数観戦していたようなので、十分対抗できる戦力があるはずなのだが、パニックが起こっていて効果的な対処ができていない。

『勇気ある戦士達よ！　汝なんじの隣人を守れ！　武に身を捧ささげてきた成果を今こそ見せよ！』

　そこにリーングランデ嬢らしき美声が響く。

　彼女の声に自分達の醜態を自覚したのか、闘技場の戦士達が協力しあって魔物に対抗し始めた。

　非戦闘員を庇かばいつつ脱出させる余裕もでてきたようだ。

　オレは「遠見クレアボヤンス」の視界を貴賓席に向ける。

『陛下は公爵閣下が城へお連れした！　我らは公子様や重臣方を守るぞ！』

　どうやら、影武者陛下と公爵は都市核シテイ・コアの力で、公爵城の謁見の間に転移したようだ。

　転移できる人数に制限があるらしく、次期公爵や上級貴族達は貴賓席に残されたままらしい。

　カリナ嬢やオリオン君も不安そうだが怪我をした様子もない。カリナ嬢はラカを身に着けているので心配無用だろう。

『結界だ！　防御結界を張れ！　退路はどうだ！』

『だめだ、下級魔族の自爆で通路が崩落している、他の脱出路を確保しろ！』

　貴賓席はレベル高めの騎士達に加え、神官や魔法使いもいるので直接上級魔族の攻撃に曝さらされない限り大丈夫だろう。

　上級魔族は片手間で王子やリーングランデ嬢の相手をしながら、キョロキョロと視線を彷徨さまよわせては首を傾げている。何かを捜しているみたいだ。

　一般客席の通路は無事なようで、観客達が押し合いへし合いをしながら逃げ出している。

　観客席の赤い染みや動かない人影を脳裏から追い出し、縮地を使って闘技場へと急いだ。

　映像を表示したままだと視界が塞ふさがって邪魔なのでウィンドウを最小化する。

　闘技場に近づくほどに、逃げ出す人や馬車で通りが混雑していく。

　オレの走る路地裏にも人影が散見されるようになってきたので、天駆を使って空から向かう事にした。

　やがて、闘技場の外壁と黄肌魔族の姿が見える場所まで辿たどり着く。

　王子や手柄を立てたい人間には「空気読め」と言われそうだが、闘技場には知り合いもいるので、さっさと始末しよう。

　まずは、大物の黄肌魔族を光魔法の「光線レーザー」で倒してしまおう。

　オレがそう決断するのを待っていたかのように、それは現れた。

　空に光の波紋が浮かび上がり、そこから流線形をした銀色の宇宙船のようなモノが出現する。

　──おいおい、いきなりＳＦになるなよ。

　ＡＲ表示によると銀船は「次元潜行船ジュールベルヌ」という名前らしい。超有名作家の名前を借りているって事は元の世界の住人が絡んでいる可能性が高い。

　その銀船の一部が開き、中から砲身のような物が幾つも突き出してきた。

　次の瞬間、ドドドドッと重い音を響かせながら無数の高速火弾が撃ち出され、空を飛ぶ魔物が次々と撃墜されていく。

　肝心の黄肌魔族には効いていないようだが、なかなかの威力だ。

　そして船首から青い鎧よろいの男が姿を現した──ＡＲ表示によると、彼こそが勇者ハヤト・マサキだった。

　オープンフェイスの兜かぶとから、スポーツマンのような短い黒髪に男臭い精せい悍かんな横顔が見える。一途な女の子達に密ひそかにモテそうな隠れイケメンタイプの青年だ。二五歳にしては若々しく見える。

　彼ならばレベル六九もあるので、黄肌魔族の相手も余裕だろう。

『俺様、見参！』

　その言葉に挑発系のスキルが込められていたらしく、地上の魔物達が勇者に向かっていく。

　いつの間にか勇者の兜の正面が、フェイスガードで覆われていた。

『勇者ハヤト、デェスか？　のこのこと現れるとは、死ぬ覚悟ができたのデェスね？』

『いつまでも、昔の俺様だと思うなよ！　今日こそ雪辱を果たさせてもらうぜ！』

　今なら「光線レーザー」で一瞬で倒せそうなんだけど、そんな因縁話を聞かされた後だと撃ちにくい。

『ひかえろサガ帝国の狗いぬめ！　勇者がサガ帝国の専売ではない事を証明してくれる』

　第三王子だな。勇者に任せておけばいいのに。

『[image: ]踊れ[image: ]クラウソラス！』

　この[image: ]踊れ[image: ]は、何かの合言葉だったみたいだ。

　王子の手から離れた聖剣クラウソラスが、空を飛んで黄肌魔族を襲う。

　前に博物館で見た絵は、誇張はあるものの噓じゃなかったらしい。

　──あ、弾はじかれた。

　弱いぞ、クラウソラス。

『聖剣が泣いてるぜ、王子様。そいつは古いにしえの大魔王──『黄金の猪王』の筆頭幹部だ。数百年生き延びた最上級魔族なんだよ。死にたくなければ、下がっていな』

　聖剣を構えた勇者が王子に告げる。

『[image: ]歌え[image: ]アロンダイト』

　勇者の持つ聖剣アロンダイトが、[image: ]歌え[image: ]という合言葉を受けて激しい聖光を放つ。

　オレの聖剣にも、ああいう合言葉はあるんだろうか？

　詳細説明には見当たらなかった気がする。

　ちらりとデュランダルの詳細説明を見てみたが、それらしい合言葉の記述は見当たらなかった。

　この騒動が終わったら、ゆっくりと時間を掛けて調べてみよう。

　そんな事を考えている間に、船から勇者の仲間達が現れた。

　オレはちょっとした好奇心から「望遠」スキルや「拡大」スキルを使って、彼の仲間達の姿を確認する。
















　神官らしき、ゆるふわタイプの巨乳美女が強化魔法を使う。目の下のほくろが色っぽい。

　笹の葉状の耳をした長耳ブーチ族の女戦士が、勇者に接近する魔物を長弓で迎撃する。

　彼女の射た矢が、途中で一〇倍に分裂して魔物に襲いかかっている。なかなかファンタジーさ溢あふれる武器だ。

　矢から逃れた魔物達が跳躍して銀の船の上に着地したが、今度は身軽な軽戦士と双剣の戦士の二人が瞬く間に排除していた。

　彼女達はタマやポチと同じ耳族だ。ソバージュの虎耳族とショートヘアの狼耳族の二人で、兜の隙間から覗のぞく美び貌ぼうに負けない色っぽいプロポーションをしている。

　最後に出てきたのが、長ちよう杖じようを持った豪ごう奢しやな金髪巻き毛の爆乳美女だ。

　カリナ嬢には負けるが、彼女の姉のソルナ嬢と互角に戦えそうなサイズをしている。

　そんな金髪美女のＡＲ情報を見て驚いた。

　彼女はメリーエスト・サガという名前で、サガ帝国の第二一皇女だ。

　皇女という出自にも驚いたが、オレが驚いたのは「第二一」の方だ。皇帝さん、頑張り過ぎだろう。

　それにしても、勇者に「リア充爆発しろ」と言いたくなるくらい、彼の仲間達はグラマラスな美女ばかりだった。

　勇者パーティーは黄肌魔族を相手に一歩も引かない布陣で挑むようだ。レベル差も殆ほとんどないし、このまま黄肌魔族退治は彼らに任せておいても大丈夫だろう。

　ここは空気を読んで、オレは闘技場内の人命救助と雑ざ魚こ排除を担当するとしよう。

　やっぱり、適材適所だよね。







　勇者召喚





〝いかなる窮地にあろうと、私達が絶望する事はない。なぜなら、最後の希望は必ず勇者ハヤトと共にあるから。彼がいる限りどんな逆境でも乗り越えてみせる。（勇者の従者リーングランデ）〟






　私達「勇者の従者」にはパリオン神から授けられたお守りタリスマンがある。

　人々の祈りや従者の命数を糧に奇跡を起こす神器だ。

　これまで「神授のお守りタリスマン」を必要とするような窮地に陥った事はなかった。

　まさか、故郷の地で使うはめになるなんて、今朝の私は考えもしていなかったのだ──。




　その日、私は朝から憂ゆう鬱うつだった。

　決勝後の余興として、陛下の御前でシャロリック殿下との模擬戦が控えていたからだ。

　こんな事なら、先行せずにハヤトや他の子達と一緒に来ればよかった。ハヤトを乗せた勇者専用船ジュールベルヌは長毛鼠首長国を出発した頃かしら？

「リーングランデ様、お時間です。闘技場内にお進みください」

　私は現実逃避を止め、呼びに来た係員の若者に礼を告げて立ち上がる。

　観客席から私の名を呼ぶ声援に手を振って応えながら、戦いの場へと歩を進める。

「まったく、茶番だわ……」

　勝ってはいけない戦いが、こんなにも心を重くするなんて思わなかった。

　勇者の従者になった時に頂いた魔法鎧チャフタルがずしりとした重しとなって足を鈍らせる。

　これならサトゥー相手に剣の指南でもしていた方が、よっぽど楽しくて刺激的だ。あの子は若いけど、驚くほどの速さで技術を吸収していく。

　初めて会った船上での立ち合いと、昨日の立ち合いでは大きく腕が上達していた。

　もしかしたら、将来は勇者の従者として、私と一緒に勇者ハヤトの横に立つ日がくるかもしれない。

　そんな楽しい未来図を思い浮かべながら、私は闘技場の待機円に入る。

　それを確認した側仕えに呼ばれて、殿下が控え室から姿を現した。

　殿下の本性を知らない娘達の声援が、闘技場を黄色く染める。

　シャリンと涼やかな音を鳴らして、殿下が青い鞘さやから聖剣クラウソラスを抜刀した。

　──美しい。

　これほど綺き麗れいな剣を私は他に知らない。

　剣から漏れる青い光の儚はかなさが、美しさを際立たせている気がする。

　聖剣クラウソラスの美しさに吞のまれかけていた私は、心の中に愛いとしい勇者ハヤトと彼の聖剣アロンダイトを思い浮かべる。

　記憶の中の聖剣アロンダイトは鮮烈な青い輝きを放ち、美しさよりも力強い頼もしさを感じさせてくれた。

「これより『天破の魔女』リーングランデ様と『聖剣の担い手』シャロリック王子による御前試合開始を宣言する」

　道化のような服を着た審判が声を張り上げる。

　名前を呼ぶ順番が気に入らないのか殿下が眉まゆを顰ひそめるのが見えた。相変わらず器が小さい。

　私は試合開始の合図に合わせて、魔法鎧チャフタルに魔力を流す。

　魔法鎧チャフタルの魔法回路サーキツトが身体強化の力を私に与え、同時に鎧の表面に幾層もの物理防御の魔法盾を生み出してくれる。

　燃費が悪いけど、聖剣相手ならこれくらいしておかないと怪我をする。

　続いて、雷の大剣に魔力を通して雷刃を発動する。

　この大剣は迷宮探索中に「階層の主フロア・マスター」を倒して手に入れた強力な魔剣だ。聖剣には一歩譲るが、並の魔剣とは隔絶した性能を誇る。

「■■■──ッ！」

　強化魔法を重ねがけする前に嫌な予感がして、横に跳びすさる。

　私がいた場所を、火弾が高速で突き抜け、避よけた火弾が背後で爆炎を撒まき散らす。

　──火ひ杖づえ？

　いや、あの速さは火か燕えん杖じようだ。

　軍用の兵器じゃない。何考えているのよ、バカ王子。

「懐かしいだろう？　貴様が学院で作ったモノだからな」

　殿下の聖剣が青い軌跡を描きながら襲ってくる。

　──なんて、速い。

　聖剣クラウソラスの使い手は空を飛ぶという伝説は本当だったのかも。

　大剣で聖剣の軌道を逸そらす。

　そして、なんて重い一撃！　手首を痛めそうだ。

　大剣の刃に纏まとわせた雷も、聖剣に伝わる事なく宙に散ってしまう。

　相手が普通の剣だったら、今ので気絶か麻ま痺ひ状態にさせられたのに。

　お返しとばかりに、大剣を殿下の足に叩たたきつける。

　殿下の白鎧が発動している防御膜バリアに大剣を受け止められた。

　王祖ヤマト様の時代に作られた伝説級の装備レジエンダリー・アイテムだけある。ハヤトの聖鎧並みの防御力があるみたいだ。

　私は魔法鎧チャフタルに追加の魔力を流し防御力を強化する。

　しばらくの間、殿下の剣を防ぐのを鎧に任せ、私は攻撃に注力する。

　──強打スキル発動。

　命中や攻撃精度が落ちるけど、今は威力だ。

　──魔刃スキル発動。

　大剣が赤い光を帯びる。

　いつもは魔力が勿もつ体たい無いから使わないけど、今は魔力を温存する意味が無いから。

　──鋭刃スキル発動。

　殿下を殺す気は無いけれど、殺すつもりでやらないと、あの白鎧よろいの防御は抜けない。

「雷らい旋せん烈れつ刃じん」

　必要もないのに技名を叫んでしまう。

　私もハヤトのバカに染まってきたみたいだわ。

　てっきり防がれると思ったのだけれど、あっさり命中して殿下の白鎧の防御膜を破壊した。

　──まずい、このまま刃を止めなければ、勝ってしまう。

　私は何とか大剣の勢いを殺し、殿下に致命打を与える前に刃を止められた。

　でも、そんな不安定な体勢を殿下が見逃すはずもなく。

　私はクラウソラスの一撃を横腹に喰くらって、鞠まりのように闘技場の地面に撥はね飛ばされてしまった。




　──歓声と悲鳴と罵ば声せい。

　一瞬だけど気を失っていたみたいだ。

　ぼやける視界の中で、殿下が追撃の火弾を連射したのが見えた。

　どうやら、先ほど大剣を止めたせいで彼の肥大化したプライドを傷つけてしまったようだ。殿下の目が怖いくらいに血走っている。

　詠唱の速い破裂クイツク・バーストで火弾を爆破して止める。

　でも、私達の戦いは、ここまでだ。

　観客席の床を突き破って現れた異形の者達の咆ほう哮こうと、それに呼ばれて空に生まれる召喚陣──。




　──アレハキケンダ。




　頭が割れそうなくらい、直感が危険信号を送ってくる。

　私は「魔法爆破ブラスト・マジツク」の詠唱を始める。

「■■■■■■　■■──」

「剣で敵かなわぬとみて、魔法を使うか──リーングランデェエエエエエ！」

　聖剣を構えた殿下が突撃してきた。

　ダメだ、殿下は上空の召喚陣に気が付いていない。私しか見ていないんだ。

　殿下の攻撃を回避するために、魔法の詠唱を中断する。

　こんな事なら、さっき刃を止めるんじゃなかった。

　私は召喚を止める事ができなかった。

　召喚陣の底から姿を現したのは黄色い肌の足。そこから全身が露あらわになっていく。

　あれは魔族、それも上級魔族。

　──前にハヤトが言っていた。

　たった一度だけ、黄色い上級魔族から逃げた事があると。

　その時に、仲間の半数がハヤトを逃がすために犠牲になったと悔しそうに言っていた。あの非常識なまでに強いハヤトが後れをとったなんて信じられなかったけど、今なら判る。

　アレは桁けたが違う。

　魔王は、アレより更に強いの？

　出現を終えた黄色い肌の魔族が落下を始める。人族の三倍を超える巨きよ軀くが地面に着地する振動で倒れそうになった。

　その物理的なよろめきが私の心まで不安定にさせる。

　──無理だ。

　絶対に無理。

　理屈じゃない、魂が叫んでる。

　今すぐここから逃げたい。

　心が折れそうな私が踏みとどまれたのは、意外な人の言葉のお陰だった。




「魔族よ！　いや魔王よ！　貴様の命運もこれまでだっ!!」

　黄肌魔族に微み塵じんの恐怖も抱かずに殿下が叫ぶ。

　彼は虚勢を張っているわけじゃない。もし、こんな時に、絶対強者に対して虚勢を張れるくらいの男気があったなら、婚約を解消する事もなかったかもしれない。

　……相手の強さも測れないなんて。

　黄肌魔族は二つある首を傾げた後に、視線を殿下の持つ聖剣に移した。

『その剣はクラウソラス、デェスね？　ヤマトの子孫デシタか』

　黄肌魔族の耳障りな声の背後で、何かが咆哮するような音が聞こえる。

　そうか！　喋しやべっているのとは別の頭が詠唱しているんだ。

　詠唱を妨害するために、詠唱の速い「破裂クイツク・バースト」を、黄肌魔族に叩き込む。

　ダメだ──威力の弱い下級魔法じゃ普通に手で防がれてしまう。

　速さだけじゃダメだ。

　詠唱短縮を発動しつつ、中級魔法の「爆裂エクスプロージヨン」を唱える。

　たぶん、間に合わない。でも、アイツの詠唱もただで成功させたりしない。詠唱頭の一つくらい対価に奪ってやる。

　黄肌魔族の詠唱が完了し、地面に出現した召喚陣から巨大な魔物達が出現する。ムカデにサソリ、カマキリ、双角甲虫までいる。どれも強敵ばかりだ。

　それらの魔物の出現に少し遅れて、黄肌魔族の詠唱頭に私の「爆裂エクスプロージヨン」が炸さく裂れつする。

　轟ごう音おんと爆煙の向こうから、黄肌魔族が無傷の姿を見せる。

　残念ながら、大してダメージを与えられていないようだ。黄肌魔族は魔法耐性が相当高いらしい。

『チョット、痛いデース』

　魔族の戯ざれ言を聞き流しつつ、観客席の様子をちらりと窺うかがう。

　召喚陣からは今なお魔物が溢あふれ出し、その先陣は私や殿下だけでなく観客席にまで魔手を伸ばしていた。

　救援に向かいたいけど、黄肌魔族がそれを黙って見逃してくれるはずもない。

　その時、天啓がひらめいた。

　観客席には一般人だけじゃなく、大会に参加していた強者達もいる。魔物は彼らに任そう。

　私は拡声の魔法を使って会場の戦士達に呼びかける。

「勇気ある戦士達よ！　汝なんじの隣人を守れ！　武に身を捧ささげてきた成果を今こそ見せよ！」

　その声に応えて、多くの戦士達が魔物から一般人を守るように戦い始めた。

　ただ、混乱に吞まれている者も少なからずいるようで、近くに人がいるのに魔物に向かって攻撃魔法を使う迂う闊かつな者がいた。

「魔法使い達よ、攻撃魔法より戦士達への強化魔法を優先しろ。協力しあって魔物達を討伐するのだ」

　その声が届いたのか、バラバラに魔物と闘っていた人々が、連携を取り始めた。

　彼らは強者だ。きっかけさえあれば、魔物なんかに後れは取らないだろう。

　襲いかかってきたムカデ型の魔物の触手を雷を纏わせた大剣で捌さばく。

　その隙を狙って突撃槍甲虫ランス・ビートルが突っ込んできたが、魔法鎧チャフタルの作り出した私の幻像を貫いて彼方かなたへと飛び去った。

　私が複数の魔物と戦っているのを見た戦士達の幾人かが、観客席の防壁を越えて加勢に来てくれた。

　魔物は彼らに任せて、まずは元凶の召喚陣をなんとかしないと！

　私は彼らが稼いでくれた時間で「魔法破壊ブレイク・マジツク」を唱え、召喚陣の除去に成功する。

『ふむ、やはり勇者はいないデ～ス。これでは折角の土産が意味ないデスね』

　黄肌魔族がボヤきながら召喚した魔物達に強化魔法をかけている。召喚陣を壊された事を欠片かけらも気にしていない様子だ。

『おかしいデ～ス。これだけ騒ぎを起こしたら青いのや赤いのがしゃしゃり出て来るはずなのデェスが』

　魔物を引き受けてくれていた戦士がムカデに無残に食い殺された。私は慌てて加勢するが、崩れた戦線はそうそう盛り返せない。私と交代で、大怪我を負った戦士達が後退していく。

　こんな時、ハヤトや仲間達がいてくれたら──。

「あはは～　お姉さん、苦戦してるじゃな～い」

「余よ所そ見みをするな、殿下の加勢に行くぞ」

　少年騎士とシガ八剣のレイラス殿が殿下の加勢に向かった。少年騎士が行きがけの駄賃としてムカデの足一本を斬り飛ばしていく。

　ムカデの注意が少年騎士に逸れた隙に詠唱時間を稼ぎ、「爆裂エクスプロージヨン」を三連打して倒す。

　一回あたりの詠唱は長いけれど、「爆裂エクスプロージヨン」には気絶スタンや後退ノツクバツク効果があるからなんとかなった。

「伝説の古参魔族か……相手にとって不足なし！」

　聖盾を構えたレイラス殿が大声を上げると、黄肌魔族の注意が彼へと移った。

　たぶん、「挑発」スキルを声に乗せたのだろう。

　赤い奔流が黄肌魔族からレイラス殿へと放たれる。

　──凄すごいわね。

　黄肌魔族の使った火炎地獄インフエルノの前で微動だにせず、殿下や少年騎士を守っている。

　魔法を併用しているのだろうけど、あれだけの攻撃を受け止められる者がハヤト以外にいるとは思わなかった。

『ほう？　懐かしい盾デスね。これはどうデスか？』

　黄肌魔族の放った白い炎の飛礫つぶてがレイラス殿に襲いかかる。

　過半数の白炎が聖盾の表面で逸らされたが、角度の深かった数条が聖盾ごと彼を貫いた。

　彼を殺させるわけにはいかない。彼が死ねば戦線を支えられる人がいなくなる。

　こんな時に、ハヤトが傍にいてくれたら──。

　私の想いに応える様に、胸元の鎧の隙間から青い光が溢れ出す。

　──もしかして、今なら使えるかも。

　私は胸鎧の留め金を外して、胸元から鮮烈な青い輝きを放つ「神授のお守りタリスマン」を取り出す。

　勇者を求める願いとパリオン神への祈りが結晶した時に、「神授のお守りタリスマン」は奇跡を起こす。

　その奇跡の名は「勇者召喚」。

　願いや祈りが足りなければ、使い手の命さえ燃やし尽くす究極の奇跡。

　私だって死ぬのは怖い。

　でも、故郷を蹂じゆう躙りんさせずに済むなら、私は奇跡を願う。




「偉大なるパリオンよ！　我が願いと命数を糧に勇者召喚を叶かなえよ！」




　これは詠唱ではない──。




「我は従者！　勇者ハヤトの従者リーングランデ!!」




　──幼き女神パリオン様への祈願だ。




　私の祈りに応えて、胸元で「神授のお守りタリスマン」が閃せん光こうのような輝きを放つ。

　さあ、来なさい、ジュールベルヌ。

　勇者を乗せて、いざ戦場へ！







　勇者ハヤト





〝俺が勇者として異世界に召喚されたのは九年前、高校二年の春だった。勇者として魔王を倒してくれって言われた時は戸惑ったが、結局引き受けた。幼女神も可愛かったしな！（勇者ハヤト）〟






「ねぇ、ハヤト。魔王はどこに出現すると思う？」

「さあな、俺様に難しい事を聞くな」

　メリーエストがそんな話を振ってきたのは鼠人族の首長国にある繁魔迷宮での調査終了後。次の目的地であるオーユゴック公爵領に先行したリーングランデを追って出発した時だった。

「魔王が現れた所に急行して倒す。それが俺様の仕事だ」

　最初の頃は慣れなかった俺様呼びも、今では意識する必要もなくなった。

　少しバカっぽいが、こういう偉そうな勇者スタイルでないと、強欲な権力者連中から仲間達を守れないのだ。

「あはは、勇者様らしいや」

「仕方ないよね。神託がバラバラなんて何百年かぶりらしいからさ」

　虎耳のルススと狼耳のフィフィが気楽に言う。

　俺の座る船長席に身を乗り出してきた二人の耳を触る。実に良い感触だ。

　一緒に行動しだして五年経つが、耳に触らせてくれるまで三年もかかった。

「順当な所だと『生きた迷宮』のあるシガ王国の迷宮都市セリビーラか、鼬イタチ人族の帝国にある夢幻迷宮のどちらかですわね」

　神官ロレイヤがおっとりした声で予想を口にする。

　書記官ノノと魔法剣士リーングランデがいない今、魔女メリーエストとまともに論じ合える相手はロレイヤしかいない。

　二人の話だと、迷宮が復活したばかりのヨウォーク王国や迷宮が死んで遺跡になった後のオーユゴック公爵領、そして最初から迷宮が無いパリオン神国は候補として弱いそうだ。

　七箇所目の他大陸の国は移動に時間がかかるので、他の候補地がシロと決まった後に調査に向かう事になる。

　珍しく考え事をしていると、ロレイヤが後ろから俺の頭を抱え込んできた。

「重い」

「あんっ」

　俺は頭の上に乗せられたロレイヤの胸を、無造作に押しのける。

　邪険にされているのにロレイヤが嬉うれしそうだ。

　胸なんて只ただの脂肪の塊に過ぎんのですよ。エロイ人には判らんのです。

「勇者様は、今日もストイックですね」

　上気した頰に手を当てたロレイヤが呟つぶやく。

　まったく、聖職者の言葉じゃないぜ……。

　ああ、どうして俺のパーティーはボンキュボンばかりなんだ。一人くらい幼女がいてもいいじゃないか。

　無口娘ならいるが、ノノは今年二三歳の上にＥカップだ。無口幼女がいてくれたら、いつでも愛を囁ささやくぜ。

　はあ、この前助けた中学生くらいのツルペタ少女はなかなか良かった。あと五年早く出会っていたら、絶対に求婚した自信がある。

　そこに定時連絡の着信があった。

　通信席に座った長耳族のウィーヤリィが、こちらを振り返って報告する。

「ハヤト、セリビーラのノノから定時連絡が入りました。『平穏無事』です」

「そうか」

　メリーエストやロレイヤの予想だと迷宮都市セリビーラが一番怪しいらしいから、たとえ護衛付きでも非戦闘員のノノを置いておくのは危ないかもしれん。

「誰か、ノノと交代でセリビーラに行かないか？」

「え～、ヤダよ。ハヤトの傍がいい」

「だよね～　ハヤトの近くにいると戦いに不自由しないもんね」

　迷宮都市に行っても、迷宮に潜れないんじゃストレスが溜たまりそうだし、ルススとフィフィの二人ならキレて迷宮に突撃してしまいそうだ。

　半時間ほど経ってから、ヨウォーク王国に潜入している斥候のセイナから定時連絡が入った。

「読み上げます。『貧乏小国は、今日も平和。ボクはヒマだ～』です」

　ノノ同様に交代させてやりたいところだが、うちのメンバーで潜入ができるのはセイナだけだ。我慢してもらおう。

　勇者として口には出せないが、個人的にはヨウォーク王国に魔王が出現して欲しい。

　あの国はマイ・ハニーを迷宮復活の生いけ贄にえにした大いなる罪がある。

　あの紫髪の愛らしいアリサ王女が生贄にされたと聞いた時は目の前が真っ暗になっちまった。

　レベルアップの為にサガ帝国の迷宮に潜ってばかりいたせいで、クボォーク王国の滅亡を知らなかったのは痛恨のミスだったぜ。

　あの一件以来、情報の取捨選択を帝国任せにせずに、俺の意図を最優先に汲くんでくれる書記官を仲間に置いたんだっけ。




　　　　◆




「リーンからの定時連絡は無いのか？」

　あの几き帳ちよう面めんなリーングランデらしくない。

　さっきロレイヤ達が言っていたようにオーユゴック市の地下迷宮は不活性化しているはずだから、魔王が現れる事は無いはずだ。

　神託が降りたのも何かの間違いだろうけど、リーングランデの生まれ故郷だし、弟さんの結婚式があるって言ってたから丁度いいと送り出した。

「ハヤトは忘れっぽいね～」

「まったくよね──それで、何を忘れてるの？」

　ルススとフィフィめ、忘れっぽいのはお互い様だ。

「リーンは外せない用事があるからって、定時連絡の時間を昼過ぎに変更してたじゃない」

　そうだった。昨日の晩の定時連絡で、シガ王国のアホ王子と試合だって愚痴ってたっけ。

　──その時だ。

　船窓から見える外の景色が鈍にび色いろに変わった。

「──次元潜行？」

　メリーエストが鈍色の異空間を見つめながら呟く。

　船が勝手にワープに突入したって事は──。

「誰かが『神授のお守りタリスマン』を使ったんだわ！」

「誰かって、リーンしかいないじゃん！」

「ヤバイよ、ヤバイってば！　リーン大丈夫かな？」

　俺と同時に仲間達も、同じ結論に達したようだ。

　くそっ、「神授のお守りタリスマン」による勇者召喚なんてしたら、代償に寿命どころか命を落とす危険さえあるってのに。

「総員、配置につけ！」

　リーングランデを心配する余り、声が荒くなってしまう。

　俺の号令に皆が席に滑り込み、インカムのような魔法道具マジツク・アイテムを頭に嵌はめる。

「ハヤト落ち着いて！　もっとリーングランデを信じなさい！」

　俺を諭すメリーエストの声も不安に震えている。

　深呼吸を一つして無理矢理心を落ち着け、自分のするべき事を行う。

「俺様は船首で待機する。操船はウィーに任せるぞ」

「任せて」

　俺はアロンダイトを担いで船首へと急いだ。




　鈍色の異空間を抜け、船は元の世界へと帰還する。

　船首キャノピーの向こうに魔物の群れが見える。

　──リーングランデは無事か?!

　俺は地上にいるはずの仲間の姿を捜しながらも、必要な指示を行う。

「ウィー！　全可動砲塔斉射！」

　俺はインカムに向かって叫ぶ。

　轟ごう音おんと閃光が空を支配し、砲火に焼かれた魔物が煙を引きながら地面に落ちていく。

　船首ハッチのスピーカーからメリーエストの報告が入った。

『リーンは無事よ』

　──良かった、とりあえず一安心だ。

『敵は──』

　言い淀よどむメリーエスト。

　俺は視界の中にメリーエストが報告しようとした相手を見つけた。

　そこにいたのは因縁のある相手だ。

　まさかヤツがいるとはな……。

　ヤツと出会ったのは勇者として召喚されて三年目の事だった。

　無敵だと思っていた俺達のパーティーはこの黄色野郎に惨敗した。仲間達がその身を犠牲にして道を作ってくれなかったら、俺もこいつに殺されていただろう。

　だが、俺はあの時の俺じゃない。

　目にモノ見せてくれるぜ。

　出し惜しみはしない、最初から全力だ。

　ユニークスキル「最強の矛つらぬけぬものなし」「無敵の盾つらぬけるものなし」を発動する。

　そして最後に「無限再生はてなきいやし」を発動した。

　無限再生は月に一回しか使えない切り札だから魔王戦に取っておきたかったんだが、こいつ相手じゃ出し惜しみしたら負ける。

　加速の魔法薬アクセラレート・ポーシヨンも使いたいところだが、短期決戦が可能な時以外は悪手になるので使うのを我慢する。

　俺はキャノピーを跳ね上げ、戦場に躍り出た。

　──よし、いつもの名乗りだ。

「俺様、見参！」

　うむ、気持ちいい。黄色野郎を見て萎なえかけていた心がいきり立つ。

　俺の「挑発」を受けて、リーングランデに群がっていた魔物がジュールベルヌに向かって突撃してくる。

　先せん鋒ぽうのアルマジロ型の魔物に向けて聖剣を突き出す。

　ユニークスキル「最強の矛」の力を帯びた青い光が、聖剣の前方にフィールドを形成し、魔物を貫き四散させる。

　陸りく海う栗にの放つ砲弾のような黒いトゲが、聖盾に届く前に「無敵の盾」が作り出した不可視の障壁で弾はじき返されていく。

　今日も俺は絶好調のようだ。

『勇者ハヤト、デェスか？　のこのこと現れるとは、死ぬ覚悟ができたのデェスね？』

「いつまでも、昔の俺様だと思うなよ！　今日こそ雪辱を果たさせてもらうぜ！」

　雑ざ魚こは仲間達に任せて、俺は黄色野郎に専念する。

　仲間達を降ろしたジュールベルヌが自動操船で次元の狭はざ間まに沈んでいく。

　貴重な船をこんな場所で失うわけにはいかないからな。

「ひかえろサガ帝国の狗いぬめ！　勇者がサガ帝国の専売ではない事を証明してくれる」

　──なんだ？

　青い光を放つ剣を持っている所を見るに、あいつは聖剣クラウソラスの担い手、シガ王国のシャロリック王子みたいだ。

　それにしても、なっちゃいないぜ。

　あんな使い手じゃ聖剣が可哀相だ。聖剣の力をまるで引き出せていない。

「聖剣が泣いてるぜ、王子様。そいつは古いにしえの大魔王──『黄金の猪王』の筆頭幹部だ。数百年生き延びた最上級魔族なんだよ。死にたくなければ、下がっていな」

　俺が見せてやるぜ！

　本当の聖剣の使い方ってヤツを！

「[image: ]歌え[image: ]アロンダイト」

　右手に持った聖剣の青い輝きが一層激しくなる。

　俺は飛翔靴フライング・ブーツを発動して、黄色野郎に突っ込んだ。

　今日のアロンダイトは一味違うぜ！




　　　　◆




　──どれだけ、剣を交えただろう。

　魔法主体のはずの黄色野郎と剣で互角なんて、自信が揺らぐぜ。

　どんな魔法か知らないが、ヤツの爪の延長線上に生えている黄おう光こうの刃が厄介だ。幾ら砕いても生えるのは反則すぎる。

　鑑定アナライズスキルの教えてくれる黄色野郎とのレベル差は僅わずかだ。

　……なのに、なぜ届かない。

　黄色野郎の火炎攻撃を「無敵の盾」で受け止め、「最強の矛」で強化された聖剣アロンダイトで奴の防御膜バリアを突き破る。だが、ヤツの周りに生まれる鱗うろこ状の防御膜バリアを貫いている間に、威力が削られてしまう。

　まるで勇者ヤマトの伝説に出てくる「黄金の猪王」の「金きん鱗りん障しよう壁へき」みたいだ。

　それに僅かばかりのダメージが通っても、ヤツの周りに浮かぶ三つの球体がヤツを癒しやがる。球体から先に始末しようにも、一つ潰つぶしている間に次を召喚されちまう。

　──このままだとジリ貧だ。

　そんな俺を心配したメリーエストが後ろから声を掛けてくれた。

「ハヤト、一人で戦おうとしないで！　私達はチームよ」

　しまった、熱くなりすぎていた。

　メリーエストの言うとおりだ、仲間と協力しないで難敵に勝てるはずも無い。

　幸いほとんどの雑魚魔物達は闘技場の反対側で、シガ王国の戦士達が始末してくれているみたいだ。

　シガ王国にはめったに来ないから知らなかったが、この国の戦士達もなかなか侮れない。

　いつの間にか黄色野郎から距離を取った手際もそうだが、お互いに接近しすぎないように上手く距離を取っている。

　──まるで誰かが調整しているみたいだ。

　思わず、そんな事を考えてしまう。

　バカバカしい。雑魚に見えても、あの魔物達はレベル四〇台だ。

　そんな事をする実力のあるヤツがいたら、俺達のパーティーにスカウトしたいくらいだぜ。

　この国は戦士達だけじゃなく、魔法使い達も優秀なようだ。

　幾人もの術理魔法使い達が「理力の腕マジツク・アーム」の魔法でリレーして、観客席に取り残されていた怪我人達を場外に運び出していた。

　何十人いればあんな馬鹿げた方法で運搬できるのかは知らないが、普段から万が一の時に備えて厳しくて地味な訓練を続けていたのだろう。

　まったく、敬服に値するぜ。

　俺が心の中で賞賛を送っていると、仲間達に奇襲をかけようとしていた双角甲虫の翅はねを誰かが狙撃してくれていた。

　強力な防御膜に覆われている双角甲虫の翅を打ち抜くなんて、大した弓兵もいたもんだ。

　武器も凄すごそうだが、ウィーヤリィ以上の腕が無ければ空飛ぶ双角甲虫の翅を一撃で射い貫ぬくなんて不可能だ。

　一体、この国の達人達はどれだけいるのやら。

　もしかしたら、俺を勇者召喚しなくても、この国の戦士や魔法使い達だけで、魔王が倒せるんじゃないかとさえ思えてくるぜ。

　おっと他ひ人と任まかせじゃ勇者失格だ。

　せめて黄色野郎くらいは俺達で倒してみせないと勇者の名が泣くぜ。

　俺は黄色野郎に再び挑む前に、仲間達への指揮を行う。

　ルススとフィフィの二人がムカデ型の魔物に苦戦しているようだ。

「リーン！　ルススとフィフィの援護を頼む！」

「判ったわ！」

　元気よく答えたリーングランデが、爆裂魔法の詠唱を始める。

　先に支援魔法を唱えていたロレイヤの詠唱がもう少しで終わりそうだ。

「ウィー、双角甲虫を任せた。後でルススとフィフィを応援に回すから時間を稼いでくれ」

「判ったハヤト。こちらは任せて」

　ちがう、ウィーヤリィ。そこは「倒してしまってもいいのだろう？」と返して欲しかった。弓兵の癖に判っていない。

『そろそろ作戦の打ち合わせは終わったのデェスか？』

　ちっ、攻撃が来ないと思ったら……。

　その余裕を後悔させてやるぜ。

「メリー、俺様が時間を稼ぐ！　デカいのをお見舞いしてやれ！」

「判ったわ！　無茶しないでね、ハヤト！」

　俺の攻撃だけで通じないなら、メリーエスト達の戦術級攻撃魔法でヤツの防御を剝はいでから止とどめを刺してやる。

『ニンゲンの魔法は遅いのデース』

　黄色野郎が嘲あざけりながら詠唱の咆ほう哮こうを上げる。

　ヤツの攻撃魔法が白い火炎の豪雨となって襲い掛かってきた。

　俺はユニークスキル「無敵の盾」で強化された聖盾で、その猛攻を見事に防いでみせる。

『サスガなのデース。「煉獄の白焰ホワイト・インフエルノ」を防ぐとは進歩したデスね。やはり勇者は面白いのデース』

　黄色野郎が偉そうに評価しているうちに、俺は仲間達に手信号で合図を出す。

　雑魚を倒し終わったルススとフィフィがウィーヤリィの援護に向かう。

「リーングランデ、ロレイヤ、詠唱を始めるわよ」

　メリーエストの指示で、三人が「神授のお守りタリスマン」を利用した詠唱を始めた。

　お守りタリスマンには幾つもの便利機能があるが、詠唱同期は戦術魔法の威力や精度を飛躍的に跳ね上げる。

　この呪文は──禁呪か！　それも間違いなく戦術級の禁呪だ。

　確かに「デカいのをお見舞いしてやれ」とは言ったが、戦術級の禁呪はやりすぎだ。間違いなく、この都市に無視できない傷きず痕あとが残る。

　だが、上級魔法じゃヤツに通じない。回復球キユアボールを殲せん滅めつして、黄色野郎に大ダメージを与えるには、戦術級の禁呪が必要なのも確かだ。

　この都市の住民には悪いが、他に手が無い。

　リーングランデの祖じ父いさんやさっきの魔法使い達が、早めに住民を避難させてくれているのを願おう。

　被害によっては勇者の名声が地に落ちるかもしれないが、ここでコイツが暴れ出したらその程度じゃ済まない。人命に比べたら、俺の名声なんて些さ細さいな事だ。

『おかしいデスね。どうして青や赤が出てこないのデェスか？』

　黄色野郎が観客席をぐるりと見回した後、首を傾げて何か言ってやがる。

　どこか上の空で放ってくる黄色野郎の攻撃を「無敵の盾」で防ぐ。

　千載一遇のチャンスな気がするが、ここで後衛から離れるわけにはいかない。

『まあ、いいのデース。勇者達のダメージはイタ気持ちイイのデスが、そろそろ勇者の恐怖や絶望を味わいたいデスね』

「ふん、このマゾ野郎が！　俺様に恐怖だと？　できるものなら、やってみろ！」

『では、折角のお土産デス。存分に味わうがいいのデス』

　ちっ、黄色野郎が何かやるつもりみたいだ。

　胸がざわつくような嫌な予感が背筋を冷たくする。

　俺はヤツの攻撃に備えて、加速の魔法薬アクセラレート・ポーシヨンを呷あおる。

　苦い液体を飲み干す。少しずつ効果が現れ、周りの動きがだんだんとゆっくりになっていく。

　短時間しか効果が続かない上に、効果切れで体力をがっつり奪われるが、今この時こそが奥の手を使うタイミングだろう。

　黄色野郎の背後頭上に巨大な召喚陣が生まれていく。

　──むざむざ、召喚を許すものか！

「[image: ]歌え[image: ]アロンダイト、[image: ]奏でろ[image: ]トゥーナス」

　聖剣と聖鎧の聖句を唱える。

　俺の魔力を呼び水に、聖鎧の核を成す賢者の石から溢あふれるような魔力エネルギーが生まれ、その莫ばく大だいな力が俺の身体を通して聖剣へと流れ込む。

　黄色野郎の召喚陣の完成前に準備が整う。

「閃光延烈斬シャイニング・ブレード」

　やはり必殺技は叫ぶべきだ。

　亜音速で振りぬいたアロンダイトから、光の刃が召喚陣に向かって襲いかかる。

　──ちぃっ。

　ヤツめ、頭上の回復球キユアボールの一つを閃光延烈斬の刃の前に投げつけて防ぎやがった。

　重ねて閃光延烈斬を放つが、今度はヤツの足元に落ちていた魔物の死体で迎撃されてしまう。

　奮戦空しく、召喚は成功してしまった。

「……なん、だとっ」

　空に浮かぶのは大怪魚トヴケゼェーラ。

　サガ帝国で見た戦列砲艦よりもデカい──って事は全長二五〇メートル以上あるのか?!

「だ、大怪魚?!」

「うそだよ、黄金の猪王が使役していたっていう、アレ？」

「伝説の空中要よう塞さいじゃん？」

　詠唱していない三人から驚きよう愕がくの声が上がる。

　──大怪魚。

　どこか間抜けな名前をしたこの魔物のレベルは九七だ。

　鑑定スキルの範囲ギリギリだから見間違いかと思ったが、何度見直しても数値は一緒だった。

　俺はガゴンッと自分の横顔を殴りつけ、怯きよう懦だに震えた心に気合いを入れ直す。

　メリーエスト達の禁呪で黄色野郎と一緒に片付けたいところだが、格上の二兎を追うのは無理だ。

　俺は黄色野郎の攻撃からメリーエスト達を守る役目がある。

　ならば、あの大怪魚はジュールベルヌの主砲で倒すしかない。

　主砲による周辺被害が気になるが、戦術級の禁呪を連発するよりはマシなはずだ。

「どんなヤツが相手でも引くわけにはいかない！」

　怯おびえる仲間達を叱しつ咤たし、大げさなポーズで指示を出す。

「ウィー、ルスス、フィフィ！　ジュールベルヌを浮上させろ」

　貴重な次元潜行船が壊れるのを警戒して、次元の向こう側に隠していたが、そんな事を気にできる状況じゃない。

　皇帝陛下には悪いが、船を無事に持ち帰るって約束を破る事になりそうだ。

「主砲の使用を許可する。ジュールベルヌの宝石鍵マスターキーを持って行け」

　俺は無限収納インベントリから取り出した青く輝く宝石鍵をウィーヤリィに投げ渡す。

　ついでに加速の魔法薬アクセラレート・ポーシヨンで疲労した身体を一時的に癒す魔法薬を取り出した。

『なかなか良い恐怖なのデ～ス』

　黄色野郎め、いい気になっているのも今のうちだ。リーングランデ達の詠唱が終わった時が、お前の最期だぜ。

　俺は魔法薬を一気に飲み干し、空を見上げる。

　大怪魚は何を考えているのか、こちらを見向きもせずに闘技場の一角を見つめている。

　良く判らんが、好都合だ。案外、黄色野郎が召喚に失敗してコントロールできていないのかもしれない。

『ウ～ン、希望が残っていると恐怖に雑味が混ざって、いまいちデスね』

　希望か。楽しいことを考えればいいんだな？

　俺、この戦いが終わったら養護院に慰問に行くんだ──お風ふ呂ろに入れてやったりとか、添い寝してやったりとか、夢が広がるぜ。

　よしっ！　心が希望に満ちてきた。これならイケル！

「俺様が勇者である限り、希望はいつだってあるのさ」

『笑止デ～ス』

　俺の決意を黄色野郎が嘲り嗤わらい、天を指す。

　闘技場に落ちる黒い影が、一つまた一つと陽光を隠していく。




　──俺は気が付いていなかった。




　空には大怪魚を召喚した召喚陣が残ったままになっている。




　──そうだ、俺はその意味に気が付いていないといけなかったんだ。




　召喚を終えても消えていなかった召喚陣から、次々と大怪魚が出現して来る。

　その数は、最初のヤツを入れて七匹。




　──そうか、お前達が俺の死か。




　なあ、パリオンさん。

　あんたの世界はハードすぎるぜ。







　勇者ナナシ





〝サトゥーです。苦難というのは突然訪れるものですが、それを試練と受け止めるかただの日常の一幕と受け取るかで色々と変わってくると思うのです。〟






　勇者が黄肌魔族の相手をしている間に、オレは人命救助と雑ざ魚こ掃除を行う。

　闘技場外縁の尖せん塔とうから観客席を見回すと、未いまだにカリナ嬢を始めとした貴族達の脱出ができていない事に気づいた。

　テロを行った「自由の翼」や下級魔族達は始末できているようだが、瓦が礫れきの撤去に手間取っているみたいだ。

　尖塔から観客席へと移動し、問題の場所の近くまで物陰を使って密かに近寄る。

　棘とげのような形をした飛行型の魔物が、貴族達の直上から無音で襲い掛かるのが見えた。

「皆様、上から魔物です」

　そう声を上げたのはカリナ嬢の横にいたピンク色の髪の娘だ。

　周囲の魔法使いや騎士が慌てて行動を起こすが、このままだと誰も間に合いそうにない。

　怪我人が増えるのは本意ではないので、オレは足元の瓦礫を投げつけて魔物の軌道を逸そらす。

　魔物は貴族達から少し離れた場所に激突し、破片と土煙を上げて階下に突き抜けていった。

　飛んできた破片はカリナ嬢や盾持ちの騎士達が防いでいたので、怪我人はいない。

「ありがとうございます、お姉さま」

「き、気にしなくて構いませんわ」

　ピンク髪にお礼を言われてカリナ嬢が顔を赤く染めた。

　どうやら、カリナ嬢に友達ができそうな雰囲気だ。百ゆ合り色に染まらない事を祈りたい。

　他に魔物が寄ってくる様子がないので、オレはマップの３Ｄ表示で瓦礫と通路の状態を確認し、術理魔法の「理力の手マジツク・ハンド」を使って障害物を取り除き始める。

　これまでイタズラやチェーン作りにしか使っていなかったが、一二〇本分の「理力の手マジツク・ハンド」の力を集めると重機のような使い方もできる。

　合力すれば成人男性換算で六〇人分もの力が使えるとなれば、一トンくらいの瓦礫なんて簡単に取り除けるのだ。

　もっとも、これだけの運搬力が発揮できるのはオレくらいのようで、通路前で頑張っていたレベル三〇の術理魔法使いは米袋くらいの瓦礫を除去するのが精一杯の様子だった。

「な、なんだ？」

「誰の魔法だ？」

　当然のように通路前の人達が騒ぎ出すが、気にせず撤去を続ける。

　彼らも誰がやっているかよりも貴族達の安全確保が優先するようで、オレが大きな塊を取り除くと、素早く退路を確保して脱出していった。カリナ嬢やオリオン君も一緒だ。




　一般観客や貴族達の退避が大体終わったので、今度は格上と戦う戦士達の支援と観客席に取り残された人達の救助を行おうと周囲を見回す。

「うわぁああああ！」

　子供の悲鳴に振り返ると、見覚えのある槍そう術じゆつ士が十字槍やりを片手に甲虫型の魔物と奮戦している姿が目に入った。

　どうやら、子供を庇って魔物の角に腹を貫かれたようだ。

　しかも、その悲鳴が周囲を徘はい徊かいしていた小型の蟲むし型魔物を呼び寄せたらしく、二人の周辺に次々とコオロギのような魔物が寄ってくる。

「父ちゃん！」

「ゴーラォ！」

　子供が父親に助けを求めるが、父親の方も半死半生だ。

　──おっと、見ててどうする。

　オレは魔法欄から下級土魔法の「石筍トス・ストーン」を使う。

　観客席から生えた石の槍が、次々とコオロギの腹を貫いて空中に縫いとめる。魔物達はわさわさと手足をうごめかせるが、あの位置から子供を攻撃する事はできまい。

　槍術士が戦っていた甲虫も、角を石の槍にへし折られ身体に無数の石の槍を生やして動きを鈍らせている。

「どなたか存ぜぬが、助力感謝いたす！」

　そこに槍術士の十字槍が襲い、甲虫に止とどめを刺した。

　流血が酷ひどいのか槍術士が膝ひざを突く。

「父ちゃん！」

　オレは物陰から、覚えたての治癒魔法で槍術士を癒し、ゴーラォ少年と一緒に「理力の手マジツク・ハンド」で持ち上げて、そのまま闘技場の外壁越しに場外へと運び出す。

　便利な事に、オレの使う「理力の手マジツク・ハンド」の有効範囲はかなり広いらしい。

　突然空中に持ち上げられた少年の悲鳴が胸に痛かったが、安全を最優先にしてあるので許して欲しい。

　観客席には魔物と戦う魔法使いや戦士の集団だけでなく、逃げ遅れた非戦闘員の姿も散見された。

　命が危なそうな者達は非戦闘員に限らず、全て先ほどの親子と同じように「理力の手マジツク・ハンド」で場外に脱出させてやる。

　初めの内こそ、空中に持ち上げられた人達の悲鳴に注意を払っていた戦士達も、全ての避難が終わる頃には誰も気にしなくなっていた。やはり人間とは慣れる生き物のようだ。

　非戦闘員達を避難させる間にも、魔物の分布を調整して戦士達がお互いに傷付けあわないように配慮する。

「うぉおおお、魔物が宙に浮かんで移動し出したぞ！」

「ちっ、魔法使いめ。助かるのは確かだが、一声掛けてからやりやがれ」

　戦士達がそんな風に驚いたり悪態を吐いたりしていたが、言葉ほど不快に感じている様子はない。

　さて、人々の避難や戦場調整が完了したので、雑魚魔物の始末に移行しよう。

　誰も相手をしていないフリーの魔物が七六体いたので、全力の「誘導矢リモート・アロー」を五セットほど打ち出してサクサクと始末する。

　先ほどの悲鳴で慣れたらしく、魔物が次々と始末されても、武術家達は誰も魔法の使い手を捜そうともしない。

　オレとしては気楽でいいが、隠いん蔽ぺい系のスキルを使って物陰を移動していた自分が酷い道化に思えてしまう。




　そんな感じで観客席の方はなんとか修羅場を終え、オレは闘技場のグラウンドに注意を移す。

　思ったよりも苦戦しているが、勇者達は不屈の闘志で黄肌魔族と接戦を繰り広げていた。

　ただし、余計な闖ちん入にゆう者のせいで、勇者パーティーの後衛が効果的な攻撃魔法を使えないでいるらしい。

「おのれ！　我が聖剣の一撃を弾はじき返しただと?!」

「殿下、後ろ！」

「うおぉおおおお」

　余計な闖入者とは王子の事だ。

　レベル差があるのに、今まで元気に黄肌魔族へちょっかいを出し続けていたらしい。

　少年騎士と一緒にトカゲ型の魔物に派手に吹き飛ばされていったけど、二人とも命に別状はないようなので放置だ。

　大盾の老騎士は少し前に王子を庇かばって大怪我を負い、どこかに搬送されていった。

「ウィー！　あの双角甲虫なんとかしてぇええ！」

「これじゃ、ムカデに集中できないよ」

「無理だ。あの速さで飛ぶ双角甲虫に矢が当たるものか」

　勇者パーティーの耳族の三人が、空をブンブン飛び回る双角甲虫相手に苦戦しているようだ。

　──そんなに難しいだろうか？

　双角甲虫の翅はね音が耳障りだったのもあって、ストレージから取り出した魔弓で翅の根元を撃ち抜いてみる。

　──当たるじゃないか。

　射たのは普通の矢だったが、そのまま同じ箇所に何本か当てたら、翅が千切れて双角甲虫が地上に落下していった。

　魔物の横取りをするのも悪いから、後は勇者パーティーの女の子達に任せるとしよう。




　手を出す事がなくなったので闘技場周辺のマップを確認したところ、人々は最寄りのシェルターか公爵城内へと避難した事が確認できた。

　これなら、黄肌魔族が広範囲魔法を使っても人的被害は少なそうだ。

　後顧の憂いもなくなったので、オレは後学の為に勇者達の戦いを観戦する事にした。

　さて、勇者達だが、王子という邪魔者がいなくなった事で、後衛達も攻撃魔法が使えるようになったようだ。さっきよりも、有利に戦いを進めている。

　漏れ聞こえてくる勇者と黄肌魔族の会話から推察して、黄肌魔族は魔王戦の前に戦ったオジャル魔族やナリ魔族の仲間みたいだ。

　それにしても、黄肌魔族の頭上に浮かんでる三つの球が凄すごい。勇者達が大ダメージを与えても瞬く間に回復している。

　ＡＲ表示によると、あの球体は魔法によるモノではなく「回復球キユアボール」という名前の魔物らしい。召喚魔法で呼び出すのだろう。

　勇者パーティーの後衛が「回復球キユアボール」を破壊するたびに再召喚して補充する所が憎らしい。

　勝手な横よこ槍やりは勇者パーティーに恨まれそうなので、歯がゆいがしばらくは手を出さずに見守ろう。

　──おや？　頭上に危機感知が働いている？

　空を見上げると、召喚陣がそこにあった。

　黄肌魔族のヤツが何を召喚しようとしているのか知らないけど、ここから出た魔物は出現と同時に倒してしまおう。新しい中級魔法の実射試験に丁度いい。

　そして、そこから現れたのは──。

　クジラ？

　空を飛んでいるけどクジラだ。

　全長三〇〇メートルもの巨体だが、間違いなくクジラだ。

　日本の博物館で見たシロナガスクジラの実物大模型の一〇倍くらいあるけど、そんな事は重要じゃない。

　──クジラは美味い。

　そこが一番重要だ。

　グランドでは、勇者達が戦闘そっちのけで驚いている。

　それは、そうだろう。

　勇者も日本人なら、きっとクジラの味を知っているはずだ。

　肉を確保したら、彼にもおすそ分けしよう。

　ＡＲ表示によると大怪魚トヴケゼェーラという名前の魔物らしいので、元の世界にいた過激過ぎる団体にも文句を言われる事はないだろう。

　これは害獣駆除であり、貴重なタンパク源の確保なのだ。

　──ああ、クジラなんて久しぶりだなぁ。

　……見つめていると口の中に涎よだれが溢あふれてくる。

　あれだけのサイズがあったら、何食分になるのか想像もできない。

　大和やまと煮にはガチとして、何作ろうかな？

　大怪魚を見上げながら調理法を検討していると、なぜか大怪魚と見つめあってしまった。身の危険を感じたのかもしれない。

　逃げられたら勿もつ体たい無いので、倒す時は速やかに一撃で仕留めよう。

　いやー、魔族よ。

　やればできるじゃないか！

　思わず小躍りしそうになったが、それは一匹だけじゃなかった。

　なんと六匹も追加で召喚陣から出てきたのだ。

　まさに笑いが止まらない状況だ。高級食材が向こうから来てくれるなんて嬉うれし過ぎる。

　そのあとも少し待ってみたが打ち止めらしい。追加が来ないとも限らないので、召喚陣を破壊するのは止めておこう。




　さて、クジラを解体するのに肉を傷めたらダメなので、光魔法の「光線レーザー」で頭を落としてすぐにストレージに収納する事に決めた。

　本当ならエクスカリバーの切れ味を披露したいところなのだが、相手がデカ過ぎて刃が届かない。

　この「光線レーザー」は中級魔法にしては威力が弱い。ただし、「魔法の矢マジツク・アロー」と同様に複数本撃てるので、光魔法の「集光コンデンス」で一つに纏まとめる事で威力と収束度をアップしようと思う。

　マップを３Ｄ表示にする事で、正確なレーザー軌道のシミュレートが可能になった。

　計算では照射時間が少し足りないので、オンオフを連続で切り替えてパルスレーザーのように撃つ事にした。これなら一回の攻撃で七匹全部を始末できる。

　連続で魔法を使ってもいいのだが、手間取って召喚陣の向こうに逃げられたらイヤだからね。

　方針が決まったら素早く実行！

　圧力さえ感じそうな閃光と強烈なオゾン臭が生まれる。

　オレは「光量調整」スキルの助けを借りて、閃光の向こうのクジラに向けて擬似パルスレーザーの軌道を導く。

　パルスレーザーがクジラの頭を切り落とし、その余波がはるか彼方かなたの雲を撃ち抜いた。

　最初の一匹と同様にオレを見下ろすように輪を描いていたクジラ達が、一斉に身を捩よじらせる。

　今更逃げようとしても遅い。

　オレは一匹目のクジラの頭を落としても勢いを止めず、そのまま次々と残り六匹のクジラの頭を切り落としていく。

　──よし、一撃でクリア！

　あの大質量が落下したら大惨事なので、すぐさま天駆と縮地で接近し「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばして、全てのクジラをストレージに回収する。

　焼けたのか血肉が蒸発したのか、クジラ肉の近くは少し熱かった。

　レーザーで焼き切ったのに、結構な量の体液が飛び散っている。液体といっても相当な質量なので、放置したら地上の人達が大怪我をするかもしれない。

　瞬きほどの時間でそれらの判断を下したオレは、「理力の手マジツク・ハンド」を細く長く伸ばして、体液をストレージに収納していく。

　体液の中から寄生虫のような生き物が空中に残ったので、闘技場外に落ちるモノを優先に再使用した「光線レーザー」で抹殺してからストレージに回収する。

　射角の関係で間に合わなかった寄生虫もいたが、直下付近に王子がいたので倒してくれるだろう。

　そんな処理を終えて一息ついたところで、喧けん騒そうに包まれていた闘技場が静かになっているのに気付いた。

　……え～っと。

　クジラが美お味いしいのがいけないと思います！





＞称号「整理人」を得た。

＞称号「姿なき支援者」を得た。

＞称号「戦場の支配者」を得た。

＞称号「大怪魚殺し」を得た。

＞称号「光術師」を得た。

＞称号「天空の料理人」を得た。






　　　　◆




　──しまった。

　少々クジラ肉確保に全力を出しすぎた。
















　すごい見られている気がする。幸い、クジラの蒸発した血が靄もや状になっていて、こちらの姿は見えていないはず。

　それにオレみたいに「遠見クレアボヤンス」を使っている者の気配もない。

　今更隠れても手遅れだし、勇者ナナシの姿だから見られても別に良いだろう。

　ただし、ナナシの正体がサトゥーだとバレるのは困る。

　深夜の魔法修行時にアリサと考えた勇者ナナシ・バージョンⅢが日の目を見る時がきたようだ。

　オレはストレージから取り出した新衣装に早着替えし、「変声」スキルの助けを借りて、女性声優の作る少年声に変える。

　さて、オレらしくない馴なれ馴れしい失礼な性格を演じよう。

　これまで黄肌魔族への手出しは控えていたが、バージョンⅢの性格設定ならば空気を読む事はしないはずだ。積極的に手を出すスタイルで行こう。

　オレはフリーフォールも真っ青の速度で地上に急降下し、「誘導矢リモート・アロー」で闘技場に残っていた魔物数匹と黄肌魔族の回復球キユアボールを破壊した。

　余った分は黄肌魔族に回したが、そちらは黄肌魔族の火炎魔法に焼かれて迎撃されてしまったらしい。

「──誰だ！」

『何者デェスか？』

　勇者と黄肌魔族の誰すい何かが重なる。

　両者は互いに距離をとりながら、こちらを警戒しているみたいだ。オレは、高度を下げて、地上一〇メートルほどまでに降下する。

「ボクはナナシって言うんだ。宜よろしくね」

　オレは年齢性別不詳の声と口調で答える。

　──キケン。

　危機感知が勇者の背後の美女の方向から脅威を知らせてきた。

　そういえば、彼女達が詠唱を始めて二、三分経っている。何かの上級魔法なんだろうけど、危機感知の反応からして市内で使えるレベルの魔法じゃなさそうだ。

　ダメだ──アレハ、トメナイト、イケナイ。

　これだけ焦燥感に駆られるのは魔王戦以来だ。一応ログを見たが精神魔法とかではないらしい。

　勇者を説得して中断させるのがベストなんだろうが、問答をしている時間がなさそうなので、少し強引に行く。

　まず「魔法破壊ブレイク・マジツク」で彼女達の呪文詠唱を強制中断。

　当然、魔法の構成を破壊されて指向性を失った魔力が周囲に溢れ出した。

　深夜の各種魔法実験の経験から、この流れは予想できていたので「理力結界マナ・セクシヨン」で美女達を守る。

　さほど強い防御魔法じゃないはずだが、問題なく守れたようだ。

　ただし、魔法の強制中断による反動フイードバツクがあったようで、美女達が地面にうずくまってしまった。

「何をする！」

　勇者が美女達に駆け寄りながら、こちらに抗議してきた。

「ごめんね。その魔法はちょっと危な過ぎるんだ。悪いけど中断させて貰もらったよ」

　それを肩を竦すくめて軽い口調で詫わびる。

　やはり、勇者なら周辺被害を抑える工夫はして欲しいものだ。再放送でやってたツバサマンを見習って欲しい。

『これは失笑なのデェス。仲間割れデスか？』

　黄肌魔族が新しい回復球キユアボールを生み出しながら嗤わらう。

『恐らく幻術を使って大怪魚を召喚ゲートに引き返させたのデェスね？　なかなか知恵の回る卵がいたものなのデス』

　あれ？　そういう解釈なのか？　それに卵って何だろう？　何かの隠語かな？

　どうやら、黄肌魔族にとって大怪魚をレーザーの一撃で倒すのは、幻覚と切って捨てられるほど非常識な光景だったらしい。

　そして、危機感知が新たな危険を知らせてくれた。

　空間の隙間から湧きあがるように現れた、勇者の銀船からだ。

　しばし船首を彷徨さまよわせていたが、迷った末に白い輝きに満ちた船首主砲の照準をオレに固定した。

　どうも、勇者が抗議していた姿を見てオレを敵と判断したみたいだ。

　──短絡的なやつらめ。

　そう内心で悪態を吐いたが、客観的に見て怪しい風体だったので無理もない。やはり仮面の見た目が正義の味方っぽくないのだろう。

　どこか近未来的な響きの効果音付きで、銀船から光線が放たれた。

　オレは光魔法の「集光コンデンス」を使って光線の向きを上空に逸そらす。

　受け流した感触からして、オレの「光線レーザー」四本から八本分くらいの威力がありそうだ。

　光線を発射している船首が赤熱してきているので、そのうち攻撃が止まるだろう。ただ逸らすのもエネルギーのムダなので、黄肌魔族が再召喚していた回復球キユアボールの掃除に流用してみた。

『光ひかり船ぶねの光線を曲げるデェスか？　ただの卵かと思ったデェスが、既に孵ふ化かしてるようデース』

　黄肌魔族が良く判らない妄言をオレに向けて喋しやべる。

　恐らく光船というのは勇者の乗っていた銀船の事だろう。

　勇者が船内の仲間に向かって何かを叫んでいるが、乗組員達には聞こえていないみたいだ。

「不ふ甲が斐いないぞ勇者！　[image: ]踊れ[image: ]クラウソラス」

　──あれ？

　王子はまだ無事だったらしい。

　銀船に続いて、王子までがオレを敵認定して空飛ぶ聖剣を撃ち出して来た。クジラの血を頭から浴びたのが気に障ったのかもしれない。

　オレは顔を横にずらして聖剣を避け、聖剣が近くを通過する寸前に柄つかを摑つかんで止める。

　聖剣が手の中で暴れるが、一気に聖剣から魔力を吸い上げたら大人しくなった。

　──それにしても、王子。

　ずいぶん草臥くたびれた姿に変わったんじゃないか？

　鎧よろいが半壊し、むき出しになった肌には魔物が喰くらいついたと思おぼしき傷きず痕あとが無数に残っている。よく失血死しないものだ。

　王子の近くに落ちた寄生虫達との死闘の痕だろう。

　聖剣を持つ王子なら、余裕で倒せると踏んで放置したのだが、この惨状を見る限り、王子は思いのほか苦戦していたようだ。

　彼の傍らには、いつの間にか少年騎士が戦場に復帰しており、狂ったように哄こう笑しようしながら魔物の死体に剣を突き立てている。

　オレが王子達に気を逸らした隙に、黄肌魔族が足元に送還陣を作り出して逃走を企たくらんでいた。

　──逃がさないよ？

　オレは素早く「魔法破壊ブレイク・マジツク」を使って送還陣を破壊する。

　さらに縮地で急接近して、「魔力強奪マナドレイン」で黄肌魔族の魔力を奪う。

　残念ながら一度に全魔力を奪うのは無理みたいだ。一回で奪えるのは三〇〇ＭＰほどらしい。

『グヌヌ！　たかが雛ひな相手に、こうまで容易たやすく魔力を奪われるなんてありえないデース！』

　さっきから卵だの雛だの良く判らない事を言うヤツだ。鶏肉は好きだが、鶏肉扱いされるのは御免こうむる。

　オレの「魔力強奪マナドレイン」の射程外に逃げようとする黄肌魔族を縮地で追い回して、魔力を奪っていく。

　七一レベルなら全部で七一〇ＭＰくらいかと思ったが、「魔力強奪マナドレイン」を三回使っても尽きる様子が無い。どうやら魔族の保有ＭＰは人族よりはるかに多いみたいだ。

　さらに一〇回ほど繰り返すと魔力強奪マナドレインができなくなった。黄肌魔族のヤツはオレよりＭＰ総量が多いようだ。

　奪った魔力は余剰なので、丁度持っていた聖剣クラウソラスにチャージする。

　片手剣サイズだった聖剣が魔力を注ぐたびに大きくなっていく。アリサがいたら変な連想をして、ニヨニヨと頰を緩めていたに違いない。

　聖剣クラウソラスは魔力を五〇〇ＭＰほど注いだところで膨張が止まった。博物館にあったレプリカくらいの大きさだ。

　どうやら、あのレプリカは事実に基づいて作られていたようだ。

『ぐぬぬ、どうやら雛の出自は吸血鬼バンパイアの真しん祖その類だったのデスね』

　今度は吸血鬼バンパイア扱いか……。

　とりあえず、魔力を奪いきったので「魔法破壊ブレイク・マジツク」で防御魔法を破壊して殴るというコンボを続けてみた。魔族が何か言っていたが適当に聞き流す。

　黄肌魔族の防御魔法をあらかた剝はぎ終わり、体力を九割強ほど削り終わったところで、勇者一行の前に黄肌魔族を投げ飛ばす。

「──チィッ」

　目の前に飛んできた黄肌魔族を勇者の聖剣アロンダイトが躊ちゆう躇ちよなく両断する。二つに分断された黄肌魔族が黒い塵ちりになって消えた。

　やはり防御魔法が切れていると聖剣で簡単に倒せるみたいだ。

　一度に複数の魔法を破壊できるような新魔法を開発してみるのも良いかもね。

　黄肌魔族は滅ぶ時に『やり直しを要求するのデース』とか叫んでいたが、何をやり直したいのかは最後まで不明だった。




　勇者が抜き身の聖剣アロンダイトを片手に、オレの前に歩いてきた。

「──どういうつもりだ？」

「因縁のある相手だったんでしょ？」

「ふん、礼は言わんぞ」

「別にいいよ。禁呪が発動していたら倒せていた相手でしょ？」

　黄肌魔族の余裕から見て禁呪への対抗手段があった気がするが、それを指摘するのは野暮というものだろう。

　しかし、この口調は失敗だった。無口キャラよりマシだが、喋りにくい。

「ところで、あのアホ王子が死にかけているが、助けなくていいのか？」

　勇者の言葉に王子の方を振り向くと、血溜だまりの中で何匹もの線虫のような雑ざ魚こ魔物に嬲なぶられていた。

　──おかしい。

　さっきまで血ち塗まみれ肉片塗れでスプラッタだったものの、互角以上に戦っていたはずだ。

　そんな王子を、勇者は積極的に助ける気が無いらしい。

　オレも助ける義理はないのだが、あの魔物を倒せば闘技場の騒動も終結するので、不本意ながら助ける事に決めた。

　この魔物だが最初に見たときは二〇レベル前後のモノばかりだったのに、いつの間にか五〇レベルのモノが数体交ざっていた。

　どうやら「生命強奪ライフ・ドレイン」というスキルで、他の魔物達や王子達からレベルや生命力を奪って急成長していたようだ。

　──なるほど。

　どうりで、王子の髪がいつの間にか白くなっていたはずだ。

　あんなに皺しわも無かったし、レベルも四〇台後半はあったはずなのに、さっき見たらレベル二〇台まで落ちていた。

　少年騎士も王子と似たような感じだが、王子よりはかなりマシだ。レベルもギリギリ三〇台を維持しているし、髪は白いものの老化はしていない。

　王子もオレにクラウソラスを投げつけなければ、もうちょっとマシだったろうに哀れだ。

　二人が死なない内に、魔物を倒してしまおう。

　誘導矢リモート・アローを使った方が早いのだが、せっかくの聖剣なので使ってみる。

「[image: ]踊れ[image: ]クラウソラス」

　手から浮き上がった聖剣クラウソラスが、重ねた紙がバラけるように増えていく。

　──おおっ！

　オレが驚いている内に聖剣が一三枚の薄い剣身に分かれ、実剣の外側に青く輝く光が刃を形成する。

　さらに視界に「誘導矢リモート・アロー」と同じような照準マークがＡＲ表示された。

　軌道も同様に設定できるみたいだ。そのまま雑魚魔物に向けて刃を撃ち出す。

　刃は次々と魔物を切り裂き、瞬く間に殲せん滅めつを終える。

　さて、退場前に瀕ひん死しの王子達の怪我を少し治しておこう。このまま死なれても、オレが魔物を嗾けたＭＰＫしたみたいで後味が悪いからね。

　生命力の強そうな寄生虫タイプの魔物が再生しても面倒なので、「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばして残ざん骸がいをストレージに回収してから、地面に残された王子達を水魔法で治癒する。

　少しだけのつもりだったのだが、一回で王子達の体力が完全回復してしまった。

　白髪や老化は治らなかったが、そこまでは面倒を見るつもりはない。

　大国の王子なら若返りの薬なり、神殿に行くなり、何がしかの回復手段があるだろうからね。

　二人とも装備が破壊されていて半裸だったので、以前盗賊から回収したマントを体の上に掛けておく。




　闘技場の向こうから鳥人族の偵察隊が飛んできた。

　どうやら領軍がようやくやって来たようだ。マップで確認すると、鉄のアイアンゴーレム四五体と騎士を主力とした三〇〇〇人が闘技場を包囲しているようだ。移動砲台も何両か来ているらしい。

「ちっ、今頃来やがったぜ」

「勇者、ボクはそろそろお暇いとまさせてもらうよ」

　悪態を吐く勇者に別れの言葉を告げる。そろそろ退場しないと面倒だしね。

「あまり、権力者の近くには行きたくないんだ」

　すみません、本当は既に権力者サイドです。

「その気持ちは判るぜ。見えているだろうけど、俺様は勇者ハヤト・マサキ。紛らわしいがマサキが苗字だ。あんたも日本人──いや、その髪は転生者だな。元日本人なんだろう？」

「日本人かどうかなんて、言わなくても判るんじゃない？　ボクは勇者ナナシ。いつか戦場で会う事もあるかもね」

　登場時に一度名乗ったが、勇者ハヤトの名乗りに合わせて、もう一度だけ「勇者ナナシ」と名乗っておく。

　それにしても一人称が「俺様」なんてヤツに初めて会ったよ。

「待ってくれ！」

　オレが立ち去ろうとすると勇者が呼び止めた。

「なんだい？」

「さっきは仲間が砲撃して悪かった。それと……魔族退治の協力に感謝する」

　あれ？　謝罪はともかく、さっき「礼は言わんぞ」って発言していなかったっけ？

　そんな思いが伝わったのか、勇者が言葉を付け足す。

「──魔族退治の功績を恵んでもらう気はない。お節介に礼を言う気はないが、君の助力のお陰で仲間を誰一人欠けさせる事なく上級魔族を退治できた。だから、その事には素直に感謝したい」

　なるほど、オレがラストアタックだけを譲ったのは、勇者のプライドを傷付ける行動だったらしい。

「そっか。キミの謝罪と感謝を受け入れるよ」

「待ってくれ！　俺様と一緒に戦ってくれないか？　魔王との戦いで君が欲しいんだ」

　──うげっ。

　せめて「君の力が欲しい」と言って欲しい。

　本当に無表情ポーカーフエイススキルがあって良かった。変な表情をせずに済む。

「それはプロポーズ？　せっかくの誘いだけど遠慮しておくよ」

「ち、違う！」

　オレのからかいに顔を赤くして否定する様子からして、勇者のゲイ疑惑が深まる。

　同性愛者に偏見はないが、オレは異性愛者ノンケなので、男に迫られても嬉うれしくない。

　そこに軍靴の音を響かせて、領軍の先遣部隊が観客席に姿を見せた。

「じゃ、またね」

　勇者に手を振って、空に舞い上がる。

「ああ、今度は魔王との戦場で会おう！」

　しまった、魔王を倒したのを言い忘れていた。

「公爵領に出た魔王なら、もう倒したよ」

　急いでいたせいか、称号が「真の勇者」ではなく「勇者」になっていたので、前者に付け直す。

「──え？」

　オレの言葉に勇者が目が点になるほど驚く。

　彼の「どういう事だ！」と叫ぶ声を、先遣部隊の「王祖様」コールが上書きした。

　──王祖様？

　その疑問は「遠見クレアボヤンス」の魔法で自分の姿を見て納得した。

　一三枚に分割した聖剣クラウソラスがオレの周りに浮遊している姿が、博物館にあった王祖の絵画そっくりだ。

　どうやら、彼らはオレを王祖ヤマトの再来とでも誤解しているらしい。

　しかし、王祖ヤマトは二メートルの大剣を振り回す大男のはずだ。

　今のオレの華きや奢しやな姿と一致しないと思うのだが、斥候達と距離があるから背丈までは判らないのかもしれない。

　なんとなく居た堪たまれない雰囲気だったので、オレはさっさと退場する事にした。

　天駆で数百メートル上昇してから、風魔法の「大気砲エア・カノン」を使って加速する。

　なかなか速い。時速二〇〇キロは軽く超えているようだ。そのうち最大速度の実験をしてみよう。

　それにしても、空の彼方かなたへ消えるなんて、昭和のヒーローみたいな気分だ。







　クジラ・パーティー





〝サトゥーです。給食に出たクジラ肉の調理方法で年代がバレるという話を聞いた事がありますが、実際は地域によっても変わるので一概には言えないそうです。重要なのは美お味いしい事ですよね。〟






「やったー！　今日は和風ご飯なのね！」

　食卓に並んだラインナップを見て浴衣ゆかた姿のアリサがテンションを上げる。

　テーブルにはタケノコの炊き込みご飯と味み噌そ汁しる、筑ちく前ぜん煮に、昆布巻き、煮豆、枝豆、厚揚げ、冷や奴やつこ、大和やまと煮に、そして肉好きっ子達用の唐揚げの山が並ぶ。

「わふ～？」

「わふわふ、なのです！」

　タマとポチは「和風」の意味が判らないなりに、唐揚げの山を見て飛び跳ねて喜んでいる。楽しそうで何よりだ。

　カリナ嬢や他の子達も料理を見回して目を輝かせている。今日は和風デーなので、食事だけでなく全員アリサと同じ浴衣姿だ。

　ナナとカリナ嬢はアリサが厳重に着付けをしていたので、胸元に一分の隙も無い。

　残念──もとい、実に健全だ。

「この香りは何でしょう？　鳥の唐揚げとは違う匂いがします」

　リザが唐揚げの山の前でうっとりと目を細め、飛び跳ねていたタマとポチもその左右に並んでスンスンと香りを楽しみ始めた。

　ミーアの席の前には今回初挑戦の新作揚げ物が置いてある。

「野菜カツ？」

「そうだよ、ミーア用にレンコンやアスパラの野菜カツを作ってみた」

「サトゥー！」

　破顔したミーアが腰に抱きついてくる。

　前から唐揚げを食べる他の子達を見て、羨うらやましそうにしていたから試しに作ってみたのだが、予想以上に喜んでくれたようだ。

「マスター！　ミソスープに黄色い星が浮かんでいると報告します！」

　味噌汁の器に顔を近づけていたナナが、星形のサツマイモを見つけて興奮気味にオレの手を引く。

　これは蒸ふかしたサツマイモを練ってから星形に焼いた物だ。スジが多かったので除去するのが大変だった。

　意外と手間が掛かったが、これだけ喜んでくれたら苦労が報われるというものだ。

「うわぁ、こんなご馳ち走そうは初めてっす」

「エリーナ、私達はカリナ様のおまけです。節度を忘れないように」

「は～い」

　今日は貴重食材大量ゲットのお祝いなので、カリナ嬢の護衛メイドをしているピナとエリーナも食卓に招いている。

　さて、皆が席に着いたら食事を始めようと思うのだが、アリサのテンションが高すぎてなかなか席に座ってくれない。

「うっはー！　こっちには煮豆もあるじゃない！　おお、枝豆まで！　や～ん、ネギとショウガがトッピングされた冷や奴さんまでいたら、もうどうにかなっちゃう」

「もう、アリサったら。喜ぶのはそのくらいにして、席に着いて。みんなが『いただきます』できないでしょ？」

「は～い、ルルお姉様」

　窘たしなめるルルにテンションが高いままのアリサが手を挙げて返事をする。

　そして、いつもの三倍元気なアリサの「いただきます」の合図で食事が始まった。

「うみゃ～」

「超で、グッドで、キューキョクなのです！」

「凄すごい……一嚙かみごとに旨みが溢あふれてきます」

　タマが唐揚げを頰張りながら、名古屋の人みたいな感想を言う。

　ポチは美味しさを伝えようとして、語ご彙いが空回りしている。

　リザに至っては感涙しそうな勢いだ。

「ご主人様、この肉は凄いです。一口ごとに力が湧いてくる様な気がします」

「もう、リザさんたら大げさね～。とりま唐揚げたんから行っちゃおう！」

　リザの言葉を笑い飛ばしたアリサが、大きく開いた口に唐揚げを投入する。

「おおぅ、こりは、んまいわ。今までに食べた事がない──うん？　でも何か覚えが……」

　アリサが真剣な顔で眉まゆを寄せ、もにゅもにゅと唐揚げを咀そ嚼しやくする。

「む～ん？　何の唐揚げだろ？　鳥じゃないし豚じゃないし。確かに食べたことがあるんだけど、思い出せない～」

　アリサがゆっくりと味わいながら首を傾げる。

「──わかった、クジラでしょ！」

　さすが、アリサ。

「昔、給食で大和煮とか竜田揚げとか出たわ～。でも、よくクジラの肉なんて手に入ったわね」

「ああ、運が良かったんだよ」

　うん、今日は実に幸運だった。

　高級食材が自分から出向いてくれるなんて、ラッキーだったとしか言えない。

「大和煮も食べるか？」

「うほほ～い！　食べる食べる！」

　小鉢に取り分けた大和煮も試食させてやる。

　悲しい事に、誰も手をつけていなかったヤツだ。見た目が悪かったのだろうか？

　オーロラ煮も作りたかったが、こっちの世界ではトマトがまだ入手できていないので見送った。

「やっぱ、クジラは美味い──」

　ホクホク顔で大和煮を頰張っていたアリサが動きを止めて笑顔を凍らせる。

「──あり？　クジラ？」

　味付けがイマイチだったかな？

「……ご主人様。今日の敵って上級魔族と何が出たって言っていたっけ？」

　ちょこんとオレの横に正座したアリサが、小声でオレに耳打ちしてきた。

　色々な魔物が出たのだが、アリサの聞きたい事は想像がついたので、周囲に聞こえないようにアリサに伝えてやる。

「大怪魚だよ」

「だ、大怪魚ってアレよね。王祖ヤマトの肖像画に出ていた空飛ぶ──クジラ、よね？」

　アリサの質問に首肯する。

　きっと王祖ヤマトも退治したクジラの肉を堪たん能のうしたに違いない。

「だ、大怪魚……空中要よう塞さい……」

　アリサがそう呟つぶやいて動きを止める。

　あれ？　大怪魚の肉はイヤだったのかな？

「──美味い物に罪はなし！」

　下を向いて唇をかみしめていたアリサが、カッと目を見開いて叫ぶ。

「むざい～？」

「しょーそ、なのです」

　タマとポチが胸元から取り出した扇子を広げて、アリサの横で踊る。

　アリサに教わるせいか、タマとポチのネタが謎だ。

「アリサ！　テーブルの上に足を乗せない！」

「はい、ごめんなさい！　ルルお姉様！」

　勢いでテーブルに片足を乗せたアリサが、ルルに叱られて「気をつけ」の姿勢で謝る。

　タマとポチはリザに叱られていた。

　アリサの反応で皆から忘れられたリザの発言だが、後日検証したところ、彼女の直感は当たっていた事が判明した。

　後で自分の能力値がモニターできるアリサと検証したところ、クジラ唐揚げ摂取後一定の間だけ筋力ＳＴＲ値や耐久値などの値が一割ほど上昇していた事が判ったのだ。

　手持ちの素材で確認したところ、普通の食べ物にはそういった効果はなく、一部の魔物の食材だけの効果のようだ。今後も、折をみて研究してみようと思う。

　それはそうと、クジラの唐揚げは皆に大好評だった。

「ひとくちごとに～」

「ニクワキーチーオドリグイなのです」

　うん、ポチ。気に入ったのは判ったから落ち着いて食べよう。肉が沸くとか怖いことを言わないで欲しい。

　昔ゲームで見た肉人とか思い出してしまったじゃないか。

「もしかして、この唐揚げは高価な物では無いのですか？」

　リザが心配そうに尋ねてきた。

　幾ら大金を積んでも手に入らないという点から言えば高価だと思うが、一匹あたり何万トンあるか判らないのだから食いきれるものでもない。

「気に入ったかい？　たくさんあるから気にせず食べて良いよ」

「──はいっ」

　オレの言葉にリザが拳こぶしを握り締めて頷うなずいた。もっと気楽に食べようね、リザ。

　よほど口に合ったのか、クジラの唐揚げを獣娘達やカリナ嬢が凄い勢いで食べている。

　カリナ嬢やそのメイド達は咀嚼に忙しくて無言だ。

「タマ、ポチ、その唐揚げは私が確保していた物です。その両手のフォークに刺した二つで満足しなさい。ああ、カリナ様、そんな無造作に飲み込まず、もっと味わってください」

　──落ち着け、リザ。

　唐揚げの山が瞬く間に減っていくのに不安を覚えたのだろう。

　オレは壁際で微笑を浮かべていた給仕係のメイドに、保温魔法道具マジツク・アイテムから唐揚げのお代わりを持ってくるように頼む。

　もちろん、それ以外のメニューも好評だった。

「タケノコご飯」

「美味しいですよね」

「ん、美味」

「ミーア、こちらの筑前煮も美味しいと報告します」

「取って」

　他の子達はマイペースに色々な皿を楽しんでいるようだ。

「ミーア、こっちの赤い帯の昆布巻きは中に魚が入っていないよ」

「サトゥー」

　嬉うれしそうなミーアが箸はしを咥くわえながら微笑む。

「唐揚げもいいけど、大和煮もたまんない。こっちの昆布巻きの具に入った魚が絶品！　久々の冷や奴がたまりまへん！　ショウガ載せて醬しよう油ゆとか最強すぎる──」

　アリサは独特の満喫の仕方をしているようなので、好きにさせてやろう。

　少々おっさん臭いが、そこを突っ込むのは野暮というものだろう。

　オレも皆の楽しそうな笑顔に癒されながら、色々な料理を堪能した。




　　　　◆




　楽しい夕食後、オレはとある訪問客を迎えていた。

　メイドから来客を聞かされた時は知人か勇者関係者だと思ったのだが、意外な事に初対面の相手だった。

　メイドに案内されて応接間へと入る。

　そこにはピンク色の髪と碧あお色の瞳ひとみをした少女が待っていた。

　見覚えのある顔だ。昼間の黄肌魔族退治の時に見かけた子だろう。

「黒髪……ニッポンジン……」

　彼女はオレの顔を見るなり、目を輝かせて小さく呟く。

　恋する乙女のように熱い吐息を漏らしながら、衝撃的な一言を発した。




「初めまして、私の勇者様──」




　それが小国ルモォークのメネア王女との出会いだった。







　　　あとがき







　こんにちは、愛あい七ななひろです。

　この度は「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第六巻をお手にとっていただき、ありがとうございます！

　今回もギリギリまで本編にページをつぎ込んだので、あとがきは一ページになってしまいました。

　この第六巻ではセーラの姉にして勇者の従者リーングランデを抜ばつ擢てきし、物語を再構成しました。

　それに伴い公都の貴族との交流も増え、王子との絡みや理由もＷＥＢ版とは変わっています。

　また、ファンタジーさアップの為にサイド・エピソードもたっぷりと増強しました。ＷＥＢ版では名前のみだったあの方も、前巻までの前振りに応えて物語に登場していますのでお楽しみに！

　最後に恒例の謝辞を！　担当のＨ氏や新担当のＫ氏、そしてＳｈｒｉさん、その他この本の出版や流通販売に関わった全ての方、そして応援してくださっている読者の皆様に感謝を！

　本作品を最後まで読んでくださって、ありがとうございます！

　では次巻、黒竜編でお会いしましょう！





愛七ひろ


















蜘蛛ですが、なにか？　電子特別お試し版　（著：馬場翁　イラスト：輝竜司）
















　女子高生だったはずの「私」は、気がつくと見知らぬ地で、《蜘蛛》の化け物に生まれ変わっていた!?

　親蜘蛛の共喰いからは逃げのびたものの、迷い込んだ先は怪物たちの巣窟。毒ガエル、大蛇、巨大猿、果ては龍までもが跋扈する最悪のダンジョンを、小さな蜘蛛に過ぎない「私」は生き抜くことができるのか……って、無茶言うにもほどがあるでしょ！

　こんな状況仕組んだ奴、出てきやがれ──っ!!　ＷＥＢ中が応援した蜘蛛子ちゃんの生存戦略、堂々開幕！
















　勇者と魔王の戦いが幾度となく繰り返されてきた世界があった。

　その中で放たれた時空の大魔法は、日本のとある高校の教室で炸さく裂れつした。

　教室内にいた全ての存在は魔法の直撃を受け、あっけなく命を落とした。

　彼らの魂は、異なる世界で飛散し、それぞれが新しい命として生まれ変わる。








１　最初からクライマックス






　うぐおがー！




　叫び声をあげたつもりだったんだけど、うめき声も出やしない。

　それだけ今の私の体はやばい状態なのか？

　ＯＫ、落ち着け私。

　体に痛みはない。

　古文の授業中に、いきなりものすごい激痛に襲われたところまでは覚えてる。

　多分それで気を失ってたんだと思うんだけど、今はどこも痛まない。

　けど、目を見開いても真っ暗でここがどこだかもわからない。

　というか、まるで体を何かに覆われているみたいな感じで動かせない。

　感じというか、実際に、何やら微妙に弾力のある、けど硬い謎物質でできた何かに包まれてるっぽい。

　外からはカサカサという音が微かに聞こえる。

　え、何この状況？　拉ら致ち？

　イヤイヤ。

　私みたいな最底辺女攫さらって誰が得するよ？

　いろいろ疑問だけど、とにかく、脱出せねば。

　ピシッという音が響いた。

　お、体に力を入れて踏ん張ってみたら、私を覆っている何かが壊れはじめた。

　よし、このまま壊していざ脱出！

　さらに力を込めると、パカッと開いた。頭から這はい出す。これで私は自由だー！




　目の前に大量の蜘蛛くもがウヨウヨしてた。




　ホワィッ!?　ウエェェェイェ!?　キショッ!?

　なにこの巨大蜘蛛軍団!?　一匹一匹が私と同じくらいでかいんですけど!?　え、なんか卵みたいなものから次々出てくる！　さっきカサカサ聞こえてたのはこれかー!!

　思わず後ずさる。足に何かがあたって振り向く。

　うん？

　これは、あれか？　私がさっき這い出してきたものか？　なーんか、蜘蛛軍団の卵に似てるように見えるのは気のせいか？　似てるというか、そのものじゃね？

　改めて自分の姿を見直す。首が動かない。けど、視界の端に私の足らしきものが映った。

　……蜘蛛の足が。

　おおおおおおぉぉぉおおおお落ちちちち付けけけ！！！

　こ、これは、まさかのあれか!?　あれなのか!?　今ネットで流りゆう行こうのあれなのか!?

　イヤイヤイヤ！

　違うよね？　違うと言ってくれ！

　もう一度チラッと横を見る。周りにワサワサいる蜘蛛と同じ、細い針金のような足があった。

　意識して足を動かしてみる。私の思い通りに動いた。

　うむ。ここは潔く認めなければならない。

　どうやら私は、蜘蛛に転生してしまったらしい。




　ないわー。

　だが、途方にくれている間もなく、ボリボリッという音が聞こえてきた。何やら不穏な音だ。

　うん。

　現実から目をそらしちゃ、ダメだ。私の目の前にはおそらく私の兄弟と思われる蜘蛛軍団がいる。音を出すとしたら奴らしかいない。

　そーっと視線を前に戻す。そこには、ボリボリッと仲間を食う蜘蛛がいた。

　ホギャーッ!?　なにさらしとんじゃこいつら!?　えっ、食ってる？　共食いしてる!?

　私の目の前では、兄弟たちによる血で血を洗う生存競争が始まっていた。

　イヤイヤイヤイヤ！　まずいまずい！

　どうして血を分けた兄弟で争わなければならないんですか!?　あ、餌ですね。お腹減ったんですね。私も実は結構お腹減ってます。

　ハッ!?　いかんいかん。

　現実逃避してた。こんな戦場にいたんじゃ、いたいけな女子高生たる私はあっという間に男たちの毒どく牙がにかかってしまう！　比ひ喩ゆでもなんでもなくまんまの意味で！

　こういう時は三十六計逃げるにしかず。

　戦う？　ムリムリ。

　こちとら生きつ粋すいの帰宅部。あんなバイオレンスでキモイ連中と戦えるわけがないでしょ。あ、今の私の姿はあいつらと同じだった。

　うん。

　無駄なこと考えてる暇があったら逃げよう。そう思ったけど、どうやら少し遅かったらしい。ズンッという地響きが起こる。今度はなんだ!?　音と振動は背後から。後ろを振り向いたら、そこには見上げるほど巨大な大蜘蛛がいた。

　オゥ、マザーですか？　それともファザーですか？

　いかんいかん。

　また混乱してた。というか、え、でかすぎでしょ!?　私の大きさの数十倍はありそうだ。

　私の記憶が正しければ、地球上にそんな巨大な蜘蛛はいなかったと思うんですけど？

　あ。

　ヒョイ、パクッて感じで、大蜘蛛が小蜘蛛を爪の先でぶっ刺して食った。

　おつまみを食べるみたいな感覚で。

　マザー、貴様もか……！

　考えるのは後だ。今はここから無事逃げ出して、生き残ることを目指す！
















　全速力で逃げた。もう疲れて動けないってくらいになって、ようやく落ち着いた。振り向いても追ってきてる奴はいない。

　あー、死ぬかと思った。生まれてすぐ死亡とかシャレにならん。

　さて、人心地ついたし、ちょっといろいろ考えなきゃいけない。

　まず、なんで私死んだ？

　いや、これも考えてみたら、死んだって私が思ってるだけなんだよね。

　死んで転生して蜘蛛になったって、勝手にそう思い込んでるけど、私自分が死んだ記憶がないし。

　最後の記憶は、岡おかちゃんって呼ばれてる先生が、古文の朗読をしてる最中だったかな？

　私はうつらうつら居眠りをしていたんだけど、突然ものすごい激痛がして、そのあとの記憶がない。

　もし死んだんだとしたら、その謎の激痛が原因なんだろうけど……。

　激痛の原因すら見当もつかないからなー。

　一番有力なのは、やっぱりその時死んで、蜘蛛に転生したってパターン。

　あと考えられるのは、実は死んでなくて、魂だけ蜘蛛に憑ひよう依いしちゃったとか。

　私の本来の体は病院のベッドで植物状態になってたり。

　もっと突拍子もない考えだと、私は実は私の記憶を持ってるだけの赤の他人とか。

　本物の私は今も普通に授業を受けてるのかもしれない。

　うーん。

　考え出したらきりが無い。私が実は私じゃないとか、どうやって証明するんだって話だし。

　私は私であるが故に私なのだ、とか訳わからんことを言ってみる。

　大体、転生なんて突拍子もないことが、一番有力なパターンて時点で常識かなぐり捨ててるよね。

　とりあえず、この件は保留。

　我思う、故に我あり、の精神で、私は私であると仮定して生きていこう。

　んでもって、今の私は蜘蛛である。それはもう認めないわけにはいかない。

　逃走中の時、人間とは思えないような跳んだりはねたりとかできたし。

　で、私が蜘蛛だとして、さっき見た超巨大蜘蛛はなんなんだろう？

　うーん。

　状況を考えると、本当にあれが私の母親か父親だったんじゃないだろうか？　蜘蛛の生態なんてそんな詳しくはないけど、子供を食べちゃう親っていうのは、自然界では珍しくないはずだ。あいつら、生まれた瞬間から共食い始めるような種族だし、親が子どもを食ってもそんなに不思議じゃない気がする。

　あの巨大蜘蛛が親なのだとしたら、いつかは私もあのサイズになるってことかな？

　考えたらちょっと気持ち悪くなった。

　あー、いかんいかん。横道に逸それた考えを戻そう。

　まあ、あれだ。私が気になってることは一つ。

　ずばり私って、モンスターなんじゃねってことだ。

　ネットとかの小説だと転生って割とメジャーなジャンルの一つだけど、その中にあるんだよねー。

　魔物転生ってやつが。

　私って、地球の普通の蜘蛛なのか、それともここは地球とは違う異世界で、普通じゃない蜘蛛に生まれ変わってるのか。

　あの巨大蜘蛛を見ると普通の蜘蛛じゃない気がしてくるけど、もしそうなら生存難易度上がりそう。

　ダメだ。情報が少なすぎてわからないことが多すぎる。

　ここは地球か否か。私はモンスターなのかただの蜘蛛なのか。もしここが異世界だったとして、どういう世界なのか。

　知りたいことは山ほどあるけど、それを知るすべがない。

　あー、こういう時、小説とかだと鑑定スキルとかで情報収集できるのになー。

《現在所持スキルポイントは[image: ]です。スキル〈鑑定ＬＶ１〉をスキルポイント[image: ]使用して取得可能です。取得しますか？》

　オワッ。え？　……マジで？　突然頭の中に機械みたいな、まるでアナウンスみたいに感情の感じられない声が響いたからビックリした。二重の意味で。

　まずそんな声が聞こえたことにビックリ。

　もう一つはスキルなんてもんがあることにビックリ。

　地球にスキルなんてものはなかったし、こんなアナウンスみたいな声が聞こえることもなかった。

　となると、ここは地球ではないってことかな？　多分そう。

　そうなると、自然私イコールモンスター説も現実味を帯びてくるわけで。

　異世界でモンスターとか死亡フラグ立ってる気がするけど、考えないようにしよう、そうしよう。

　それよりも、あるのか。あるんだな鑑定スキル！　フッヒョイ！　テンション上がってきた！　なんか異世界転生っぽくなってきたじゃない！　答えはもちろんＹＥＳ！

《〈鑑定ＬＶ１〉を取得しました。残りスキルポイント０です》

　スキルポイントなるものは全部使い切っちゃったっぽいけど、今は気にしないでおこう。

　そ、れ、よ、り、も！

　今は念願の鑑定スキルを使っていろいろ調べるのが先決！

　適当にそこらへんに落ちてる石に向かって、〈鑑定〉と念じてみる。

　うまくいったような感触！　頭の中にスーっと情報が流れてくる。

〈石〉

　………ん？　あれ？　それだけ？

　イヤイヤイヤ。

　そんなはずないよね？　初めてだからきっと失敗しちゃったんだよ。もう一回試してみよう。

〈石〉

　………え？　まさか、本当にこれだけ？

　イヤイヤイヤイヤ。

　きっとこの石が何の情報の価値もない、本当にただの石ころだからに違いない！　今度は壁に向かって鑑定してみよう。もしかしたら、ここがどういう場所なのかわかるかもしれない。〇〇の洞どう窟くつとか、そんな感じで名称と説明がわかれば、大分気持ちが楽になるし。

〈壁〉

　……………。もう、何も言うまい。

〈鑑定ＬＶ１〉と、わざわざＬＶがついてることに、もう少し考えを巡めぐらせなきゃならなかった。

　つまり、ＬＶ１ではほとんど役に立たない効果しか発揮してくれないってことなんでしょ。

　ＬＶを上げればいいのかもしれないけど、スキルポイントは全部使っちゃった。

　ウワァー！　なんて無駄使いを私はしてしまったんだ！

　他にどんなスキルがあったのかはわからないけど、もしかしたらＬＶ１でももっと使えるスキルがあったかもしれないのに！

　いや、ここは逆に考えるんだ。鑑定でこんなざまなら、他のスキルもきっとＬＶ１じゃどうしようもない効果しか出なかったんだと。そうしよう、そう思おう。でないとやってられない。

　はぁー。ないわー。

　ついでに自分のことでも鑑定しとこうか。

〈蜘蛛くも　名前　なし〉

　ん？　蜘蛛って出るのは予想通りだけど、名前なし？

　我輩は蜘蛛である。名前はまだない、的な？

　まあ、前世の名前はあるけど、今のこの蜘蛛としての名前はないってことなのかな？

　とりあえず、使い物にならない鑑定スキルのことは置いておこう。というか、鑑定スキルのせいで余計に謎が増えた。

　鑑定スキルを取るために使ったスキルポイント。多分、このポイントを貯めるとスキルを新たに取得できるんだと思う。けど、そのポイントの貯め方がわからない。

　ＬＶだとかスキルだとかポイントだとか、ゲームみたいな世界だ。

　まあ、それならそれで楽しそうだからありっちゃありかな？

　楽しむ余裕があるかどうかはわかんないけど。

　とりあえず、お腹空いた。

　いつまでも同じ場所にいても仕方ないし、そろそろ移動して何か食べ物を探さないとまずいよね。




　ちょっと歩いてみて思ったけど、この洞窟広すぎ！

　あくまで今の私と比較してって話だけど、天井も見上げるくらい高いし横幅も同じくらい広い。

　デコボコした岩があちこちにあるおかげで、ちょっと雑多な感じはするけど、それでも洞窟としてはかなり広々としてる。その道が枝分かれしている。

　私は手頃な大きさの岩に登って、そーっと道の先を覗のぞいてみる。なんかおる……！　見るからにモンスターな外見の化物がそこかしこにいた。

〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈蝙蝠こうもり〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈狼〉〈狼〉〈狼〉〈狼〉〈狼〉〈狼〉……

　あ、痛!?　頭痛!?　鑑定が暴発して情報が一気に流れ込んできたせいか、頭が痛い。

　しかし、言われてみれば鹿っぽいけど、私の知ってる鹿は、あんな名刀みたいな輝きを放つ角はしていなかったと思うなー。空中をバタバタ飛んでる蝙蝠も、蝙蝠って言うよりかは、醜悪な齧げつ歯し類るいに悪魔の羽が生えたような感じだ。狼は比較的普通、かと思いきや、足が六本あるや。

　ここを突破すんの？　ムリじゃね？　いやー、さっき生まれたばっかの小蜘蛛に無茶振りもいいとこだね。難易度ルナティックすぎでしょ。

　コソコソと岩を降りる。

　あー。モンスターだねー。ここ地球じゃないねー。

　そしてあの鹿やら狼やらが地球と同じサイズなのだとしたら……。

　考えない！　考えない！

　さて、どうすっかなー。

　前はモンスターハザード。後ろは蜘蛛地獄。あれ？　これ、詰んでね？

　まあ、待て。落ち着き給え。

　こんなこともあろうかと、私はちゃんと解決策を用意していましたとも。

　まあ、そんな御大層なもんじゃなくて、単純にもう一本の道を見つけてたってだけだけど。どでかい通路のせいで目立たない、もう一本脇道があった。壁に控えめに開いた穴みたいな通路だ。それでも高さは３メートルくらいあるし、横幅も同じくらいあるので、通る分には問題ない。

　とにかく食べ物を目指して探索しよう。理想はこの洞窟の出口を発見すること。

　そうと決まればレッツラゴー！

　て、意気揚々と移動し始めたのはいいけど、迷っちゃった。

　いやー。改めて言っていい？　この洞窟、広すぎ！　え、なんなのこの広大な迷宮は？

　さっきから道がむちゃくちゃ枝分かれしまくってんですけど？

　分かれ道の数？　10越えたところでそれ以上数えるのは諦あきらめました。

　魔物にも結構遭遇した。その度に逃げまくってたせいで、元の道もわからなくなっちゃった。

　あー、ないわー。

　この迷宮、攻略しようと思ったら地図は必ひつ須すじゃん。出口見つけるどころじゃないわー。

　そして、私ってばとんでもないもの発見しちゃったのよねー。

　地面にあったもの、それは人の足跡だった。

　何人か分の足跡がくっきりと残ってる。つまり、ここには人が来てるということだ。というか、ちゃんと人が生きてるということだ。人がいるのには感動した。

　けど、それとは逆に、ちょっと、いや、かなーり、やばい事実に気づいてしまった。

　私の体は、人の足跡よりもはるかに大きかった。

　この足跡の人たちの大きさと比較すると、私の大きさは、体長１メートルくらい、かな……。

　イヤ、きっとこの足跡は小人さんのものだよ。

　そうだそうだ、あっはっは！

　ないわー。ないない。

　ああ、うん。

　あの巨大蜘蛛を見た時から薄々そんな気はしてた。今の私はどう贔屓ひいき目めに見てもモンスターですありがとうございます！

　あー、目をそらし続けてきたけど、ついにどうしようもない事実を突きつけられてしまった。

　蜘蛛に生まれ変わったってだけでもショックなのに、さらにモンスターだもん。

　これはへこむ。人によってはそのまま絶望して自害するかもしれないくらいへこむ。まあ、私は死のうとまでは思わないけど。あー、でもへこんでばかりもいられない。

　ここが地球じゃない異世界だとしたら、どんな危険があるかわかったもんじゃない。あの巨大蜘蛛みたいな化物が他にいないなんて保証はどこにもないし。あの巨大蜘蛛、私のサイズから予想すると、体長30メートルくらいあるんだけどね……。

　あれ、人の手に負えるのかな？　ムリじゃね？　どう考えてもあれはボスモンスターでしょ。

　となると、私はそのボスモンスターの子供ってことか。

　それってまずくね？

　もしかしなくても、私、人に出会ったら殺されちゃうんじゃない？

　ありえるわー。というか、その可能性大。

　ふと、足跡の横に何かが転がっているのが見えた。

　なんだろ？

　気になったので見てみると、そこには解体された蜘蛛の死し骸がいがあった。

　あー、これ私と同じ種類の蜘蛛だねー。

　見事に解体されてるねー。多分人間の仕業だろうねー。

　これダメなパターンだ！

　人間に見つかったら確実に殺やられる！

















Ｓ１　日常が終わった時






　その日は、何の変哲もない日だった。学校に行って、友達と駄だ弁べって、授業を受けて、家に帰ったらゲームして、飯食って風ふ呂ろ入って寝る。そんな、在あり来きたりな日になるはずだった。




　俺はその日、眠い目をこすって学校に向かっていた。

　前の日に夜遅くまでオンラインゲームで遊んでいたツケが来ていたのだ。

　学校につき、欠伸あくびを嚙かみ殺ころしつつ教室に入る。

「はよー」

「おはよう」

「オッス。……どした？　すんげー眠そうだけど」

　俺は同じクラスの友達、笹ささ島じま京きよう也やと大おお島しま叶かな多たに挨あい拶さつをする。

　この二人は俺と同じゲームで遊ぶ、いわゆるゲーム仲間だ。

「おう、聞いて驚け。昨日ハゲさんと野の良らパーティー組んだ」

「マジで!?」

「おう、マジマジ。おかげでほぼ徹ゲーしちまった」

「うわー。マジかー。あれか？　俺が落ちた後か？」

　叶多は途中まで俺と一緒に遊んでいた。

　けど、そろそろ寝るからと言って先にログアウトしていたのだ。

「チクショウ。それならもうちょい粘ねばっておけばよかった！」

　本気で悔しそうな叶多。けど、叶多が抜けたから野良パーティーを募集したんであって、叶多がそのままインしていたら、ハゲさんと一緒になることはなかっただろう。

「で、で。間近で見たハゲさんってどうだった？」

　京也に聞かれて、俺はハゲさんの勇姿を思い出す。

「あれは人にん間げん業わざじゃないわ。べスベルウィッチの魔法を、前進しながら避けるとか信じられるか？」

「さすがハゲさん。韋い駄だ天てんの二つ名は伊達だてじゃないね」

「いや、いくら素早さガン振りでも、腕がなきゃそんな芸当できねーだろ。やっぱ最後にものを言うのはこれだよ」

　叶多が自分の腕を叩たたきながら言う。

　確かに、同じステータス、同じ装備でも、ハゲさんと同じことができるとは思えない。

「あー。ゲームの世界に生まれ変わりてー」

「それいいな。今日終わったらレベル上げやるか？」

「いいよー」

「俺も賛成。なるべくキツイとこでトレーニングしようぜ！」

　話がまとまったちょうどその時、チャイムが鳴った。そのまま解散し、それぞれの席に着く。

　その約束が果たされることはないと知らずに。




「あれ？」

　席に着いて授業の準備を始めて、俺は筆箱が鞄かばんの中にないことに気づいた。

　そういえば、ゲームの情報をノートにまとめるために、使った記憶があった。

　多分そのまま鞄にしまい忘れてしまったんだろう。

「あちゃー」

「どうしたの？」

　俺の声に、隣の席に座る長は谷せ部べ結ゆい花かが反応した。

「筆箱忘れた」

「ありゃりゃ。仕方ない。あたしの貸してあげるよ」

　長谷部はそう言ってシャーペンと消しゴムを渡してくる。

「悪い」

「うむ。お菓子一個で手を打とう」

「無償じゃねーのかよ」

　苦笑しつつ了承して手を振る。やっぱりその約束も、守れないと知らずに。




　そして、古文の授業の時に、それは来た。




　眠い。俺は猛烈な眠気と戦っていた。

「はいはーい。注目ですよぉー？　教科書37ページ１行目からぁー、そうですねぇー、授業中にスマホ覗のぞいている漆しの原はらちゃんに訳してもらいましょうー」

「うえっ!?」

　指名された漆原美み麗れいが素すっ頓とん狂きような声を上げつつスマホを隠そうとする。

　その隣では夏なつ目め健けん吾ごが笑いを嚙かみ殺しているが、さりげなく自分もスマホをいじっていた。

「他人ひと事ごとじゃないですよぉー、夏目くん。漆原ちゃんが答えられなかったら次は夏目くんの番ですからねぇー？」

　夏目の手元にも気付いていた岡ちゃんこと岡おか崎ざき香か奈な美み先生の指摘に、教室の中で控えめな笑いが起こる。

　笑われた夏目は顔を赤くして憮ぶ然ぜんとした表情をしていた。

　一番笑っていたのは夏目と最も仲のいい桜さくら崎ざき一いつ成せいで、わざわざ一番前の席から夏目のことを振り返って指を差して笑っている。

「はいはーい。静粛にぃー。漆原ちゃん答えをどうぞぉー」

　結局指名された漆原さんも、次に指名された夏目も答えられずに、また教室に笑いが起こった。

　そんな弛し緩かんしたムードの中、岡ちゃんが朗読を始める。

　俺にはその声が子守唄うたのように聞こえていた。

　このままでは寝る、と思い、教科書から顔を上げる。

　ほとんどの生徒は教科書に視線を落としている。

　不真面目にしていると漆原さんや夏目の二の舞になるからだ。

　岡ちゃんは普段優しいし、気さくだけど、授業をサボったり不真面目な態度だったりすると、結構容赦ない。

　そんな中、俺の視線はある生徒で止まった。

　目に入ったのは、左前の席に座る女子生徒の姿だ。リホ子と呼ばれている。本名ではない。

　リアルホラー子、略してリホ子だ。

　ガリガリに瘦やせていて、青白い顔に、いつも陰いん鬱うつな表情を浮かべている、不気味な女だ。

　あんまり人の悪口を言いたくはないんだが、そうとわかっていてもどうしても相容れない感覚がした。

　リホ子は眠気と戦う俺を嘲あざ笑わらうかのように、堂々と居眠りをしていた。

　苦々しい気分になりながら、リホ子から視線を外す。

　そこに、それはあった。それは、亀裂だった。

　教室の中で、俺以外にそれの存在に気づいていた奴はいなかっただろう。

　ちょうど教室の真ん中、その頭上で、何もないはずの空間に、亀裂が走っていた。亀裂としか言いようがなかった。しかも、それは段々と大きさを増していく。今にも割れそうになる亀裂。

　俺はそれを見ても、呆ぼう然ぜんとしているだけで何もできなかった。

　何かできたとしても、多分結果は変わらなかっただろうが……。

　亀裂が盛大に割れる。それと同時に感じる凄すさまじい激痛。

　そして、俺は、俺たちは、死んだ。








２　家賃０円のお宅






　そうだ、家つくろう。防犯対策バッチリな家を。

　このダンジョンからの脱出は諦あきらめた。適当に歩き回ってたら、不意のエンカウントでデッドエンドの未来しか見えない。魔物にしろ、人間にしろ、今の私には等しく強敵だ。強敵と書いて、ライバル、とか、とも、とか読まない。正真正銘、命の危険が危ないってやつだ。

　それに、人の出入りがあるってことは、出口を見つけたとしても出るに出れない可能性がある。

　だって人に見つかったら殺やられるし。出口のすぐ近くに人の集落とかあるかもしんないし。

　そういうわけで、私はこのダンジョンの中で生きていく決意を固めた。

　で、だ。生きていくのに必要なもの、衣食住。

　衣は、蜘蛛くもに必要だとは思えない。ここって温度とかはわりと快適だし。

　問題は、食と住。

　Ｑ、蜘蛛の主食ってなーんだ？　Ａ、他の昆虫です。

　おうふ……。そうなんだよねー。腹を満たすってそういうことだよねー。

　しかもさ、私のこの地球じゃありえないサイズからして、捕食対象って昆虫に限らないと思うんだよねー。具体的には、他の魔物とか、あんま考えたくないけど、人間とか……。

　大体からして、私の兄弟たちは、生まれてすぐ共食いし始めてたしねー。親っぽい巨大蜘蛛が子供を平然と食べてたし、私の種族って、生物全般が獲物って線もありえなくはなさそう。

　というか、こんな洞どう窟くつだと、それ以外の選択肢がない。つまり、私が腹を満たすためには他の魔物を仕留めて食べるしかないというわけだ。

　背に腹はかえられないし、ゲテモノだろうと食わなきゃ餓死する。

　手元には、一応食料と呼べなくもないものがある。

　さっき見つけた解体済みの蜘蛛の死し骸がい。

　牙きばとか足とか取られてるけど、胴体のほうは割と残ってる。

　でも、これを食べればまあ、今日一日くらいは食べ物の心配をしなくても大丈夫。食べられれば。

　ちょっと流石さすがにいきなり蜘蛛とかハードルが高すぎるし、何よりこいつ多分私の兄弟だし。

　見た目的にも倫理的にもちょっと遠慮したいなーと。

　そういうわけでちょっとこいつを食べるのは保留するということで。

　それにこいつを食べても保もつのは一いつ時ときだけ。

　今後ダンジョンの中で生活してかなきゃいけないことを考えると、継続的に食べ物をゲットしていかなきゃいけない。

　けど、他の魔物を食べるって言っても、必然的に魔物を仕留めなきゃいけないわけで。

　ぶっちゃけ魔物と戦うなんてムリだからね？

　ゲームだけが取り柄のもやしっ子にリアルファイトなんかできっこないって。

　で、考えた結論として、家をつくることにした。

　蜘蛛といえば、そう蜘蛛の巣すです！

　蜘蛛はその特殊な粘性のある糸で巣を作り、獲物を捕らえるのです。

　これがうまくいけば、食だけじゃなくて住の問題も一気に解決する。

　洞窟っていう地形もナイスだと思うんですよ。

　なんせ糸をそこらじゅうに張ることができるしね。

　そうと決まれば我が新居を製作しようではありませんか！

　兄弟の死骸を担いで人が来なさそうないい場所を見つける。

　え？　なんでそんなもん担かついでんのかって？

　保険です。いざとなったら選えり好ごのみも言ってられないのです。

　Ｔ字路になっていて、人の足跡なんかも全くない場所を見つけたので、ここにしよう。

　まずは糸を出す。お尻しり？　っていうのかな、の部分から糸が出るはずだから試してみよう。

　と思ったらもうすでになんか糸が出てた。あんれー？　私こんなもの出した覚えないんだけど？

　しかもこれ、ずーっと先まで伸びてる。もしかしなくてもこれ、私ずっと出しっぱにして歩き回ってた？

　うわー、なんか恥ずかしいな！

　あれだ、（自主規制中）に気づかなくて、（自主規制中）してたみたいな。

　無意識のうちに垂れ流していた糸はとりあえず放置。

　改めて、巣作り開始！




　私は完成した網を見て満足する。洞窟の通路を塞ふさぐように、見事な蜘蛛の巣が張られていた。

　いやー、これが本能ってやつなのかね？　作り始めたら体が勝手に動いて、あれよあれよという間に網が完成しちゃいました。

　ただし、完全な網にはせず、私がギリギリ通り抜けられるくらいの穴を開けておいた。

　なんでこんなことしたかって？　逃走路を確保するために決まってるじゃん。

　私がいるのはＴ字路の交差点だ。そこを塞ふさぐようにそれぞれの通路に網を張った。

　けど、完全に塞いじゃうと、今度は私の逃げ道が無くなっちゃう。

　ないとは思うけど、私の張った網を突破してくる猛も者さがいるかもしれない。

　だから、いざという時逃げ出すことができるように、わざと穴を残しておいたのだ。

　私は三方向を網で囲まれているから安全が確保できたし、万が一の逃げ場も用意できた。

　理想的な引きこもり空間の出来上がり！　素晴らしきかなマイホーム。

　あとは定期的に獲物が網に掛かってくれれば言うことなしだ。

　それさえ満たせれば、私は一生ここに引きこもることもできなくはないわけだ。

　素晴らしい！

　私は学校にこそ通っていたけど、ほとんど引きこもりのような生活をしていた。学校に行って、誰とも会話することなく過ごし、家に帰ってからはひたすらネットサーフィンするかゲームをするかしていた。ご飯は適当にお湯を入れて三分か、レンジでチンだ。時たまそれにコンビニ弁当が交じる。

　うちの親は両親ともに共働きで、家に帰ってくるのは遅い。帰ってきてもお互いに顔を合わせることはない。家事なんかもそれぞれが必要最低限しかしない。ぶっちゃけ同じ家に住んでるだけの赤の他人だった。実の親なのに顔すら思い出せないってある意味すごいよね。

　あんな親でも私の死を少しは悲しんでくれるのかな？

　ないだろうなー。私が稼いでた株の収入が減ることは悲しむかもしれないけど。

　私は家賃のつもりで株やって小金稼いでいた。その金の分だけは、悲しむかもね。

　それぐらい家族仲は冷え切っていたし。

　そんな生活をしていたせいか、私は他人とコミュニケーションを取るというのが億おつ劫くうだった。

　まあ、生活のせいというよりかは、生まれ持った性格からしてそうだったのかもしれないけど。

　だから、友達というものはいなかったし、ネトゲでチャットをする時でさえ、ほとんど喋しやべらなかった。

　だから、私のネトゲでのキャラにも寡黙なイメージが付いていた。

　アバターも渋いハゲオヤジ。無駄口を叩たたかず、背中で語るようなナイスガイだ。

　ステータスもロマン仕様のキワモノで、物理攻撃力と素早さをガン上げして、その他は全く上げていないという極端な仕様。

　当たらなければどうということはない！　とばかりに回避し、ヒットアンドアウェイで敵を倒す。当たったら死ぬけどね！

　うーむ。

　両親とか学校の連中に会えなくなったのはどうでもいいけど、あのハゲオヤジに二度と会えないのは少し寂しい。無課金組の中じゃ、課金組に対抗できる数少ない有力者にまで上り詰めていただけに、プレイ半ばで放り投げることになってしまったのは未練だなー。

　実の親よりゲームのキャラの方が愛着あるって、我ながら人間終わってるな。

　とはいえ事実だしなー。ダメ人間極きわまってるわー。

　それでも、それでいいって思っちゃうのがダメ人間がダメ人間たる所以ゆえんだろうねー。

　ここはダメ人間らしく、宣言しておこう。

　ヒキニート最高！　ヒャッハー！




　二本の前足の間に、白く細い糸が張られる。

　外側に引っ張ると、ミョーンと伸びる。

　力を抜くと徐々に元の長さに戻っていく。

　うん。狙い通りゴムっぽくなった。

　何してるかって？

　糸についていろいろ実験してんのよ。

　これから生きていく上で、この蜘蛛糸は私の生命線となるものだ。

　そう考えると、蜘蛛糸の性能を確かめることは最優先でやっておきたいと思ったわけ。

　糸を出しまくるのから始まって、太さの調節、粘着性の調節、強度の調節、伸縮性の調節を検証してみた。

　太さの調節は結構簡単にできた。

　目に見えないほど細くは流石にできなかったけど、髪の毛と同じくらいの細さにまでなった。

　このダンジョンの暗がりの中では、この細さでもだいぶ見にくいはず。

　ただ、そのあとやった強度の実験でわかったけど、細くすればするほど、糸が切れやすくなっちゃう。

　まあ、こればっかりは仕方がない。普通に考えれば細ければそりゃ脆もろくなるよね。

　逆に、太くすると強度は上がる。

　今の私が出せる一番太い糸は、だいたい直径２cmくらいの太さ。普通のロープくらいかな？

　まあ、あくまで素の状態で出せる最大値ってだけだから、太くしようと思えば、何本も束ねることでもっともっと太くできる。その分手間はかかるけどね。

　粘着性の実験は、正直やらなきゃよかったと後悔してる。

　蜘蛛の糸はみんなベタベタしてると思われがちだけど、実は全く粘着性のない糸もあったりする。

　蜘蛛自身が自分の糸に引っかからないのは、その粘着性のない糸をうまく使ってるおかげだったりする。それは、本能で網を作った時に理解した。

　で、それをより深く知ろうと、実験してたわけだけど、見事なまでに全身に絡からまった。

　ああ、うん。

　粘着性のある糸とない糸を使い分けてるってことは、そうする必要があるってわけで、それをしないと自らの糸に絡まっちゃうわけだ。

　私は間抜けにも、私自身で出した蜘蛛糸に囚われちゃったわけ。

　焦ったわ。実際、下手したら、自分の罠わなにハマって死ぬなんて、間抜けすぎる最期を迎えるとこだった。

　お尻から出した糸は、お尻につながったままの状態なら、ある程度性質を変化させることができるようだっていうのが、不可抗力でわかった。そのあと試しに、お尻から切り離した糸の性質変化もやってみたけど、ちょっとだけなら変わることがわかった。さすがファンタジー世界。

　気を取り直して、強度の確認。

　細いと脆くなって、太いと頑丈になるのは確認したけど、じゃあ、どこまでの力に耐えられるのかというのは、残念ながらわからなかった。

　なんでって？　強度ＭＡＸにすると、私がどんなに力を込めても切れなくなったからだ。恐ろしいことに、牙で嚙かみ切きろうとしても切れなかったくらいだ。

　この糸に搦からめ捕とられたら、そりゃ早々脱出はできないわな。

　まあ、私よりももっと力のある魔物だったら、千切ることもできるかもしれないので、過信は禁物だけどね。

　で、最後の伸縮性の実験の結果が、今私の手元でビヨンビヨンいってる糸ってわけ。

　うん。

　このゴム状の糸は結構使えそうだ。適当な石とか括くくりつければ、簡単なスリングとして使えそう。

　その他にもいろいろと役立つだろうし、活用の幅は大きいね。

　実験結果は大いに満足行くものだった。




　けど、結構無視できない問題が起こった。糸は出せば出すほど、エネルギーを消費するらしい。

　つまり、私は今、猛烈にお腹が空いていた。

　元から空腹だったのが、今では生命の危機を感じるくらいにお腹が減っている。

　不思議なことに喉のどの渇きというのは覚えないんだけど、腹の減りは尋常じゃないくらいやばい。

　このままだと餓死する。

　明日あしたの朝日を拝む前に死にそう。いや、洞窟だからどっちにしろ朝日なんて見えないんだけどさ。

　それを回避するには何かを食べないといけないわけで……。私の手元にあるのは保険で持ってきた例のあれしかないわけで……。

　あれ食べるの？

　あー、でもこのままだとガチで餓死しかねないし。

　ダンジョンで生きていくにはそもそも魔物を生のまま食べなきゃいけないわけだし。

　よし。覚悟を決めよう。

　生まれて初めて食べるものが兄弟の死骸とか、業ごうが深すぎる気がするけどこの際しょうがない。

　では、いただきます。

　うわ、めっちゃ不味まずい。苦い。けど我慢して食べる。

　不味いくらいで食べられないなんて言ってられないし。

　我慢して兄弟の死骸を食べ終える。

　おかげでお腹は満たされたので、餓死の心配は当分なくなった。

　ふう。ごちそうさまでした。

《条件を満たしました。称号〈血縁喰ライ〉を獲得しました》

《称号〈血縁喰ライ〉の効果により、スキル〈禁忌ＬＶ１〉〈外道魔法ＬＶ１〉を獲得しました》

　なんですと？

　鑑定スキル取った時と同じアナウンスみたいな声が聞こえた。

　この声は天の声と仮称しておこう。

　で、称号だって？

　これは、あれか？　特殊な条件を達成するともらえるのか？

　多分そうなんだろうけど、私がもらったのって、とてつもなく不名誉かつ猟奇的なものなんですけど……。

〈血縁喰ライ〉って、字面だけでアカンってわかるじゃん！

　これって他の人には見えないよね？　いや、鑑定のレベルが高ければ見えるかもしれない。

　うわー。

　もし見られたら一発でアウトじゃん。

　ま、私モンスターだし、称号の前に人に姿見られた時点でアウトなんだけどね。

　けど、字面を無視すればこれはとんでもなく大きいんじゃないか？

　なんせ一気にスキルが二つも増えたし。

　称号がゲットできればスキルポイント支払わずにスキルが手に入るようだ。これは大きい。

　現状スキルポイント０で新しいスキルを獲得する術がないって思ってたけど、他の方法があったとわかっただけでも儲もうけ物ものだ。

　それで、新しくゲットしたスキルは、禁忌と外道魔法ね。

　禁忌って、やばそうな名前のスキルだけど、効果が全くわからん。ぶっちゃけ想像もできない。

　えー、説明文プリーズ。効果がわかんなきゃ使いようがないよ。

　あれ？　でもそう考えると、外道魔法も使い方が全くわかんないぞ。

　何？　呪文でも唱えればいいの？　て言っても、私蜘蛛くもだから喋れないんですけど……。

　キチキチっていう鳴き声っていうか、歯は軋ぎしり？　しか出せないんですけど……。

　いや、喋れても呪文なんてわかんないし、使えないことには変わりないんだけどさ。

　試しに心の中で「外道魔法」って念じてみる。

　………。うん、何も起こらん。使えねー。

　外道って響きはともかくとして、魔法なんてファンタジー定番のものをゲットできて舞い上がっていた気分が一気に落ち込んだわ。

　これ、魔法のスキルがあってもすぐ使えるってわけじゃないのかな？

　使い方がわかってないだけなのか、それとも魔法の修業でもしないと使えないのか。

　それすらわかんないぞ？

　あれ？

　棚ぼた的に称号ゲットしてスキルゲットって思ったけど、使えなきゃ意味なくない？

〈血縁喰ライ〉って、何の役にも立たなくね？

　あー、考えてみたら、〈血縁喰ライ〉の称号の獲得条件が、そのまま血縁の誰かを食べるって条件なら、同じ称号持った兄弟が結構いっぱいいるはずなんだよねー。

　でも人間には簡単に殺やられちゃうわけだ。

　ということは、〈血縁喰ライ〉の称号を得ても、戦闘能力とかそんな変わんないわけだ。

　使えないんじゃ意味ないもんね。

　なるほどー。簡単な条件にはそれなりの理由があるってことか。

　条件の緩い称号はそれだけ効果も低いと。

　けど、称号なんてものがあるってわかったのは大きい。

　称号を集めることができれば、効率よくスキルを集められるかもしれない。

　ちょっと、新たに称号を獲得できないか、色々と試してみるのもいいかもしれない。

　とは言ってもどんな称号があるのかもわからんしなー。

　道具とかもないからやれることも限られるし。

　踊り続けたら踊り子の称号とか手に入んないかなー？

　ということで、踊ってみた。

　そしたら、足にくくりつけた糸から振動が伝わってきて、すっ転ぶことになった。

　あうち。地味に痛い。

　踊ってみても、称号は手に入らなかったし、痛い思いしたし、散々だわ。




　気を取り直して、未だ振動している糸に意識を向ける。糸の先は、私から見て左の通路の下の網に続いている。どうやらそこに何かがかかったらしい。初の獲物だ。

　慎重に近づいていく。

　網を目視できるところまで近づくと、そこにはド派手な虹にじ色いろの斑まだら模様をした何かが網に絡まってもがいていた。

〈蛙〉

　うん。これは、本当に蛙の形だ。

　サイズが私と同じくらいあるし、虹色に輝いてるけど、見た目はまんま蛙だ。

　魔物の鑑定で、蜘蛛って言われた私以外だと、初めて納得できる鑑定結果だ。

　蛙って鶏肉に近い味らしいし、食べやすそうだなー。

　少なくともさっき食べた兄弟よりか難易度は格段に低いと思う。

　問題があるとすれば、この蛙、どう見ても毒持ってるってことかなー。

　いやー、こんな毒々しい色してて毒がないって、ありえないでしょ。

　それに、兄弟を食べたおかげでそこまでお腹減ってはいないんだよねー。

　どうするかなー。

　って、吞のん気きに考えていたら、蛙が苦し紛まぎれの反撃に出やがった！

　口からなんか毒々しい色の液体を私に向かって吐いてきやがった！

　あ、やべ！　とは思うものの、完全に油断してたせいで避ける暇もなく、その液体をモロにひっかぶってしまう。

　あんぎゃぁあぁぁ!?　ちょ、なにこれ!?　痛い、痛い!?

　毒か？　毒なのか!?　液体がかかったところがめっちゃ痛い!?

　おわぁ!?

　第二射が来た!?　待って待って!?　ギャー!?　また当たった!?

　痛、ちょ、シャレにならん!?　撤退、撤退！

　もつれる足を動かして、なんとか蛙の射程外に避難。

　うあー。チョー痛い。酸ぶっかけられたらこんな感じなのかな？　体溶けてないよね？

　不安だけど鏡もないし見ることはできない。

　くそう。不覚だった。

　罠にかかったからって相手は魔物なんだから、油断していいわけがなかった。

　窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙む。蛇に睨にらまれた蛙だって、むざむざ食われはしないってことだ。

　あー、とりあえず痛いは痛いけど、死ぬほどじゃなさそう。毒液を浴びたのは主に左半身と背中。

　左の目にもいくらか入ったのか、視界の一部が欠けてる。

　ん？　左目が潰つぶれてるのに一部しか欠けてない？

　あ！　もしかして、私って蜘蛛だから目がたくさんあるのか？　多分そうだ。これは新発見。

　っと、今はそんなことどうでもいいわ。痛みがなかなか引いてくれない。

《熟練度が一定に達しました。スキル〈酸耐性ＬＶ１〉を獲得しました》

　なぬ？

　心なしか苦痛が和らぐ。スキルって、スキルポイント払わなくても獲得できるの？

　あれ？

　それじゃ、鑑定に払った[image: ]ポイントは、マジでなんだったの？

　……深く考えないようにしよう。

　とにかく、酸耐性なるスキルを獲得したみたいだ。獲得した条件は、まあ、あの蛙の攻撃食らったのが原因でしょうね。うーん、ただ、食らった直後にスキルを獲得したわけじゃないから、他にも条件がありそう。

　有力なのは、熟練度っていうくらいだし、酸でダメージを受け続けたから、かな？

　考えるのは後にしよう。

　耐性を獲得したおかげで、痛みが大分マシになった。そうなってくると、あの蛙に対する怒りが沸々と湧わいてくる。

　あの蛙、たかだかご飯の分際で、この私に喧けん嘩か売ってきやがった！　許せん！

　今決めた。奴に毒があろうがなかろうが関係ない。こうなったら奴を意地でも食ってやる！

　そうと決まれば突貫あるのみ！

　油断さえしなければ、奴はもう罠わなにかかった哀れな獲物に過ぎんのだ！

　毒液を三度吐き出してくる蛙。ふ、来るとわかっていれば避けることなど容易い！

　迫る毒液を華麗に躱かわし、そのまま蛙に突撃する。

　食らえ、私の必殺技！　ガブッ！　嚙み付き！

　ふはは！　ただの嚙み付きと思うことなかれ！　私は蜘蛛！　その牙きばには毒があるのだ！

　糸を出した時もそうだったけど、そういう情報は自然と理解することができた。

　ふふふ、毒に蝕むしばまれて息絶えるがいい！

　と、思ったらペッ、ベチャという音とともに、密着状態から毒液ぶっかけられた。

　ホギャオゥ!?　痛い痛い!?　耐性あっても痛い！

　思わず牙を抜いちゃったじゃないか！

《熟練度が一定に達しました。スキル〈毒耐性ＬＶ１〉が〈毒耐性ＬＶ２〉になりました》

　あー、そうですかー。って、今はそれどころじゃないのよ！

　この蛙、一度ならず二度ならず、三度私に汚い毒液をぶっかけやがった！

　もう許さん！　初めから許す気は微み塵じんもなかったけど、それでも許さん！

　怒りに任せて再度の嚙み付き攻撃。蛙が苦しそうに身み悶もだえる。

　ふはは！　苦しめー、もっと苦しめー！　調子に乗ってさらに何度も嚙み付く。

　しばらくジタバタもがいていた蛙も、次第にその動きが弱々しくなり、ついに力尽きた。

　ふう。やっと倒した。初の獲物がこれじゃ、先が思いやられる。けど、やってやったぜ！

　早速実食！　ムシャムシャ。ズリュズリュ。うむ、苦い、痛い。

　苦いのは毒かな？　痛いのが多分酸の成分かな？　まあ、耐性があるおかげか、我慢できなくはない。けど、美味おいしくはない。

《熟練度が一定に達しました。スキル〈酸耐性ＬＶ１〉が〈酸耐性ＬＶ２〉になりました》

　味は美味しくないけど、スキル的には美味しかった。

　それに、こいつは記念すべきマイホーム初の獲物。

　蜘蛛糸が十分魔物相手にも通用することを教えてくれた。

　このくらいの魔物だったら糸からの脱出は不可能。

　そして、ちゃんと獲物は引っかかってくれる。

　それを教えてくれただけでも十分働いてくれたといえよう。

　ありがとう蛙！

　ただし、唾つばぶっかけられた恨みは忘れん。








Ｓ２　転生






　アナレイト王国にシュレイン・ザガン・アナレイトという名前の少年がいる。

　その名前からもわかるように、王族だ。

　側室の子供で、第四王子として生を受けた。

　その少年には前世の記憶があった。

　前世での名前は山やま田だし俊ゆん輔すけ。

　ぶっちゃけ俺だ。

　前世の俺の最後の記憶は、古典の授業を受けているところだ。

　その時、教室の上に、空間の亀裂があるのを見つけて、そこから先の記憶がない。

　空間の亀裂、そんなもの、地球では普通起こらない。

　多分、あれが原因で、俺は死ぬことになったんだろう。

　そして、どういうわけか、前世の記憶を持ったまま生まれ変わった。

　スキルやレベルなどの概念がある、ゲームのようなこの世界で生きていた。




　この世界にはステータスがある。

　ゲームじゃなくて現実でそれはどうなんだ？　って、思わなくもないけど、そこはもう諦あきらめた。

　ここはそういう世界だと、割り切って考えたほうが楽しいことに気づいた。

　鍛えれば鍛えた分だけ自分に返ってくるし、強さを磨いていくのはなかなか楽しかった。

　けど、この世界にも不便なことがあった。

　ステータスが見れない。この世界にはステータスという概念はあるのに、それを見るためには厳しい条件をクリアしないといけない。

　鑑定というスキルがある。

　それによって、ステータスを見ることができるのだが、このスキルを持っている人間は少ない。

　鑑定のスキルを獲得するためには、地球の鑑定士と同じように、その物の価値を判断する深い教養や、それがどんな物質で形成されているかを見極める観察力など、素人しろうとでは手が出ないような高度な技能が要求されるからだ。

　そしてもう一つ、たとえこのスキルを獲得できたとしても、スキルのレベルを上げるのが非常に困難だというのも、鑑定のスキル持ちが少ない理由だ。

　実はスキルをただ獲得するだけなら、スキルポイントさえ支払えばいい。

　できるのだが、獲得した後が続かない。

　鑑定のスキルレベルを上げるには、鑑定を発動すればいい。

　鑑定を発動する毎に熟練度が上がっていき、一定値に到達すればレベルが上がる。

　ただ、この鑑定を発動するというのが厄介なのだ。

　鑑定は発動しても魔力や気力を消費しない。

　じゃあ、発動し放題なのかというと、そうじゃない。

　そこには落とし穴があって、鑑定を発動すると、頭痛と酩めい酊てい感に襲われるのだ。

　その度合いは個人差があるようだが、酷い人などは、一度鑑定を発動させただけで気を失ってしまうこともあるそうで、才能のある人でも、二つ以上のものを同時に鑑定するとなると無理らしい。

　一度の発動でそれだけの被害が出るのだから、何度も何度も発動して熟練度を稼ぐというのは、とんでもない苦行なのだ。

　しかも、この鑑定のスキルは、高レベルにならないと使い物にならないというおまけ付き。

　そういうこともあって、鑑定のスキルをわざわざ獲得しようという人は少ない。

　代々、鑑定士を生なり業わいにしている家の跡取りくらいのものだ。

　じゃあ、どうやってステータスを確認するんだというと、ここで登場するのが鑑定石だ。

　鑑定石は特殊な製法で作られる魔道具で、所持している間、一時的に鑑定のスキルを使用可能にするというものだ。

　使用可能になる鑑定のスキルレベルは、その鑑定石の質によって異なり、王家が所有する鑑定レベル10に相当する物は世界でも数える程しか存在しない。

　当然その使用には特別な許可を取る必要があり、基本的に王家に近しい大貴族などしか使用することはできない。

　俺は王家の人間なので、使うことは使えるが、好き勝手に使えるようなものでもない。

　俺は侍女のアナに散々鑑定石が使いたいと駄々をこねたが、許可が下りるには、一定の年齢にならないとダメらしい。

　なんでも、ステータスを生まれて初めて鑑定するのは特別な行事らしく、貴族ともなれば、きちんとした式典を開き、厳かな雰囲気のなか執り行うのだとか。

　俺もまたその式典をしなければならなかった。

　この式典には鑑定の他に、その子供のお披露目の意味合いもあるのだとか。

　衆人環視の中鑑定結果が晒さらされるわけで、その時点で大人たちに値踏みされるというわけだ。

　俺は年齢に比べて規格外のスキルを保持しているので問題ないが、あまり低いステータスだと最悪見限られることもあるそうなので恐ろしい。

　ともあれ、俺と、俺と同時期に生まれた正室の子供である妹のスーも、晴れてデビューと相成るわけだ。

　俺とスーは式典用の子供服に着替えさせられ、式の段取りを何度も聞かされた。

　式典には現国王、つまり、俺とスーの父親も出席する。

　その他にもそうそうたるメンツが出席するらしく、ここでミスをやらかして恥をかくことは許されない。

　子供でもそこは王家の一員。

　式典の主役として参加するからには、王家の威信を背負って望まなければならない。

　元小市民の俺には荷が重い。

　が、隣で堂々とした佇たたずまいを見せる妹の姿を見てしまうと、やらなければならないという焦燥感にも似た決意が湧き起こる。

「準備はよろしいですか？」

　アナの最後の確認の言葉に、俺は無言で頷うなずく。

「では、どうぞ」

　アナに背中を押され、俺とスーは並んで式場への扉をくぐった。

　扉をくぐると、広い式場が目に入る。

　扉からは一直線に赤い絨じゆう毯たんが伸び、その先に台座とその後ろに控えている男性がいる。

　壁際には大勢の人たちが静かにこちらの様子を眺めている。

　ここにいるのは、全て上級貴族に連なる人々だ。

　俺とスーは無言で絨毯の上を歩く。

　この日のためにレクチャーを受けた、威風堂々とした歩き方で。

　貴族の人たちの視線が突き刺さるが、なるべく意識しないようにする。

　やがて、台座の前にたどり着いた。俺とスーはそこで立ち止まり、膝ひざをつく。

　台座の後ろに控えた男性、現国王であり、俺たちの父親でもあるメイジェス・デルア・アナレイトに向けて。

「これより、鑑定の儀を執り行う」

　威厳に満ちた国王の声が式場内に響く。

　父親といっても、俺はこの人に数える程しか会ったことがない。

　だからなのか、肉親というよりも、親しん戚せきの偉い人という感じの方が強い。

　そのせいで緊張感が半端じゃない。

　今も国王の話が続いているけど、なかなか頭の中に入ってこない。

「では、シュレイン・ザガン・アナレイト。立つが良い」

「はい」

　国王の呼びかけに応じて立ち上がる。

「鑑定を始めよ」

　数歩前に出て台座の前に置かれた踏み台に乗る。

　踏み台がないと俺の今の身長では台座に背が届かないのだ。

　台座には、黒い石が嵌はめ込まれていた。

　その石こそが鑑定石なのだが、思った以上に小さい。

　大人だったら手の平に収まってしまうくらいの大きさだ。

　俺は意外に思いながらも、鑑定石に手を乗せる。

　事前にレクチャーされていた通りに、鑑定と念じてみる。

　意外にすんなりと俺のステータスが表示された。





〈人族　ＬＶ１　名前　シュレイン・ザガン・アナレイト


ステータス　　　　ＨＰ：35／35（緑）　　　　　　　　　　　ＭＰ：[image: ]／[image: ]（青）

　　　　　　　　　ＳＰ：35／35（黄）　　　　　　　　　　　　　：35／35（赤）

　　　　　　　　　平均攻撃能力：20（詳細）　　　　　　　　平均防御能力：20（詳細）

　　　　　　　　　平均魔法能力：[image: ]（詳細）　　　　　　　　平均抵抗能力：[image: ]（詳細）

　　　　　　　　　平均速度能力：20（詳細）

スキル　　　　　　　スキルポイント：１０００００　称号　なし

　　　　　　　　　「魔力感知ＬＶ８」　「魔力操作ＬＶ８」　　「魔闘法ＬＶ６」　　　「魔力付与ＬＶ５」

　　　　　　　　　「魔力撃ＬＶ３」　　「ＭＰ回復速度ＬＶ７」「ＭＰ消費緩和ＬＶ２」「剣の才能ＬＶ３」

　　　　　　　　　「破壊強化ＬＶ２」　「気闘法ＬＶ２」　　　「気力付与ＬＶ１」　　「集中ＬＶ５」

　　　　　　　　　「命中ＬＶ１」　　　「回避ＬＶ１」　　　　「視覚強化ＬＶ４」　　「聴覚強化ＬＶ７」

　　　　　　　　　「嗅きゆう覚かく強化ＬＶ２」「味覚強化ＬＶ１」　　「触覚強化ＬＶ１」　　「生命ＬＶ５」

　　　　　　　　　「魔量ＬＶ８」　　　「瞬発ＬＶ５」　　　　「持久ＬＶ５」　　　　「強力ＬＶ５」

　　　　　　　　　「堅固ＬＶ５」　　　「術師ＬＶ８」　　　　「護法ＬＶ７」　　　　「疾走ＬＶ５」

　　　　　　　　　「天の加護」　　　　「ｎ％Ｉ＝Ｗ」






〉



　ステータスが見える。

　それと同時に、正面の壁に付けられたスクリーンのようなものに、俺にも見えたステータスの鑑定結果が表示される。このスクリーンは、鑑定石と繫つながっており、その鑑定結果をこうして大画面に表示することができる。個人情報とかそんな概念、この世界にはないらしい。

　俺の鑑定結果だと日本語で表記されているけど、スクリーンに映った鑑定結果はこちらの言語で表記されている。日本語で表記されていたらどうしようと思ったけど、ご都合主義の補正でもあるのかな？

　ざわめきが起きる。

　国王がそれを宥なだめようと声を出しているが、喧けん騒そうは収まらない。

　それだけ俺のステータスが規格外だったのだろう。

　俺としてはそれなりに予想通りの結果だったんだが。

　俺の魔法関連の能力値は相当高い。それはアナが太鼓判を押してくれた。

　それに比べて、肉体的な能力は年相応にしかない。

　いや、同年代に比べれば相当高いらしいのだが、魔法のように規格外というわけじゃない。

　なので、こんなアンバランスなステータスになっていた。

　スキルに関しては神言と呼ばれる声が、レベルが上がったり獲得したりするたびに教えてくれていたので、ほぼ知っていた。

　けど、俺も知らないスキルが二つあった。

　天の加護と最後の文字化けしたみたいな名前の意味不明のスキルだ。

　俺はその二つのスキルが気になり、鑑定をしてみた。

〈天の加護：天の加護に守られる。あらゆる状況で自身の望む結果が得られやすくなる〉

〈ｎ％Ｉ＝Ｗ：鑑定不能〉

　なんだこれ？

　天の加護は凄すさまじい。まさにチートと呼べるスキルだ。

　ただ、得られやすくなる、っていうくらいだから、必ずしも自分の思い通りにはならないってことだ。すごいスキルだけど、過信は禁物だな。

　意味不明なのはもう一つの方だ。

　名前も意味不明なら、鑑定結果も意味不明だ。

　どういうスキルなのか全くわからない。

　最高の鑑定石でこの結果っていうのも意味不明だ。

　これでダメならこのスキルの詳細を調べることは、不可能だってことになる。

　本当に訳がわからない。

「あれは、公爵令嬢と同じ？」

「ああ、あの天才の」

「しかし、殿下も公爵令嬢と同じ、いや、それ以上の才能が」

　さっきから、ザワザワ騒ぐ貴族の言葉に、チラホラと公爵令嬢という単語が聞こえる。

　まさか、俺と同じくらいのステを持つ奴が他にもいるのか？

　スー以外にそんなやつがいるとは思えないが……。

「静まれ！」

　一際大きな国王の叫びに、流石に式場内は静かになる。

　国王は一枚の紙を俺に差し出す。

　この紙は、鑑定石と繫がった魔道具が写し取った鑑定結果を、印刷の魔道具で書き記したものだ。

　俺はそれを恭うやうやしく受け取る。そして、一礼して後ろに下がった。

　これで俺の鑑定の儀は終了だ。

　次はスーの番になる。

　俺とほぼ同じ結果を出したスーに、式場がまたざわついたのは言うまでもない。

　ただ、俺と違い、スーには天の加護も、謎の文字化けスキルもなかった。




　鑑定の式典はちょっとした騒動にはなったけど、一応無事終了した。

　騒動の原因は俺とスーのステータスが異常に高いせい、だけじゃなかった。

　強化された聴覚で貴族の声を盗み聞いてみると、どうやらスキルポイントというものは、レベルアップでしか手に入らないものらしく、レベル１で10万ものポイントを持っている俺は異常なのだそうだ。

　そういえば、スーもスキルポイントは０だった。

　これは、多分俺が転生者だからだと思うんだが、気になるのはちょいちょい話題に上る「公爵令嬢」も生まれながらにスキルポイントを有していたらしい。

　貴族の話をまとめると、「公爵令嬢」は俺の数日前に鑑定の儀を行ったそうだ。

　そこで、今までにないような優秀すぎるステータスを叩たたき出し、ないはずのスキルポイントを有していた。

　そして、俺にもあったあの文字化けみたいな名前のスキルが「公爵令嬢」にもあったという。

　俺の中である推論が浮かび上がる。

　もしそうなら、俺は「公爵令嬢」になんとしてでも会わなければならない。

　チャンスはすぐに来た。

　鑑定の儀のあとは、会場を移して軽いパーティーが行われた。

　俺とスーは国王に連れられ、パーティー会場の中心で、貴族の列を迎えることになった。

　列に並んだ貴族たちは、それぞれ俺と同年代か、少し上くらいの子供を連れている。

　つまりこの場は、年の近い貴族の紹介と顔見せのためのものなのだ。

　そこで俺は件くだんの公爵令嬢を紹介されたのだ。
















「お初にお目にかかります。アナバルド公爵家が長女、カルナティア・セリ・アナバルドと申します」

　真っ赤に燃えるような髪に、気の強そうな顔が印象的な美少女だった。

　パッと見だけで目を引く存在感があるが、それ以上に、俺の魔力感知が彼女の膨大な魔力を見抜いていた。

　俺やスーとほぼ互角の量だった。

　アナバルド公爵と言えば、この国でも有数の大貴族だ。

　代々国の要職に就いてきた実績と、遡れば王家や勇者の家系にも繫がる由緒ある血統でもある。

　公爵家に生まれた人間は、徹底的なスパルタ教育によって、国を支えるに足るだけの能力を持つように育てられる。

　が、それでも目の前の彼女の魔力量は異常だ。

　父親と思われる横に控えた赤髪の男性を、既に上回っている。

「初めまして。シュレイン・ザガン・アナレイトです。『よろしく』」

　俺はある確信を持って、最後の言葉を日本語で言った。

　公爵令嬢の目が一瞬見開かれたあと、スッと細くなる。

　その動きで、俺の予想が当たっていたことがよくわかった。

「父上。この子とお話ししてきていいですか？」

「うん？」

　国王は俺の言葉に少し迷う素振りを見せた。

　まあ、一番に連れてこられた公爵令嬢の後ろには、まだたくさんの子連れ貴族が列をなしている。

　ただ、ここで引くわけにはいかなかった。

「ダメですか？」

「ううむ」

　国王は俺と公爵とその後ろに控える貴族たちを見比べてから、口を開いた。

「構わん。あまり長い時間離れるでないぞ。少ししたら戻ってきなさい」

「はい。ありがとうございます」

　俺は子供っぽく公爵令嬢の手を取って駆け出す。

　後ろでスーの気配がものすごい勢いで膨れ上がってたけど、気にしてられない。

　俺は会場から出て、控え室になっている個室に入る。

　貴族はパーティーを抜け出して商談などの仕事の話をすることもあるので、こういう個室が会場のすぐ近くに作られていた。

　ここなら防音もしっかりしてるし、扉の前には衛兵が立っているので安全だ。

「ふう。ここならいいね」

　俺はもう隠すことなく日本語でしゃべる。

「まさかとは思ったけど、本当に王子様が転生者だとはね」

　そして、公爵令嬢も日本語で話す。

「あー、やべえ、自分以外の口から日本語聞くなんて超久しぶりだわ。ちょっと感動した」

　気が強そうな印象は変わらないけど、この令嬢、結構口く調ちようが軽い。

「で、聞きたいんだけど、平へい進しん高校ってとこに覚えは？」

　俺が聞いたのは俺が元通ってた高校の名前だ。

「めっちゃある。やっぱ同じ高校からこっちの世界に転生してきたお仲間か」

　予想通り、この令嬢は俺と同じように、あの教室の謎の亀裂に巻き込まれてこっちの世界に転生した、元クラスメイトだったらしい。

「俺の元の名前は山田俊輔。そっちは？」

「ぶはっ!?」

　俺が元の名前を言うと、令嬢は汚らしく吹き出した。

「ぶははははははは！　ひっ、ふははは！　おま、お前、俊かよ！　俊が王子とか、くく、似合わねー！」

　爆笑する令嬢。

　なんだろう、この既視感。

　目の前にいる令嬢は見覚えなんて全くないのに、その言動や仕草がよく見知ったやつと重なる。

「ま、まさか、お前、叶多か？」

「おう」

　今度は俺が爆笑する番だった。

　元男友達で、ゲーム仲間のあの叶多が、まさかの令嬢。

　存在そのものが真逆の生物に生まれ変わったようなもんだった。

「笑うなよ。これでも生まれ変わった直後はマジでへこんだんだぜ？」

「いや、わりい。けどお前だって笑っただろうが。おあいこだ」

「だな。けど、お前に会えてよかったわ。今まで結構一人っきりで辛かったからな」

「ああ。そいつは同感だ。会えてよかった」

　俺と叶多は互いに拳こぶしを打ち付け合う。

　その時、叶多の目から涙がこぼれた。

「あ、え？　ワリい。泣くつもり、ヒック、なかったのに、ヒック」

　叶多の嗚お咽えつはだんだんと強くなる。

　知らず俺の方も泣いていた。




　俺は転生したての頃のことを思い出していた。

　前世に未練がないかと言われると、ないとは言い切れない。どころか未練だらけだ。

　まだまだ青春真っ盛り、もっと友達とも遊びたかったし、年齢イコール彼女いない歴を脱出することもできなかった。

　それに、両親どころか、じいちゃんばあちゃんよりも先に死ぬなんて、とんでもない不孝ものだと思う。

　もう二度と家族と会うことはないんだと思うと、気持ちがどこまでも沈んでいきそうだった。

　俺が死んだ後の学校の様子も気になった。

　あの空間の亀裂、あれが破裂したところまでは覚えてる。

　あれで俺が死んだということは、他のみんなはどうなったんだろう？

　京也や叶多、隣の席の長谷部さん、みんな、俺と一緒に死んでしまったんだろうか？

　そう考えると、怖くなる。

　あの日の朝までなんともなかったのに、今ではもう会うことはできなくなってしまったんだ。

　転生してから今までの間、俺は押しつぶされそうな不安と戦い続けてきた。

　わけもわからないまま、気づいたら赤ん坊になっていたのだから、不安になるのも当たり前だ。

　しかも、俺が生まれ変わった国は日本じゃない。

　それどころか、地球のどこでもなかった。ここは、地球ではない、異世界だった。

　最初はそれがわからなかった。

　言葉もわからないし、俺は育児室から外に出ることがほとんどなかった。

　だから、色々とわからないことが多かった。

　初めはどこかヨーロッパの国だと思っていた。

　けど、魔法を見た瞬間、そうじゃないことを知った。

　最初にそれを見せられたのは、教会の偉い人が、祝福というものを俺に施した時だった。

　キラキラとした光が俺を包み込み、体に力が溢あふれてくるのがわかった。

　俺は魔法があるということを、身を以て実感した。

　魔法がある、その事実に最初は興奮した。

　けど、そのあとまた不安になった。

　魔法なんてものがある世界で、俺は果たしてうまくやっていけるんだろうか？

　俺は前世では本当に平凡な男だった。

　日本にいた時はそれでもなに不自由はなかった。

　けど、この世界では、どう考えても上流階級の子供に生まれた俺は、平凡でいることは許されない。

　その期待に応えることはできるんだろうか？　不安になる。

　赤ん坊で体がまともに動かせないのも怖い。

　他人の手を借りないと生きていけない脆ぜい弱じやくさが、不安を搔かき立てる。

　もし、今この瞬間、俺を育てている人たちが、それを止めたら？

　俺は何もできずに衰弱していって死ぬだろう。

　ましてや俺を育てているのは実の両親ではなく、雇われた侍女だ。

　家族という無償の繫つながりもない彼女たちが、いつ自分を見放してしまうかもわからない。

　この世界の実の両親でさえ、前世を知る俺には赤の他人のように思えてしまう。

　そんな俺と同じように、実の両親も、俺のことを異質な存在だと思って処分してしまうのではないか。

　そんな妄想をしてしまうほど、俺の精神は磨り減っていた。

　そんな中、まずは必死になって言葉を覚えた。

　言葉がわからないというのは、想像以上に恐ろしかった。

　相手が何を言ってるのかわからない。それがこんなにも心細いものだとは思わなかった。

　世界で一人、自分だけが孤立しているかのような錯覚をした。

　異世界に生まれて不安。言葉がわからなくて不安。今後やっていけるのかどうか不安。

　何もかもが不安だった俺を救ったのは、俺の隣で安らかな寝息を立てる妹の存在だった。

　この腹違いの小さな妹は、不安の一つも抱えていなかった。

　まるで世界には不安に思うものなんてないというかのように、伸び伸びとしていた。

　まあ、赤ん坊なんだから当たり前か。

　何をするのも人任せ、すべてを世界に依存した弱々しい存在。

　本来赤ん坊はそういうものだ。

　俺がこんなにも不安に思っているのは、前世の記憶があるからだ。

　そして、気づいた。

　俺は前世の記憶があるから、少なくとも精神的には妹より上のはずだ。

　それなのに、その妹がこんなにも幸せそうにしている横で、俺は何をうじうじ悩んでいるんだろうと。

　俺はこの子の兄だ。兄が妹に情けない姿を見せてどうするんだと。兄なら兄らしく、格好良い姿を見せるべきなんじゃないのかと。

　ただの見栄といえばそれまで。

　けど、俺は、それからは悩まなくなった。まだ不安が全部なくなったわけじゃない。

　けど、この無力な妹を守るくらいのことはしたい。

　言葉を覚え、聞こえてくる話し声からこの世界のことを少しずつ知っていった。

　少しでも早く動けるようになるために、赤ん坊の体に鞭むち打うって動き回った。

　そのおかげで、普通よりだいぶ早くにハイハイができるようになった。

　こうして俺は、妹への見栄からやる気を出した。

　妹の誇れる兄になるために。

　それが俺の出発点だった。

　のだが、まさかその妹がとんでもない天才で、俺の真似をして、あっさり俺と同じくらい強くなってしまったのは計算外だった。




　叶多も俺と同じか、それ以上の不安を味わってきたに違いない。

　なんせ、元男が女に生まれ変わってしまっているのだ。

　俺が味わってきた不安に、さらに女になってしまった不安。

　俺には想像もできない困難があったのだろう。

　そこに来て、もう会えないと思っていた友人との再会。

　感極まってしまっても仕方が無かった。

　知らず、俺は泣きじゃくる叶多のことを抱きしめようとしていた。

　そこで、個室の扉が物もの凄すごい轟ごう音おんを発した。

「なんだ!?」

　叶多が慌てる。

　俺も一瞬慌てかけて、扉の前に誰がいるのかわかって落ち着いた。

　いや、別の意味で慌てた。

　二度目の轟音で扉が内側に吹っ飛ぶ。

　扉の外には、魔闘法で身体能力を底上げしたスーが、魔力撃で振り抜いた拳を構えて立っていた。

　スーは俺と叶多を視界に収めると、叶多をロックオンした。

「スー、ストップストップ！」

　慌てて叶多との間に俺が体を滑り込ませなければ、スーの拳が叶多を吹っ飛ばすところだった。

「兄様はわたさない」

　そのまま俺に抱きついてボソッと呟つぶやくスー。

「お前の妹、こええ」

　叶多は日本語でそうこぼした。

　この日、俺は一人目のクラスメイトと再会した。








３　卵






　卵。

　それは料理の必需品。

　ゆで卵や目玉焼きなんてシンプルなものから、出汁だし巻き卵やプリンみたいにひと工夫した料理も。

　単体でも優秀だけど、他の食材と混ぜることで無限の可能性を秘めた偉大なる食材。

　冷蔵庫には卵を置く専用のスペースが必ずあるくらいのキングオブ食材である。

　私もよくカップ麵めんに入れて食ってたわ。




　ｚｚｚ。ふあぁー。あーよく寝た。寝すぎて逆にだるいくらい寝た。

　やっぱ安心して寝れるっていうのは素晴らしいね。怠惰生活最高。家があるって素晴らしい。

　兄弟と蛙を立て続けに食べたおかげでお腹の方はあんまり減ってない。

　人間と違ってため込めるのかな？

　寝起きの頭でそんなことを考えていると、糸に反応が。

　あんまりお腹は減ってないけど、取れる時に取っておくのが自然界の礼儀。

　せっかくのチャンスを見逃していたら次に取れるのがいつになるかわかんないし。

　ということで、何がかかっているのかなーと。

　ブッ!?

　に、人間かかってるー!?

　なんか丸いもの抱えた男の人が糸に搦め捕られて暴れていた。

　男の人はザ・異世界冒険者って感じの格好をしている。

　実際そんな感じの職業の方なのかもしれない。

　ど、どうすんのこれ？

　ていうか、なんかこの人血まみれなんですけど、大丈夫？

　あ、私のことに気づいた。めっちゃ焦った顔してる。

　マジでどうしようこれ。

　あ、なんか取り出した。

　うお!?　燃えた!?

　男の人が取り出した何かを地面に叩たたきつけると、そこからすごい勢いで火が吹き出した。

　男の人が火だるまになる。

　何してんのこの人!?

　火が糸に燃え移り、網が燃え尽きる。もしかして糸焼き切る為に自爆したの？

　その仮説は正しかったのか、男の人が地面を転がって火を消す。

　けど、男の人の全身は酷い火傷やけどに包まれていた。

　元から血まみれで、そのうえにこの火傷。素人目に見ても助かりそうには見えない。

　それでも男の人は最後の力を振り絞るかのようにして走り去っていく。

　あの状態で走れるのか、すごいな。

　残ったのは私と、男の人が最初に抱えていた丸いもの。

　なんぞこれ？

〈卵〉

　鑑定してみたら、なんとそれは卵だった。

　大きさは大体私と同じくらいだから１メートルくらいか。

　どう考えても魔物の卵やん。なんてもん置いてくのさあの人は。

　あの人が瀕ひん死しになってたのって、もしかしなくてもこの卵の親にやられたから？

　孵ふ化かとかしないよね？

　イヤ、その前に親が追っかけてきたりしないよね？

　やだ、なにそれこわい。

　とりあえず燃やされちゃった巣を作り直そう。

　考えるのはそれからだ。




　丸一日経った。

　マイホームは至って平穏である。

　どうやらあの卵の親はやってきそうにない。

　あの卵泥棒らしき男の人に撒まかれたのか、それとも卵のことははなから諦あきらめて追ってきていなかったのか。

　卵泥棒があの後どうなったのかは知らないけど、あの怪我じゃ助からないと思う。

　ということはだよ、これ、私が食べちゃっても問題なくね？

　人間がわざわざ危険を冒してまで運ぼうとしていた卵。

　とても希少価値のある物に違いない。

　ひょっとしたらものすごい珍味で美味おいしいものなのかも。

　生まれ変わってから兄弟だの蛙だのろくなもの食べてないし、生とはいえ卵はれっきとしたまともな食材。

　食わない手はない。

　ということで、いただきます。

　まずは殻を割らないとね。

　前足で叩く。割れぬ。

　さらに力を込めて叩く。割れぬ。

　やけになって叩きまくる。割れぬ。

　ゼー、ゼー。

　なんて硬い卵だ!?

　これじゃ、食べるに食べれない。

　ふ、しかーし。この私をただの蜘蛛くもと思ったら大間違いだ！

　元人間様の知恵を見るがいい！

　糸を卵にくっつける。そしてその糸を天井にくっつける。折り返して地面に持ってくる。

　あとは引く。糸に引かれた卵が天井付近まで持ち上がる。重。

　それを手放す。重力に引かれた卵はそのまま落下して。

　グシャッと、いかねえ!?

　天井近くから落下したにもかかわらず、卵は無傷。なんだこの硬さ。

　むう。これは一筋縄ではいかないな。

　よし、次は尖とがった岩の上に落としてみよう。

　もう一度卵を天井付近まで持ってくる。

　そして、尖った岩の上に持ってきて、落下。

　これで、さすがにグシャッと、いかねえ!?

　マジか、岩の方が欠けたぞ、オイ。

　これは、ぶつけて割るのはムリくさいなー。

　そうだ、糸をゴム状にしていくつも巻きつけてみたらどうだろう？

　輪ゴムを何百本もスイカに巻きつけると、いつかはスイカも破裂するっていう実験があったな。

　その要領で卵も割れないかな？

　早速試してみよう。

　で、ゴム状の糸を出して巻きつけるという作業を延々繰り返す。

　単純作業をしてると眠くなるので、その間に気になっていたことを考えよう。

　スキルについて。

　スキルって何って疑問はあるけど、これは答えなんか出ないから考えないことにする。

　重要なのは私が持ってるスキルについてと、私が今後獲得できるかもしれないスキルについて。

　今持ってるスキルは、確定してるので、〈鑑定ＬＶ１〉〈酸耐性ＬＶ２〉〈毒耐性ＬＶ２〉〈禁忌ＬＶ１〉〈外道魔法ＬＶ１〉の五つ。

　鑑定はスキルポイントを支払って獲得した。このスキルポイントも謎だ。

　ただ、スキルポイントについては置いておこう。

　ぶっちゃけ残りポイント０の今、増やし方がわからないから気にしても仕方がない。

　で、鑑定と違って禁忌と外道魔法は称号によって獲得した。

　結局あのあといろいろ試してみたけど、称号を新たに獲得することはなかった。

　どんな称号があって、どういう行動をすれば獲得できるのかがわからない限り、狙って称号を獲得するっていうのは難しいかもしれない。

　取れたらラッキーくらいの気持ちでいよう。

　ゴム糸を巻きつける。だいぶ巻いたけど卵に変化なし。

　で、鑑定や称号で得たスキルに対して、酸耐性は取得の条件が全く違う。

　攻撃を食らって、酸によるダメージを受けたから、スキルが新たに獲得できたんだと思う。

　一度痛い思いをしなきゃならないけど、それを我慢すれば、耐性を得ることができる。

　例えば火の攻撃を受ければ火耐性が得られるんじゃないだろうか？

　防御面で考えるなら、耐性はあったほうがいいはずだ。

　これからは初見の攻撃は、死にそうになければわざと受けるべきかな？

　うむむ、いや、痛いのは嫌だし、耐性が獲得できる保証もない。

　危険な橋をわざわざ渡る必要はないよね。うん、決して痛いのが嫌ってだけじゃないからね。

　蛙の攻撃で酸耐性を獲得して、毒耐性のレベルが上がった。

　そう、あの天の声（仮）の言ってることが正しければ、毒耐性は初めから持っていたスキルってことになる。

　まあ、私蜘蛛だし、毒使うし、使うからには耐性持ってても不思議じゃない。

　不思議じゃないんだけど、自分で自分が持ってるスキルがわからないってどうなのよ？

　天の声（仮）が言ってくれなきゃ、私毒耐性持ってることに気づかなかったよ。

　てことはだよ、私、自分で気づいてないだけで、他にもスキル持ってるんじゃない？

　持ってても不思議じゃないよねー。ありそうなのは毒攻撃とかかな？

　確認できればいいんだけど、その方法がない。

　鑑定のレベルが上がれば見れるようになるかな？

　鑑定の、レベル？　熟練度？

　あれ、これもしかして、レベル上げられるんじゃない？

　熟練度って、要は使いまくって習熟した度合いってことでしょ？

　鑑定が耐性系と同じように、熟練度でレベルが上がるなら、使いまくってればレベル上がるんじゃないか？

　スキルポイントで取得したから、スキルポイントでしかレベルも上げられないって、勝手に思い込んでいたけど、もしかしたらいけるんじゃないか？

　ゴム糸を卵に巻きつけながら、そこらじゅうを鑑定しまくる。

〈壁〉〈床〉とかのどうでもいい情報が大量に頭の中に流れる。

　う、ちょっと気持ち悪い。情報過多で酔った。

《熟練度が一定に達しました。スキル〈鑑定ＬＶ１〉が〈鑑定ＬＶ２〉になりました》

　酔った甲か斐いがあった！　ヒャッホイ！　１レベル上がっただけだけど、大きな一歩を踏み出した感が半端ない！　ちょっとワクワクしながら自分のことを鑑定してみる。

〈スモールレッサータラテクト　名前　なし〉

　おお！　ちゃんと種族名らしきものが出てる！

　相変わらず情報量は少ないけど、ＬＶ１の時の〈蜘蛛〉に比べれば、大分マシになった気がする。

　しかし、私、スモールな上にレッサーなのね……。なんかこう、劣等種って感じ……。

　うん、鑑定で舞い上がったテンションがちょっと落ちたわ。別に期待してたわけじゃないけど、まさか劣等種だとも思ってなかったからなー。ま、前世でも似たようなもんだったし、気にしても仕方ないか。

　それよりも、もっともっと鑑定しまくってレベルを上げねば！

　よし、とにかく卵にゴム糸巻きつけながら鑑定のレベル上げだ。

　……上がらない。

　あの後ずっと壁に向かって鑑定しまくってるのに、一向にレベルが上がらない。

　ちなみに壁の鑑定結果は、〈迷宮の壁〉だった。微妙な結果。

　まあ、それはどうでもいいとして、なんでレベルが上がんないんだろ？

　うーん。

　一番考えられる可能性は、やっぱ、一度鑑定したものだと、再度鑑定しても熟練度が上がらないってパターンかな？　確かに、そうじゃないと簡単に熟練度稼ぎができちゃうしなー。

　念のため、マイホームの中は隈くまなく鑑定した。けど、レベルは上がらない。

　熟練度が足りてないっぽい。

　ということは、鑑定のレベルを上げるためには、マイホームの外に出て鑑定をしなきゃならないってことかー。考えてみたら、レベル１の時に、モンスターの大群を鑑定したからなー。

　あれで相当熟練度が上がってたのかもしれない。

　しかし外かー。メンドイ。せっかく安心快適なホームがあるのに、わざわざ外に出るのもなー。

　安全に暮らしたいなら引きこもってればいい。

　レベルを上げたいなら外に出なきゃならない。

　どっちもメリットデメリットがあるけど、外の危険っていうデメリットが大きいなー。

　ないとは思うけど、この卵の親が徘はい徊かいしてる可能性もあるし。

　うん。決めた。

　引きこもろう。




　マイホームで相変わらずゴム糸を卵に巻きつける作業をしていると、巣の糸に反応があった。記念すべき二匹目の獲物がかかったみたい。ちょうど腹も減ってきてたところだし、タイミングばっちりだ。

　スキップ混じりに獲物の所に向かう。

　……我ながら、蜘蛛のスキップってすごいシュールだわ。

　前回は油断して、思わぬ反撃を食らってしまったので、今回は慎重に近づく。

　さて、どんな獲物がかかっているのかなー？

〈エルローフロッグ〉

　蛙だった。またお前かい！　なんでやねん！　このダンジョン、もっといっぱい他の魔物もいたやん！　二回同じ魔物がかかるとかどんな確率やねん！

　ハーッ！　ハーッ！

　思わずエセ関西弁が出ちゃったじゃないか。まったく、どうしてくれる……

　ベチャッ！　Ｎｏｏｏｏｏｏｏｏ!?

　バカな一人漫才をやってたら蛙の唾だ液えき攻撃を食らった。二度目の人生にして初めて明かされる驚きよう愕がくの事実！　私、アホだわ！

　あーうん。

　痛みのせいでちょっと冷静になれたわ。今回は耐性のレベルアップはなかった。熟練度が足りないっぽい。まあ、それはいいや。

　蛙を抵抗ができないように糸でぐるぐる巻きにする。その上からひと嚙かみ、ガブー。

　前回ひと嚙みじゃ死ななかったし、この蛙も多分毒耐性持ってるんでしょ。

　それでも、身動きできなくしてひと嚙みしとけば弱体化するはず。

　素早く梱こん包ぽう蛙をマイホームの奥に持っていく。その後すぐに引き返して、壊れた網を作り直す。

　前回は蛙がかかった網をそのままにして、その場で食べてたけど、考えてみたらその間全くの無防備だったんだよね。

　あの時に他の魔物なり人間なりが来てたら、網がなくなった状態で襲われることになってた。

　だから今回からはまず蛙の身動きを封じて、網の修復をして、万全の態勢を整えてからゆっくり止とどめを刺して、食事をしようと思って。

　蛙のところに戻ると、ぐるぐる巻きになった状態でも、なんとか脱出しようともがいていた。

　うーん。

　ひと嚙みじゃそんなに効いてないっぽいなー。

　ガブッ！　嚙み付く。

　前回は何度も嚙み付いてようやく倒したけど、考えてみればそんなに何度も嚙み付く必要はないんだよね。嚙み付いた牙きばから毒を注入し続ければいいんだから。

《熟練度が一定に達しました。スキル〈毒どく牙がＬＶ１〉が〈毒牙ＬＶ２〉になりました》

　お！　スキルのレベルアップキタコレ！　初めて聞いたスキルだ。

　と、スキルのレベルアップと同時に、さっきまでもがいていた蛙が、ビクンッと痙けい攣れんして動きを止めた。いきなりのことで私までビクッとしてしまったじゃないか。

　あー、でもこの様子を見る限り、毒牙のスキルレベルがアップしたから、毒の威力が強まったっぽいね。いいねー！

《経験値が一定に達しました。個体、スモールレッサータラテクトがＬＶ１からＬＶ２になりました》

　ん？　んん？　あ、なんか体が変!?　うえ!?　何これ!?　皮が剝はがれてく!?

　脱皮？　脱皮なのか!?

《各種基礎能力値が上昇しました》

《スキル熟練度レベルアップボーナスを取得しました》

《熟練度が一定に達しました。スキル〈毒耐性ＬＶ２〉が〈毒耐性ＬＶ３〉になりました》

《熟練度が一定に達しました。スキル〈蜘蛛くも糸ＬＶ３〉が〈蜘蛛糸ＬＶ４〉になりました》

《スキルポイントを入手しました》

　んんん!?　ちょ、ちょっと待って!?

　今ものすごく重要なことをサラサラっと言われた気がしたんだけど!?

　もう一回言って！　ワンモアプリーズ！

　願い虚むなしく天の声（仮）は沈黙したままだった。

　おうふ。マジですか……。

　イヤイヤ。

　落ち着いて思い出そう。レベルアップって言ってなかったか？　そう言ってたよね？

　ああ、いきなり始まった脱皮のせいでよく聞き取れなかった！

　い、いや、いきなり脱皮が始まるとかどう考えてもおかしいよね？

　これはつまり、レベルアップの影響で、体が一新されたから？

　とりあえず、未だにくっついたままの古い皮を剝がす。うわ、背中の部分とか結構傷ついてんじゃん。これ、蛙の唾液食らったところじゃん。見えなかったけど、結構ひどい怪我だったんだ。

　ん？

　そういえば、潰つぶれてた視界の一部も元に戻ってる！

　おお！　レベルアップすると体力完全回復とか粋なことしてくれるねー！

　うん。

　これは間違いなくレベルアップだ。心なしか体も軽い気がするし、スッキリ快調。

　原因は、蛙を倒して経験値を得たから、だよね？　とりあえず、蛙を食べながら考えよう。

　えーっと、順番に思い出していこう。

　最初は、レベルが上がった的なことを言ってたと思う。そのすぐ後に脱皮が始まっちゃって、混乱してたところに、天の声（仮）がサラサラーっといろんなことを言ってた気がする。

　思い出せー、スキル、そうだ、スキルレベルが上がったとか言ってなかったか？

　しかも、一個じゃなかったよね？　二個同時に上がった？　なんで？

　そうだ、スキルの前になんか言ってたはずだ。

　えーっと、スキル熟練度レベルアップボーナス？　それだ！　そうだ、そう言ってた！

　つまり、レベルアップしたことで、スキルの熟練度にボーナスポイントが加算されたんだ！

　だから一気に二個もスキルレベルが上がったんだ。

　上がったスキルは、毒耐性と、蜘蛛糸？

　へー、糸もスキルだったのかー。レベルまでは聞きそびれちゃったなー。

　けど、蜘蛛糸は出し続ければ案外簡単にレベル上げられるんじゃないかな？

　これはいい情報を手に入れた。

　それから、スキルポイントって言ってなかったっけ？

　どうやってスキルポイントをゲットするのかわかんなかったけど、レベルアップで上がるってことか。

　まとめると、レベルアップすると、体力が全快復する。

　ステータスも上がった気がする。

　スキルポイントも入手できる。

　どのくらいの量が入っているのかは後で確認するとしよう。

　で、一番重要なのが、スキル熟練度にボーナスが入るってことだ。

　どのくらいの量のポイントが入ってるのかはわからないけど、二個も同時に上がるくらいだし、結構な量が入ってるんじゃないかな？

　となると、レベルを上げれば効率的にスキルを強化できるかもしれない。

　それにしてもレベルかー。

　スキルとか称号なんてもんがあるし、あるかもとは思ってたけど、本当にあったかー。

　なるべく考えないようにしてたけど、この世界ってゲームみたいだよねー。

　こうなってくると、ゲーム感覚で生きていこうってなっちゃいそうで怖かったんだけど、もう手遅れかもしれない。だってちょっとワクワクしてきちゃってるんだもん。

　ゲーマー魂には逆らえないよね。

　とりあえず当面の目標は卵を割ること。今はまだムリだ。硬すぎる。

　レベル上げればステータスも上がって、いつか卵が割れるようになるはず。

　ゴム糸を巻き続けても割れる気配は一向にないし。

　ククク。待っていろよ卵！

　絶対割って食ってやるからな！

















４　巣立ち






　卵を割るためにも、生き残るためにも強くならなきゃいけない。

　相手が魔物にしろ人間にしろ、殺されるなんて真っ平ごめんだ。

　卵泥棒がここまで来たってことは、このあたりにも人間は来るってことだし。

　卵の親がこのあたりをうろついていないという保証もない。

　私の蜘蛛の体は運動能力が結構高い。

　ジャンプすれば２メートルくらいまで飛び上がれるし、壁面を登ることもできる。

　マイホームを作る前に外をウロウロしてた時に、他の魔物にも遭遇したけど、問題なく逃げ切れるだけのスピードが出た。

　そこから考えると、私の魔物としての強さは結構高いんでないか？　と思うかもしれない。

　でもそれは間違いだった。

　卵も割れないのに強いわけないでしょうよ。

　私の最大の武器は、糸と毒牙だ。糸で拘束して、毒牙で止めを刺す。

　この黄金コンボが私の常勝テクであり、逆に言えばこれが通用しない時、私の敗北が決定する。

　それだけ私にとって、というよりも私たち蜘蛛の魔物にとって、糸と毒牙は重要な武器なのだ。

　そう判断し、以後は糸での拘束をガッチリして、相手に反撃の余地をなくしてから止めを刺すようにした。

　そうやって三匹目の蛙を無傷で仕留め、食べ終わった時、天の声（仮）が聞こえた。

《条件を満たしました。称号〈悪あく食じき〉を獲得しました》

《称号〈悪食〉の効果により、スキル〈毒耐性ＬＶ１〉〈腐ふ蝕しよく耐性ＬＶ１〉を獲得しました》

《〈毒耐性ＬＶ１〉が〈毒耐性ＬＶ３〉に統合されました》

　新しい称号を獲得した。

　いろいろやっても手に入らなかった称号だけど、意図してないところでポコっとゲットしちゃったよ。

　悪食って、仕方ないじゃん！

　魔物しか食うものないんだもんよ！

　まあ、天の声（仮）に文句を言っても仕方ない。

　ゲットできたスキルは毒耐性と、腐蝕耐性？

　あれか？　腐った物食べても大丈夫的な感じか？

　あんまありがたみがないけど、ないよりかはマシなのかな？

　毒耐性の方はもともと持ってるスキルだけど、天の声（仮）の言い方からして、レベル１分、熟練度に加算されたんじゃないだろうか。

　スキルが伸びればその分私も強くなる、はず。

　まあ、耐性伸びても卵は割れないんだけどね。




《熟練度が一定に達しました。スキル〈蜘蛛糸ＬＶ５〉が〈蜘蛛糸ＬＶ６〉になりました》

　糸で遊んで、げふん、もとい、糸を使って修業をしてたらスキルレベルが上がった。

　蜘蛛糸もスキルだとわかったので、熟練度を稼ぐためにいろいろやりまくったのだ。

　スキルレベルを上げればもしかしたらゴム糸の伸縮性とか上がるかもしれないし、そうしたら卵も割れるかもしれない。

　いやー、レベルが上がるまでめっちゃ苦労したわ。

　おかげでマイホームの中が真っ白になったくらい。

　我がマイホームは最初の時に比べると、ここ何日間かでだいぶ様さま変がわりした。

　まず張ってある網の量が増えた。

　前まではＴ字路の交差点から、各通路に一つずつ網を張ってただけだけど、今では通路の先の分かれ道まで、いくつも網を張ってある。

　一つだけだと、侵入や突破を許してしまうかもしれないと考えた結果だ。

　これだけの蜘蛛の巣すの網を突破するには、それなりの時間がかかるはず。

　これでマイホームの安全度は一気に上がった。

　そこまでやってもスキルレベルが上がらなかったから、今度は壁の装飾をしてみた。

　壁一面に糸を張っつけていって、白く塗りつぶしていった。

　もちろんタダの装飾なんかじゃない。

　この壁紙糸は、張ってある網と連動していて、網に獲物がかかると、自動で壁から離れて相手を包み込むように調整してあるのだ。

　色々と試行錯誤を加えて完成させた、自慢のトラップである。

　壁紙糸を張り付け始めた頃に、スキルレベルが１上がった。

　壁紙糸を全て張り終えたあと、最後に設置したのは、目に見えないほどの極細の糸を、マイホーム中に張はり巡めぐらせることだった。

　この糸には粘着力は持たせていないし、触れればすぐ切れる。放っておいても空気の流れでそのうち自然に切れてしまい、壁紙糸に吸収されてしまうというものだ。

　ここまで細い糸を出せるようになったのは、スキルレベルが５になったからだと思う。

　この糸は、索敵のためのものだ。糸の先は私に繫つながっていて、糸が触れたものは、それがどんなものなのか、私に伝わるようになっている。

　私は体の構造上後ろが見えないから不便なので、その対策のために開発した索敵糸がこれだ。

　今はマイホームの中にいれば背後を気にする必要はないので、それならばとマイホーム中に張り巡らせることにした。

　ゆくゆくはこれを遠隔操作できるようにして、マイホームの外の探りをしたい。

　で、ここまでやっちゃうと、流石にやることがなくなって、糸をただ無駄に溜ため込む作業をしているところで、ついにスキルレベルが６に上がったのだ。

　おかげで上質な絹糸みたいな高級感あふれる糸が、毛玉にされて無造作にいくつも放置されてたりする。

　ちなみに、そんだけの量の糸を出せば当然お腹が空く。

　というわけで、網に引っかかった哀れな獲物さんたちは残さずいただきました。

　ここらへんにいる魔物はみんな毒持ちらしく、毒どく牙がでもなかなか死んでくれない。

　まあ、どっちにしろ巣にかかってくれれば後はやりたい放題なんだけどね。

　おかげで毒牙のスキルレベルは４に、毒耐性のスキルレベルは５にまで上がった。

　私がこれまでに倒した魔物は、〈エルローランダネル〉が三匹、〈エルローペカトット〉〈エルローバジリスク〉〈フィンジゴアット〉が各一匹ずつだ。

　他にもお馴な染じみの蛙を追加で二匹。

　このダンジョンって蛙が大繁殖してるんだろうか？

　これだけの魔物を倒したけど、人間の姿は今のところない。

　エルローランダネルは小型の恐竜みたいな魔物で、三匹いっぺんにやってきたから焦った。

　まあ、三匹とも見事に網に引っかかってくれてたから苦労はしなかったけどね。

　エルローペカトットはペンギンとペリカンを合わせたような胴体に、猿みたいな腕を持った奇妙な魔物だった。

　フィンジゴアットは蜂みたいな魔物で、異様な程大きく、３メートルくらいあるこの通路を埋め尽くすくらいの巨体だった。そのせいで余計網にかかりやすかったけど。

　一番やばかったのはエルローバジリスクだ。

　でっかい蜥蜴とかげみたいな外見の魔物だったんだけど、バジリスクと名がつくとおり、石化攻撃をしてきやがった。多分ゲームとかファンタジーと同じ、石化の魔眼だったんだと思うけど、私の前足が一本石化させられてしまった。恐ろしい強敵だった。

　思わず卵の裏に戦略的撤退をしたほどだ。

　その時、卵に巻きつけていたゴム糸は軒並み石化して砕け散った。

　これ、もしかして卵も行けるんじゃね？　と思ってそのまま石化攻撃させ続けてみたけど、卵は全く変化なし。

　どころか、終しまいには蜥蜴の方がバテたので、仕方なく止めを刺した。卵、恐ろしい子！

　その後レベルアップして脱皮するまで、石化した足で過ごさなきゃならなかったので辛かった。

　石化耐性のスキルをゲットできたから、収支としてはプラスかもしれないけど、最初の蛙と同じか、それ以上に危なかったと言える。

　あ、サラっと言ったけど、私レベルアップしました。しかも三つ。今はレベル５です。

　スキルはわかってるのだけで、〈毒牙ＬＶ４〉〈蜘蛛くも糸ＬＶ６〉〈鑑定ＬＶ２〉〈禁忌ＬＶ１〉〈外道魔法ＬＶ１〉〈毒耐性ＬＶ５〉〈酸耐性ＬＶ２〉〈腐蝕耐性ＬＶ１〉〈石化耐性ＬＶ１〉だ。

　レベルが３も上がったのに、スキルレベルはそこまで上がってない。

　思ったよりレベルアップによる熟練度ボーナスは少ないみたいだ。

　あと、スキルポイントがレベルアップで増える量もだいぶ少ないみたい。

　スキルポイントを入手したって天の声（仮）が言ってるのを聞いた時はテンション上がったけど、そのあとなんかスキルを取得できないかどうか試してみたけどダメだった。

　ありそうなスキルを片っ端から頭の中に思い浮かべてみたけど、取得できるスキルはなかった。

　そもそもそんなスキルがない時は天の声（仮）は反応すらしてくれないし、スキルが存在してたとしても、

《スキルポイントが不足しています》

　という答えが返ってくるだけだった。

　私が思っている以上に、スキル関連の制約は厳しいようだった。




　今日も今日とて怠惰を貪むさぼる。あー、マイホーム様様だわー。

　え？　卵？

　知らんな。ゴム糸を隙間なく巻きつけられた白い塊なんて私の記憶にはない。

　食事は勝手に向こうの方からやって来てくれるし、防犯もバッチリだから危険なダンジョンの中でもぐっすり安眠できる。硬い床には柔らかな糸を敷いているから、寝ね心地ごこちも最高。

　日課になりつつある糸だしをしながら、ゴロゴロとくつろぐ。あー、幸せ。

　思えば前世はかなり忙せわしなく毎日を送ってたんだなー。

　私はそんな自覚はなかったんだけど、今考えると平均睡眠時間四時間ってどうなのよ？

　前世の私の生活サイクルは、朝起きて学校行って、終わったら家に帰ってきてひたすらゲーム、深夜の眠気がピークに達したところで寝る。

　そんな生活だったからなー。

　ゲームをやるのは楽しかったけど、今思うと、やらなきゃならないって義務感が無きにしも非あらずだった。ネトゲの非課金でありながらトッププレイヤーに混じれるっていう誇りと、周囲の期待に応えようとして、つい自分のキャパシティを超えていた気がする。

　こんな私が、周囲の期待に応えるとか、何の冗談だって気持ちよ。

　唯我独尊。他人の目なんか気にしない。

　そう思ってたけど、ちょっとだけはそういう人間らしい感覚もあったんだなーって、この生活をするようになってから気がついた。だから、今の本当の意味で何もすることがない生活をしてみると、全てを投げ出してやったという解放感があった。

　最初のうちは、暇になったら耐えられなくなるかも、っていう不安があったけど、杞き憂ゆうだったみたい。ネットもゲームもない環境は、確かに暇だけど、耐えられないわけじゃない。

　どうも私は普通の人より幸せを感じる基準が低いみたいだ。ぶっちゃけ生きていられればそれだけで幸せだ。食と住が保証されている今の生活は、この上なく幸せだ。

　いっそこのままここで一生を過ごしちゃおうかと思うくらい。

　蜘蛛としての寿命がどのくらいあるのかはわかんないけどね。

　ただ、そうは思うけど、いつかはこのマイホームを離れなきゃいけないだろうなと思う。

　不測の事態、環境の変化、巣を破ってくるような強敵の出現。

　卵泥棒みたいな人間が来る、強力な魔物が来る、とか。

　いつになるかはわからないけど、その時はやってくると思う。

　変わらないものなんてない。

　だから、その時が来るという覚悟はしておこう。




　そう決意したけど、早すぎるよ！　覚悟できてないよ！

　慌てふためく私の視界の先には、炎上するマイホームの入口の一つがある。

　ウトウトと眠りについていたところに、急に火の手が上がった。

　私が作り上げたマイホームは、何の抵抗もできずに火の海に徐々に飲まれていく。

　無敵を誇った私の蜘蛛糸、火に弱いというまさかの弱点が判明してしまった。

　しかしなんで急に火の手が？

　その答えはすぐにわかった。人だ。火の奥に人間の男がいた。この前の卵泥棒とはもちろん別人だ。その手には松明たいまつが握られている。

　あれを使って私のマイホームを燃やしたに違いない。

　まずい。

　火に遮さえぎられてよくは見えないけど、男の後ろにも何人か人の姿が見える。

　火をつけたのが偶然であるとは思えない。明らかに、蜘蛛の巣を警戒しての行動だろう。

　そうなると、巣の奥に私という蜘蛛の魔物がいることも認識してるに違いない。

　このままここにいると、火に巻かれて死ぬか、人間に追い詰められて死ぬかの二択しかない。

　幸いまだ火の手は私のところまで届いていないし、逆側の脱出路から出れば人間に追いつかれることもないはずだ。

　私はもう一度だけ、マイホームの中を見回す。

　転生してから今までの大半をここで過ごしてきた。

　丹精込めて作り上げた。

　色々な発見をしたのもこの場所で、その度に一喜一憂した。

　今まで私のことをずっと守ってくれたのも、この場所だった。

　下手をしたら、前世の自分の部屋以上に愛着があるかもしれない。

　それだけ濃い時間をこの場所で過ごしてきた。

　私は駆け出した、火の手とは反対方向に。

　複雑に張られた蜘蛛の巣を、器用に通り抜けていく。

　最後の網。

　そこを越えればもう二度とこの場所には帰ってこれない。

　そこを越えればもう安全なんてどこにもない。

　それでも私は迷わずに最後の網を潜る。

　振り返りたい衝動にかられたけど、そんなことはしない。

　今は少しでも遠くに逃げることを考える。

　こうして私は、マイホームを追われることになった。




　余談だが、マイホームに火を放った冒険者たちは、その後、マイホームの中央に放置されていた、大量の私の糸玉と例の卵を発見したらしい。

　そこまでは運良く火の手がまわらず、彼らはそれを回収。

　その糸を使った服がとんでもない高額で取引されたという。

　中にはどこぞの国の王様までそれを購入したそうで、一時期話題になったのだとか。

　卵の方はあの状態でもしぶとく生きていたらしく、その後無事に孵ふ化かしたらしい。

　私がその事実を知ることになるのは、もっとずっと後のことだった。

　とりあえずその時に思ったことは、割れなくてよかったー、ということだった。








Ｓ３　孵化するもの






　俺とスーはそれをジッと見つめていた。

　俺たちの視線の先には、一つの大きな卵があった。

　１メートルくらいもある大きな卵だ。

　地球で最大の卵は確かダチョウの卵だったと思うけど、目の前にある卵はどう見てもそれをはるかに上回る大きさを誇っている。

　それもその筈はずで、この卵、中身は魔物なのだ。

　この世界の魔物はゲームと違って何もない場所からいきなり現れるわけじゃない。

　ちゃんと生殖活動を行って増えていて、この卵も、親の魔物から生まれたものだ。

　この卵はエルロー大迷宮と呼ばれる場所から持ち出されたものらしく、この前の鑑定の儀のお祝いの品として献上されたものだ。

　魔物の卵というと危険な気もするけど、孵化した直後から人の手によって育てれば、人に懐なつかせて使役することもできるらしい。

　そして、この卵は今まさに孵化の瞬間を迎えようとしていた。

「頑張れ」

　スーがポツリと呟つぶやく。

　卵は薄くひび割れ、中の生物が必死になって殻を割ろうとしている。

　ひびが入ったのが二日も前だから、ものすごい長期戦だ。

　今、卵のひびは全体に広がっている。

　あともう一息で完全に割れるところまで来ていた。

　俺とスーは固かた唾ずを吞のんでその様子を見守っている。

　思わず手を貸したくなるけれど、アナによると手を貸してはいけないらしい。

　自力で孵化しないと、丈夫な子にならないそうだ。

「あ！」

　殻の一部が大きく割れ、中から手のようなものが飛び出す。

　その手が振り回され、煩わしそうに殻を剝はがしていく。

　そして卵の中から現れたのは、黒い蜥蜴とかげのような魔物だった。

　蜥蜴と目が合う。どことなく蜥蜴の目が嬉うれしそうに輝いているように見えた。

「可愛、くない」

　ものすごくがっかりしたようなスーの言葉に、これまたショックを受けたように口をあんぐりと開く蜥蜴。

　言葉が理解できている？　まさかな。

「そう？　俺は結構愛あい嬌きようがあると思うけどな」

　地球でも爬は虫ちゆう類るいは好き嫌いが分かれるけど、俺は割と好きな部類だ。

　それに、この蜥蜴は男子だったら絶対に気に入るはずだ。

「おめでとうございます。やはり、地竜の子供ですね」

　アナが蜥蜴を見て告げる。

　ハーフエルフで、見た目以上に長生きのアナは博識だ。

　その見立てでは、この蜥蜴は地竜の子供だという。

　竜、その響きだけでなんだかワクワクしてくる。

　地竜は成長しても空を飛ぶことはできないらしいけど、それでも竜は竜。

　きっと将来強くなるに違いない。

　その背に乗った成長した俺の姿を想像する。いいなー。

　長年生きて高レベルになった竜は龍に進化するそうだけど、そこまで育てられるだろうか？　さすがに無理か。

「スーがいらないならこの子は俺が世話するけど、いい？」

「兄様が欲しいものは全て兄様のものです」

　どうしよう。妹がおかしな方向に行き始めてる気がする。

　けど、今回は都合がいいからスルーしよう。

　蜥蜴を抱き上げる。大人しい。

　頭を撫なでてみると、嬉しそうに体をこすりつけてきた。

「名前、決めないとな」

「よろしいでしょうか？」

　アナが俺の手から蜥蜴を受け取る。

　下半身の部分をまさぐる。すごい嫌そうに蜥蜴が身をよじるけど、がっちりホールドされていて逃げ出せないようだ。

「メスですね」

　アナがそれを確認して俺に蜥蜴を返してくる。

　蜥蜴はなんだかすごいやるせないような顔をしていた。

「メスか。どんな名前がいいかな？」

　オスだったら格好いい名前にしたんだけど、メスなら綺き麗れいな名前にしたい。

　可愛い名前は、竜だからあんまりイメージがわかない。

「よし、決めた」

　いくつか候補を頭の中で考え、最後に残ったものにした。

「お前の名前はフェイルーン。フェイだ」

　それは、俺が前世で遊んでいたオンラインゲームで出てくる、フィールドの名前だ。

　どこまでも続く砂漠のフィールド。

　そして、その中心にはエリアボスのドラゴンがいて、そのドラゴンを倒すとオアシスに辿たどり着く。

　そのオアシスの景色は、ゲーム中屈指の幻想スポットとして、スクリーンショットに撮っておきたい景色ナンバー１を獲得していた。

　特に夜の景色は、砂漠の中にひっそりと存在する楽園といったイメージだった。

　黒い外見は夜をイメージさせ、地竜に名付けるにはちょうどいい気がした。

「よろしく、フェイ」

　俺が呼びかけると、フェイは嬉しそうに「キュウ」と鳴いた。







　この続きは現在配信中の『蜘蛛ですが、なにか？』にてお楽しみください


(C)Okina Baba, Tsukasa Kiryu 2015
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